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序

ﾡ時中及びﾡ後の過伐に よ って 我國の森林資源が著しく 消耗されなこ と は衆知 

の通 り であるが, 図土復興の要求に ともなって 木材に到す る僦は増大の一途を 

などり, 今や森林資源の渦渴は 目前に迫つて 真に憂慮すべき事態に書面して〜 

る. 林野ﾡにかてもﾡにこのﾡに和意して種々の封筆を請じて楽たが, 4回新 

に森林法を改正し, 又木材利用の合理化と 土地生産力の増ﾡの二大目標をかかげ 

て强く政策を推進しようとしているのである。

土地生産力の増强を 賞現する具體的手段は,先づ生産力に よ る 土地分題を 行 

v, それを基礎として育林,造林,保育等の研究を進め,一方施業技術を改善し 

て研究成果を充分に活用することである。ﾡる見解のもとに,取りあをず昭和22 

年以降國有林に就いて,生産力による土地分類を企圖し,林業試險場員の協力を 

得て森林土墳調査を開始した。幸にして抵常者各位の努力により,木林野に適 

合する 科學的土地分類法 を確立 し得なので, 調査事業は期待以上に皿な進抄を 

見ることが山楽な。

森林土壊調査は豊富な知識と明敏な観察を要するのみならず,廣大,峻險な山 

野を限なく踏査する必要があつて,その外や誠に大な る ものがあ るが,林求試験 

場及び各営林局のﾡがの苦心によ め 旣に約 20 萬町步の調査 を完了 したので, 

ﾡに林野土壇報告を刊行し, 調査報告並びにこれに附随した研究成果を途大我求 

するととにした.

ﾡうに,ﾡる調査はあ女ねく我図の全林野に就いて行うべきであり,又この調 

査に伸って 土壌保全調査を行えば,その成果はﾡ図産業の再建に寄興するこ と査 

し絶大のものがあると信じられる。斯る觀點から,近3楽にかいて, 本事来を 

横張 して 強力 に推進 したい と 考えて いる。識者各位の賛同 と 後扱が得 ら い ば改 

に製外の幸である。

終りに調査ﾡ常員の参を謝し, 今後の硏破と努力を希里する。

昭 和 26 年 3月5日

林野ﾡ長 官

横 川 信 夫

こ、
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林来は農業と同じくﾡ物科事にﾡ礎をのいて, 地上に働3地中に著 らnれcw 

る自然力を利川する土地生産求であるから, 共の經替には先づ以って土地そのも 

のを構剛ﾡしてゝくべきであるにも拘わらず, 我國では,これまで森林土壊に 

關す る 科が、技術がの教々 なることも一回となって 遭位な が ら 國 内林野土壊に 

就いて綜介的には何も例っていなかつた。從って國土保全の間®でも將又,造 

林,紙谷の面でも絶べてに合型性とﾡていた事は否めない。 と こ ろが 昭和 22 

年か ら図行林が過早 く 林野土ﾡの線令的間査を企岡せ られ 技術の指導と調査に 

伴 う 研F究面を場に委卵せられたので 造林部長大政博士以下関係の土壊研究室職 

員は全力をあげて是れに參電し,各お林局御支援のもとに 既に 20A町歩に及ぶ 

調査を完 r して今H に至っている。

申すﾡもな く , 林木の生育に 関係ある 土地的因子は極めて 彼ﾡ多岐に重るの 

で,夫等因子の綜合結果 として現われる「生産力」なる ものを土地分類の指標と 

しなのでは. 北の岐果が何れも断ル的局所的に瞳 して, 所誰系統的にﾡ系づけ ら 

れないは色に幾多此和の研究粘米が如ﾡに物許つている。 そ こで當場にあいて 

ﾡ意の問題の解状に分めな精果, 林野土ﾡの和ﾡと共の分布並びに, そこに 

育する樹ﾡの更新との成災状態などを把ﾡして, ﾡに全く祈しい系統的な土地 

分類法の確立に成功し,目下側係営林局のﾡ大な御支拡の もとに 着々図有林の土 

ﾡ間を賃施中である。 紙谷合理化のﾡ動からして も本調査の如3は可及的逃か 

に完了することが"ま しので細織の横だﾡ化を期待してや食いが,期く して調 

査の範困を普く 民有林野に及ぼして,急速に 成果を細め得たならば,図行林, 民 

有林を舉げて經營の分理化,國土の保全,並びに綜合利用など邦家林業に•貢献す 

る ところ多大なるものがあると信ずるのである。

四に本調査研の波織は遊共「林野土壌調査報行」と しで刊行せられる:改定で 

あるが, 先づ此の調査の基準とな る べさ「ブナ林土壌の研究」を創刊すること、 

した.

に本間査を始めて以楽, 終始格段の御協力 を賜つたな営林局他 關係各位に對 

し深甚な る謝意を表する と共に 今後一ﾡの御支扱と御ﾡﾡと を布う交第である。

昭 和 26 年 3月5F

林来試験場長 長谷川 孝三
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プナ 林 土 堰 の 研究 (大敗) - 1 一

I 緖 言

木邦のブナ林は,所在の大部分がいわゆる深山谷の地にまたがつているために,ヌーつには 

ブナ ノキの村 •が窗り 場く , しかも,利川価値が乏しいという理由から,比校的近年にいたるまで 

大量にﾡの入る こ とを免れて,主と して本州中部以北の赤梁山脈に沿い広い地域にhって太 

古そのま ゝの如き姿を保っていた,>その若積は木州・W国・九州で実に146百万立ガメー トル"と 

云われた。しかし,この広大な天然林も近年澗葉覘の利用開発が唱第せられてブナ材が曲木,

板等に 広 く 使川 される よう にな り, 更にパルプ材と して も 多述に 簡要されるよ う になつ 

て", 次第に伐採され,代探価飾は年念激に増け加するにいたつた。そう して,その必然の結果 

と して伐採跡地の成林 と いうこと が川題 となり, 同時に ブナ林:ﾡの研究が真ﾡに取 り あけら 

れるょう になつた。このょう な情労の も と に筆 番は昭和 12 411 月 に プナ林土康の研究を命ぜ 

られ, 自今, 東北地方の 山地を主と して調在研究を続けたのである。

元来本邦の天然林の土壊に関する研究は極めて少い」: に多く は断片的な もので, プナ朴の士: 

域の如ぎ も,一般林衆家には, 淡然と, i色森林士にﾡナる肥ﾡな,厚い一部の増質ﾡと考 

えられているに過ぎなかつた。このように考えられた理の一つは, 美林と呼ばれる程のブナ 

林の土ﾡは大部分がいﾡ西土ﾡであつて, 土壊川互の間に,一見しては何等の相も見受け 

られないことから , ブナ林はﾡる特行の土ﾡに炊立する ものであると い う 印象を受け易かった 

ことにあると思われる。その他に, ブナ ノキはﾡ葉の石次合行量が多いととろから映州ではﾡ 

x「森林の母」とげれているのであるが,このことから八役然と,木邦兆のプナノキもﾡな 

城 に 生育する もの と 考えられて,こ の考が上退の ブナ林のﾡ に地質の ものが 多い とい う 考 と 

無反行に結びつけられたという こと も可なり大きな理であると思われる。と もかく も.期くの 

如 く ブナ林の土壌を一様な ものとるこ と に疑問の. ある こ と は勿論である。樹木の分布を大き 

く 仙約するものは気温と降水量であつて , 大部分の樹種は両関予の規定する条のかなり 広い 

価fのlで興種の:北:ﾡに対 して適応性を示ナ も ので あるから, プナノキも 幾種類かの土壌に わた 

つて分布すべさ こと が予想 されるので ある。斯る予想の もとに,筆者は調在の当初にまづブナ林 

の土壌で多少と もげ価iに差興の認められるものを探し求めた。そう して, それ等の土壊の件 

我が相互に全く 無関係の ものであるか, 或いは何等かの関麻性を存する ものであるかを究明す 

ることにﾡめた。それと同時に,ブナ林の七壊の性賞を確実に把握する手段として,プナ林と 

略 々 同一地ﾡに生府する ヲモリ トドマッ・ ミヅナラ・スギ・ ヒベ(ヒノキブスナロ)® 等の 

土壊 と の比北核研究 をするとと を試みた。

1) 農林省山林麻 昭和 134. 第9次山林災覧にょ る。・和 1244 月 1 II 興の施業業続成済国行林の 
ﾡ積であるo

2) 今次大戦後期には軍需材と Lてい多量に役探され:。 メ戦後, 所典地林の開発が提"されて, 今 
後多量に役探されょ う と しているo

3) 林学の似川 に従って,以後ヒノキブスナPたヒバと記ﾡする。
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こ れ等初期の研究の結果ブナ林土域に は従来知 られているも の以外に 月【折面の形態プ的微の 

相途する数種ﾡの土壌が在する こ とが鳴らかに された。しか も これ等の上壊間には生成論的 

に見て攻る種の関群性の行ナるととが予想されたのである。そこで研究の後期はﾡる関ﾡが 

に原因 しているか, ち葉を換2て云父ば, 土壌のﾡ断研の特徴を変化せ しめる主因が:ﾡ生 

にあるか, 或いは気象的若しく は地形的の ものにあるかを究明することに努めた。それと同時 

に,土壊の相違が如何に植物に,又樹木の更新とか長に影響するかというと と を も知るに 

めた。

以上の研究は主と して土壊形態学的方法によって行われたものである。土壤形態学は土壊学 

の一分派と して極めて新 し く 発逆 したもので, 近代土域学の開拓 者の一人 と,われる Doku- 

chaev(Dokuchaiev)氏の"土壌は独立した natural body で ある'' とい う 朮回 した思想に胚 

胎し,発展した学である。この学派では土壊を定義して,成土物質が自然に推伏した位血でそ 

の土地の気候の影響下に 地水の作用を受けて 構成要楽たる無機 及び 行機化合物の移動が行わ 

れ,その熱果と して縦断而に肉眼的に も利然たる色 •棚疝 ・ 細織等の形館的特微を典にする数 

ﾡ位が分化 したものと するので あ る"。そうして,斯 る土壊層断面の形態的特徴は過去におけ 

る土壊の生成過程は勿論,現在土壌中で行われている変化をも反映するものとして, これの 

研究に主ﾡを置く ものである。華者はかねてから斯る見解に驚く 研究が森林土壌の立地学的硏 

究に最も適切且必災であるという考を抱いていたので, 今回のブナ林土壊の硏究に も土壌形態 

学的方法を採用したのである。

野外における研究は予想外に興味のある事実を もたら したよ う に思われた。そ とで更に突験 

盛内での化学的, 物理的実験と頭微純観察に力を注いだのであるが,時ﾡく大戦の様ﾡが我団 

に不利となり , 種々の障*: はとかく 実験 の 進行を停頓せしめ勝となつた。そう して昭和 20 年 

5月24 日夜半の空必によ り実腕成試の大部分と分析川試料及びﾡ検刑土壌海の全部が続尖失 

し去るに及んで本听究は一先づ悲運な終止符を打たざるを得な く なつたのである。・

大戦の終ﾡにより筆ﾡの研究は改めて祈しい発点に置かれている"。 筆者のプナ株土壌に 

関する研究は上記の理血iに よ り 不ﾡ不の ものであるが, これを土壇形態学の方面から見れば 

一応完結 したものということができるし, それに, これによ って 本邦森林の森林立地学的研究 

方法にささやかながら一ﾡをさ側たものと信じられるので, との機に際し復往の広績を一先 

づ超めて識杯の批制と示教を仰ぎ向後の研究を誤り少いものに したいと思い,敢て こ こ に報告 

する大第である。

ﾡﾡの野外調査は可な り 広汎な区城に重つて行われたものである。即ち調査地を北から 記せ

1) 風化作川と土血化作用に関するり伏な解が最塩入情士にょつて発炎され:。 独入松三町. M和 

244(1949). 知土拠の化学 (1). 飛第技術 4. m • 1.
2) 林野庁主’薬の； 仔林野森林土皇決査が 昭和 22 年から新に発足 し, 林業試験毋の 筆告等の研究室が 

調査央行の中心におかれる こ と になつ:。

プナ 林 土城 の 研究 (大政) 一3-

ば, 北地方では下北・ 津経両ゲ島 ・ 深浦地方 ・ ハm山・十和川湖地ﾡ ・ 太不山施 (仁別) 

地ガ ・ 烬駒山地帶 ・蔵:王山 ・ 飯豊山堆帝が, 関東地方では拈苗代湖肝 ・場山の一部 • 博士山 

附近 • 利供川上.地ﾡが,九州では内大i山・ 紫山等の地域が挙げられる。各調査地で出来 

るだけ 多数の旅断間iを想奈して, 形館的特微を記載し, 分析が料も時叫ど労力の許す範田内で 

多数を取した。しかし,木W書では調査試料の比北桜的定価している東北地方, 就中八甲川山 

地ﾡの土域断府の小か・ら祈式的な ものを選んで記途することに した。

本研究は元山林用業務課戻早居业送,元林業試顾里艮太田勇次郎両氏の援助と元林業試験場 

長族岡 尤長博上の好 •意の も と に行われた ものである。数に特記 して深な る謝を炎 したい。

メ木研究は 多数の 人述の扱助に よ つて 今 nあるを 代たので あ るが: ,中で も 継え ナ Kを 支持 し 

激励された名古屋宜林局麋野村進行博士,微生判査に国力された元函陀営林局長故佐侑秀臣氏, 

林業試験場株支場口村井三郎氏,調在上各種の優を与えられた東京, 青森,秋山各営林務 

の諾港と , 終婚変ら ざる熱心を以て直接研究に助力 された林ﾡ試験場口内藤三夫氏, 同場隆男 

氏,同ID地氏, 同松井光琉氏,青森営林局口山谷半一氏その他の氏に心からなる放謝を抹 

げたい。

I 研究方法

A 土ﾡ暦断面

壌府断面iの研究 方法に関 しては eEiに内外-に多数の女献" があつて詳 細が尽されている 

が,方法の細かい点では各 がによつて必ナ しも一致せめとこ ろがある。

このことは土壌形態学が未だﾡめて新しい学間である以上連け難いことである。 裕の用い 

た方法は大休においてﾡに芝 代に氏との共番で発炎した方ﾡ")に準拠したものであるが, 多少変 

更遣加 した点があ るので, それを大に述するこ と にする。

1) 有機物ﾡの命名

現住土壊学において国際的に広 く使川 されているは位の命名法に ょれば,地炎の有機物ﾡは 

真の土壌府 と は認め難いと い う 見地" か ら A。 の記号を以て 一括して表示 さ れて いる。

1) 従来発行 さ れている土典学の著書の 多数の いのには 研力方法に関して 可な り 詳細な点に 回 って記我 

されている。 土り刷所面の調査方法な主として記ねしたいのには Kellogg,C. E. 19S7. Soil Survey 
Manual. Washington ; Zakcharov, S.A. 1927. Achievements of Russian science in morphology of 
soils. Ieningrad; Polynov, B. B., Baltz,V. A. and Scholsalsksy, Z. J. 1929. Instruction for collecting 
soil monolithsandsoil samples for laboratoryinvestigation.Leningrad; Clarke. G. R. 1941. 
The study of the soilin the ficld. 3rd. ed. Oxford; 大政正降,芝木式夫・ H和104(1935).森林 

土噴調査方法. 東京; 川村一水・昭和12 (1937)・土性調査の新生面・台誇度作研会報・15.252; 芝 

木費犬.M和134 (1939). . 3 等がある。森林喧が査報書・知管林局ﾡ書.No
2) 大政正密, 芝本武夫・ m和I104(1935).前o
3) Joffe. J. S. 1936. Pedology. New Brunswick 参照。

%25e6%25a3%25ae%25e6%259e%2597%25e5%2596%25a7%25e3%2581%258c%25e6%259f%25bb%25e5%25a0%25b1%25e6%259b%25b8%25e3%2583%25bb%25e7%259f%25a5%25e7%25ae%25a1%25e6%259e%2597%25e5%25b1%2580%25ef%25be%25a1%25e6%259b%25b8.No
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しかし, この有機物店を付細に観楽すると, 森林土壌では少く とも2店以上のに分ち得る 

場合が去だ 多く,且つ とれ等のﾡの 性の菱興に は 可な り本質的の も のが認め られるので あ 

る。それ故に, 林学関係の土域研究界は旭を Aoﾡを更に細分して, これに特別の記サを与え 

ている。木研究は特に森林立地学的な観点に立つ故もあり ,筆もが AsHを細分する方針を 

とつた。この場合に細分された各ﾡの記サが間題であるが, 各国間に従来般も広く 用いられて 

いるのは Heseelman"-氏によつて拠称された F(崎葉ﾡ) ・ H(何ﾡ府)の2ﾡに大別する方 

である。この外にF, HﾡにUﾡするﾡをだ々 Ao., Aos, Aw; Ao,Aos, Ao; A', A" "の 

記号で表示する方法もあるが, これ等に比して Hesselman 氏の方法は次の諸点で•優れている 

と考えられる。

i) F,H2 店のﾡ興は 単に分解の程度に あ るばか りでなく, と の両者では 金然形態が ﾡ 

り, ス化学的, 微生物学的の性質 も著しく 相違 してい る。従つてFH, Hﾡのように一して 

異った岩であることを明かに し得るような表示方法を採川する方が適切である。しかもF片は 

ズ=ーデン話つ Formultningsskikctet, Hﾡは Humusdimneskciktetの頭文すを取ったもので, 

これらの言紫にU敵ナる炎 ・ 独 ・ 仏語が fermentation 府及び humus ﾡであると ころから, 

これらの Alphabet により容易に内容を も聯想 し得る点が便利である。

ii) Fﾡは分解程度のによつて更に Fu,Fa等と分ける必ばが起ろが,とのような場合に, 

Ao, Aoのょうに A という記号にﾡ位の上方しくは下方から数えたﾡのﾡ位に従つて 

号を附けた ものであつては, 例えば或る方式に従えば Aa, A とな り, 又他の方式に従えば 

Ao., A。 となり同を起し易い3。

iii) F , H の表示法は 上に述べた ように 従来各国において広 く 川 い られ, 伙に半ば国際的 

のものになつているから, 一般的炎示法と して取り上けるのに適当である。 ・

以上の理山によつて筆昔は A。ﾡという名称をその位路災すると同時に, 現企広くブメ り カ 

で使川されている命名法に従つて, A。 耐を更に L,F,Hの3種ﾡのに区分した。

落葉府を A。 府中に合めるこ と には多分に疑問の余地があ る。従来の土壌学の記載をて 

もん時に含めたものと含めないものとがある。しかし筆着の場合は,•前にも述べたように一 

商において森林立地学的地に立つ ものであろから ・業片を考に入れる必要があるので Ao 

ﾡに合める ことに した。

ヌH話をA。居の一部と見なすか, 又は A. 忻に相当する ものと見なすかということも学片 

に上つて意見が必す しも一致していない。これはHﾡのIj的在からすれば止むを得な いと

1) Hesselman, H. 1926. Studier overbarrsogens humustiic:e, dess egenslcaper och heroendc 
av skcogsvarden. Medd. fr. Statens Skogsfors.-anst. 22. 169.

2) Mattson, S. and Ekman. Per. 1935. The reaction and the buffer capacity of soil organic 
matter.Trans. 3rd. internat. Cong. of Soil Science. 1 . 974. によれば F用が分解のﾡ度によつて 

Fu, Fa, Faに分け得られる場令が示されている。このょうな場合にはF, Hの記号のが近がに便利で 
ある。

プナ林土ﾡの研先 (大政) -5-

とと云えよう。 しかしながら, Hﾡの川現状催,形催,炭米合行, 微生物の種題等から見 

てA! 店と区別した方が父当のように考えられるので,がはHを A。 ﾡの亜としてこれ 

に合めることに した。

2) 土塚ﾡの命名

ボ F yル系統の北収の場合にはﾡ位の分化がかな り 明瞭で,各店位の特性も制明しているか 

ら命名には別にﾡﾡをさしはさむ余地もないのであるが, 欄色森林土系総の土ﾡとなると川題 

はそれほど簡単でない"。

従つて土ﾡ学ﾡの間でも意見が区々で,hにはボドゾル系純の土:壌に刑いられろA, B, C 

な る記サを その施生成過程の異ろ褐色森林土系統の土壊に採用する こ と にﾡ色を示 して ・ 特別 

な駐位 •名称を避けて単に上好 から 1, 2. 3....のサを附する人述もある。この方法は見方に 

よつてはも砲当な方法と考えられる。現に英田の学裕にはこの方法を川いる人が相当に多 

い ようである。しかし こ の方法によ る と ﾡ位番サと 内がﾡ断面ﾡに 一致 しな いから , 各土壌 

旧断miを比較する場合に不側が少くない。この点では Alphabet を 以て示す方法の方が優つて 

いる。そう してこの利点は北域ﾡ断面の比桜が北ﾡ形態学のも頂要な作業であろ以上, 他に 

代えがなたい ものであるよう に おえ られる。たとい,学裕によつて各 Alphabet の示す位が正 

確に一致しないという欠点はあるとしても, この方法は区に古くから多数の人によつて使川 

されていて, 各 Alphabet の示するﾡ位には各人に通行する茨決然と した内容が包載されてい 

るのであるから,使用法を明示さ えすれば欠点はある程度まで除き得る ものと考えられる。

このような地から筆裕はﾡ色森林士系統のﾡ位名もボドゾル系統の土壌と同様にA, B, 

Cを以て炎示することにした。この場合に問題となるのは川I的性のため,いづれの活と も 

制りしな いH位で あるが, これは無理に 一方の 特に編入す ること を逆け て Stremme")氏の 例 

に做つて A-B の如く 2例のﾡ位を示す Alphabet を hyphen で連ﾡ して我 わす方法を と 

つた。筆者は 又 この力法を ボドソル系統の土壌にﾡ々現われる A。 騒の各亞府 に も 適用 して 

F-H, H-A の表示法を用いた。 ・

次に低湿地ばの店位の命名に際 して筆者の用いた方法について一 して対きたい。それは 

低漫地士域に随する地下水士単の名称であるが,地下水の影響をﾡつたﾡ位を一括 してGで 

衣示する方法がある。

この方法によ ると,例父ば泥災では,所調泥災ﾡも, 亦誘鉄色の責が認められる灰色至

1) Laatsch, w. 1938. Dynamik der deutschen Acker und Waldboden. Dresden u. Leipzig ドは 

この同題に関して細に歳じている。

2) Stremme, H. 1930 (a). Die Bleicherdewaldboden Oder podsolige Boden. Blanckis Handb. 
d. Bodcnlehrc. 111. 119. Berlin.
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ず色の土壌もともに G1Fとなるのである"。斯る命名法は土壌生成論的か見方からすれば生 

成過ﾡを地下水の影誓の面か.らのみ見る こととなり, 他の因子の影響を炎わ し代ないとい う難 

点がある。ス比核形態学の立場か.ら れば, 生過ﾡか らいうと 同一ﾡ9にﾡすべさル位を i: 

確に比ﾡ対即し得ないととになろ。そとで者は Stremme,") Rode)氏等の使川した炎示力 

法を参照して,地下水の影響を強く 反映するーカ, 気統的影響にょ る分化が:行われている位 

はA-G, B-G等の記りを以て示し, 常に地下水の影響下にあるﾡをGﾡとして, これを 

色,構造,組織等の相違によつて 更に G., G. 等に区分することとした。ﾡ泥ぬﾡはむしろ 

A。府と して生成論的意義を明らかに した。

B 土壌の柄造

本硏究において筆 者•は展々特徴のある土壌の構造に際会 した。そうして,そのうちのあるも 

の は土壌の分新の施準 と してﾡな もののょう に処われた。それは堅果状の ものと粒状の もの 

である。この種:の播造の分類命名 は従来 も 異論が曲だ多い。試みに者名な分ﾡ法の一部を比核 

対照した炎を Russell り 氏の舌ホから引 川 してみて も,そのlの消心.が良くﾡわれると思う。 

(第 1 炎参照)。

このよ うに土壌の構造は分域法 も,名称も,田により, 又研究ﾡによつて相遮する事情にあ 

るので EnglishSoil Survey Conference では如何な ろ分類法を も採川せ中,野外M在に当 

つては各人によつて適当とﾡわれる名称を押ルすることを許している がり, ケ" においては斯 

る態度も一概に排ﾡしﾡいように考えられろ。しかしながら,たとい白iな名称とえらぶとして 

も , その名称が従来の分類法によ る 如何な る構造に相当するかということを 記ゆす ることは, 

諸家の研究成果と対照する-上に必送であるから, 大に筆の採川 した名称を上記話氏の名称と 

比較することにする。

筆者のいう 堅県状構逃は面及び段のIﾡな立方構で Zakharov 氏の nuttystructure 

及び granular structure, Russel 氏の nutty structure 及び fragmental structure に相 

当するものである。 つま り形態のみで分知して大いさによる細別を各ﾡしたものである。 ス 

粒状構造とい うのは界面及び枝角つ 不明瞭な立方構造で一 つは Zakharov 氏の pulverescent

1) 明下究・昭和154 (1940).清森県沖軽T野の土り型に就で.良決ﾡ報3.401. :の報文に記載さ 

:表示ル法は水町士ﾡとい う特殊の土ﾡな対照とする必髪上探川され: ・のである。従ってこの場合に 

引川する 二 と は不精当旦っ礼を失 てち いのと あえられるが. 切下氏の技文ほ本邦にわける地下水土壌の神 

究の代炎的の り のであ る がら一役のぷ解た避け る意味でに記した次第でわる。

2) Stremme, H.1930(a).前掲書。

S) kode, A. A. 1990. An cxcursion t。 the Lisin。 Experimental Forest of the Leningrad 
Technical Academy of Forestry. Leningrad.

4) Russell, E.W. 1938. Soil structure.Tech. Comm. No. 37. Imp. Bureau of Soil Sci. 
Harpenden.

5) Clarke, G. R. 1941.前掲書。
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structure, Russel 氏の granular structure に相当すろもので, 一つは Shaw 氏の crumb 

及び mealy structure に相当すろものである。筆は本研究で特に視したﾡﾡで後者に近 

いものを loose granular structure (軽出な 粒状構造)と して 区別 した(後述)。Zakharov 氏 

はﾡ仰の尖ﾡな立方状構過を granular structure と呼んでいるが, Shaw 氏の用法を 見て 

もわかる ように,秘状 (granular) という卜葉から直ちに我々の脳に浮ぶ形態は, ﾡの不 

定全な ど ちらかとえば球状に近い形態であろか ら ・ これはむしろ Russel 氏の川請法を選ぶ 

のが適切のように考えられる。Nilciforoff")氏の命名法に消拠した米国の土性調査委日会"の 

規定する nuciform (nut-like) 及び granular の定義は者のいう堅果状びに粒状 (con- 

sistence の稍々堅い種類)に大一致している。

次に特に記しておぎたいことは,土壊形態学において一般に行われる土廉の制延の研究方法 

は, 一旦土壌を乾燥してそとに現われる構過を観楽するのであるが, 筆: 片の場合には土壌 好断 

面を作製後ちに乾燥しないﾡ断ﾡについて想楽を行つたのである。それは後に も述べるよう 

に,原土に現われる 土壌の構が土壌型の分類に 一つの半を 与える もの と考•えたからであ 

ろ。

C植生調査

土壊肝断面の物察を すると きに, 土壌の掘り簡所を中心とする 10m 平方の正方形を区切 

つて, そののﾡ生調在を行つた。 測在の方法はも簡略されたもので, 区城内の植物の 

現頻度を 無木階,従方木階,流木除,地床植物ﾡの夫々について日3で,ﾡ多 (va=very 

abundant), 多 (a-abundant), 中川f (f=frequent), 少(o=occasional), 稀(r=rare) 

の 5務級に分けた。この力法は Tansley"氏の方法にょつたものである。ブナ林の植生調査 

を実行 して見る と, 川現頻度の 低い位に更に一階級を設け る方がﾡ生の分布を一ﾡ適切に 

表わしるょうに考父られたので,松陽(VT=veryrare) の一皓級を加えた。 し5附級に

分ける とすれば この階級は 当然稀 (r=rare) の階ﾡに合まれるものである。向で木及び従ﾡ 

木の頻度は 10m 平方では狭ま過ぎるので土壊の堀り取り箇所を中心と して,同じ種類の土壤 

の分布区域について調べた。この区域が広いときは約0.1ha の面ﾡについて調べた。

D 土接の物理実験

イ: 壊の物理的性賞の測定は所謂円筒法によって白然状態の上壊について行つた。使川した円 

筒は嘗て芝木氏の使用 したもの" と同一規格の もので測定方法 も一大休同氏の方法に準施 した。

1) Nikiforoff, C. C. 1941. Morphological classification of soil structure. Soil Sci. 52. 193.
2) Report of the Committee on structure and consistence. 1945. (Soil Survey Inspector's 

Conference)
3) 河四岬士の教示により Tansley, A. G., Chipp and T. F.,1926. Aims and methods in 

the study of vegetation. London に よつ:o
4) 芝本武夫.昭和 13 4(1998) . M掲書。

ﾡ門竹内の 七魔の乾燥防止 ,ﾡ物ﾡの水分補正 ・ 水派の測定等に関 しては多少 ※の工夫を 

加父た"。 純燃性北壌小には水を弾いて常法ではﾡ水ﾡの測定の不可能な ものがあるが, こ 

れは, 円筒の笈を取り はづしてたづﾡ気でだしたﾡに静置して土壌全休を蒸し, それから 

水 を消 ド して吸収せ しめる方法に よつて因難を除去するこ と がで き た。

E 土ﾡの化学分析

1) 附道拈土の分析

B#の分凝は Kelley")氏によつた。仙し振時訓は3時間と して直径 2.以下を分析 

に 供 した。こ の場合に 土壊 と 水との比率 は Kohn氏法" と同じく 1:50 を採用するこ とにし 

た。比率に関しては 2, 3 の予備突験を行つたが,大炎に示すような精果が代られたので蒸溜 

水の節約も考えて 1:50と したのである。

Tab. 2. 土壌と水の比求と開Iﾡ土牧代量

Percentage colloidal clay obtained with varying soil-water ratio

上 買 ・水の
Soil-water 

土切研号 ratio
Soil No.

1：50 1 : 100

方 %
1 12.6 ・ 12.2

2 20.0 20.1

3 0.7 0.9

4 4.8 7.2

2)杳濃炭素の定员

行機の定は Alper氏" を川いた。試料はﾡ分にﾡ砕したものを川いた。

3) 有故忘素の定a

戦の進ﾡにい水鎖の入手が西難になつたので予持ちの七 レ ンを川い, これを磁彼銅と

1) 大政正ﾡ・Wm184 (1943). 土壇採集円師徳 用上の法意•ロ •林. 四 •赤松郴〇法研究检文集 83•
2) Kelley,W.P., Dore,W. B.,Woodford, A. D. and Brown, S. M. 1939. The colloidal 

constitucnts of California soils. Soil Sci. 48. 201.
3) Kohn, M. 1928. Beitriige zur Thcoric und Praxis der mechanischen Bodenanalyse. 

L.andw. Jahrb. 67. 435.
4) Alper, P. 193S. An accurate wet-combustion mcthod for the determination of carbon in 

soils.Jotr.Azr. Sci. 28.187. E番の実験したと ころではAlper 氏法は満果がぬ式と可なりJく一致 

L ロっ実験操作 し比彼的容马のよう に思われ:。 :のガ法ではは, 地焼神な加熱し:場令に不英砂の謎盟

で番が破2し, 超城な場合にはﾡ回戦ﾡ神九新にせれならなかっ:。 如何に石英ゆの頻光方法に注な上 

てい2,3 同験九触延す小Iには破製し:。 しかしこの欠点は石英砂な石に代えるこ とによって全く除 

去する :とが来:のである。詳編は別に林野土ﾡ調査報書に発炎する予定でわかる。
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利しﾡ研酸を門用 して分解するろ筆の小楽"によつて定量を途した。試料はイ設炭米のじ 

の場合 と 同様に粉末に したものをいた。

4) アムモニアﾡ空乗の定量

アムモ= 態復紫は原土に つい て定量 した。と の場合に 土城採巣 と 定量 と のllに数n 乃 玉+ 

数日の経道があるので, その川に空米の形態の転換が行われることは必須である。これを防ぐ 

ために原土を読(多くの場合茶筒を使川した)に採取し,原上の間にはフォルマリンを充分に 

合会せた設脂締を数段に投み, 織を術封して実験空に途る方法をとつた。獅る挑作に ょつてﾡ 

分目 的を達し得る ように思われた。少く と も比較価を得るには女Wのないことは呼らかにし得 

た。アムモ= ア態空楽の定量はﾡ入氏法によ つたっ

5) 晴酸態容系の定量

研酸態空業 も 煦土 について定 心 した。秋料は ブムモ= プ態空業定川の試料 と 同j様に フ オル 

マリン処型を行つた。町酸催空糸の定ﾡは慣行のフェノールディ スルフォン酸法にょつた。

6) pH 価の測定

pH 価は土壌題濁 を川い, アンチモ ン柳に よ って測定 した。 土壌 と 水 と の比は 1:2.5 

としたが, Fﾡ, Hﾡの如き行撮物を大ﾡに合むものは1:5の比率を押川することにした。 

原の pH 価を測定する場合に は,予め上域の含水 量を定量し, こ の水分量を加算して-:域と 

水の比を前正の比率に保た しめるよう に した。風諾:の場合にはﾡる合永ﾡに対するﾡは払 

わなかつた。

7) 電換住石次及びマグネシウムの定量

置換性行次及びマグネシツムの定述は Schollenberger2> 氏にょつた。Schollenberger 氏 

法ではﾡ酸ムそ= ウムの使川 と透過道度は夫 々 750ml. 18-24『lで あるが, 途道のﾡ作 

が夜にかかるために途過の節が:岐だﾡﾡである。そこで簡単な 予備実験を行い,第 3 表 

の如き結果を得たので,l℃OmL を正(に8時に透地するようにして,1液2000ml. を定 

に供するととに した。

又菌糸をナる土域のように商酸ム、モ=ツムによつてﾡ必に洞されナ, 透過が困難な もの 

はグーチ増の土域に最初 pH 7のェノール 20ml. を加夕 , ・夜放出 してから透過の操 

作を行い,口濁 した透道を iEg して定量に供した。ﾡる前処理に よ つて山が可な り 門沿に 

行く ことは第4炎に示す如くであろ。

1) 大政正降・ M和 12 年 (1937) ・セし ンな触 とするヶ ルガール空素定 伝法の改f.H.土..肥.I1. 133; 
大政正「・I和124(1937).ケルダール究米必量法のじについて. 川京高国学浪学部び習林報告. 

25. 65..
2) Schollenberger, C. J. and Dreibelbis, F. R. 1930. Analytical methods in base exchange 

investigations on soils. Soil Sci. 30. 161.

Tab. 3. 商酸ムモニツムの統透過液中の置投性行べ及びグネシウムの含行ﾡ

Exchangeable Ca and Mg in soils as extracted by continuous 
leaching with neutral ammonium acetate

SoilNo.

第 i 同 
透過に 1000ml.h 

In 1000ml.solution 
percolated in the 

first 8 hours

透過a 
Ini039 
per col

secon

2
190oml.!h 

ml. solution
ated in the 
d 8 hours

第3同 
透過液 tC0oml.h

In 1000 ml.solution 
percolated in the 

third 8 hours
・ 考

Ca Ng Mg Cュ 」Mg
60A

m.e.
1.56

m.e.
1.98

mn.e.
0.21

m.e.
0.18

m.e,
0.38

m.e.
0.11 腐林も含む土限

・5 2.16 2.09 1.06 0.71 0.75 0.37
Soil rich in humus 

夕

144B 0.98 0.06 ... 0.02 Kﾡiに乏Lい、土旗

145A 1.01 — 0.05 — 0.03
Soil DOOr in humus

Tab. 4. 酸ムモ=ツムによつて間されﾡい土壌の前処理による投性石が 
及びマグネッ ッムの定航の芝興

Effect of pre-treatment of soils which can not easily be wetted by 
leaching solution on exchangeable Ca and Mg

土
塊
番
う

Soil No.

前 処 理

Per-treatment

------------------------  --------------

定 it 価
(透迫花 2000ml.h)
In 2000ml.solution

Ca Mig

60 C

然 溜 水 で 担乱Thoroughly mixed with 
distilled water

m.C.
1.71

1.69

I.C.
1.89

1.92

商( ・.モ=クム の透過時岡延 L,且
作 彼に透込同が一r Lxいo

The time of leaching was prolonged and 
changeablc in each procedure.

エグノール 20ml.添加

20ml.ethanol added

:.69

1.73

1.96

1.92
遥送がﾡ る 順調に 行 われt:。
The ieaching procedure was well 
executed.

ﾡ 処 理

Non treatment

0.49

0.55

0.55

0.80

透過畤間著 しく 延長 し,通術預行に透 
追m間が4く一定し*いo

The time of leaching was extremely 
prolonged and very changeable in each 
procedure.

61 ﾡ 溜 水 で担 乱 .Thoroughly mixed with 
distillcd water

0.90

0.85

1.67

1.90

透込い同長 しIL各操作 ルに透過時間が
二なしょいo
The time of leaching WaS prolongd and 
changealble in each procedure.

エグノール 20ml 添加

20ml.ethanol added

0.91

0.90

2.32

2.28
送送ﾡるWJ。The leaching Procedure was well 
exxecuted.

F 土推の歟微鏡観察

土壊の構造: 並に濬睨現象の研究に頭微鏡観察を行つた。鏡検出土壊はな るべく 柄が破ﾡせ 

ぬ上 う に和なして実験にﾡび, これを徐々に乾燥 してから バルサムで固めて岩石の薄片作製
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の方法と同様の方法で研磨 して錘検用憲片を作製 した"o

Kubicna" 氏はパルサムで固める こと は困難であ る汗を記載 してい るが,筆作の試料につい 

ては格別の困難に遭遇しなかったっ 行淡酸樹請等の同ﾡ剤 も試みたが,バルサムがれ も 優れて 

いるように思われた。

ロ フナ林地帶に分布する代表的土壤

筆者の調査したブナ林地帯の土壊の大部分は褐色東林土に困する 3>。一部にはポ ド ソル及び 

その亞型があ り,局部的には泥炭土,グライ土が見受けられる。又 このほかに木邦特4•の草原 

土が存在しているが,本研究は森林土域を対ﾡとするものであるから,ﾡ炎..断士は一応 

研f究から除外 した。

初色森林土 を独立 した土壌型 と して認めると との可でについてはﾡ設がある。反対をとな2 

る人述はﾡ色森林土を, あるいはボドゾルの範守に色合せしめるとか", あるいは黒色草原土 

(chernozem,Tschernosiom)の退位型とすろ"のである。しかし, 土壊型の標式とな る性匹に 

は相当のﾡがあ り, 他ﾡとの接触点では性が新移的に変化ナる こ とは当然考え られる と とで 

あるから,とれ等の人並の設はなお枚討をする ものと思われる。殊に Stebutt®,Laatsch7, 

Robinsons, Sigmond") 等の氏のほか, 多数の人連が褐色森林上の存イセ認めて いるので あ 

るから,初色森林士を一つの独立した土壌型とする方がﾡ当のように考えられる。

Joffel) 氏は褐色森林土の分布が冷湿除気候帶に ま で延びる とき は,その地域では土腰はボ 

ド ゾル化を受け, ﾡ色森林士の本来のﾡ質を失い場い こ と を強刷 しているが,本邦のブナ林 純

S1) 大政正区, 黒馬忠 •加和 22 年(1947). 顕微 羅 によ ち土携の硏究. 林業送秋場第1回研究発会崎 

上で発炎, 林野土墳査報告に掲徹の予定。

2) Kubiena, W. L.1938. Micropedology. Ames.Jowa.
3) 関®太. i和194(1984). 色土の待微殊に野外的のそれに就いて.n.土・肥・ 8. 1; 関金大 

町.昭和134 (1998).「色森林土塩」及びこれにﾡﾡのある土加1に関する論るは.ロ・土.肥・ 12. 497. 
にﾡ色土 (捐色融林土)に関すち文献が広く紹介され以論議されている。関I士(1938)はi色除#土た 

単に福色土とす万力が妥当であ石 と論じでおられるが, 色林土の名称は現し広 く 内外で使用されて 

いるのであるから, °者はこの間題はﾡに研究な遭めた上で決したい、と考え, 本;治虫でば慣行の名称を 

そのまま他川する ことにし:。

4) Glinka,K. 1914. Die Typen dcr Bodenbildung, ihre Klassifikation und geographischc 
Verbreitung. Berlin.

5) Stremme, H. 1930 (b) Die Braunerden. Blancl's Handb. d. Bodenlehrc. III. 160. Berlin.
6) Stcbutt, A. 1930. Lehrb. d. allg. Bodenlkunde. Berlin.
7) Laatsch, W. 1938.前j。
8) Robinson, G. W. 1936. Soils, their origin, constitution, and classification. 2nd. ed. 

Iondon.
9) Sigmond, A. A. J. de 1938. The principles of soil science. London.

10) Joffe,J. S. 1936.前掲。

に分する色森林は, 大部分がこのような位置におかれているというこ とが川来るであ 

ろう。状みにブナ林の分布状ﾡをると, 東北地方では 2〜300m 以上の山地に多く,それも 

低縮度地方になるに従って分布の海抜高があがり,中部地方,中国地方となると 1000m以上 

になりり,零/山では 1,400m附に分布している"。このような ブナ林の 地理的分布から 見 

て も . ブナ林地術のﾡがボ ド ゾルにい性を行することは容場に楽せられるであろ う。殊 

に木研究において主と して取り あげるのは北地方のナ林地ﾡの土堪であるが,東北地方は 

関氏の土図)では leicht Podsolierte-(undMoor-)Boden と brauneBdjdenが分する 

地城である。x Mikhailovekaia よ災の土墳時図"では brown soilsandslightly-podzolised 

soilsの分地城で, Swansone 氏によれ gray-brown podzolic and brown forest 

areas である。三宅, m町両j氏® も北地方の森朴北境の研究の純果, この地方の土壊は ボド 

ゾル と褐色在林土の変移点にある こと を報告している。その他塩入氏の報女 をても, プナ 

林地帯 に 分布 する 褐 色東林土の大休の性格•は 察知出來 ろのである。

さて, 木邦のブナ林地帯に分布する森林土壊を 慣行の分類方式に従って 土域大ﾡ 〔great 

soil groups (broad environment groups), Bodentypen〕に 分類するとなると, 分類があ 

まりに権括的であるために, 大部分の森林土壊は 希 色旅林土 に 包含 されて,森様 (樹種, 林 

型,成長過程等)と土ﾡの種ﾡとの関係を呼らかにすることが田難である。従つて, かいろ分

1) 渡辺福知 m和I1S4 (193S).ぶな林の研究・ 東京。

2) 荒川潔. 昭和 6 年- (1931) • ﾡ島山Iにジける怖物諾州L載調査及び怖生述ﾡ(運ﾡ)に関する老素・ 

熊オo ・
s) Scheidl, L.. G. 1937. Der Boden Japans. Tokyo; 関情士が Polynov 氏にあて:書神中 

に 「Ramman 氏の定義に該当する 中性乃至 •朋プルカ リ性の祀色北はH本には沢山あるまい。ミ して地図 

(aE, 関情:の土:【図) にﾡ色土としてある区域(北激述の東中, 北地力及び木州部地)は小部分な 

跡いては 州おドンル化土り よりなり. そ の中 に褐色土を混交 している可能性がカ ろから, 対 おドダル化土

(初色.北.なイする) としておい:方がより父ではあるまいか」と迎べられてある。 関金太N・ 昭和 

54 (1930). 国際土庭学公に発衣せ るロ 木土壌帯図について. II .k.lE. 4. N. 68参照。

4) Polynov, B. B., Mikhailovskaia, O. N. and Baltz,V.A. (Academy of Science of the U・ 
S. S. R.) 1930. Contributions to the knowledge of the soils of Asia. Ieningrad. Mikhailovs- 
kaia k虎の Brown soils に対すする見解に対しては関N士が批列九加えてむられる。関&太N町.昭和5年 

(1930).前F参』。

5) Swanson, C. L.W. 1945. Soil Sci. Soc. . 49S; Swanson, C. L.W. 1947. 
Science. 1C6. 256. cf. が野一.H和244(1949).ロ本の土以ﾡと NS係致,問係数との関係・ 

Hi....肥. 20. 21.

Amer.Il

©) 三宅u次,叫I町「以リ・昭和74 (1932). 普森県西部地方における土災風化逃税について・山・土・ 

肥・ 6.214; 三さU,山町以り・MiIS4(1939a). 笹森県東部におけら 土皇風化過程につ、、で • 
II ..E.JIE. 7.167; 三宅次,田町以情男. K和184(1999b). 気候的土壇動よりル:る木北部の土 

機.ロ.学術協報. 9, 681: 三宅康次,川町以信男. M和9年 (193り)・秋叫果及び新潟県にける土風 

化過和の一, 二の例について. ロ..土.. 8- 稲57.
7) 埴入松三陣. m和I194P(193S).典羽地の二, 三の火川性亜高llの山地森林土旗に就て・日・学 

協報.13.255.

Amer.Il
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類で は森林立地学的立場か ら すればﾡ め て 不版 足のものとゴわさるを得ないのである。土の 

粒類が立地位を表わしrる ようにするには,土壊大群を更に細別する必要があるC 母材料, 土 

壊の成熟度,土壌の機核的組成 (texture) 等によつて細別すれば, 少く とも感林土宴では略 

々完成 した ものが得られる と思われるが,筆衣は Marbut 氏の分題方式の CategoryIII J 

ち family groups (local environment groups)")に分別することによつて現在林ﾡの災求す 

る土地分類が可能のよう に考えた。このﾡ度の土地分で も林業の作業単位向法が現在より 縮 

少し,遙かに周約な 林業統営が行われ川る様に考えた。か、る 見城 に立って新しい土城分却 を 

行ったのである。

筆者•は新分類の*礎を 土壊水分に置を, 土壌の 水沟状態の小異に応じて表われる財植の形 

態,土壌の構造,土壌中の坦 壊 の移動及び集防状態によ って土埃の類別を行ったが,このよう 

にして ブナ林地帶に分布する土塊型り を分すると大に示すような 13 型になる"。

I ﾡ色森林土壌詳

a) 秘性ﾡ色森林土 (傾地』) B

b) 乾性褐色森林土 (級地型) Bn

C) 請統性ﾡ色森林土 Be

d) 適ﾡ性ﾡ色森林土 Bp

e)弱湿性風色森林土 Be

f) 温性ﾡ色森林士 Br

I ポドソル土ﾡ群

1) 乾性ボ ド ゾル (Dry podzolic soils > Pn

a) ボドゾル Pdi

b) ボドゾル化土壌 Ppm

c) 弱ボド ゾル化土城 Ppm

2) 湿性ボ ド ゾル (Wet podzolic soile) Pw

a) 高山湿原ボド ゾル Pwr

b) 低湿ボドゾル PwI

c) グライ ボドゾル Po

1) Thorp,J. and Boldwin, M. 1938. New nomenclature of the higher categories of soil 
classification as used in the Department of Agriculture. Soil Sci. Soc. Amer. PrOC. 3. 260・

2) : こでいう土噴【ﾡはコーロッパの学者の所調 Bodentypen ではtい。 Family GrouPs に属する土 

ﾡのﾡ則 という な映でわる。本論交では特別に設りのない、限り かかる 心域-亡上城型 とい う葉な使用す 

る : とにする。

3) 裕はささに木研究の予報発炎したが, その後のﾡ次にょつて多少改訂加え:。 Ohmasu,M. 
1948. Study on soil types ofbecch forest in Japan. Japan Fertilizer. 60.

ナ林土ﾡの所先 (弥) 一15一

Iに地下水土壌群

a) グラ イ土壊 G

ブナ林地ﾡに分布する:域には勿論上記13 型以外に多数のﾡ題があろ。それは任に違べた 

ように, 母村料,収の広ﾡ度,土墳の撮ﾡ的制広等の相違を考にいれて更にﾡ別されるべ 

さものであろ。 しかし, 米国学派の所謂 Family Groups としておえれば, 現作会で筆作者等 

の調研したﾡ果では,上記の 13 愛でmど尽く されているようにわれる。上炎では, こ 

れ等の域を整町するために一応!, I, ・の3土ﾡ昨に区別し, Q を •更に二つの群に細別 し 

てあるが, これは, あく まで側的,ﾡ定的のものである。 うまでもなく,土墳の警理分題 

は畑制的に行われなければならない。分ﾡは証題の土墳が網載され, 各例休の性が確立さ 

れて,初めて可能なのである。従って,ここでは各土墳型を整理する必要から一応の分題型式 

と川 したに過ぎないのである。

M色株林北間の分加は水研の".心になる。筆裕は BA, Bn……の6型を選定した 

が,これ等; の上壊の性質は各土壊の記載項で述べる こ と にする。

ポ ド ゾル 土壊群は podsolige und podsolierte Boden という意味である。これらの土壌は 

邦つブナ林地ではﾡ状(zonal)に現われナ, 常に局所的(local)に現われている。これを 

一括 して見た とき に土展帶 と して示すべぎかどうか,、上葉をかえていえぱ,成荷地 (zonal 

soils) であるか川符にﾡ (intrazonal soils)であるかというととの諭は筆裕つ現在までの 

材料で云 々 するのは軽卒 と考え られるので ・ ここでは行わな いことにすろ。

乾性ポドゾルは Sigmond1> 氏の dry podzolic soils という考え方に従つたものである。 

Sigmond 氏はこれを更に 6subtypes に分けているが, 本邦の ブナ林地計の この種の土壊は 

現在では大きく 三つの難 に新別すれば充分の よ うに思われる。将末更に情斎な調査が行われた 

曉に は Sigmond 氏の分ﾡが可能に な ろで あろう。

ドゾル (Ppr型 止に境) と して策者の紀載した土雕は As, B.両府の分ﾡが全に行われ, 

沖動 (A.)ﾡがﾡ状に制然と現われている土壌である。ボド ゾル化土壊 (Pon型土壌) と して 

記載 した土壊は A, B. 両竹の分化は行われているが, それが不金で & 居が斑状又は不連 

続に現われて いる土壊で ある久 又叫ボドゾル化土壊 (Ppm型:単%) というのは肉眼では Aa

1) Sigmond, A. A.J. de 1938. 前書。 Sigmond 氏は mendowsoils にﾡわれるボドゾルと区 

別 し く普通の ホ•ド ソルた dry podzolic soils と呼んでいる。 そ う して:の場合 dry という音集は止的 

のりので,dry podzolic soils は氏の Soil Order 11 (caicium soils) に灰する土ﾡよりは湿洞である : 

とに特に述意を喚国している。

2) 筆者のボ ド yル と ボド ゾル化土な併で も のが Laatsch 氏の podsolierte Boden に当する。 

Iaiatscl,W.19s8. M書参照。政米の諸学者のドルの解釈分ﾡに多少不一政のと:ろが丸らるの 

•ぐ,筆十•は： の柯の土壊な一応集理す る 必要から Aa 用がみ状に究然と型われるしの九ﾡ定的にボドンル 

という 名称で一 したに過ぎな い。
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層•が認められす,下に鉄の集預が認められろ ことによ つて位かにボ ドソル化を知 り 代る:壌 

である"。Laatsch") 氏の podsoliger brauner Waldboden は これに相当す る ものと思われろ。

Sigmond?) 氏は前記の dry podzolic soils (dry forest podzol) iに対 して Stremme") 

氏の podsolige Wiesenboden, Stebutts, 氏の nasse Podsolbdjden, Frosterus") 氏の 

Humuspodsol に相当する土壌を Soils of wet or waterlogged meadows と して氏の 

Main Typeの一つと して記ゆしているが, ﾡ者の湿性が ドゾル (Wet podzolic soils, Pw型 

土壌) と した土壊は これに略相当する ものである。

高山型｛ボド ゾル (Pwr型-:壌) は wet (or mountain) meadow coils の松式的の もので 

ある。低湿ボド ゾル (Pwr型土壇) と次のグラ イ ボド ゾル (P・型土:壌)は Laatech") 氏の 

gleiarlige Boden に相当する ものである。これを二つの』型に分ける こ と には 研究の余地 

が残さ てい るが,形態学的に見て ,前者は上方から の地水の影響の方が大 さいとお2られ, 後 皆 

はその反対に下方か.らの地水の影響が大きいと考えられろので ・応2型に区別したのである。

地下水上壊群ど Laatsch 氏の mineralische Grundwasserbdden に相当するろものである。 

以上の各土域型の立間間の新緑関係はの桜式図によ つて大休をﾡ解し得るで あろう。

R.
P

siope Flat Slore Slope Fhat Flat
Gcate alonc Flat Gentle slor

O
A
S
 eo

s

 0
5
 

S
B

おH

・ 防 土ガ!のめ爆 &
ry wct

moisture relations of soils

Fig. 1. 各土以準型のﾡ緑関係-
Grapliic presentation of the distribution and relation of soils.

1) ： こにいう所のPpm 動土賞は令球の生成機係にょつて出来:しので厳«にいえげ土学でいわれ 

る羽ボドンル化土ﾡの一部であるっ
2) Laatsch,W. 1988.Nj書。
3) Sigmond, A. A. J. de 1938. 前掲書。
り) Stremme. H. 1990 (a).前指。
5) Stebutt, A. 1990.前掲書。
6) Frosterus, B. 1914. Zur Frage nach d. Einteilung d. Boden in nordwesteuropaischen 

Moranengebieten. Helsingfors, cf. Sigmond, A. A. J. de 1938.M掲書o
7) Laatsch,W. 1938.前。

この模式网を作製するについては 多少の無理があつた。それは, 各土壊法単型は仙所的 小形 

及び気候によつて生成される もので, 必すしも海抜高とは一致せす,又海抜高が高く たれぱ土 

壊は一般に湿潤に傾 く等の こ と があつて図式に英現する こ と が田難だからである。

又第 1 図は厳諾にはブナ林に関する関係図で, ヒ べ林では多少越がﾡつている。例えぼヒバ 

林はその特性と して土壇が:ポ ドゾル化作用を受け易いから,ボドゾルがブナ林に比して海抜高 

の遙に低いところに現われる。 ち回iの Ppr, Ppn 型の位置は Ba 型の位进にはなるので 

ある。これらのこ と は後に述べる こ と にする。以下各型の代女的土ﾡのﾡ断面について設明を 

することにする。

A ブナ林の土ﾡ

1) Ba 型土璃 ••••並性秘色森林土 (傾斜地型)D

この種の土壌はブナ林では例外なく傾対而の風術 

地に現われる ものである。第2国が:その土ﾡ府断町 

の模式図である。これを見てもわかるように,F 

型士壌の著 しい特徴はBﾡを 可なり の探部までﾡ戦 

な粒状構造の部分が占めている ことである。この部 

分のAﾡに接触す る処 に相 当代の呼質状掰植がA柠 

から流入している場合は,共処だけに粘質土壌が乾 

燥したときに出来るものと同様な堅果状構造が認め 

られる。x, 粒状柄造を示す部分の下部に接する部 

分に も 堅果状構造が多少発達する ことがある。ここ 

でいう粒状構造を欧米で記裁されたものに対比する 

と,これに相当するものは形態からいえばOxford 

system") の small crumb, crumb dust のようで 

ある。Zakharov) 氏の pulverescent, American 

Classification") の buchshot は hard consistence 

と いう点でﾡる。Shaw®) 氏の mealy structure は 

これに近いものと考父られる。とにかく, 実物につ

Fig. 2. BA 型土の耐断面因

Schematic presentation of Ba-soil 
profile

1) この土拠に関してはさうに植物生学報にその大変な発炎し:。 大政正ﾡ・ 昭和18 (194S)・東 

北地方のプナ林境帶に出現すら乾燥性J: 度に就いて. 植物生ﾡ学報. 3.105.
2) Clarke, G. R. 1941.前掲書。

3) Zalcharov, S. A. 1927.前書。

4) American Soil Survey Association, 1928. Bull. 9. of. Clarke, G. R. 1938.前掲書。

5) Shaw, C. F. et al. 1928. A glossary of soil terms. 1927. Amer. Soil Survey Assoc., 9.
23. cf. Russell, E. W. 193S.前掲F。
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いての比較が不可能であろのと, 筆X•の場介の粒状構造は生成の機構が特殊であるところから 

ﾡ定的に loose granular structure と して記載する 0

行機物つﾡは金休と しては余りくないが, Fﾡ若しくは F-Hﾡが常に発述するﾡ向にあ 

る ことは一つの特徴という こと が出来ろ。 Fﾡ (若しくはF-H店) と A 時との間には人小不 

揃いの粗孔隙が発述して,渋締状とでもいうべさ情込をユする場合が多い。この孔隙は時には 

Aﾡに及ぶこともある。 Hﾡは断統的にFﾡ(ﾡしくはF-Hﾡ) との間に介住している。従 

つてﾡ断面に現われる場合と現われぬ場合とがある。A 好は黑色を呈し,この片と Bﾡとの境 

界は可な り 明瞭である。本型北域はﾡ性術ﾡの生成によつてポ ド ゾル化作川 を極めて受け易い 

状態におかれている。従って化学分析によってボ ドゾル化を認められる:壌も少くない。

BA 墨士整はW外な く 外生商根を形ルするﾡ物をつている。苗根の形成が盛んにな る と ・ 

府断面を鉅察するために孔を掘る と ぎ に特後のある歯糸央が注恋をく ・ Ba 型ー上壊の外生菌 

根はAh,BﾡにIつて広く分布しているが,時にはAﾡとBﾡとの境界iに清つてﾡ状にﾡ 

達 して,宮崎 口 氏の Am 店 (糸綱ﾡ) をつくるととがあろ。他の就雄士:ﾡでもそうである 

ょうにこの土壌で も亦無木や灌木の太い根が深く 土中に伸びている。

B. 型土壌に生育•する植物は乾燥!也掖物とるえられる ものが多v。 命木と してはミヅナラ・ 

コナラ. クリ 等が見受けられるが,流木Mではﾡ葉性のシヤクナゲ科のM物が日:立つ。場所に 

よ って一様ではな 〜が,ブクシ・ハナヒリノキ・サフサドッグン・ヨョヤツククッッジ・ムラサ 

キャシホッッジ・ニッッッジ・バイクワッッジ・ホッ ッ ジ ・ オホバス ノキ・ツスノキ等がそ 

れである。その他マンサク. リ ャウブ. ヤマウルシ. イ スツゲ・ シシガシラ ・ イハウチハ・ チ 

ゴユリ等も見受けられる。

a) Profile 34 (PL. 49)

所企 合城県栗原(I栗駒村す本沢ﾡ山国行林 38 林ﾡに小班

地形 西市 西 cui した急斜面の上部

傾斜 35°

Mの方向 S 87° W

海抜高 540 m

ﾡ生 第7炎 (20-22頁) 参照。林相は写真 1, 2 (PL. 1) の示す通りである。

土壊肝断面

L 0-lcm ﾡ状に繋積 した ブナ ノ *のﾡ葉の薄田。

F-H 1-5cm 締赤川ﾡ色"。ブナ ノキの腐朽葉。crumb構の布機物を多 

数合む。孔硫多。細ﾡ多数。

1) 富崎申. ・和17年 (1942).四田森林植と土獲形ﾡとの関係に就いて. 東京。

2) 原上の色。

プナ林上ﾡの研 (大政) -19-

H-Aj 5-10cm 紫県邦色っ Crumbe 商求多数っ B片との城界を 2cm価iに商i未 

府が猫述する。 孔硫 (蛇, 野原等の) 多。細ﾡ多数。B ﾡと 

の境界判然。

10-20cm ロii色 (ﾡ赤)c granular structure。 一部椚た nutty 

structure。 にからW補, 鉄入。商糸を認む。細,中根多 

数。"磔多。

B. 20-45cm 赤色。granular structure。商糸を認む。細,ﾡ多数。

45cm+ 資M色。granularstructure。 商糸を認む。行孫 多。細,中 

ﾡ多数。

木土域は B 型の状式的の片断間を示すものである。全休と して loose な感のあることは 

こ の-に域の特徴を よ く現わ している。B 旧に特行な loose granular structure の認め られる 

こと,"色の H-A1 ﾡのあること,H-Aﾡと B.甘との前に背糸ﾡが発逆しBH中にも深 

く 苗根の認められる こと,ﾡﾡの B 麻への移行少く,従つて H-A 府と B! 騒 との境界が可 

なり制公 としていること 守 も亦 B、型北域のaftEを よ く 炎わ していろ。この土壊の化学的性 

at及び物町的性は第5炎, 第6炎の示ナ通 り である。

Tab. 5. Profile 34 の化学的性

Analyses of B-Soil, Fagus crenata (Profile 34)

ル 位 別
Horizon F-H H-A1 B. B: B

pH (所 • +)........ 3.49 3.72 4.04 5.13 5.20
Fresh soil

"(風 め 十)...... 3.57 3.20 4.10 5.19 5.53
Air dried soil

C %................................. 49.01 35.76 9.42 7.05 2.83

N %................................... 1.63 1.77 0.32 0.11

c / N................................... 30.1 20.2 29.4 — 25.7

NHN mg in 100g ......... 2.1 1.3 —

NO3-N mg in 100g ......... 0.0 0.0 —

M換性 Ca (m.e./10og)....
Exch. Ca

2.78 1.71 0.57 0.50 0.50

四投性化 Mg (m.c./IO3g)..：. 
Exch. MIg

0.65 5.66 0.74 0.45 0.40

F-H, H-A1 両府の C/N の大きいこと, 土ﾡの酸性の強いこと等第5炎の示すと 

こ ろは木城』の特徴を よ く 示 している。 NO.-N が認められないこ と も この土埃型の特徴 

と思われるが,このこと については更に広 く 村料を得なければ確実な こ と は言い得ない。第6

を見るとﾡが深く分布している様子が認められる。探取時の合水量はブナ林地ﾡの土壌と し
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Tab. 6. Profile 34 の物用的性"

Physical properties ofB-Soil, Fagts crenata (Profile 34)

府 位 別
Horizon F-H H-A1 Ba Ba B

探取時水分 ...®*
Moisture content of fresh soil

28.80 35.44 46.82 40.57 43.43

" .......... *** 53.04 63.15 64.53 58.40 66.92

客 水 ....%«*
Water-holding capacity

54.30 56.12 72.56 69.48 64.89

孔 阪. ....** :
Porosity

95.7 91.5 79.4 78.8 79.7

最小客気 址 ...%** 
Air capacity

41.4 35.4 6.9 9.3 4.8

: F T................. 7.0 14.8 46.4 52.8 51.5
Volume weight

ﾡ .............................g
Weight of roots in 400cc of soil

5.94 4.97 6.81 1.18 0.04

* 自然状態の土壊についての実験結果。
Determined by the use of soils in natural condition.

ダ※ ﾡ土の占りる各ﾡに対する 2
Expressed in percentage of the volume of fine soil.

*** «水に対する 力
Expressed in percentage of the water-holding capacity of soil.

てはﾡめて少い。四国の シ ヒ林の土壌の或る ものに匹般する ぐ ら い合水量の少い と と は興味の 

あることである"。 BHの小気述が比散的小さいことは土ﾡの性ﾡと矛ﾡするよ うにも 

考えられるが, granule の性ﾡを考に入れれば呼ろ当然のととと考えられる。

写真3,4,5 (PL. 2) は本土壊の H A. 店と BH上部の顕微彼呼真である。 ヶ真3を 

ると根及びﾡ植粒が多数のﾡ糸によつてﾡﾡされていることが分かる。ヌ写真4は H-A1 の 

下部のMﾡを拡大したもので,中央部の二つの拠だけが行撮物から成る徴団秘で, 他は苗糸の 

集団が主休をな している。午真5は内眼的にはﾡ々堅果状の#ﾡを示ナ市分の顕微統呼であ 

るが, 多小granule の形成が認められる こと は興味が深い。

Tab. 7. Profile 34 の植物群落組成

Composition of beech forest on BA-soil (Profile 34)

1) 宮的ゆ. m和17年(1942).前参照o

階ﾡ
Layer 稲。.....名PPecieS

,, . 樹高;|胸高t径
Aindaice iwtウres"

D ハウチハカヘナ Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf v. Schw.

ブナノキ Fagus crenata Blume

ミジナラ Quercus crispuia Blume
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PLATE 2

Phot. 3. Profile 34 の H-A1 財

H-A」layer of BA-soil (Profile 34). 
Roots and micro-granules are sur- 
rounded by fungus mycclium.

Phot. 4. Profile 34のMﾡ
MI (mycelial) layer of the same 
soil. Tw。 micro.crumlsofhumus 
in centre.

x Ca. 60

Phot. 5. Profile 31 の D F
B horizon of the same soil. Initial 
stage of granule formation within 
nutty structure.

-21-プナ林上の研 (大政)

睹时 
Layer

名 
Species

数 度
Abundance

樹涼
Height 

m
Bs径Diameter 

cm

Ds =ミネカヘデ Acer micr anthum Sicb.etZucc.

-ジサク Hamamelis japonica Sieb. ct 
Zucc.

o

ァシ・ダ Ilex macropoda Miq. r

サラサドウダン Meisteria campanulat Nakai r

Sh ックバネ ウッギ Abelia spathulata Sicb. et Zucc. o

e トツバカヘデ Acer distylum Sicb. et Zucc. vr

コ ミ。ネカ へ デ A. micranthum Sieb. ct Zucc. o

オホバクロモジ Benzoin membranaceum O. 
Kuntze

r

ア ッ、ダe Fraxinus Sieboldiana Blume r

-ンサク Hamamelis japonica Sieb. et 
Zucc.

ホホノ* Magnolia obovata Thunb. vr ・

ヒロハタムシベ M. Tokumotoi Yanagida o

サラサド ウダン Meisteria campanulata Nakai o

コヤウラクッッジ Menziesia pentandra Maxim. r

ムラサキヤシホッツジ Rhododendron Albrechtii 
Maxim.

r

ヤ→ッッジ R. Kaempferi Planch f

バイクワッッジ R. semibarbatum Maxim. o

スメクケ Sasamorpha Purpurascens Naksai f

ホッッジ Tripetaleia Paniculata Sicb. et 
Zucc.

a

ナッハギ Vaccinium Oldhami Miq. r

ミヤガマグミ Viburnum Wrightii Miq. var. 
typicum Nakai

r

一

G イタヤメイゲッ Acer Sicboldianum Miq. var. 
typicum Maxim.

vr

リ*ゥ Clethra barbinerbis Sieb. et 
Zucc.

vr

プナノキ Fagus crenata Blume vr

※*ヒ ゲ ゴ ケ Fauriella tenuis (Mitt) 0

プクシバ Hugeria japonica Naksai r

イスッゲ Ilex crenata Thunb. var. typica 
Loes. f. genuina Loes. °

カミノイヌッゲ I. Sugcroki Maxim. Subsp. 
brevipedunculata Makino
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Layer
ﾡ 名

Species
数 度

Abundance
pな

Height 
m

g:sut径
Diameter 

cm

ハナヒリ ノ キ IeucothceGrayanaMas:im.var. 
intermedia H. de Boiss.

vr

プッキナシ Micromeles alnifolia Kochne vr

※※ヒ メカモ ジゴケ Dicranum fiagellare Hedw. r

ミヤマナコニリ Polygonatum lasianthum 
MVaxim.

vr

ツグウルシ Rhus Toxicodendron L.. var. 
radicans Torr.

vr

ヤ ウンシR. trichocarpa Miq. o

シシガシラ Spicantopsis nipponica Nakai 
var. japonica Nak:ai

r

イハウチハ Shortia uniflora Maxim. va

ウノキ Vaccinium usunoki Nakai o

D......... Dominant tree layer. Es.......... Subdominant tree layer.
Sh ......... Shrublayer. G..........Ground flora.

B. 12-22cm

B: 22 35cm

B, 35cm+

木土以は

Hﾡよ り compact, 全而 に苗糸あり,殊に cavitiesの/囲,

B, 騒との境界に多い。特に多い商所を図版" Mという記サで 

示した。

松 鈍C (Drab)。 loose granular structure と nutty 

structure の部分の交錯。菌糸多 (殊に上都に)。

松-賞拠色 (Clay Color)。loose granularstructure。無ﾡ 

殊に苗根多 0 行i除を交える。

淡黄橙-黄槌色(Chamois)。根は本肝に も 多く, 歯機を認め 

る。石ﾡ多。

Laatschl)氏 の moder のある braune Waldboden に頬似するものとおえられ

るc

この土壊の化学的及び物理的性質は第 8 炎, 第 9 炎の示す通 りである。これらの表には上に 

述べ ら れた性びが示 されていろ。

" ﾡ物名 は根本莞阳 ・ 昭和l 114(1936)・日本ﾡ行能覧刊述・ 札ぶ によるo
**- 仮栄永吉・W和74(1932).川1本産商如の分如による。 ・

※※* 仮栄永哲. 昭和44 (1929). 日本ﾡ総設 による。

b) Profile 19 (PL. 50)

所在 ﾡ森県上北I十和回村ﾡ瀬字賞海山団行林96林既ろ小班

地形 南北に走る罪の, 行邵近く の西价而。下ガは約50°の傾御を している。

傾科 35°

傾斜の方向 N55°W

海抜高 446m

ﾡ生 第10表 (24-26賞)参川。なお林相は写真6 (PL. 3) の示す通りである。

1) ﾡ土:の色○色の名称は東京営林応・ 昭和 18 年 (1943).林紫ぶ験礎調査月ゼ準色名にふるっ

土ﾡ店断mi

L 0-lcm ブナノキ,ッッジ新等の葉。

F-H 1-6cm 松色-松海色" (Wﾡ色 Bone Brown)o 納々ﾡ状に。

F肺と しては可なり 良く 分解 してい る。

H 6-9cm 暗橙武―橙鈍色 (消定茶 Fuscous)。団粒構造 (crumb struc-

» ture)o 首糸 (mycorrhiza fungi) が多いo

H-A1 9 12cm 色 (Black)。物撼な粒状構造 (loose granular structure)。

Tab. 8. Profile19の化学的性賞

Analyses of BA-soil, Fagns crenata (Profile 19)

ル 位 別
Horizon H-A1 Bi Ba B

pH (原 )...... 5.08 5.92 5.58 4.92
Fresh soil

" 网. 沱 土)......
Air dried soil

4.76 5.17 5.98 5.42

c % ....................................... 28.62 7.08 2.02 0.42

N % ....................................... 1.34 0.36 ・ ・

C / N ....................................... 21.4 19.7

NITi-N mg in 100g ............. 2.5 一

NON mg in 100g ............. 0.0 -- 一

體換性 Ca (m.e. / 100g)......... 6.53 0.54 0.79 1.46
Exch. Ca

動換性 Mg (m.e./100g).........
Exch. Mg

4.81 0.35 0.35 0.60

第 8と第9炎を兄ると Profile 34 に比北 して,本土壊は酸性が弱く ・ A。 屑の炭索率 も 小 

さ く,土壌水分が トg には比較的多い等,BA 型土地のtは分析結果には余り現われていな 

い。但 し水分の 多いこと は本土ﾡ採収の時期に比較的用が多かつた こ と %影響 して いると思わ

1) Iaatsch. W. 1938. 前掲o
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れるっ 根が土中深く まで分布していることは第9ﾡによつても多少うかがい得られろo

Tab. 9. Profile 19 の物理性質"

Physical properties of BA-soil, Fagus Crcnata (Profile 19)

m 位 別
Horizon F-H H-Ai B:

採取 時 水 分....%**
Moisture content of fresh soil

18.36 40.37 46,03 54.30

" ..........%*** 35.72 62.86 69.00 83.50

水 ....%**
Water-holding capacity

5!.40 64.23 66.71 65.1

孔_阪t ...ダ** 63.8 92.5 76.3 72.1
Porosity

最小*気 ....イ**
Air capacity

12.4 28.3 9.6 7.0

容 表 朮........ 6.2 13.0 54.2 67.4
Volume weight

ﾡ ........................................g
Weight of roots in 400cc of soil

14.52 14.18 8.70 0.31

" "然状態の土城についての実験結果。
Determined by the use of soils in natural condition.

** 領土の占める容破に対す石 %
Expressed in percentage of the volume of fine soil.

*** 学水に対する %
Exressed in percentage of the water-holding capacity of soil.

Tab.10. Profile19の植物群落組成*

Composition of beech forest on Ba-soil (Profile 19)

階用
Layer

種 名
Species

数 座
Abundance

樹高 
Height 

m
駒高直径

Diameter 
cm

D プナノキ Fagus crenata Blume va 18 45

Ds コミネカヘ" Acer micranthum Sieb. et Zucc. ax 10 10

Sh ハウチハカヘア Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf V. Schw.

コミネカヘテA. micranthum Sieb. et Zucc.

オホバクロモジ Benzoin membranaceum O. 
Kuntze

タグモ Fraxinus Sieboldiana Blume

マンサク Hamamelis japonica Sicb. et 
Zucc.

プクシバ Hugeria japonica Nakai

・

r

r

-25一ブナ林 土 の所究 (大政)

T fT 名
Species

数 N
ATm1nonnハp 1

ﾡ乱。

m

g高;証径
Diameter 

cm****・*ゝ****** 1

ホホノキ Magnolia obovata Thunb. r

=ヤウラクッッジ Menzicsia pentandra Maxim. 0

プッキナシ Micromoles alnifolin Kochne r

ウハミッザクラ Prunus Grayana Maxim. r

ムラサキヤシホッッジ Rhododendron Albrechtii f
Maxim.

ギ* ウルシ Rhus trichocarPa Miq. r

ッッジ Tripe taleia paniculata Sieb. et r •
Zucc.

・シカリ Viburnum furcatum Blume f
________

G =シブプラ Acanthopanax sciadophylloides r
Franch. et Sav.

ハウチハカヘデ Acer japonicum Thunh. var.
typicum Graf v. Schw.

=ミネカヘナ A. micranthum Sieb. et Zucc. r

ウ リ ハダカヘダ A. rufinerve Sieb. et Zucc. r

ヤハンノ キ Alnus tinctoria Sarg. var. r
obtusiloba Call.

オホバクロモジ Benzoin membranceum O. 0
Kuntze ・ •・

エ ン=ッリハ
iDaphniphyllum humile Maxim. r *

プッダモ Fraxinus Sicboldiana Blume r

ンサク Hamamelis japonica Sieb. et r
Zucc.

プクシバ Hugeria japonica Nakai r

eメモチ Ilex Icucoclada Makino r

フカミノイメッゲ I. Sugeroki Maxim.. subsp. 0
ヽ brevipedunculata Makino

シ キ ミ Illicium religiosum Sieb. et r 1 ・Zucc.

リギリ Kalopanax pictum Nakai var. r
• •

typicum Nakai ・ • •

ヒッルサ ウ Maianthemum dilatatum Nels. r
et Macbr.

コヤウラクッッジ Menziesia pen tandr a Maxim. r

ジキナシ Micromeles alnifolia Koehne r

ミッナラ Quercus crispula Blume r

ヤマ ウルシ Rhus trichoc ar pa Miq.

シ・シガシ ラ Spicantopsis nipponica Nakai r
var. japonica Nakai
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Layer
. 名 

Species
数 度 

Abundancc ,
け;

Height 
m

gt;t径 
Diameter 

cm

ホ ツ ツ ジ Tripctalcia paniculata Sieb. ct 
Zucc.

ム シ 力 ッ Viburnum furcatum Blume °

D ・*'''* Dominant tree layer. Ds・.r.rSubdominant tree layer.
Sh ・・・・.・・Shrub layer. G ・・・・・ Ground flora.

* 植物名は根本ﾡ陽,昭和114(1936). 前掲による。

2) BB型土ﾡ・・・・乾性色森林土 (級斜地型)

この土壌は平坦堆若し く は絞傾斜の山, 台地等の西ル市西端をと状にﾡつて現われる 

場合が多い。 第 3 図がその土ﾡ府断面の模式図で あ る。特徴はﾡ色のF及びH と ｛酸 

性の A片がB盾の上に黙積して A店とB 特 と のザ 

が似然たる ところにある。こ の土壌は B、型-に壌 と 

同様に酸性ﾡ植の生によつてポ ド ゾル化を受け易 

い状態におかれている。 Profile3 は化学分析に 

よつてボドゾル化の事実が認められるが, かゝ る:

壌は Bn型土壇に少くない。

Aﾡ中と, 場合によつてはBﾡ中に も歯糸の生 

した細根が分布 して,多く の場合北ﾡにﾡ糸以の あ 

ることは BA 型に城の場合 と 同様で あ る。

B 悟の上部には 堅果状構 (nutty structure) 

が, ヌ下部にはﾡ燃な粒状情造 (loose granular 

structure) が発述する。 この土ﾡの行機物府の形 

館は後遊の Ppm 型土塊にぬ似するが,FH, H店 

のA府に対する割合が反対である。これは Bn型 

權の方が更に乾燥 した条の t と に生 したことを 

示すものとだえられる,

筆者が本調査で見出 した Bn 型土城は プナ林に限 

Fig. 3. BBﾡ土ﾡのル所面区・ 
Schematic presentation of BD-soil 

profile.

られている。ただ, 一簡所で は隣接地に ヒバが侵入 していた。

Be 型上域に 多 く 現われる植物は ッ、ミヅザクラ・アシグモ・オホクロモジ・ノリウッギ・ 

ヤマウルシ・イメツゲ・クシバ・ムラサキャッホッッジ・オホバスノヤ・ムシカリ ・ ミヤ

ガマズミ・ ヒメモチ・ツルシキミ ・ツタウ ルシ等であ るっ 

に例示するﾡﾡ断面は Bn 型土域の代的の ものである。

プナ林土ﾡの研 (大政) 一ざ7一

a) Profile13") (PL. 51)

所 1森県下北I川内町大字川内ず校求戸山田行株 173 林ﾡい小ﾡ

地形 I市j方に40°の何斜を以て小#が迫 り,西方は 200 の傾斜で所那野平の平地に康 

む約 200m の台地。

10°

Niの方向 N 80° w

海抜高 250m

M生 第12 (28-29yt) お問。なお林問は写真7(PL. 3) の示すりである。

土域&limi

L 0-3cm

F 3 8cm

粗に堆放 した ブナ等の業ﾡ。

銀賞-濁色 (撮色 Bone Brown)"。ﾡ葉が商に店状に

つたもののIにHﾡ様のﾡﾡがまじる。葉は比校的新鮮で細 

ﾡせす。細ﾡ多。地小動物多数。.

H-A1 8-llcm 代赤一市色 (Blackish Brown)。 crumb structure。 孔 

ﾡが多い。ところによつては赤ﾡ色の crumb 状のH府と黒初 

色のA行とに分化する。細根多数。

Bi 11-14cm 暗松-黄褪色 (畑茶色 Saccardo's Umber)。処よに次色の 

小斑点を認む。細ﾡ, 菌糸可な り 多数。

B2 14-31cm 松-黄桃色 (Clay Color)。 nutty structure の部分と loose 

granular structure の部分が交。ﾡ相当多数。ﾡに山来す 

る孔隙を認む。

B3 31cm+ 明協-ﾡ色 (Pinkish Buff)o 全休 granular struclureo 各 

granule がﾡ々特にﾡしているととろとそうでないととろと 

がある。石ﾡ多少。供 も亦多少認められる。

この土域の物理的性質は第 11 炎の通りである。Ba 型土壊に近い性賞を示しているが,稍 

々水分が多いょ うである。化学分析に関しては川ぬ氏" の祥細な結果があるから行略する。 

川品氏等の分析ﾡ果によれば木土壌は軽徴にボ ド ゾル化された褐色森林士である。筆者等の実 

験でNO.-NがFﾡと F-HHに夫々 100g 38.3mg, 1.8mg 検されたが, このことは注 

恋されてよ い と題 う 0 NHrN は上両ﾡで夫 々 100g 中 15. Img, l.Smg 検出 さ れた。

1) 本土ﾡは川島氏の別査岡所がら択集し:しのである。川S高川, 水田正i, 内源一販. M和16 
4 (1941).青森県下北中島における森林土旗型について・ロ・土.肥・I5- 28参照。

2) 風純士の色。色は単京営林ﾡ・昭和184 (1943)・前掲書にふる。

3) 川A,科S, 永m正,pl阪一N.M和I16年(1941).前掲。
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Tab. 11. Profile 43 の物理的性パ

Physical properties of Bn-soil, Fagns crenata (Profile 43)

ﾡ 口 色 別
H1OFJZon F-(H-A1)** Ba B

探 取 時 水 分....... 2*x* 42.12 47.44 53.19
Moisture content of fresh soil

" ......5**** 58.98 64.10 76.88

空 水 加....... %***
Water-holding capacity

71.42 74.10 69.19

孔 ﾡ 量....... ゥグ※を夕 95.3 82.0 77.7
Porosity

最小客気 a...............ク***
Air capacity

23.9 8.0 8.5

物 積 . 正............
Volume weight

7.7 40.8 57.0

根 ................... g
Weight of roots in 40Occ of soil

19.41 3.28 0.45

* 白1然状姫の土拠についての実験街果。
Determined by the use of soils in natural condition

* * 探取円筒に F, H-A1 両用な探取田ﾡのため両府:まがって探し。
Because of the difficulty of sampling F and H-A1 layers separately,both 
were takcen in one tube.

* ** 細の占りる響ﾡに対する %
Expressed in percentage of the volume of fine soil.

* *** «水並に対する %
Expressed in percentage of the water-holding capacity of soil.

Tab. 12. Profile 43 の拡物昨細"

Composition of beech forest on Bp-soil (Profile 43)

階用 稲 名 数 座
Layer Species Abundance

D プナノキ Fagus crenata Blume a

Ds プナノキ Fagus crcnata Blume o

Sh ハウチハカへ デ Acer japonicum Thunb. var.typicum Graf v. Schw. o

オホバクロモジ Benzoin membranaceum O. Kuntze o

ハ ヒ イメガヤ Cephalotaxus nana Nakai o

ヒ メ モ チIlex Icucoclada Makino o

ウハミッザクラ Prnus Grayana Maxim. r

イ ハテザサ Sasa rotundissima Makcin。 et Uchida a

ムシカリ Viburnum furcatum Blume f

-29 -プ林:: の研 (大政)

P用 i
Layer Abundance

G ヒ メア タキ Aucuba japonicn Thunb. var. borealis Miyabe r

ウメガササ ウ Chimaphila japonica NMiq. r

イ*ッゲ Ilex crcnata Thunb. r

ツルプリ ドホシ Michella repens L.. var. undulata Makino o

ミッナラ Quercus crispula Blume vr

ッルシキ ミ Skimmia repens Nakai var. typica Makino 0

クチシホシ Smilax Oldhami Miq. vr

D......... Dominant tree layer. Ds......... Subdominant tree layer.
Sh......... Shrublayer. G......... Ground flora.

* ﾡ物名はﾡ本時・ ・和114(1936). 前掲書による。

b) Profile 65 (PL.. 52)

所企 岩予県盟沢I女川村ﾡニヌ冊国行林 45 林班い小班

地形 商市に延び ろの部の西miに近い 不地。

海抜高5 550m

ﾡ生 第14交 (30-31H)お川。なお林ﾡは呼S (PL..4) の示す通り である。

1) ﾡ土の色。色はﾡ京営林ル・W和184 (194S).前掲によるo

土:ﾡ店断i

L 0-2cm プナ ノキの※業。

F-H 2-5cm 黑检黄 梳濁 色 (県茂色 BoneErown)")。 ﾡ朽葉のﾡにつ 

た川にHﾡの crumb dust(直径 1mm以下) 行在。細ﾡ多 

数っ

H 5 6cm 黒性賞-粒濁色 (畑茂色 Bone Brown)。crumb。細拠Bめて 

多数。

A, 6-7cm 暗橙黄-橙鈍色 (消文茶 Fuscous)-黒ﾡ責-松鈍色(Fuscous- 

Black)(一般に は機めて悲 く #取に も 西難を感 じ る和度で あ る 

が場所によつて可な りいところもある)。small crumb (1.5 

-3.0cm) に分かれる。堅果状の感がある。顕微鏡下では菌糸 

が網状に分布 して granule も完全に発述するのが認められる。 

内mで もこ の府•と 下層 との境に菌糸多数。土壌店断町を作る時 

菌糸臭が強い。細ﾡ多数。

Ai-B1 7-15cm 上部喈黃-橙褪色(燥竹色 Snuff Brown)。 下部授-黃槌色
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Clay Color 鎖除黄槌色 (賞茶 Tawny-Olive)。 部は 

ﾡの必響をうけ,ﾡ々 nutty structure。下部は granular 

structure。細 限稍々 多数。

B, 15cm+ ルさ 35cm. 上部明捡-黄 一色 (Pmkish Buff) ル玉淡ﾡ一賞 

ﾡ色 (にﾡ委色 Cinnamon Buff)。 下部淡賞-松ﾡ色 (砥粉 

色 Pinkish Cinnamon)。 全 と して粒状 乃 玉粉状の感が あ 

る。サラサラと して勝欺。領徴鏡 Fでﾡれから granule の生 

成されろのが認められる。山径 20cm 和の/ﾡ『。小ﾡ 

多数。

木土塊のpH価及び炭素率は次表の通りである。

Tab.13. Profile 65 の 化学的性質

Analyses of Bn-soil, Fagus crentata (Profile 65)

用 位 別
HOrizon H A, Ar-B! Bs

pH (M 土)..
Fresh soil

3.91 4.01 4.71 4.96 5.45

c %..................... 45.91 15.63 6.20 1.31 0.56

N %..................... 2.03 0.91 — — —

C / N..................... 22.6 17.2 —

Tabl. 14. Profile 65 の植物海細と"

Composition of beech forest on Bit soil (Profile 65)

Pル 
Layer

翻 C . 名
Species

数 座
Abundance

D プナノキ Fagus crenata Blume va

Ds ブナノキ Fagus crenata Blume o

7ンハダ Ilex macropoda Miq. vr

Sh ハウチハカヘデ Acer japonicum Thunb. var. typicum Graf v. Schw. r

ラミネカ へアA・ micranthum Sieb. ct Zucc. vr

オホバクロモジ Benzoin membranaceum O. Kuntze 0

リヤウプ Clethra barbinerbis Sieb. et Zucc. vr

エ ゾユッリハ Daphniphyllum humile Maxim. vr

ノリウッギ Hydrangea paniculata Sieb.var. floribunda Regel vr

ヒロハクムシバ Magnolia Tokumotoi Yanagida r

-31一プナ 北の研 (大政)

P用
Layer

H 名
SpecieS.

数 度
Abundance

サラサドウダジ Meisterin campanulata Nakai vr

=ヤウラグッッジ Nenzicsia bentandra Nlaxim. vr

ヤ マ ウ ル シ Rhus trichocarpa Miq. vr

チシザサ Sasa kurilensis Makin。 et Shibata var. genuina Nakai va

』.シカリ Viburnum furcatum Blume r

G コシププラ Acanthopanax sciadophylloides Franch. et Sav. vr

カイ ク * Acer mono Maxim. var. NIayri Koidz. vr

ッ リハダカヘナ A. rufinerve Sieb. ct Zucc. vr

ブコウジ Bladhia japonica Thunb. vr

ハヒイ ヌカ•ヤ Cephalotaxus nana Nakai vr

ウ メガササウ Chimaphila japonica Miq. vr

ブノ* Fagus crenata Blume vr

プクシバ Hugeria japonica Naksai r

ノリウッギ Hydrangea paniculata Siel. var. floribunda Regel vr

イ*ッゲ Jlex crenata Thunb. var. typica Loes. f. genuina 
Ioes.

f

eメモチ I. leucoclada Makino f

ホ ンバクウゲシバ Iycopodium serratum Thunb. var. Thunbergii
Makino

vr

ギンリャウサウ Moneses uniflora L.. var. pcntapctala Makino vr

リ ドキシラン Myrmcchis japonica Rolfe. vr

ッ クバネサウ Paris tetraphylla A. Gray vr

ックウルシ Rlius Toxicodendron L.. var. radicans Torr. vr

ツルシキ ミ Skimmia repens Nakcai var. typica Makino 0

オホバスノキ Vaccinium Smallii A. Gray vr

D.......... Dominant tree layer. Ds..........Subdominant tree layer.
Sh......... Shrublayer. G..........Ground flora.

* 拡物名(はﾡ本発ﾡ. ・和I11年 (1936).前地書にょる。

3) BC型土壌.... 弱戟性褐色森林土

との土地は BA 型士壌及び Bn型土ﾡのょ うな顕湾な特徴に欠けている。只 A 好下部又は 

B 上部の ょうな 行機物を合行ナ る部分に 堅果状の構造が発達 して い る土壌で あ る。堅県状怖 

造は乾燥によって土域が割れて生じるものと考えられるから,土壊唇断而に,しかも稍々深い 

部分に斯 る構造が認められる こと は,この種の土壌が軽微な乾燥を受けている ものとみなすべ

きであろう。第4図は Be 型土壌の械式図である。行機物府は Bornebusch 氏及び Heiberg
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氏・の Firm mull に近い形態を示し,Hはの欠除 

する場合が多い。この土壌 も B店にﾡ々歯ﾡが認め 

られる。ッハ ミッザクラ・アヲグモ・ オホバクロモ

ジ・ヤマウルシ・アブハグ ・ ツリハグカヘデ・ ムシ 

カリ ・ヒメ モチ ・ツルシキミ ・ツクウル ッ等が木型 

の土壌に見受け ら れ る植物で ある。ユキッ パ キが晴 

をつく る場合もあろ。

大に挙げろ 土壊居断面は B。 型上ﾡの 一例であ

a) Profile 55 (PL. 53)

所年 秋田県西証場Iホ川村大字大石沢字ﾡ 

頭国方林102林班い小班

地形 小の1部に近い市面i。

傾斜 25°

傾ﾡの方向 S 200 E

海抜高5 560m

植生 第16炎(33-35y【)参照。 なお林相 

は写真9 (PL. 4) の示ナ通りである。

土域店断面

L 0-1cm

F l-3cm

H 3-6cm

A 6-15cm

Fig.4. Be 型土の用所面区e
Schematic presentation of Bo-soil 

profile.

ブナ ノキ共の他の業。

濃投-黄鈍色(Hair Brown)"。腐朽葉が特状に堆翻する。

黑橙後-赤鈍色 (K盟目色BlackishBrown)。粉状の腐朽師。 

頭版下で根の周囲 に organiccolloid が伐透しgranular 

particle の形成 さ れ るのが認め られる。細供多く 商糸 をう。

濃援-獎々平色 (ﾡ朽葉色 Olive lake)o nuttystructnre。

1cm 大の頁岩片を交える。顕微鏡下では 土壊に 触裂が入り 

organic colloid の影響を受けて massive から granule 化す 

る状態が認められる。細根は比快的少いが稍々太い根が多い。 

菌糸が散見する。.

1) Bornebusch. C. H. and Heiberg, S. O. 1935. Report of the subcommision for forest 
soils. Trans. Third Internat. Cong. Soil Sci. 3. 259.; Heiberg, S. 0. and Chandlar, R. F. 
1941. A revised nomenclature of forest humus layers for the Northeastern U. S. Soil Sci. 52. 87.

2) 風土の色。色は京営林応.m和184 (1943).前にょる。
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プ ナ林土状の研 (大秋) 一3-

A-B! 15-26cm 賞松-賞色 (金色 Aniline Yellow)。密械 に染つた部分と 染 

らぬ部分で市松校様ができる。これは土壌の nutty structure 

を示すものである。彼検により massiveな面にﾡﾡをﾡ界と 

して却れの形されるのが認められる。歯糸散見。納々太いﾡ 

が 加 当に多い。岩用も多数合行される。

B。 26cm+ 明ﾡ一i色 (卵色 Light Orange-Yellow) massive。岩府ﾡめ 

て多く, 細根が散見する。

本士壌はユキッ バキの胖落下に認められる Be 型土壌である。駐断而作製の前日 に相当強い 

円があり,々H も雨がおつたので H 府の上から3分の2はめれていたが, A 府に顕著な 

nutty structure が認められた。木土ﾡでは加色のWﾡは殆ど認められない。pH 価 及び炭素 

率は大の通りである。
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Tab. 15. Profile 55 の化学的性質

Analyses of Bc soil, Iagus crenata (Profile 55)

m ィ»Horizon F
x 1

H A-B. B=

pH (w 土)....
Fresh soil

3.99 4.02 4.64 4.55 4.25

c % ................. 59.32 38.57 6.80 _ 1.55

N % ................. 1.79 1.67 0.39 一 —

C / N ................. 33.14 22.82 17.イ4 - —

Tab.16. Profile 55の植物除落組成*.

Compositon of beech forest on Bc-soil (Profile 55)

階府 
Layer

名
Species

/

数 座
Abundance

pな
Height 

m
g径

Diameter 
cm

D ナ ・ ノ * Fagus crenata Blume f 19 41

Ds コ シブ ラ Acanthopan sciadophylloides 
Franch. et Sav.

vr

イ クヤカへ Acer mon。 Maxim. var. 
eupictum Nakai

vr

ヤ モミ ヂ A. ornatum Carr. var. Matsu- 
murae.Koid.

vr

ウ リハダカへ デ A. rufinerve Sieb. ct Zucc. vr

才 ホバクロモ ジ Benzoin membranaceum O: 
Kunze

r

プ ナ ノ キ Fagus crenata Blume vr
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P府
Layer

名
Species

数 座 
Abundauce

p高
Height

m
B高;t

Diameter 
cm

*ノ キ Magnolia obovata Thunb. vr

ッキナ シ Micromeles alnifolia Koehne vr

ウハミグザク ラ Prunus Grayana Maxim. vr

ヤ/ウル シ Rhus trichocarpa Miq. vr

・シカ Viburnum furcatum Blume r

Sh ヤモミ Acer ornatum Carr. var. 
Matsumurae Koidz.

vr

**ユ キッバ キ Camellia rusticana Honda va

ッ ヤ ウ プ Clcthra barbinerbis Sieb. et 
Zucc.

vr

エンユッリ ハ Daphniphyllum humile Maxim. vr

ウハミッザク ラ Prunus Grayana Maxim. v

ム シ カ リ Viburnum furcatum Blume r

Gh ヤモミ ヂ Acer ornatum Carr. var. 
Matsumurae Koidz.

vr

ウ リハダカへ デ A. rufinerve Sieb. et Zucc. vr

ヒメアシ キ Aucuba japonica Tunb. var. 
borealis Miyabe

vr

オホバクロモ ジ Benzoin membranaceum O. 
Kuntze

vr

** ユキ ッバ キ Camellia rusticana Honda 0

エゾユッリ ハ Daphniphyllum humile Max：m. r

サ ハ ダ ッ Evonymus mclananthus Franch. 
et Sav.

vr

ァッダ モ Fraxinus Sielboldiana Blume vr

ウハ ミ ッザク ラ Prunns Grayana Maxim. vr

ヤ-プダ ク Vitis amurensis Rupr. var. 
Coignetii Nakai

vr

cI ウ リハダカへ デ Acer rufinerve Sieb. et Zucc. vr

ヒメブッ キ Aucuba japonica Thunb. var. 
borealis Miyabe

vr

オホバクロモ ジ Benzoin membranaceum O.
Kuntze

vr

ダ*ユ キッバベ キ Camellia rusticana Honda r

9 ャ ウ プ Clethra barbinerbis Sieb. et 
Zucc.

vr

チゴュ ッ Disporum smilacinum A. Gray vr

プナノ キ Fagus crenata Blume f

・35一プナ林土の研 (大政)

階解 
Layer

H 名
Species

数 度 
Abundance

学さ
Height 

m

駒優
Diameter 

cm

ビメモチ Ilex leucoclada Makino

ツグウルシ Rhus Toxicodendron L. var. 
radicans Torr.

ヤー ウンシR. trichocarpa Nliq.

イ ハガラ ミ Schizophragma hydrangeoides 
Sicb. ct Zucc.

・シカリ Viburnum furcatum Blume

vr

r

0

r

0

D......... Dominant tree layer. Ds..........Subdominant tree layer.
Sh.........Shrublayer. Gh......... Ground flora (high).
Gl......... Ground flora (low).
* ﾡ物名 は ﾡ本ﾡ岡 •昭和 11 年(1936).前書に よ る。

* * 学名は木叫正次・昭和23 (194S). ッバキ灰の一新H・生物界 I. 97.
和名は内・権物研究雑. 昭和24年(1919). ユキヅパキに就て. 植物所究雑24. 

97 による。

b) Profile 23 (写眞 10 PL. 5)

所在 1森県事汁艦I機内村大宇横内子前品国行林30林斑ろ小班

地形 北西に展開する広い綏斜面の一部。

傾斜 8。

価の方向］ N 500 W

海抜嵐 700m

ﾡ生 第20炎 (38-39y) 参照。なお林ﾡは写真 11 (PL.. 5) の示ナ通りである。

1) 原:の色o

L(F) 0-lcm ブナノキの海端, 一部は細か く 磁砕されて FFの形態をと る。

細棋多。 ・

H A. 1-5cm 時ﾡ色"。crumb structure〔野 12 (PL. 6) 参照。顕微製

下では菌糸 も認められる〕。細ﾡ多。部分により H. A.両ﾡ 

の分化 したと ころもある。

a3 5-15cm 利々色を帯びたﾡ色。nutty structure の発達顕 若。孔隙が

ある。ﾡ刑々多数。野真 13 (PL. 6) は As 底 上部の顕微続 

写真であるが,nutty structure が認められる。少数の歯糸も 

認められる。 ヌ写 14 (PL. 6) は Aa 盾の •部に極く 軽微 

な流作用が行われて いるととを示している。

15-35cm 褐色。稍々 堅果状。孔隙があ る。岩拠を合む。ﾡ帽当多数。
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Ba 35cm+ 資物色っ massive。上片との境外殆ど不明っ 挑多数っ 根千っ 

写真 15 (PL.. 6) は B: 府上に初の顕徴鏡真で maesiveから 

nutty structure が形されつ ・あろことを示す。

本土壌は nutty structure がﾡ当項神に発述した:壌である。八甲 W山の同一海抜高の個 

所に比して落葉の分解が可たり進行している。この土壌の化学的及び物现的性質は第17表, 

第 18 及びが 19交の通りである。

Tab. 17. Profile 23 の化学(性

Analyses of Bc-soil, Fagus crcnaia (Profile 23)

Tab. 18. Profile 23 のJ質粘の化学細成

肝 位 別
Horizon L (F) H-A1 A. As B, b3

pH (i 土).......... 4.3! 4:58 5.06 5.60
Fresh soil

4.14 4.73 : ・ 5.12 5.43 5.56
Air dried soil

C < ............................ 26.48 18.90 11.46 .76 6.26〜 / ****.... .

N % ................................... : .60 1.20 0.85ハ / "*"..... .....

C/N ......... 16.55 15.75 13.48

NH...N ma in 100g .... 7.9 3 ッ

N0rN mg in :00g ......... 0.0

・ノ・』

0.0 — ..

出換Ca (m.e./10og).... 
Exch. Ca

— 2.21 1.07 0.57 0.36 0.50.

・換性Mg (m.e./100g).... 
Exch. Mg

-- 2.13 1.19 0.84 0.65 0.55

Analyses of colloidal clay fraction of Be-soil, Iagts crenata (Profile 23)

Horizon
別 A! As B. Ba

SiOa %5 ... 47.45 33.59 . 34.59 34.10

F1:O。% .... . 10.84 12.24 11.30 11.22

A12O3 % ... 13.61 23.67 25.69 30.86

TiOs % ... 0.72 0.92 0.83 0.96

P,Os % ... 2.05 1.61 1.65 0.72

Sios / B3O3 3.92 1.81 1.78 1.52

SiOs / A13O3 5.92 2.41 2.29 1.88

SiO3 / Fe,Oa 11.64 7.30 8.14 8.03
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ズ Ca. 60
Phot. 12. Profile 23 の H-A1 ﾡ

H-A)layer of Bc-soil (Profile 23). 
Micro-crumb and fungus mycelium.

* Ca. 60
Phot. 13. Profile 23 の As ルの上部 (その 1 J 

Upper layer of A: horizon of the 
same soil. Micro-nutty structure 
and fungus mycelium.

Tab. 19. Profile 23 の物理的性"

Physical properties of Be soil, Fagns crenata (Profile 23)

" 「1然状の土についての験祐果。
Determined by the use of soils in natural condition.

※% 細土のめる守ﾡに対する%

用 位 別
Horizon As Bi B:

採 I 時 水 分 ……%** 
Moisture content of fresh soil

51.05 (83.46)**** 41.69

" .............. *x* 73.57 79.45 69.16

年: 水 t..........%**
Water-holding capacity

69.4 (105.0)**** 60.3

孔 隊 it..........%**
Porosity

77.3 76.9 79.3

m 小 客 気 t .......... %** 7.9 28.1 19.0
Air capacity

容 .弑 朮............
YOlume weight

50.0 * 53.6 50.1

根 ......................... g 2.59 2.62 0.97
Weight of roots in 493cc of soil

Phot. 14. Profile 23 の Aa 府の 上部(その 2) 
Another part of the same layer. 
Slightly bleached.

Phot. 15. Profile 23のB:用
D- h rizon of the same soil. 
Initial stage of the formation of 
nutty structure.

Expressed in percentage of the volume of fine Soil.
*** さ水iに対する%

Expressed in percentage of the water-holding capacity of soil.
*xw* 細がに水分九吸収する能力がある:めに この様興常成な得:。

The figure is considerably high because of the high water adsorbing power of the soil.

第17炎を見ると, この:ﾡはiのB、型及びB"型土域なに比してﾡ性が前々弱く,ﾡ業率料 

も比較的小さいこ とがわかる。このことは, この土墳型においては乾燥のために布機物の分解 

が阻害 される程度が少い こ と を示す ものといえよう。 ただ Profile 43 では NO.-N が検山 

されたのにこの土壌で NO,-N の認められないことは,一見奇異の感を抱かせる ものである 

が,後に も述べる よ うに 森林土壊中での NO,N の 生成条件は 従来 欧米の諸学者” が説 く よ

うに簡単な ものではないと考えられるのである。

第 19 炎に示された物理実験の結果はこの壌の性ﾡを物理的性慣の上でよ く 表わして いる 

よ う に思われる。

tiに ブナ林地ﾡのﾡ色森林士の一般的成期に も述べたよう に,この塩帯の樹色森林土は極め 

てボドゾル化を受け場い状ﾡに置かれていると考えられるのであるが, 第 18 炎のﾡ質枯士の 

化学細Lは このことを示 してい る。Profile 23 の土壊は八甲川山の火山灰を母材料と してい 

る。塩入氏り は“担居性火山灰土を材料とする樹色森林士の生成過程では山地において も平地

1) Waksman, S. A. 1932. Principles of soil microbiology. 2nded.Baltimore; Waksman, S.
A. 1936. Humus. Baltimore. 参照o

2) ﾡ入松三N. ・和134 (1938). 前掲書。
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におけると等しく下店土では瑞酸鉱物の分解により ブロファン様の粘土分を生すろ ものであ

ろう'' と云われているが第18変でも, そのことは示されているように思われる。

Tab. 20. Profile 23 の植物群落組成*

Composition of beech forest on Be-soil (Profile 23)

除ﾡ
Layer

種 名
Species

数 座
Abundance

版

m
関t径
Diamcter 

cm

D ブナノキ Fagus crenata Blume va テ 34

Ds カイ クヤ Acer mon。 Maxim. var. Mayri 
Koidz.

r

オホバクロモ ジ Benzoin membranaceum O. 
Kuntze

r

ナノ キ Fagus crenata Blume a

クハミッザク ラ Prunus Grayana Maxim. r

Sh ハウチハカへ テﾡ Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf v. Schw.

r

オホバクロモ ジ Benzoin membranaceum O. 
Kuntze

o

ハヒイ ヌガ ヤ Cephalotaxus nana Nakai r

サ ハ ダ ツ Evonymus melananthusFranch. 
et Sav.

r

プナノ キ Fagus crenata Blume r

シプ ラ Acanthopanax sciadophylloides
Franch. et Sav.

ハウチハカへ デ Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf V. Schw.

プカイク A. mono Thunb. var. Mayri 
Koidz.

ヒメヲ キ Aucuba japonica Thunb. var. 
borealis Miyabe

オホバクロモ ジ Benzoin membranaceum O. 
Kuntze

カンス ゲ Carex Morrowii Boott.
ハヒイヌが ヤ Cephalotaxus nana Nakai

ミックャサ ウ Circaea mollis Sieb. et Zucc.
ハシベ ミ Corylus heterophylla Fisch 

var. japonica Koidz.

チ=ュ ッ Disporum smilacinum A. Gray
ヤマ トキホ= Elatostema laetevirens Makino

サ・、火 ッ Evonymus melananthusFranch. 
et Sav.

Layer
名

Species
数 度

Abundance

樹
Height 

m
胸高面径

Diameter 
cm

プナノ キ Fagus crenata Blume a

プヲダ モ Fraxinus Sicboldiana Blume r

ヒメモ チ Ilex leucoclada Makino r

ックバネサ ウ Paristetraphylla A. Gray r

**バ = Plantag。 major L. var. asiatica 
Decne.

r

ックウル シ Rhus ToxicodenGron L. var.
radicans Torr.

r

ヤ マ ウ ル シ R. trichocarpa Miq. r

チシ→ザ サ Sasa kurilcnsis Makin。 et 
Shibata var. genuina Nakai

r

クチシホ ゲー Smilax Oldhami Miq. r

ナナカ→ ド Sorbus commixta Hedl. r

.シカ ヅ Viburnum furcatum Blume r

ミ*スミ レ Viola Sellirkii Pursh. r

D............... Dominant tree layer. Ds..............Subdominant tree layer.

Sh......... Shrub layer. G.........Ground flora.
* 権物名 は根本莞附 •昭利 11 4(1936).前書に よる。

4) BD型土壇....空 海性福色森林土

との土壌は代表的の褐色森林土で ・ ブナ林下に最 

も広く 分布する土壊である。災林とげばれる種のプ 

ナ林の土壌は, ほとんど この型に 属する ものであ 

る。府•斷面の外貌は第 5図のよう に従来語氏に よ つ 

てﾡ色森林士と して記載された ものに等しい。

一般的に い た ぱ,本土壊型は高山城帶で は属 々 東 

一南を向 く 傾斜面に現われ,山地帯では同様の斜面 

のほかに, 台地の内部に現われる。

指標的の植物 と して特に記載す る植物はな いか, 

ﾡ木と してはホホ ノキ・ハリギリ ・ハウチハカヘデ・ 

ウハミ ヅザク ラ ・ イ クヤカへデ等が, 木類ではオ 

ホバクロモジ・ムシカリ ・ハヒイヌ ガヤ等が, 草木 

類ではス ミ レ類 ・ツルリ ンドツ・ ユキザサ ・シラネ 

ワラビ・ ホソバナラヰシダ等が普通に見受けられる 

植物である。

o°2o CO
O o○

Fig. 5. BD ﾡ土ﾡのﾡ断画図。
Schematic presentation of BD-soil profile-
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大に Bd 型土のﾡ断面を例示すろ。

a) Profile 1 (PL. 54)

所在 株県上北十和田村大す法量ず株山国行林130 林ﾡろ小班

地形 緩い徴斜を以て東南方に延びる台地状山背部の中央。

何斜 4°-5°

何の方向 S 40° E

海抜; 750m

植生 第 24 表 (42-43頁) 参っ 林相並びに地床の状なは写真 16 及び 17 (PL. 7)

に示す通りであろっ

B 55-7Ocm 沢-資ﾡ色 (英茶 Tawny-Olive)-町-桜色 (畑茶色 Sac- 

cardo'sUmber)。Aﾡとのﾡ界は明『。緊諾。火山砂肝(Vs) 

の砕ルを合み浮石府 (VD を一部に認める。樹根に乏しい。

木土域は Profile 5 (67t) と 同一は材料から生成 されているが,Profile 5 に見られるよ 

う な 各噴出期別の 火山 矢の 好序は殆んど消失 している。これは土壊の崩積 と いうことにもよる 

であろうが, この土境が適潤のため,ﾡ物拠が比核的場に延び間ることと, それより も土壊 

生物が多数拠心す るためにそれら の摂乱作川 にょつてかゝる ﾡが磁ﾡされた ものと見られる 

tが多い。木土埃の 化学的及物理的性質は ミ々第 21 炎, 第 22 よ及第 23 表に示す通り で 

ある。

土場店断面

L 0-lcm

F l-4cm

II 4 -5cm

A 5-55cm

プナノキの店。小桜を交えるろ。 は積せめ所もある。 

進積した所でルさ約1cm である。

暗松還-橙褪色 (Verona Brown)") の部分と収任資一権濁色 

(あ色 Bone Brown) の部分の交錯。細片 となつた物朽菜の 

府で, 細ﾡが細状に分布する。

黑橙黄-松濁色 (R色 Bone Brown)。 直径 1 2mm のル事 

な crumb の集り。一様に分布せすところどころに点し, F 

竹との境界が不明瞭で分離が必だ困難である。ん 域との境界 

は明瞭である。

Aﾡは A (さ 4 乃至 7cm), As(さ 9 ル 12cm), 

A(ルさ 17 乃至 20cm), A,(さ 18り20cm) の亜特に 

区分川来るが, ﾡ変して境界はﾡらかでない(第9図3参照)。 

A., A。は同一種ﾡの大山It川物と考2られる。A, A・は夫々 

ﾡる 母材料から なる。 A ﾡは 暗梭-黄濁 色 (団※色 Olive- 

Brown)。Wiを合み稀々脳戦。細模多数。A。は松一賞鈍 

色(Drab)。ﾡﾡを認む。 Aﾡは同じくﾡ賞ﾡ色(Drab)。 

白 色火山灰好 (Vwo))の砕ルを合む。ム 府は濃橙-黄濁色。 

(茶楽 Buffy Brown) 乃至 暗降黄濁色 (団ﾡ色 Olive- 

Brown)。根の作用によつて生成されると思しき crumb の集 

団がある。中ﾡを設見。As, A. 騒 には根の神朽に原因する空 

洞をと もなう。

Tab. 21. Profile 1 の化学的性質

Analyses of Bi)-soil, Fagas crenata (Profile J)

ﾡ 位 別
Horizon F

---- - -
H

-- -
Au

- -------

As A B. B

pH (加 土)......
Fresh soil

— 一 4.45 4.73 5.68 5.74 6.06 5.93

〃 (m & . — 4.25 4.61 5.38 5.53 5.75 5.67
Air dricd soil

c % ................................ 14.91 6.75 5.91 5.24 1.93/ ***************"

N % ................................ 1.13 0.49 0.41 0.34 ・

c / N ................................ ・*.. 13.19 12.55 14.41 15.41' ............"...................
NH-N mg in 100g ... 1.3 1.9 1.1 0.6 一

NO3-N mg in 100g.... 0.6 0.5 0.0 0.0 • — — —

優換性 Ca (m.e./ 100g) ..
Exch. Ca ・

— -- 1.64 0.74 0.54 0.83 0.57 0.76

迎換性 Mg (m.e./100g)..
Exch. Mg

— 1.29 0.65 0.80 0.60 0.46

1) ﾡ土の色。色は京営林応・ 昭和18年 (1943)・前掲によろ。

2) I灰の一H。PDu 型土り (66K) 参照。

Tab. 22. Profile1の聘質粘土の化学組成

Analyses of colloidal clay fraction of Bi)-soil, Fagts crenata (Profile 1)

用 彼 別
Horizon A, Aa As A4 Bi B

SiOa % .............. 52.48 46.82 43.85 34.23 33.53 33.25

FeM% .............. 13.70 8.63 13.70 11.33 10.11 13.16

A1.0, z .............. 25.43 40.52 37.26 38.62 41.23 41.92

TiO.. % .. ........... 1.01 0.5! 1.07 0.85 0.85 1.03

PsOs % ..............

" ・ ・・
■

1.42 0.88 0.81 0.78 0.70 0.27

SQ / 為O3.......... 2.61 1.73 1.62 1.26 1.19 1.12

SiOa / Al:O;.......... 3.50 1.96 2.00 1.50 1.38 1.35

SiOa / FeQs .. 9.39 14.43 8.51
・

8.03 8.82 6.72
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Tab. 23. Profile 1 の物理的性"

Physical properties of BD-soil, Fagus crenata (Profile 1)

用 位 別
Horizon

・- ―

A: A: A3 Bi b3

探.取時水 分..... %**
Moisture content of fresh soil

65.99 62.90 64.28 63.39 61.78

" ...............2*** 8s.e1 87.59 e5.83 91.54 88.33

容 水 fit...............%%*
Wate-holdinx capacity

74.3 71.8 74.9 69.2 69.9

孔 ﾡ 最....... %** 79.4 74.1 77.5 73.3 72.1
Porosity

量 小 容 気 a..............クニ** 5.1 2.3 2.6 4.1 2.2
Air capacity ・

容 , 種 朮..........
Volume weight

43.5 58.8 55.3 69.1 74.2

桜 ...... :........... g 3.37 1.54 0.17 0.01
Weight of roots in 400cc of soil

* 白然状空の土拠についての実験ﾡ果。

Determined by the use of soils in natural conditio..
* * 線土の占めみ容植に対すろ%

Expressed in percentage of the volume of fine soil.
* ** 弊水に対する%

Expressed in percentage of the water-holding capacity of soil.

第21 炎をるととの土壌は上に遊べた3型よ り も比較的酸性が弱い傾向のあることが認め 

られる。淡業求も小さくなる傾向がある。このこ と を土壊層断面の形態,第22表のﾡ質粘士 

の化学細成とせ考えれば, この土壌は正常なﾡ色森林土に近いものということが山来る。第 

21 表 は B 型土壌では NO』N の生成の可能性のある ことを示しているが, 他の数例の分析締 

果でもBp型土域では常にNO,-N を枚出することがでさたのである。この土ﾡがC述の各型 

に比して湿潤であることは第 23 表によつて も知ることができる。

Tab. 24. Profile1の植物群落組成%

Composition of beech forest on Bp soil (Profile 1)

階用

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

種 名 -
Species

数 度
Abundance 営乱。 関高u径

DiameterayビI m cm

D プナノキ Eagus crenata Blume va 26 64

Ds ハウチハカヘテ Acer japonicum Thunb. var. 
. typicum Graf v. Schw.

ホホノキ Magnolia obovata Thunb.

r

r

附用
Layer u。. 名

bpecics
数 度 

Abundance
駒高直径 
Diameter

m cm

Sh ハウチハカヘテ Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf v. Schw.

ブ・ノキ Fagus crenata Blure

r

r

G ヨシブブラ Acanthopanx sciadophylloides 
Franch. ct Sav.

ハウチハカヘ Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf V. Schw.

ブカイ クヤA. mono MMoxim. var. Mayri 
Koidz.

ヒロ ハテンナンシヤウ Arisaema robustum Nakai

ッノハシバ ミ Corylus Siekoldiana Blume var.
typica Nakai

シラネワラビ Dryoptcris dilatata A. Gray. 
Var. dcltoidea Takeda

サ ハ ダ ッ EvonymusmclananthusFranch. 
Ct Sav.

コュ ミE. striata Loes.

ブナノキ Fagus crenata Blume

プヲダモ Fraxinus Sieboldiana Blume

ブケボノ シュスジラン Goodyera Maximowicziana 
Makino

=トウグ ル Hydrangea petiolaris Sicb. et 
Zucc. var. cordifoiia Franch. 
et Sav.

tメモチ ilex leuccclada Makino

カミノイヌッゲ I. Sugeroki Maxim.. subsp. 
brevipedunculata Makino

ハリギリ Kalopanax pictum Nakai var. 
typicum Nakai

ツ クバネサウ Paris tetraphylla A. Gray

ウハミ ヅザクラ Prunus Grayana Maxim.

ミヤマカクバミ Oxalis Acetosella L.. var. 
japonica Maksino

ツタウルシ Rhus Toxicodendron L. var. 
radicans Torr.

*常ホソバナキシダ Rumohra Miqueliana Ching.

ユキザサ Smilacina japonica A. Gray

ナナカ* ド Sorbus commixta Hedl.

*シカ Viburnum fureatum BIume

Vr

o 

o

vr 

vr

f 

vr 

vr 

f 

r 

vr

o

vr 

vr 

vr

vr 

vr 

o

vr 

f 

r

r 

r

-

D.......... Dominant tree layer. Ds........ Subdominant tree layer.
Sh........Shrub layer. G.........Ground flora.
* 植物名は根本ﾡ.昭和11年 (1936). 前提書による。

** 本田正次・昭和14年 (1939).日本ﾡ物名ﾡにふる。
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b) Profile 20 (PL. 55)

所在 市森県上北邪十和田村奥瀬ず施国行林 115 林班い小ﾡ

地形 市々 西に 面した符面。

傾科 25°

何iの方向 S 20° W

海抜高 500m

ﾡ生 第28変 (46-47yt) おm。林相は真 18,19(PL. 8) の示すりである。

土壌府断面

L 0-2cm

H 2-6cm

A 6 16cm

Bi 16-34cm

Ba 34-42cm

B。 42cm+

可な り 破砕 した ミヅナラ, ブナ ノキの海。

黑黄-橙褪色(Bister)% 葉のく税(2-3cm) した部分 

に crumb 構が発地。菌糸多く,この府の下部に •菌糸特が認 

められる。細ﾡ多数。

・松-賞T色 (銀媒竹 Dresden Brown)。上練 2cm 位の部分 

はﾡ一賞ﾡ色 (Clove Brown) で錦歯状に発述。A甘の下部 

は市松模様で nutty structure であるととを示す。 ﾡの 多 い 

部分は granularに近い松を示す。白色火山灰忻 (Vw.)コ) の 

破州 を合む。これが 稍々 完全に 片状に 発述す る部分は FF は 

Aﾡの様ﾡを示ナ。ﾡ多数。

明黄检-黄褪色 (Cleam Buff)。 上に部は nutty structure。下 

部 granular structure。浮石 の破片 を含む。孔際 あ り ・ ﾡ小 

数。 -

橙-比槌色 (ClayColor)。 浮石i (Vの と 大山砂 (Vs) の 

e和したﾡ。vs は石ﾡ状に介入するととろもあろ。ﾡ小数。

赤色 (Reddish Brown)。massive。 さ 35cm 以上。石
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礫を含む。孔防あ り。ﾡ小数。

この土域は Bd 型からﾡ々 BA 型に傾いた土壊で ある。このことはﾡ械の B 耐への混入状

態,Bﾡの構造, Hﾡに首糸ﾡの発述している点等からﾡ易に想像されるととろである。不土

ﾡの化学的及び物理央験の結果県は第 25 , 第 26 炎, 第 27の通 であろが, これ等は店断

面の形態的特徴と良く一致しているよう に思われる。

1) 風統の色○色はは京営林ル・ 昭和1184小 (1949) 前jによるo
2) 火山灰の一H。PDI Hり(66yt) お照。
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Tab. 25. Profile 20の化学的性質

Analyses of Bi>-soil, Qucrcus crispula (Profile 20)

ル 位 別
Horizon L.

一

H A V.o B. B: B

pH (Mt . 土) .........
ドresh soil

— 5.11 5.73 5.69 6.03 6.18

・(消、統 土) .........
Air dried soil

4.92 5.23 5.61 5.81 5.88 6.13

*C 分 ......................... 19.62 10.49 2.41 3.42 1.20 1.09

N % .......................................... 0.92 0.48 * 0.20

—————

一

C / N .......................................... 21.33 21.85 ・... 17.10 * ・

NH一N mr in 100g......... . ......... 9.6 85

■————

—

—_ ———

NOJN mg in 100g.................... 0.4

•

0.0 ー・

•
・

M換代 Ca (m.e./!00g).... 5.78 1.43 0.89 0.71 0.61 1.07
Exch. Ca

W 換 性 Mr (m.e. / 100g)....
a

0.89 0.20 , 0.20 0.10 0.30
Exch. Mg

Tab. 26. Profile 20の膠質粘土の化学組成

Analyses of colloidal clay fraction of Bo-soil, Quercs crisbula 
(Profile 20)

ル..位 別
Horizon A Vwo B Ba B

sios %............... ・ 51.08 41.93 38.52 35.91 32.97 31.09

Fe.Oa %............... , 12.93 12.49 10.06 9.17 7.92 10.79
Al:O。%........ 1 21.84 32.64 36.64 40.10 37,44

TiOa %............. 2.09 ・ 0.85 0.80 0.85 1.05

P:O。%........ 1.40 1.04 0.83 1.17 0.79 0.46

SiOa R2O3 .... 2.89 — 1.67 1.43 1.24 1.19

SiOa/AlO, ... 3.97 ・ 2.03 1.66 1.39 1.41

SiO2/ Fe3O3 .... 10.50 8.93 10.18 10.41 11.07 7.66
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Tab. 27. Profile 20 の物理的的性!

Physical properties of Bp-soil, Quercus crisbttla (Profile 20)

府 位 別
Horizon A Vwo Bi Ba Bs

探取時水分....... %**
Moisture content of fresh soil

55.98 51.49
•

49.93 44.81 64.44

" ....... . ・ダ*** 76.00 75.98 ■ 71.01 61.88 86.07

客水量.....Water-holding capacity
・%** 73.7 67.8 70.3 72.4 74.9

孔 岡 量......
Porosity

・** 71.9 70.5 79.3 79.3 78.2

最小容気及......
Air capacity

・%** -1.8 2.7 9.1 6.9 3.3

容 積 T............
Volume weight

63.6 69.6 52.4 55.1 57.4

ﾡ ............................ fsoil
2.60 0.48 0.16 0.32 0.02

Weight of roots in 400cc C

* 日然状空における土ﾡについての実験ﾡ果。

Determined by the use of soils in natural condition.
** 銀土の占ちる物に対する %

Expressed in percentage of the volume of fine soil.
*** 容水に対する %

Expressed in percentage of the water-holding capacity of soil.

Tab. 28. Profile 20 の植物群落組成*

Composition of oak forest on Bp soil (Profile 20)

階用 
Layer

種 名
Species

数 座 
Abundance

付
Height 

m
胸高面t径

Diameter 
cm

D ミ ッ ナ・ラ Quercus crispula Blume va 22 73

Ds ハウチハカへグ Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf v. Schw.

o

ヤハンノ キ AInus tinctoria Sarg. var. 
obtusiloba Call.

f

プッ«モ Fraxinus Sicboldiana Blume 0
ホ ホ ノ キ Magnolia obovata Thunb. I

Sh ハウチハカヘデ Acer japonicum Thunb. var.
typicum Graf v. Schw. °

ヤ→ハンノ キ Alnus tinctoria Sarg. var. 
obtusiloba Call.

0

オホバクロモジ Benzoin membranaceum o. 
Kuntze

o

プナノキ Fagus crenata Blume a

-47-プナ林:ﾡの研ﾡ (大致)

P用 ﾡ名
Layer Species

話.。。浅象。 駒高径
Diameter 

cm

ミジナラ Quercus crispula Blume

→* ウルシ Rhus trichocarpa Miq.

・・・シカリ Viburnum furcatum Blume

r

r

o

G ハウチハカヘア Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf v. Schw.

イ クヤカヘデA. mon。 Maxim. var. cupictum 
Nakai

ヤ・ハンノ キ Alnus tinctoria Sarg. var. 
obtusiloba Call.

ビメブ!キ Aucuba jponica Thunb. var. 
borealis Miyabe

オホバクロモジ Benzoin membranaceum O. 
Kuntze

ハヒイ *ガヤ Cephalotaxus nana Nakai 

コ-=ミ Evonymus striata Loes.

ブナノキ Fagus crenata Blume 

ブヲダモ Fraxinus Sicboldiana Blume 

ブクシバ Hugeria japonica Nakai 

ノリウツギ Hydrangea paniculata Sieb.
var. floribunda Regel

ゴ ト ウジルH. petiolnris Sieb. et Zucc. 
var. cordifolia Franch. et Sav.

Lメモチ Ilex leucoclada Makino 

ウハミ ヅザグラ Prunus Grayana Maxim. 

ミッラ Qucrcus crispula Blume 

ツクウルシ Rhus Toxicodendron L. var.
radicans Torr.

ヤ*ウルシR.trichocarpa Miq. 

チシマザサ Sasa kurilensis Makino et 
Shibata var. genuinn Naksai

イハガララ ミ Schizophragma hydrangeoides 
Sicb. et Zucc.

シシガシラ Spicantopsis nipponica Nakai 
var. japonica Nalcai

ムシカリ Viburnum furcatum Blume

r 

r 

r

r 

r 

r 

r

f 

r 

r 

r

r

r 

r

r

r

r 

r

r 

r 

r

•

......... Dominant tree layer. Ds.......... Subdominant tree layer.

Sh......... Shrub layer. G.........Ground flora.

賞 植物名は根本岡. 昭和11年 (1936). 前掲にふろo



-4S- 林野土ガ 調 査報 告 第 1 号

5) BE 型土壇.... 弱湿性ﾡ色森林土

こ の土域は深谷に望む傾御面の中腹以下に分布する土壌であろ。ブナ林地ﾡの利 々 温河な地 

ﾡに発述すろ土域で, crumb 柄のH店が比桜的 

ルく地積ナること, granular た箱々腐植に言んだ 

A府が猫迷するととが特徴である。

B 府は massive で普通灰色を帶びてい ろ。 第6 

図は Be ﾡ:壌のﾡ断面の校式図である。

この土壊には展々 トチノキが昨生すろ。その他サ 

ハ グル ミ・イタヤカヘデ・ヒメブヲキ・ トチバニン 

ジ ン ・ ユキザサ ・ エンレイサツ ・ツクバネサツ ・ ホ 

ソバナラキッグ・ヲッグ等も 普通に見受 けられる松 

物である。

Be 型土境の代炎的なﾡ断mを挙げれば次の如く 

である。

a) Profile 36 (PL. 56)

所在 g城県 栗麻郡 駒村字本沢冊 山I田行林

56林班に小班

地形 渓谷に望み南東に而した斜而。

ﾡ斜度 24°

傾斜の方向 S 70° E

Fig.6. Bi: 型土塊の府所而図 

Schematic presentation of BE-soil 
profile.

海抜高5 470m
植生 第91表 (50-51I) 参照。林相と地味ﾡ物の状態は野 20,21 (PL. 9) の示不 

す通りである。

土壌ﾡ断商

L 0-3cm トチノキの落葉等。落葉は粗 く 堆積するため 3-4cm の さ

となる。この店とFﾡに師期が援心する。細機多。

F 3-5cmn ﾡ校賞校御色 (Verona Brown)"。ﾡ く 細 かく 破砕 された树

将薬。ところにょつり州々 platy に 堆積。孔随あり。細根多 

数。

H 5-10cm 黒粧賞-松ﾡ色 (Warm Sepia)。鋼刷様 crumbe 細供多数。

A, 10-16cm 松責鈍色(Drab)。granularの構逃"発述。小根利々多数。

-49一ブ 林 I: の研ﾡ (大政)

As 16-34cm 淡松一黃鈍色 (Light Drab)e granular の相造発述。 石ﾡと 

合む。 ﾡ (大棋) 納々多数。

B. 34 50cm 明检黄鈍色 (な汁色, Drab-Gray)。massive行i多数。

ﾡ諾。

B: 50cm + 口校-賞色 (Pale Drab Gray)。massive。 石除 B. 府よ 

りyに多数。ﾡ隔。

Be 型士壌は発述する地形の関係から崩も士が多いが, 本土域 も 崩精土を母材料と して発述 

したものである。 A旧Iの granule の生成もこのような ことが一つの原因と思われるので 

ある。

この土ﾡの化学的及び物理的性びは夫々第29炎, 第30 炎の通 りである。これによ つて木北 

壊の性賞が紀知されるが,t換石次の多いことは, ﾡ物の影響と も若えられるけれども本土

の特徴と して将来の研究にまつと こ ろが多い。他の Br 型に域で も置換性石灰が多い傾向が 

見受られる。

Tab. 29. Profile 36 の化学的性質

Analyses of Bi: soil, Aescults turbinata (Profile 36)

用 位 別
Horizon F 11 A: As B.

4.68 4.46 4.46 4.37 5.021** ・・ 、ー・ノ**.....
Fresh soil

" (ﾡ 銘 土)...... 4.96 4.25 4.46 4.67 4.84
Air dried soil

C 5 .................................... 42.86 36.22 7.15 3.35 1.21

N % .................................... 2.12 1.91 0.59 0.13

C/N .................................... 20.20 ・ 18.96 12.12 9.31

NH.-N mg in 100g ......... 2.4

一一—--

2.2 1.0

NOyN mg in 100g.......... 0.0 1.1 0.0 一 一

置換作Ca (m.e. / 100g)....
Exch. Ca

22.00 15.26 2.64 1.36 0.64

優換性 Mg (m.e./ 100g).... 0.45 0.3! 0.09 0.05 0.35
Exch. Mg

1) 思化土の色。色はポ倍林局・昭和13年 (1943) 前掲によるo
2) この granule は Ba 型の granule とﾡり solid であるo
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Tab. 30. Profile 36 の物理的性質*

Physical properties of Be soil, Aesculus turbinata (Profile 36)

* 自然状ﾡの土ﾡについての実験谷果。
Detemined by the use of soils in natural condition.

------ニニ-ニニ:------------------

ﾡ 位 別
Horizon

F**
----------

H A1*** A:*4** B.

探取時水 分.....勿*****
Moisture content of fresh soil

32.73 51.35 51.56 4.41 48.04

" ......... %****** 51.65 0.31 72.91 69.31 75.02

容 水 量......%*****
Water-holding capacity

63.36 73.04 70.70 68.39 04.03

孔 ﾡ 量.... %***** 97.0 91.1 73.1 69.8 66.4
Porosity

最 .小 容 気 朵......%*****
Air capacity

33.6 18.1 2.4 0.4 2.4

年 種 fit....................... 5.1 19.1 68.1 81.1 89.2
Volume weight

ﾡ ...........................g ・
Weight of roots in 400cc of soil

7.82 11.07 0.93 — —

** 採取に 小円筒も便川 し た。
Thin tubes were used.

*** 採取円筋で完全に 採取 出来ながつ:ので石継な除いて円ﾡに充境し六:。
As it was difficult to take soil samples perfectly by tubes, pebbles were omitted.

**** 全部スコップで円箱に充填した。
Soils were put into tubes using the scoop.

***** ﾡ土の 占 め ろ 辛書に対す る %
Expressed in percentage of the volume of fine soil.

****** 容水 債 に対する％
Expressed in percentage of the water-holding capacity of soil.

Tab. 31. Profile 36 のM物済細"
Composition of horse chestnut forest on B-soil (Profile 36)

Pル 
Layer

石 名
Species

数 .度
Abundance 觀

m

勢が面径
Diameter 

cm

D イ クヤカへテ Acer mono Maxim. var. ・ 
eupictum Nakai

トノギ Aesculus turbinata Blume.

カッラ Cercidiphyllum Japonicum Sieb. 
et Zucc.

オヒコウ Ulmus laciniata Mayr

*

o

a

o

r

63 11

Ds ブイクヤ Acer mono Maxim. var. Mayri 
Koidz.

サ ハ グ ル ミ Ptcrocarya rhoifolia Sieb. et 
Zucc.

0

r

-51-プナﾡ上ﾡの研 (大政)

Layer
%

Species ん話。。。
出な

Height 
m

胸高径
Diameter 

cm

オヒコウ
UImus leintta Nayr 1

o

Sh オホバクロモジ Benzoin membranaceum O. 
Kuntze

r

・vイ *がヤ Cephalotaxus nana Nakai o

ミ ッ * Cornus controversa Hemsl. vr

ツリバナ Evonymus oxyphyllus Miq. vr

サハヂサ+ Hydrangea macrophylla DC. 
subsp: serrata Makin。 f. 
acuminata Makino et Nemoto

vr

ウリノキ Marlca macrophylla Sieb. et
Zucc. var. trilobata Nakai

o

サハフタギ Palura chinensis Nakai var. 
pilosa Nakai

r

ニ ハ ト コ Sambucus Sieboldiana Blume 
var. typica Nakai

0

オクヤザサ Sasa ksurilensis Makino et 
Shibata var. cernua Nakai

r

ハグ ウ ンク Styrax obassia Sieb. ct Zucc. r

プサクラザンセウ Xanthoxylum piperitum DC. 
var. inerme Makino

r

G カメバヒキオ=シ Amethystanthus excisus Nakai 
var. typicus Naksai

vr

ヒロ ハテンナンシコウ Arisaema robustum Nakai vr

ハウチャクサウ Disporum sessile D. Don r

y シ Dryopteris crassirhizoma Nakcai f

ムカゴイラクサ Laportea bulbifera Wedd. vr

リャウメンシグ Polystichum Standishii C. Chr. va

サカゲイ ノナ P. aculentum Schott var. 
retrosopaleaceum Kodama

0 卜

ジフモンジシダ Ptilopteris triptera Hayata f
i

・ギイラクサ Sceptrocinde macrostachya 
Maxim.

vr

_________
Subdominant tree layer.
Ground flora.

D.......... Dominant tree layer.
Sh........Shrub layer.
* 植物名は私本ﾡ.m和11年

b) Profile 16 ( 22, PL. 10)

(1936).前書によろo

所在 青森県上北十利田村大字」瀬ぞ蔵国行林 113 林所い小既

地形 利 々 凸地 となつ た不担地。
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海抜髙• 555m

ﾡ生 第35炎 (54-55yt) お照。林川 は写: 真 23 (PL.10) の示す通りであろ。

土壌店断間

L 0-2cm

H 2-4cm

Ai 4-12cm

As 12 22cm

As 22-47cm

B 47cm+-

ブナ ノキの落葉。

チョコレー ト色"。crumb structure。 細供多数っ

柳色。利々 granular。) ﾡによる孔防をむ。細供多数。

・色。刑々 granular。 A1肝と同一 originで両jhの城 

はど不明。根によ る孔隙を認む。細根梢に 多数。

初色。massive。 A:Hとの技はﾡ移。境界に 口色火山灰 

店 (Viの)") の砕片介在。ﾡ小数。

資欄色。 主と して浮石i (Vの" の精。単ﾡ情量。 上に大山 

砂(Vs)) 府の砕片を交える。緊裕。根諾。

本土壊は平坦地に発達 した Bル型上ﾡである。従つて Bゅ型と して松式的のものではないo 

第 32 , 第 33 表, 第 34 炎の来験ﾡ果とHﾡのﾡ々い点は本城の特色を炎わ している も 

のと思われる。
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Tab. 32. Profile 16 の化学門性質

Analyses of Bi:-soil, Fagus crenata, Aesculus lurbinala (Profile 16)

用 位 別
Horizon L An A: B

PH (原 土)......... 1
Fresh soil

— 1 4.67 4.57 5.44 5.63

y (p 抜 土)....... 4.36 4.90 4.88 5.07 6.16
Air dried soil

e % ................................... — — 11.07 7.79 5.25 0.97

N % ................................... 0.82 ・ 0.57 0.35 *-

c / N ................................... 13.50 13.67 15.00

NHrN mg in 100g ......... 14.6 4.0 一 ・-番

N03-N mg in 100g ......... 0.0 0.0 一 —

1) 原土の色っ

2) BA /土壊の loose granular structure と 黙 り solid であ る

S) 火I灰の一T。PDm 土壇 (66y) 参照。

•

」
誉

 
P
-
E
J
 
3
5

u

 
二
 u

e
u
-
E
O
P

 
£

暂

-
G
M
 

0
=

J2
d

 
--
'3S

・H

と

*•-

ミA

o

0

 d
o

-S §

 
甘

。
」OJ

=
£

s
a

l
p

 %
0

H

 

羊

？

- Q
S
E

曼

蚪

窗
 9

6

。
二J

o
」d

 

.
0
2

 ・
w

d



PLATE 10
プナ 林北ﾡの研 (大政) -53-

.
P
u
n
o
」
3
0
.
1o

j

 p
o
p
e
q
s

 .
q
d
o
3p

 
£

 

U
m
 
ミ ocqdJ

CJc
o
 3s

o
」o

 
二

p
o

»
g

 

雄
.

T•
ト
&

袅

直W
3

遊

9
1

。E

。
上
 

.
3
 
.

苍
W

•P
U

B
S

 p
u

eq
se

 
s
c
u
°
o
>
 

W

2
n
d
 

•(9
1

 3
=

J0
」d

)  n
gw

d

 
-
Q
>
0
-
 u

o
 p

ad
o

w
>

9
p

 =
o

s

.

ハ
rt0
3

三
2
d

.9
1

o
u
2
d
 

.
z
z

 

号

一
 d

Tab. 33. Profile 16 の歴質林上の化学紅

Analyses of colloidal clay fraction of BE soil, Fagtts crentala, Acscults

tnybinata(Profile 16)

耐 位 別
Horizon A: A: A B

Sio. 2 ..................... 53.62 50.59 47.51 36.17

Fe.。 % ..........

----

14.32 11.44 10.46 6.98ﾡ 「 W.W.. .......

Al.,O, % ..................... 21.05 32.73 37.74 41.57

TiOa 2 ..................... 1.05 1.01 0.98 0.45

P:O。% .......... 2.44 1.11 0.99 1.94

SiOa/R:O5 ................. 3.02 2.15 1.82 1.33

Sios/A1O3 ................. 4.33 2.63 2.14 1.48

SQ/Fcq................. 9.94 11.75 12.07. 13.77

Tab. 34. Profile 16 の物理的性バ"

Physical properties of Br-soil, Fagtts crenata, Aesculns turbinata (Profile 16)

ル . 位 別
Horizon A3 A B

如 以 昨 ル 分.......クけ替 64.89 35.96 65.94 69.59
Molstire content of frcsh soil

" ................. 2*** 83.95 80.33 92.31 90.96

客 水 t.............. **Water-holding capacity
73.0 44.7 76.0 70.6

孔_阪 fit............... %**
Porosity

79.5 66.7 71.4 75.5

最 小各気 t..............対<*
Air capacity

6.5 22.0 4.6 4.9

: ﾡ T......................... 45.65 77.01 57.09 66.63I「 Uヒ --.......Volume weight

松 .................... gWeight of roots in 400cc of SOil
2.85 — 0.82 —

* 白然状迷の土機についての実験術果。

Determined by the use of soils in natural condition.

** 細土の占める各磁に対する

Expressed in percentage of the volume of fine Soil.

*** 容水近に対すち%

Exprssed in percentage of the water-holding capacity of soil.
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Tab. 35. Profile 16 のﾡ物『細"

Composition of beech horse chestnut forest on BE-soil (Profile 16)

発ﾡ
Layer

孫 . 名
Species

必 Iff pな;Atthdance Hicight 
m1

B;u径
Diameter 

cm

D トチノキ Aesculus turbinata Blume f

プナノキ Fagus crenata Blume a 22 62

**ノキ Magnolia obovata Thunb. o

Ds =シブラ Acanthopanax sciadophylloidcs 
Franch. et Sav.

V

ァナノキ Fagus crcnata Blume o

G =シブラ Acanthopanax sciadophylloidcs 
Franch: et Sav.

r

ハウチハカヘア Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf v. Schw.

r

アカイク* A. mono Maxim. var. Mayri 
Koidz.

o

ヒメブヲキ Aucuba japonica Thunb. var. 
borealis Miyabe

r

オホバクロモジ Benzoin membranaceum O.
Kuntze

r

ハヒイ スガヤ Cephalotaxus nana Nakai a

カラスシキ ミ Daphne Miyabeana Makino r

ヲシダ Dryopteris crassirhizoma Nakcai r

-マュミ Evonymus striata Ioes. r

ヤトキホコリ Elatostema laetevirens Makino r - :

ァナノキ Fagus crenata Blume r

ブケボノ シュスラン Goodyera Maximowicziana
Makino

r

=トウッル Hydrangea pctiolaris Sieb. et 
Zucc. var. cordifolia Franch.
Ct Sav.

o

・リ*リ Kalopanax pic turn Nakcai var. 
typicum Nakai

r ・

トチパ=ンジン Panax japonicum C. A. Mey. 
f. typicum Nakcai

r

ッ クバネサゥ Paris tetraphylla A. Gray r

クニギキ•ャウ Peracarpa circacoides H. Feer r

ウハミ ヅザクラ Prunus Grayana Maxim. r

サハグル ミ Pterocarya rhoifolia Sicb. et 
Zucc.

r

ックウルシ Rhus Toxicodendron L. var. 
radicans Torr.

°

プナ林土の研究 (大政)

P用 
Layer

名
Species

※ 度 
Abundance ,

さ乱。
m

Diameter 
cm

**ホ ソ パナ ラキシ ダ Rumohra Miqucliana Ching. r

ュ*ザ サ Smilacina japonica A. Gray r

エンシレイサ ウ Trillium apetalon Makino r

・シカ リ Viburnum furcatum Blume r

D......... Dominant tree layer. Ds.........Subdominant tree layer.
Sh..........Shrub layer. G.......... Ground flora.

* 林物% は根本ﾡﾡ・部和 11 (1936) ・ 前掲書に る。

** 本H正大.W和144 (1939). 前掲書による。

6) Br型土壇……湿性色森林土

この土壊は渓流沿いの平坦地(但. し川岸からある程度照れたところ)とか, 湿ﾡな台地上の

凹所等に見受け ら れ る 土壊で ある。山季を通じて湿 

な 土壊で ある。大雨若 しくは用の とき, あるい 

は限不時期には相当湛水すること もあるが,地当剰な 

水分は比較的速かに流去 して呼滞する こ と がな いo 

が特徹である。従つてグライﾡはほとんど認めら北 

な い。土壌府断Mの形態的特磁は第 7 図の模式図が 

示すように,Fﾡが欠除し,Hﾡ若しくはAﾡの発 

達が比較的良好な ことである。Aﾡは欄 当の岡ﾡ 

が入するために crumb 構造が発達する。土壌が 

安定 して 緊密な 粘土な土塊が 生成 されて いる 場合 

は,A府に陥材が逃入することが回ﾡで, 従つてH 

特は発達するが A M•は比較的薄く,crumb ﾡ造の 

生成も著しくない。

この土壊にはサハグル ミ ・ ケャキ等が胖生し,こ 

れに トチ ノキ・ ミ ッキ等の交る こ と があ ろ。その他 

サハブヂサキ ・ タ ニギキヤウ ・ トチバ= ンジン・ウ 

ド・ハナウド・ リヤウメンシグ・ジフモンジシグ・ 

ヲシグ・ミヤペニッ ダ等が特徴の あ る植物と して

FiR. 7. BF型上の川所面図

Schematic presentation of BP-soil 
profile.

げられる。

に Bビ 型土ﾡのﾡ断面の2例について設りと加える。
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a) Profile 21 (写て24,PL.11)

所在 消森県上北郡十和田村 火宇奥瀬字尻部山 国 行林 76 林度い小班

地形 渓谷の底部,深に沿った下虹地。

海故75 3com

生 第39炎 (58-59y{) 公照。林相及び地床植物作落は写英 25,26 (PL・ 11) の示

す通りである。。

土壌店断面

L 0 2cm サ ハ グル ミ,オ=グルミ $の葉。

A, 2 7cm "色をれびた町ﾡ色"。crumbstructure。AC 精との境界稍 

々制然。細ﾡ多数。

A。 7-20cm 叫i｛っ small crumb structure。 細供多数っ

I3 20 35cm 賞味を希びた灰色。白火山灰店 (Vw))が:神々先全にイ在。

A. 35-50cm I色っ granularstructure。 ﾡによる孔防を認む。ﾡ多少

あり。

V 50-55cm ﾡ色を荷びたな色っ 単社情。可なりお金に保イされた火山砂 

店 (Vs)。

A 55-70cm m色 (選斑を交えるね 不全な granular structure。浮

石店 (V/9)にﾡﾡを交えたﾡ。ﾡ門々多数。

B. 70cm+ H計J色。単粒構造。摩さ 15cm以上。浮行(VDつﾡにﾡする。

-57 -プナ林上ﾡの研ジ (大政)

位 別
Horizon L. A, II 

______
A V A B

C/N 14.0 13.1 12.0 12.0
NHi4-N mg in 100g......... 64.3 2.4

NOxN mg in 100g......... 0.6 0.7 一

置換性 
Exch.

Ca
Ca

(m.e./ 100g).. 19.40 1.68 0.43 2.10 0.96 1.78 0.61

ご性 造 (m.e./ 100g) ・・ 一 0.40 0.35 0.40 0.60 0.40 0.55 0.25

Tab. 37. Profile 21の牌質粘•土の化学組成

Analyses of colloidal clay fraction of Bド-soil, Pterocarya rhoifolia (Profile 21)

用 位 別
Horizon a3 11 A/ V A

Si0- ク ・・...... 41.88 36.14 41.85 41.42 40.28 42.15

FcQ, %............. 9.08 ・ 12.80 10.76 9.03 7.88 8.82

AlOa 2............. 13.59 27.03 23.24 30.03 33.39 31.40

TiO=刀........ 0.71 0.96 0.47 0.67 0.61 0.71

P:O. %............. 2.33 1.51 0.63 0.98 0.90 1.00
SiOs/R.O3......... 3.67 1.74 2.36 1.95 1.78 1.93

SiCVAlQ?......... 5.23 2.27 3.05 2.34 2.05 2.27
SiOaFe:O.......... 12.26 7.50 10.34 12.20 13.59 12.71

本土壌は crumb 構の At Wが 発達している戊等で Br型:ﾡの特徴を 良く 表わしてい 

る。若しも白色大山ﾡ (67頁参照)が欠除していたならぱ,この附は更に摩く なつたものと 

思われる。Hﾡはﾡめて悲く, しかも 不連続に認められる に過ぎない。Profile21の化学分 

析及び物理実験の結果は第 36 表,第37表, 第38表の示ナ通りである。これらの表は本土壌 

の性質を 良く 表わ しているよう にﾡわれる。

Tab. 36. Profile 21 の化学的的性質

Analyses of Br-soil, Pterocarya rhoifolia (Profile 21)

財 位 ﾡ
Horizon L A1 A: II AY V Ar B"

pH (原 . 土)...... 5.74 5.35 5.32 5.32 5.45 5.75
Fresh soil

(, ッ 十)..... 5.60 5.44 5.28 5.83 5.69 5.84 5.95
Air dried soil

c % ............................. 22.42 6.01 0.60 3.49 1.15 4.39 0.31

N 2 .............................. — 1.60 0.46 0.05 0.29 — — 一

1) 原土の色o
2) PDm 4上 (66真i) 参照oっ

Tab. 38. Profile 21 の物別性"

Physical properties of Br-soil,Plerocarya roifolia (Profile 21)

w 位 Horizon
別 A,

------------ 1
As A A B

探 I m 水 分........:*
Moisture content of fresh soil

63.46 59.34 40.60 61.89 61.58 ! 49.66

" ........... ・・・クが*業会 81.14 82.14 85.57 87.84 87.31 75.45

容 水 it ... 
Wate-holding capacity

...る** 78.2 72.2 47.4 0.5 70.5 65.8

孔 隨 址.... 78.7 77.6 53.9 73.0 78.4 73.2
Porosity

最小 年気量 ....
Air capacity

0.5 5.4 6.5 2.5 7.9 7.4

年 積 車……
Volume weight

•...... 47.01 50.99 110.26 65.96 53.88 69.82

根 ................... g
Weight of roots in 400cc of soil

1.63 1.24 — — 0.08 —

ペ 自然状態の土壌についての実験結果。
Determined by the use of soils in natural condition.

*※ 細土の占める容弑に対する %
Expressed in percentage of the volume of fine SOll.

*** 水に対する %
Expressed in percentage of the water-holding capacity of soil.
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Tab. 39. Profile 21 の払物『海和広"

Composition of wingnut forest on Br-soil (Profile 21)

階府
Layer

名
Species

数 展 
Abundance 

__________ 1

樹5
Heignt 

m

胸t径
Diameter 

cm

D オ=グルミ Juglans Sieboldiana Maxim.

サハグル i Ptcrocarya rhoifolia Sicb. ct 
Zucc.

f 18 50

Ds トチノキ Aesculus turbinata Blume r 10

才=グルミ Juglans Sieboldiana Maxim. a

サハグル ミ Ptcrocarya rhoifolia Sieb. ct 
Zucc.

va 15 10

Sh tチノ* Aesculus turbinata Blume r

サハアヂサキ Hydrangea macrophylla EC. 
subsp. serrata Makcin。 f. 
acuminata Makin。 ct Nemoto

o

サハグル ミ Pteroc rya rhoifolia Sieb. ct. 
Zucc.

o

G トチノキ Aesculus turbinata Blume r

サルメンエビネ Calanthe megalophora Franch. r

ハヒイ スガヤ Cephalotaxus nana Nakai r

ネ=ノ メサウ Chrysosplenium nipponicum
Franch. ct Sav.

r

ミジクサウ Circaca mollis Sieb. et Zucc. r

ヲシダ Dryoptris crassirhizoma Nakai r

シラネワラビ D. dilatata A. Gray. var. 
dcltoidea Takeda

r

ッル→サキ Evonymus radicans Sieb. r

**オククルー .. グラ Galium trifloriforme Komarov r

コツバムグラ G. trachyspermum A. Gray r

ゴトウッル Hydrangea petiolaris Sieb. et 
Zucc. var. cordifolia Franch.
et Sav.

r

ハヒイヌッゲ Ilex radicans Nakai r

マ ヒッルサウ Maiunthemum dilatatum Nels. 
et Macbr.

r

クサンテッ Matteuccia Struthiopteris
Todaro

r

トチバ=ンジン Panax.japonicum C. A. Mey. 
f. typicum Nalcai

r

フッ*サゥ Pachysandra terinalis Sieb. et 
Zucc.

va

イスク Persicaria Blumei Gross r

りラビ Pteridium aquilinum Kuhn. 
var. japonicum Nakai

r

ジフモンジシケ Polystichum tripteron Presl. r

防用 i
Layer

田 名
Species Abundance

財高
Height 

m

胸なd年
Diameter 

cm

リヤウメンシダ Polystichum Standishii C. Chr.

サハグル ミ Pterocarya rhoifolia Sieb. et 
Zucc.

クヅ*バ Pueraria Sp.

ツグウルシ Rhus Toxicodendron L. var. 
radicans Torr.

キツォノボクン RanunculusVernyii Franch. et 
Sav. var. glaber Nakai

ニ ハ ト コ Samlucus Sicboldiana Blume

チシ:ザサ Sasa kurilensis Makino ct 
Shibata var. genuina Nakai

ハンゴンサウ Senecio palmatus Pall.

ミッビキ Tovara filiformis Nakai

エンレイサウ Trillium apetalon Makino

タチッギスミ レ viola grypoceras A. Gray

r 

o

r

r
■

r

r 

r

r 

r

r

r L
D.......... Dominant tree layer. Ds.........Subdominant trec layer.
Sh......... Shrublayer. G..........Ground flora.
* 植物名は木売印. n和I114 (1936). 前にょる。
** 木田正次. M和14年 (1939).前掲による。

b) Profile 15 (PL. 57)
所企 市森県上北"十和1村大字法量宇ﾡ国行林 114 林班い小班

地形 束北に展びた緩斜面,金休と して大きな深谷つ艦部をな し,附近に沼がある。

M斜旋 5°

傾ﾡの方向 N 40° E

海抜商高 490m

ﾡ生 第42表 (61-62頁) 参照。林ﾡは真 27, 28 (PL. 12) の示す通りである。

土場店断m

L 0-2cm サハグルミ・ トチノキ等の落葉。

II 2 -5cm 暗位黄一松鈍色(葯寬茶 Fuscous)"。crumb structure。孔

硫多。Aﾡとの境税々制然。細ﾡ多数。

A 5-7cm 黒ﾡ一ﾡ色 (ﾡ色 Sepia)。 granular structure。姫ﾡ

を認む。細根ﾡ々多数。

A-BI 7-13cm 濃橙一黄褪色(黄茶 Tawny-Olive)。酬」に沿う て granular

structure が認められるが, 全休として massive。 粘質。虹

ﾡを認む。細根稍ん 多数。

1) ﾡ枕土つ色。 色は京営林ル.昭和184(1943). 前掲によるo
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B: 13-22cm 白任 賞ド色 (花色 Light Buff)。 I 肝” (PC大山べﾡ,

I" 22 29cm

Vw) の成城されめ処はB片の下部にﾡﾡが:県積して 

賞ﾡ色 (Clay Color)o massive。ﾡ小。

Vioa とVis にﾡ別。 Vs に鉄の条ﾡを認む。

A' 29 49cm 町賞-校ﾡ色 (竹色 Snuff Brown)。massive。 ﾡ剣を認

B' 49cm+

む。行i除を合む IH(Vw) の能協 された ところは腐捕か上か 

ら下まで一様に和し B, A', B'Hの区別が:田であろ。根 

多少。

洪選 松ﾡ色 (Sayal Brown)。massive。 行除を合む。ﾡは

殆んど認められない。

本土壌は緊術な粘質上壌に生成された BF 型北:域の一例である。この土廉の化学及び物理実 

験のﾡ果は 第40 表, 第 41 の示 ナ通 りである。

Tab. 40. Profile15の化学的件賀

Analyses of Br-soil, Aesculus tutrbinata (Profile 15)

耐 位 別 
Horizon H 1

--------------------
A

---- 三

A-B1 Vw ヘ B

pH (ﾡ. ﾡ ).. 
Fresh soil

・ 5.23 5.09 4.81 5.26 4.96 4.94

C % ................ 33.68

2.34
5.53

0.55

1.90 0.97 3.67 2.55

N / ................ 1.65 0.37
C/N ................ 14.4 10.1 11.5 9.9

Phot. 2.. Profile 21.

Profile of Br-soil developed on bottom 
of valley (Profilc21).Parent material, 
volcanic ash.

Phot. 25. Profile 21 設定増用 近の 
サハゲル ミーオニ ゲル ミ 林

Young wingnut-walnut forest on Br-soil 
(Protile 21). Pachysandra termin:alis. 
Dryoptris crassirhi:omia (in front), 
Sam.bucns Sicboldian:a var. typica etc.

Tab. 41. Profile 15 の物理性:パ"

Physical properties of Br-soil, Aescutlus turbinata (Profile 15)

1) I灰の一種 PDI 型土ザ (66真) おo

形 , ﾡ 別
Horizon H A-(A-B1)※* Vw BY

探 取 時 水 分........ ダ*
Moisture content of fresh Soil

41.96 5.15 52.77 67.38 70.37

" ...... クグ**** 56.64 76.48 95.47 96.10 97.90

容 水 量........少*"
Water-holding capacity

74.09 77.88 55.28 70.11 71.89

孔 ﾡ 飛........ シ〃** 94.1 774.8 59.7 75.6 73.7
Porosity

ﾡ 小# ダ に........ *** 20.0 3.1 4.4 5.5 1.8
Air capacity
« 種 朮.............. 10.7 60.3 98.7 63.4 70.2
Volume weight
桜 .................g 9.14 0.89 .. 0.15

Weight of roots in 400cc of soil
Phot. 26. Profile 21 設定地!近のハゲル ミー 

オニグルミ 林の心ﾡ

Detail of fieldlayer of the same forest. Dryopteris CrGSsirhizomia (top left. 
bottom right). Calanthe megalophora (top left), Pacitysar:dratermain:aiis (left 
centre, top), Hydrangea macrOplylla subsp. serrataf. acuminata (top right), 
Rhus Toxicodendrot var. rGdican:s. (lottom centre).
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* fI然状の上についての験社ﾡ・
Determined by the use of soils in natural condition.

** 取円ﾡに A. A-B! の 各“を採取する こ とが田ﾡ:両肝にまたがって探取し。
Because of the difficulty of sampling A, and A一B. horizons separately, both 
were taken in one tube.

*** 細上の山めるPに対する 2:
Expressed in percentage of the volume of fine soil.

**** 水に対する 方
Expressed in percentage of the wa'er-holding capacity of soil.

Tab. 42. Profile15の植物群落組成*

Composition of horse chestnut forest on BF soil (Profil 15)
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P店 名Specics
数 農

Abundance
p高

Height
動な径

DiameterL.ayer m cm

D トチノキ Aesculus turbinata Blume va 18 65

サハグルミ Pterocarya rhoifolia Sieb. et 
Zucc.

la 17 49

Ds ハウチハカヘア Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf V. Schw.

o 10 13

w ッ キ Cornus controversa Hemsl. r 14 24

サ・・グル i Pterocarya rhoifolia Sieb. et 
Zucc.

a 18 18

Sh ハウチハカヘア Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf V. Schw.

r

tチノ* Aesculus turbinata Blume r

5 ッ キ Cornus controversa Hemsl. r

サハダッ Evonymus melananthus Franch. 
et Sav.

r

サハグル ミ Pterocarya rhoifolia Sieb. ct 
Zucc.

o

1________________________ 1

G プカイ ク* Acer mono Thunb. var. Mayri 
Koidz. r

トチノキ Aesculus* turbinata Blume r

ッノハシバ ミ Corylus Sicboldiana Blume var. 
typica Nakai

r

エゾユッリハ Daphnibhyllum humile Maxim. r

ッシ" Dryoptcris crassirhizoma Nakai o

シラネワラビ D. dilatata A. Gray. var. r
deltoidea Takeda

ミヤマベニシダ D. monticola C. Chr. o

ヤトキホコリ Elatostema laetevirens Makino r

ブケノシュスラ ン Goodyera NLaximowicziana
Makino

" / \

ゴトウッル Hydrangea pctiolaris Sieb. et 
Zucc. var. cordifolia Franch. 
et Sav.

r

1
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鷗 ia %
Species

数 度 
Abundance | Height 

m
駒な;径

Diameter 
cm

サハアヂサ+ Hydrangea macrophylla DC 
subsp. serrata Makino f. 
acuminata Makino ct Nemoto

o

ミヤマシケシダ Lunathyrium pycnosorum 
Koidz.

r

マ ヒ ッルサウ Maianthemum dilatatum Nels, 
et Macbr.

トチバニンウン Panax japonicum C. A. Mey. 
f. typicum Nakai

r

ク=ダキヤウ Pcracarpa circacoides H. Fceer r
ヤソテッ Plagiogyria Matsumuraeana

Makino
r

リヤウメンシダ Polystirhum Standishii C. Chr. va
ウフモンジシダ P. tripteron PrcsI. r
サハグル ミ Pterocarya rhoifolia Sieb. et 

Zucc.
o

ウハ・ッザクラ Prunus Grayana Maxim. •

ックウルシ Rhus Toxicodendron L. var. 
radicans Torr.

r

ュ*ザサ Smilacina japonica A. Gray r
クチシホ Smilax Oldhami Miq. r
エンレイサウ Trillium apctalon Makino r

D....... Dominant tree layer. Ds.........Subdominant tree layer.
Sh....... Shrub layer. G........Ground flora.
* 植物名にﾡ木発岡.昭和114 (1936). 前にょる。

7) PDI型土壇......ポドゾル)

Ppn型土ﾡ.... ポドソル化土壌

ブナ林下における Ppr 型上ﾡ及び Pnn 型士ﾡは派抜高51000m前後の商山で, Ba 型土域 

及び Bn 型土壌の現われる地形と同様の地形に現われる。Ba 型土域及び Bn 型土壊が怪徴 

なドゾル化作川を受けているととは(に述べた通りであるが, Ppr 型土域及び Ppn 型 土 

壤は海抜髙が高 く なつて史に この作川か進行 したものと考えられる。

Ppt 型土壌及び Ppn 型土壊に 生育する植物 と して特徴のある ものは シロ バナシヤクナゲ・

カミノイメツゲ・ コヤウラクッッジ・ ムラサキヤッホッッジ・ ホッッジ・ コメッッジ・ブク 

シバ・オホバスノキ・ハナヒリノキ・ノリウツギ・ヤマツルシ ・チッマザサ等である。 ﾡこ 

れらのﾡ物に隠れて シシガシラやタケシマラ ンが見受け られることもある。 Pnr 型土墟及び 

Ppn 型土壌には Ba 型土壊の場合の ように, ミゾナフが: 多数体入 してブナノ キの純朴を形作 

ることは殆んどないようである。少く とも筆者の訓査範四では見受けられなかつた。

1) この土ﾡは厳格に云え Laatsch 氏の podsolierto Boden にH当→する いのでわる。(15真参照)。

プナ林土ﾡの研究 (大政) -63-

一部の 人達の間 に は ブナ林にはボドゾル 化土:壌は在 しないという 誤解があるが, それは訂 

Eされなければならない。ブナノキのﾡ葉が分解が比核的田建で所請ﾡ新権(Raw humus, 

Rohhumus) が場に形されるために, ブナ林にはボド ゾル淋しく はポドゾル化土壊の生成 

されるということは優に報書されている"。

本邦のブナ林では Pur型:墳と Pnn 型土墟とは劇然と分結して存在しない。微堆形,林 

#, 地床状態によ つて,この2種の土ﾡは相交つて現われるのである。

大に両型の代と して Pwr 型:事の一例を挙げることにする。

a) Profire 26 (PL. 58)

所 森県上北証十和田村大字法燃株山由行株 136 林ﾡは 小班

地形 孤立峯の頂上に近い急傾斜の西料而

傾斜 45°

師社の方向 N 50° w

海抜高5 970m
M 第45 (65-GG6It) お照。ﾡ物の状催は呼 29 (PL. 13) の示す通りである。

:域断価

L 0-lcm 落型の分解が迅速で極めて薄く所々に堆质するに過ぎない。

F-H 1-8cm 黒松典-松濁色 (収色BoneBrown)。ﾡ葉の細ﾡ多く全 

休と して platy の感じを与えるが crumb の部分もあろ。細 

根が極めて多い。

A 8-12cm m計立-t色 (消寛茶 Fuscous)。crumb 構。所々に空 
#

洞(動物の作川によって出来たものと思われる)があつてその 

囲に歯糸が変延する。

A: 12-16cm 白色 (純白色 White) 乃至白権灰色(Dallid Mouse Gray)。

単粒構造。浮石 の小片が介在する 0 iﾡ。

B. 16-24cm 協-極施色玉設ﾡ賞-ﾡﾡ色 (Cinnamon Drab-Benzo

Brown) massive. 細ﾡ多くﾡ化した降を認む。集積ﾡ。

24-54cm 上部暗黄-橙超色 (竹色 Snuff Brown)。 下部ﾡ-賞ﾡ色 

(黄茶 TawnyQlive)。massive. ﾡ少くﾡ化ﾡが多い。

1) Ganssen, R. H. 1934. Untersuchungen an Buchcnstandortcn Nord-und Mitteldeutschlands- 
Zcit. Forst, u. Jagdw. LXVI,225; Lan:sch,W.1938. 前掲書;Tansley,A.G.1939. The Britisch 
islans and their vegetation. Cambridge; RUhcl, E. 1932. Die Buchenwalder Europas, Berlin. 
参照。

2) 風土の色。色W京営林ル.留和184 (1949). 前掲書にょる。
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本土壌は ブナ林の Pur 型土壇のﾡ式的のものである。この土塩の現われている ところの地 

型は Ba 型土塩の現われる地形 と 酷似 し,共に風倒地で あ る。第 43 よ及び 44 よはた々 

Profile 26 の化学的及び物理的性ﾡを炎わしたものであろが,化学分析のﾡ県ではﾡがこ 

の種の土壌と しては比核的iい ことが: 多少疑問を抱かせる と ころである。 NOs-N が少な 

が:ら見されることはCに 2, 3指摘したように注に位する。このことについては後に,『及 

することとして, ここでは事突を指摘するにとどめる。物ﾡ央験の精県をると, Pu型:地 

が: B、型土壌にﾡるﾡ似するところが興を逃く。

Tab. 43. Profile 26 の化学的性び

Analyses of Pptsoil, Qicrctts crispttla, Fagus crenata (Profile 26)

財 位 別
Horizon ピ A: B,

pH (以 上)........
Fresh Soil

4.06 4.12 4.46 4.48 4.78

・(座化 土)........
Air dried soil

4.21 4.06 4.36 4.73

C % ................................. 32.11 23.19 5.58 5.72

N % ................................. 2.05 1.38 0.34

C/N ................:............... 15.67 16.8 16.4

NHrN mg in 100 g............ 2.1 1.7 .. ・-・

NOxN mg in 100 g............ 0.6 0.0

Tab. 4. Profile 26 の物理的性『"

Physical properties of Ppt-soil, Qnercis crispula, Fagns crentata (Profile 26)

• 用 位 別
Horizon F-H A! As B.

探IIe分........ %** 41.18 52.30 47.72 61.89 63.66
Moisture content of fresh soil

" ............ *** 69.25 76.42 76.33 89.37 92.99

水 ....... %** 59.47 68.43 62.52 69.25 68.45
Water-holding capacity

孔 ﾡ fit ............. %*» 95.2 90.0 75.5 73.5 72.5
Porosity

最小ﾡ気........%m
Air capacity

35.7 21.6 13.0 4.2 4.3

年 積 T....................... 6.9 16.8 55.2 57.8 59.0
Volume weight
根 ................. g 6.44 3.30 8.63 3.37 1.19

Weight of roots in 400cc ot soil

* 自然状ﾡの土ザについての実敦ﾡ果。

Determined by the use of soils in natural condition.
** ﾡ土の占める辛積に対する 2

Expressed in percentage of the volume of fine soil.
*** さ水に対する 2

Expressed in percentage of the water-holding capacity of soil.

プナ林土ﾡの研ジ (大政) -65-

Tab. 45. Profile 26 の植物群落対岐*

Composition of oak-beech forest on Ppt-soil(Profile 26)

Pル Iayer H。 名Species Abundance
謝な

Height 
m

gな5許t径
Diameter 

cm

Ds コシププラ Acanthopanax sciadophylloides 
Franch. ct Sav.

プナノキ Fagus crenata Blume

コバシジノキ Fraxinus sambucina Koidz.

ッキナシ Micromoles alnifolia Kochnc

ミッナラ Quercus crispula Blume

ナナカド Sorbus commixta Hedl.

r

o-f

r

0

f

vr

8 40

Sh コシブプラ Acanthopanax sciadiphylloides 
Franch. ct Sav.

ハウチハカヘゲ Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf V. Schw.

ミ ネカへテA. Tschonoslii NLaucim.

コバシジノキ Fraxinus Sambucina Koidz.

プヂサキノリウッギ Hydrangea paniculata Sicb. 
var. intermedia Boiss.

コヤウラクッッジ Menzicsia pentandra Maxim.

ムラサキャシホッッジ Rhododendron Albrechtii
Maxim.

シロバナシャクナゲ R. Fauriae Franch. var. 
rufescens Nakai

コメッッジR. Tschonoskii Maxim.

ヤウルシ Rhus trichocarpa Miq.

ナナカ*  ド Sorbus commixta Hedl.

イ*キ  Taxus cuspidata Sieb: et Zucc.

シナノキ Tilia japonica Simk.

・ホ ツ ツ ジ Tripetaleia paniculata Sicb. et 
Zucc.

.シカリ Viburnum furcatum Blume

r

o

f 

o

vr

O 

f

o

O 

r 

r 

o

o 

f

0

•

G ミネカ～ナ Acer Tschonoskii Maxim. 

ミヤマタクビ Actinidia Kolomicta Maxim. 

ヒメイチゲ Anemone debilis Fisch.

ヒメカンスゲ Carex conica Boott. 

シノカグ" Dryopteris mutica C. Chr. 

ヒロハノ ツ リバナ Evonymus macroptcra Rupr.

O 

vr 

vr 

r 

r 

vr
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Layer
" 名

Species Abundance
Aな

Height 
m

-------------
Btsit径 

Diameter
cm

ナノキ Fagus crenata Blume r
ッルッゲ Ilex rugosa Fr. Schm. o
ホソバクウゲシパ Iycopodium serratum Thunb. 

var. Thunbergii Makino
O

コヤウラクッッウ Menzicsia pentandra Maxim. r
ッキナシ Micromclcs alnifolia Kochnc r

シロバナシ ヤクナゲ Rhododendron Fauriae Franch. 
var. rufescens Nakai

r

コメッッジ R. Tschonoskii Maxim. r
チシザサ Sasa kurilcnsis Makin。 el

Shibata var. genuina Nakcai
r

ッルシキミ Skimmia repens Nakai var. 
rugosa Makino

o

キノキリンサウ Solidag。 Virgaurea L.. var. 
asiatica Nakai

vr

シシガシラ Spicontopsis nipponica Nakcai 
var. japonica Nakai

r

クケシィラ シ Slreplopus Japonicus Ohwi. vr

エンレイサウ Trillium ape talon Makino vr

シナノキ Tilia Japonica Simk.

ホッッジ Tripetaleia panculata Sicb. et 
Zucc.

r

D............... Dominant tree layer. Ds............... Subdominant tree layer.

Sh...............Shrub layer. G...............Ground flora.

* 植物名 は根本莞爾. M和114 (1936). 前書による。

8) PDI型土壌..... 弱ポドゾル化土壌

この土ﾡのブナ林に現われる地形は Bn 型土壊と同様である。西乃至南西に向つて平坦若し 

く は緩削科を もって兢いた台地 (又は山) が比核的念に切れてﾡ々念ﾡ斜をもつて下方にの 

びるような地形のときに,台地 (又は山背)の西乃至南西端を帯状に球取って現われる場合が 

多い。 -

Ppm犯士壌のﾡ断価の特徹は Bn 型土壊に相似 しているが, A。 府は Bn 型土壊に比して 

発している。又 FHの H 府及び A 府に対する厚さのﾡ合も Bn 型土域とは対膻的で H 店 

及び A 府の方が F ﾡ上 りも発している。騒斷曲の形態は第 8 図の模式図が示す通り であ 

る。

か、る層新而の形地から も察せられる ょうに この土壌はﾡ隊ではあるが例外な く ポ ドジル化 

作用を受けている。 土地断ﾡ面の総ての特徴や土の出現する地形をお父ると, Ppm 型土壌
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は Bn 型土塩の爲山型であ る ことが想定されるので 

ある。これについては後に詳述する。

PwnLL:Hの指材的ﾡ物は シロバナシヤクナゲ・

力:ノイスッゲであろ。ところによつて多少の変 

化はあるが, これにコヤウラクッッジ・ムラサキャ 

ッホツツジ・ ホツツジ・クシバ・ オホバスノキ・ 

ハナ ヒリノト・チッマザサ等がま じり,メ これ等の 

M物の川に, とさによろと点々とタケシラ ンが見 

受け られ ることもある。ﾡ物生態学上興味が深い と 

思われるのは,n汨型土埃のところではブナノキ 

の純林 ドにブプモリ トドマツ が伝入 して いることで 

ある。シuバナシヤクナゲはェゾユッリハと生す 

る用介が多いが,黒色の他植が分解するに従ってエ 

ゾュッリハの数がr加すろ。

Pnm 型 土ﾡのH断mの特徹は 次の諸例によ って 

uに Mに皿解 することが川来ろであろう。

o profile 5 (PL. 59)

Fig. 8. PDH 単土りの盾所面区・

Schematic presentation of Ppm-soil 
profile.

所作 森県上北十利田村大ギ法述子県森山国行朴 130 林ﾡろ小ﾡ

地形 緩い傾斜を もって続いた台域の西端部。こ ・ で台地が急に 切れて急錚面 を もって 

淡谷に敵んでいる。

傾斜 10°

Aaのoカ向 S 15° W

海抜高5 750m
i 第49炎 (72-73It) 参照。 なお, 林相並びに地床植物群落は写真 30 (PL. 13), 

31, 32 (PL. 14) の示す通りであろ。

土壌店断間

ハmH山地ﾡの土ﾡのﾡ断面は数大にIり,嘘tH した火山灰の成底状態を知って置かぬ と 充 

分にm解し難い点がある。殊に Pnn 型:.についてその感が深いからここに多少設現と加え 

ることにする。

場所に上つて一には云い難いが, 地下1m 位の深さ までを考えて見て も ・ 8 ﾡ題ﾡの性質 

の拡つた火I次が飾していることが認められる。第9図の (1) はそれを模式図と して示し 

たものである。

図の I ﾡはﾡ色粘ﾡの火山灰北ﾡ, I ﾡは白色細徴の火山灰店である。この I 府は一見
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ブナ林土状の所ﾡ (大政) ー69-

しては一様であるが,詳細に観宗すると二地mの椚々性賞の興った特に分れている。即ち上好 

(Bl, Vwo, で表わした肝)は砂を まじえた大山ﾡで,下 (図 Vi: でわしたﾡ) は浮石 

様の外銀を 品して比散的試らかい材村を もつて未ている。・ ﾡは I ﾡ加ﾡの版N色の祐土ﾡ 

である。N 府は R 府屮にがイ 灣が散布された外 M を呈している。 ▼ﾡ(BVsで炎わした 

脣)は砂賞の火山灰精,口 布 (B VIで炎わしたﾡ)はﾡ沼:にﾡﾡしたﾡィi店,I1ﾡは 

歩色の林土である。

か.か、るけ状館はMつ入, 傾科而に沿う艇落,植物极•動物等による援乱等によって消 

誠することが多いのであるが, このようにして川来た:ﾡﾡ断uiは (2) 及び(3)の2型に 

ﾡ前さる。即ちイ川座しくはﾡ地の場合には (2) のようにIﾡが硫壊さ礼ナに残るこ 

とが:多く, そのために採回旧W時代の土墳生作川が公と認められるが, ・ﾡが横物ﾡ・動物 

$のm川に上つてﾡ越されるとか, あるいは傾斜地では触・崩等の作川を受けてﾡしい大山 

灰の中に府が全然形成されない耳介には,旧時代に生成された土展は般近の土壌生成作用によ 

って海次その而渺を失い (3) のような肝断而 とな る。

こういう4pを拶施に入れて, さて Profile5の:壌断Wiを銀業すると大のようなﾡの 

分化が認められる。

L 0-lcm ブナノキ・シロバナシャクナ ゲ等のが葉が状にが。

F 1-3cm ﾡ賞-協ﾡ色 (Warm Sepia)»o 崎朽葉ﾡ状に税。細ﾡ多 

くにブナ ノキの毬果を認.む。

H 3-8cm n権-ﾡﾡ色 (色 Bone Brown)e 膨軟な crumb。細 

根が比校的多い。

A 8-13cm 暗微黄-橙鈍色(お寛茶 Fuscous)。 Hﾡとは利々制然と区別 

され又 A. と は漸変する？ 顕微鏡 ドで我察する と斑状の溶脫部 

と行機物の crumb が交錯 してい る (写 33 PL. 15)。細ﾡ 

がﾡる多い。

Aa B, 13-19cm 町(収) ﾡ赤一松濁色 (Hay's Brown-Light Seal Brown)o

色刷及び分析ﾡ県か、ら北ば鉄の積が認められるが, 顕ﾡﾡ 

下ではﾡされた部分もめられる。肝昕而の肉眼観察から も 

大 (IH白色大I次ル) の上部に鉄の集精が想•められる処か 

らナれ,Iルとのlで水分の移動が断され, 沖魔作川が題 

うよう に進まぬ乍ら も 前多少の鉄の移動が開開していろものと 

考えられる。 A.-B,Hと命名した所以である。 granule.の 

発述は不お企で銃検によつて劇口及びﾡに沿つて多少発猫述する

1) 風花土の色。 色は東京賞林 島・ W/l184 (1943). 前掲にょる。



-70- 林野土ﾡ調花 i 告 1号

のをと認め得るに過ぎないっ "34 (PL.15) は魔された:グ 

ラス状物質がイ機物の大形 crumb によつて斑状になつていろ 

状態そ小していろ。

19-25cm 第9図 (1) に示された I 府。门松一黄々个色 (Massicot
Yellow) の Vwol と 门黄检-黄褪色 (のf色 CartrigeBuff)

のV.の2ﾡに区分来る。VM は砂を交えた火山次騒。Vis 

は浮行様大山灰で, Vai の上部に 鉄の第ホが留められ る。

25-33cm 性-賞拠色 (Clay Color)。 Via の砕片を自•み」:緑 (PL. 59 
中 ・A) はﾡ一-賞鈍色 (Drab) を星する。 第9図 (2) に示 

された A' 底の発達極めて微的な もの と考えられる。

33 49cm ・資一撮ﾡ色«煤竹色 Snuff Brown) の質に決i-賞T色 

(Antimony Yellow)の注ら片散住する。根の阳朽したところ 

(PL. 59 中 R。 と して示された部分)に寤依がま澗 しr黄一松 

ﾡ色 (竹色 Snuff Brown) を品する。massive.

49 55cm 白I松一賞々鈍色 (Pale Smoke Gray)。 大山砂の。明黄位 

-賞ﾡ色 (Cream Buff) の部分を まじえる。』社橋。

55-65cm Iリ校-ド色 (Warm Buff) の石本 (地方で砂とげば

れろ) っ 単右H述っ

本土壊は シロバナ シャクナゲの離落下に認められ,PDn型上地のﾡ式的のものであろ。羽 

度にボ ド ゾル化され, I 材以下の 土城に は所用土壊描造な る ものが認められない。

この土壊の化学的及び物理的性質は第 46 表,第 47 及び第 48 の示す通 りである。

Tab. 46. Profile 5 の化学的性質

Analyses of P】>・-soil, Fagus crenata (Profile 5)

耐 位 別
Horizon F Ai I I N V II

pH(原 土)..... 3.72 4.25 5.18 4.74 5.79 5.91 5.06
Fresh soil

" (風 化 土)..... 3.75 4.12 4.58 5.12 5.55 5.62 5.56
Air dried soli

C % ............................... 8.75 2.01 8.04 2.33 0.42 1.32

N % .................. ............. 0.46 0.38

一

C/N ............................... 19.0 21.2

NHrN mg in 100g......... 29.5 9.6 ・.

-  — V ■

NOxN mg in 100 g.......... 0.0 0.2 — —

置換性Ca (m.e./100g).. 
Exch. Ca

14.1 3.2 0.9 0.7 1.6 0.9 0.9 0.9

M換性Mg (m.e./ 100g).. 
Exch. Mg

9.2 2.8 1.3 ・ 0.3 0.4 0.4 0.4 0.3

ブナ林土りの研 (大政) 一71-

Tab. 47. Profile 5の務賞粘土の化学組成

Analyses of colloidal clay fraction of Pnn soil, Fagns crcniata (Profile 5)

耐 位 別 
Horizon A. 1 1 V n

SiO3 も...... 58.75 46.13 40.07 37.53 36.36 23.95 35.47

FeaOj % ............. 10.53 17.72 13.40 15.27 9.09 6.74 17.09

AIQs % ............. 22.14 26.44
・ 

40.61 44.06 48.83 36.88 42.94

TiO, : .............. 0.54 1.01 1.05 0.61 0.57 0.77 1.36

PっO5 2 ・・・ 1.68 1.56 0.99 0.40 0.51 1.15 0.61

SiO./R.。 ..... 3.46 2.08 1.38 1.18 1.13 0.99 1.12

SiO- / Al.O、 4.50 2.96 1.67 1.45 1.26 1 10 1 40・マ4\一 『 ***-\・ •••••• * **・

SiOコ / Fe:O......... 14.83 6.92 7.95 6.54 10.64 9.45 5.52

Tab. 48. Profile 5 の物理的性賞*

Physical properties of Ppu-soil, Fagus crcnata (Profile 5)

用 位 別
Horizon A: A-B. I I N V 11

探取ﾡ水分...... 2%**
Moisture content of fresh soil

67.46 71.86 54.33 71.70 60.01 46.85 62.48

" ................. *** 85.22 95.55 83.47 90.00 88.46 81.81 82.37

水 ....... %** 79.2 75.2 1 51.4 79.7 67.8 57.3 75.8
Water-holding capacity

孔 FS t ............... %**
Porosity

81.6 73.7 59.0 76.0 69.0 71.2 78.9

最小 容気 t ...............%** 2.4 -1.5 -2.4 -3.7 2.0 13.9 3.1
Air capacity

年 積 朮............ 36.7 59.1 95.9 56.8 75.7 77.9 56.4
Volume weight

根 ................. g 6.41 0.46 0.15 .0.03
Weight of roots in 400cc of soil

" 自然状 態 の土壊についての実験結果。

Determined by the use of soils in natural condition.
** ﾡ土の占める積に対する %

Expressed in percentage of the volume of fine soil.
*** 各水に対する %

Expressed in percentage of the water-holding capacity of soil.
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第46炎の AI 雑の酸性の強いこと,A3 BI の殴換性行i矢及びマグネッツの少いこと等 

は第47 炎とともにこの土壇のボドゾル化A向を示している。Ai 肝がけなり の強い酸性であ 

ろにもか.、わらナはながら NOxN のgめられることは, Cをに々指ﾡしたように興の 

あろことである。

第48炎を見ると As-B. 耐と I の間に水分移動の不地税があ り , A. B： けに水分が:保た 

れる状催が認められる。又ﾡのが ん ﾡに特に多いことがめられる。Al ル及びH片は細 

供が縦ﾡに走り, Romell 及び Heiberg氏の Root duff, Heiberg 及び Chandler 氏の 

Matted mor") に相当する形態を示すのであるが:, これが分析のﾡ処にも現われているので 

ある。

Tab. 49. Profile 5 の植物年落組成”

Composition of beech forest on Ppm-soil (Profile 5)

1) Heiberg, S. O. and Chandler, R. F. 1941. 前参照。

階ﾡ
Layer 名Species

数 座 
Abundance

け
Hcight 

m

gなst径 
Diameter

cm

D プナノキ Fagus crenata Blume f 16 27

Ds ハウチハカヘデ Acer japonicum Thunb. var.
typicum Graf v. Schw.

プナノキ Fagus crenata Blume o 12 25

**ノキ Magnolia obovata Thunb. r

ナナカ ド Sorbus commixta Hcdl. r

Sh ・ネカ～ケ Acer Tschonoskii Maxim. o

ハナヒ リノキ Leucothoe Grayana Maxim. 
var. intermedia H. de Boiss.

f

ァッキナシ Micromeles alnifolia Koehne r

ムラサキャシホ ッッジ Rhododendron Albrcchtii
Maxim.

r

シロバナシ ギクナゲ R. Fauriae Franch. var. 
rufescens Nakai

a

G コシアブラ Acanthopanax sciadophylloides 
Franch. et Sav.

vr

ミネカヘデ Acer Tschonoskii Maxim. °
ッルリ ンm ウ Crawfurdia japonica Sicb. et 

Zucc.

エユッリハ Daphniphyllum humilc Maxim. f

ァナノキ Fagus crenata Blume o

プクシバ Hugcria japonica Nakai o

PLATE 15

Phot. 33. Profile 5のA1ル

Ai horizon of Pou-soil (Profile 5). Partly bleached.
Organic micro-aggregate abundant.

Phot. 34. Profile 5 の AyB： M

Bleached part of A:-B1 horizon of the same soil. Larger 
organic micro.crumb in centre and on right.
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曲:府
L.ayer

名
Specics

数 座
Abundance

1y Iaul
Height 

m
Diameter 

cm

f *ッゲ Ilex crenata Thunb. var. typica 
I.ocs. f. genuina Locs.

vr

ヒ メモ* I. leucoclada Malsino r

カミノイスッゲ I. Sugerolsi Maxim, subsp. 
brevipcdunc ulata Mak in 〇

vr

ツ ルプリ ドホシ Mitchella rcpens L. Var. 
unduiata Makino

o

チ シ・ザサ Sa5a1 kurilensis Makino .ct 
Shibata var, genuina Nakai

V

ナ ナカマ ド Sorbus commixta Hedl. vr

プ サギシザサ Sasa Togashiana. Makin。 f. 
asagishiana Nal:ai

r

ホバメノ キ Vaccinium Smallii A. Gray o

.. シカリ Viburnum furcatum Blume vr
______

D......... Dominant tree layer. Ds......... Subdominant tree layer.
Sh......... Shrub layer. G......... Ground flora.x cn. 60

Phot. 35. Profile 27 設注地の怖生 

Aspect of forest on intermediate type 
of PDロ- and Pwt-soil (Profile 27). 
Wind-cut becch near the altitudinal 
limit in centre.

物名は根水附・HI114ド (1936). 前J3によるっ

b) Profiie 27 (PL. 60)

所作 両森県上北十利山I村大法量子谷地国イ林 120 林ずへ小所

Phot. 36. Profile 27 のF-Ii ル

F-H layer of intermediate type of 
PDI. and Pwr-soil (Profile 27). 
Organic micro-granules with roots 
and fungus mycelium.

地形 ド地

海抜高5 860m

M生: 第52 (75-77yt) お川。ﾡ生の状態は:35 (PL.16) の示す通りである。

Phot 37. Profile 27 の A1H 
A h rizon of the same soil. Incomplete 
granules. Diopside in left centre.

Phot. 38. Profile 27のA:用
Unbleachcd part of As horizon of 
the same soil. Initial stage of block 
formation. Section of root on 
bottom left.

場送H断m

L 0 -lcm

F-H 1-5cm

Ai 5-8cm

As 8-13cm

北ﾡ市っ シロバナシヤクナ ゲの下で さ 約 2cm.

処協賞-協濁色 (黒鳶色 Bone Brown)"。 crumb structure 

顕ぜ。顕微鏡下に美しい granule を認む〔写真 36 (PL.16) 

参町。細供多数。顕商放下に歯糸を認む。

暗松一黄鈍色 (川茶色 Chaetura Drab)o ルさ 5-6cm に及ぶ 

処もある。不全な granule〔呼 37 (PL.16) 参川。細ﾡ 

ﾡめて多数。ﾡ糸比徴的少数。

上部 は 橙灰色 (B色 Mouse Gray)。 ド.部 は 检-黄鈍色 

(Drab)。顕微鏡下で全体的に弱度のボド ゾル化を認む。ボド 

ゾル化されい部分は不金な granule, 割れを居と した block 

形成の 傾向 があ る〔38 (PL. 16) お照。

1) ﾡ上の色。色は京ﾡ林局.I和184 (194S). 前掲によるo
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B

A'

13-20cm 淡-鈍色(LightDrab)。 IIにH色I矢 第9 図(68 

I) 参即〔白賞撮-賞ね色 (nのr色 Cartridge Buff) 乃至 

ﾡ-賞ﾡ色 (Clay Color) 火山灰杼の間に鉄の/的.

20-40cm 上部は 松一黄鈍色 (Drab)。下部は農授-黄濁色 (業業 Buffy

Brown)-町i松賞濁色 (団モOliveBrown)。 旧時代のA 

忻。黒色斑を認む。元によつて鉄力:ド方に移ﾡし一Hのボ ド

ソル化が行われたよ うである。

B 40cm+ Vs 及び VI の (衛9図お』)。

本土嬢は Profile 5 より 寒冷多湿な条件の もとに生成 された もので ポドゾル 化は一指進行 

している。

土ﾡ型 (Soil Family) としては PDn 型と Pw1 型との中間型と考えられる。Bﾡは可な 

り不透水な屑のようである。用中, 店断研を作賀すると地下水が A1片しくは A:Hから迎 

出するのが認められた。この土壇か地ードへの水の移動が容易である とか,その他のIでボド 

ソル化が進行したものが壇入氏の報書されたポ ド ゾルである"。このこ と は本土壊の分布状態

-と本土壌からﾡ入氏発のボドゾルへの移行状館から推定されるのである。

この土壌の表雑の化学的及び物理的性質は第 50 表及び第 51 表の通 りである。

Tab. 50. Profile 27の化学的性質

Analyses of intermediate type of Ppu- and Pwi-soil, 

Abies Mariesii, Fagus crcnata (Profile 27)

ル位 別
Horizon F-H

pH(M 土)...... 3.72 4.07 4.20
Fresh soil

" (, 就 +)...... 3.64 4.36
•

4.25
Air dried soil

c % ................................. 40.46 14.13 4.74

N z .................................. 2.15 1.53 0.69

C/N ................................. 18.8 9.2 6.9

NHrN mgin 100g............. 1 1.4 1.8
NOyN mg in 100 g............. ' 0.8 0.0

1) ﾡ入松三・ 昭和134 (1938).前l参那o

Tab. 51. Profile 27 の物用的性バ"

Physical properties of intermediate type of Pnロ- and Pwtsoil, 
Abies Mricsii, Fagns crcniata (Profile 27)

" fI 然状 悪 の土壊に ついての共試術果e
Determined by the use of soils in natural condition.

** 細土の占める磁に対する 先

w 位 別Horizon Ai A:

Iﾡ水 分.........
Moisture content fresh soil

** 78.52 70.77

ク5*** , 93.27 7.16

•ft 水 t............... %** ; 84.18 72.83
Water-holding capacity

孔 E tt...............
Porosity s* 88.3 73.1

f 小 •ft 気 it...............
Air capacity

** i 4.1 0.3

客 税 TT...............
Volume weight

21.5 58.3

選 ..................... g 7.00 0.92
Weight of roots in 400cc of soil

Expressed in percentage of the volume of fine soil.
*** 水はに対する %

Expressed in percentage of the water-holding capacity of soil.

Tab. 52. Profile 27の植物群落組成* 

Composition of Maries' fir forest on intermediate type of
Pdb- and PwI-soil(Profile 27)

除用
Layer

名
Species

数 度
Abundance

併高
Height 

m
B高任

Diameter 
cm

D プヲモリトドッ Abies Mariesii・M[ast. • - f 13

プナノ* Fagus crenata Blume o 11 一

D* プシモリ ト ド→ッ Abies Maricsii Mast. ° 6

ハウチハカヘデ Acer Japonicum Thunb. var 
typicum. Graf v. Schw. f

・ネカ～ケ A. Tschonoskii Maxim. 0

ダケカ ンバ Be tula Ermanii Cham. var. 
communis Koidz.

o

ァナノ* Fagus crcnata Blume a 5

ブカミノイメッゲ Ilex Sugeroki Maxim. subsp. 
brevipedunculata Makino f
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・ «
Sp3cies

数 I
,Abundance

Ieirht DiameterLayer m cm

ナナカ* ド Sorbus ccmmixta Hcdl. f

・シカリ Viburnum furcatum Blume r

Sh ブッモリト ド→ツ Abies Maricssii Mast.

ハウチハカヘア Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf V. Schw.

ミ ネ カ～ み・A. Tsconoskcii Maxim.

ブデカミノイ スッゲ ilex Sugeroksi Miassim: subsp. 
brevipedunculata Makino

ハナヒリノキ Ieucothoe Grayna Maxim. 
var. intermedia H. de Boiss

=ヤウラク ツツジ Menzicsia pentandra Maxim.

シロバナシャ グ ナ ゲ Rhododendron Faurise Franch. 
var. rufescens Nakai

チシザサ Sasa Icurilensis Makino et 
Shibata var. genuina Nakai

*ホパスノキ Vaccinium Smallii A. Gray

o 

f

o 

f

r

o 

f

o

O

G アヲモリ ト ドマッ Abies Maricsii Mast.

コシプブジ Acanthopanax Sciadophylloidles 
Franch. et Sav.

ハウチハカヘデ Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf v. Schw.

・ネカ～デA. Tschonoskii Maxim.

ツバメオモ ト Clintonia udensis Trautv. ct 
Mey.

そ ッパワウレン Coptis trifolia Salisb.

ッルリングウ Crawfurdia japonica Sieb. et 
Zucc.

エゾユグリハ Daphniphyllum humile Maxim.

シノプカグ Dryoptcris mutica C. Chr.

プナノキ Fagus crenata Blume

ヒメモチ Ilex leucoclada Makino

ブカミノイスッゲ I. Sugcroki Maxim, subsp. 
brevipcdunculata Makino

ハナ ヒ リノ キ Leucothoe Grayana Maxim. 
var. intermedia H. de Boiss

マヒグルサウ Maianthemum dilatatum Nels. 
ct Macbr.

ッルプリドホシ Mitchclla repens L.. var. 
undulata Makino

o

r

O

o
r-o

r

f

o 
vr

o

r-O 

o

o

f-a

f

Layer
H %

Species
数 度

Abundance
樹な

Height 
m

Diameter 
cm

ヤ ドリシダ Osmunda cinnamomea L.. vr

ックバiサウ Paris tctraphylla A. Gray o
ギ→イ*ザクラ Prunus Ssiori Fr. Schm. r

ヤ・ゾテツ Plagiogyria NIatsuimuraeana 
NIaiksino

o

ミヤ→カタバミ Oxalis Acetosella L.. var. 
japonica Makino

vr

シロバナシャ " ナ ゲ Rhododendron FaurineFranch. 
var. rufcscens Nakai

o

ギ ウルシ Rhus trichocarpa Nliq. vr
チシザサ S:コ kurilcnsis Makino et 

Shibata var. genuina Nalai
f-a

ッルシキミ Skimmin repens Nakai var. 
typica Makino

r

プキノ キリンサウ SplidnRO Virgaurea L. var 
asiatica Nalsai

o

ナナカ* ド Sorbus commixta Hcdl. o
グケシラン Streptopus japonicus Owi vr
グロウスゴ Vaccinium axilarc Nalai. vr

*ホバスノ V. Sinallii A. Gray o
ョケでそY. Vitis ldaea L. r

ム. シ カ*リ Viburnum furcatum Blume
--------------------------------------

f

D......... Dominant tree layer. Ds..........Subdominant tree layer.
Sh......... Shrublayer. G.........Ground flora.
・ ﾡ物名はﾡ木ﾡ岡. 邪 (1936). 前にょ る。

c) Profile 24 (PL. 61)

所 株県上北I十和I村人法量畑株山国行林 130 林班ろ 小班

地形 前市西 に 附した綏•斜而。

M4 100

M斜の方向 S350W

#抜高5 760m

ﾡ生 第55炎 (80-81r【) 参照。なお林ﾡは3 39 (PL. 17) 参照。 

土地ル断商

L 0 2cm ブナノキ, シロバナッヤクナゲ等のﾡ戦。

1) 以の色。色は東ぶ営林ル. 昭和18年 (194S).前によるo
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F 2-4cm 賞-松C (Warm Sepia)"。 W円災っ 状にH。 細 

ﾡ多数。ブナノキの書県を認む。

H 4-6cm ﾡ賞-抑濁色 (黒店 色 Bone Brown)。 リ戦な crumb。il 

糸多数。細供又ﾡる多数。呼 40 (PL. 18) は Hﾡの上に部。 

ヶ41 (PL. 18) は下部の顕尚放☆。これを見る と苗糸が 

行幌質 crumb を捕えている様『がよく 分かる。";1x 41 のi 
状部は画糸細。稀に蚯蚓を諏む%

A 6-10cm 松-責濁色 (Clove Brown)。Small Crumbo 顕 ドで斑 

状にボドゾル化の地行がめられる。商i糸を認む。鉱物は途輝 

石。4出A 及び細根多数 (真 42 PL.18 お照)。

AxB 10-17cm ﾡ松-賞濁色 (団票色 Olive Brown)e 顕微放下で斑状にボ ド 

ゾル化の進行を認む ( 43 PL. 18 参照)。iﾡ超る多数。

I 17-30cm 町松一賞ﾡ色 (畑色 Saccardo's Umber) と 黄縦-黄粗色 

(梨子色HoneyYellow) と市i松にり nutty structure と 

示す。好断面の様相では ・ﾡとN ﾡが Ba 特とな る場所 もあ 

るが, Vwﾡの発地する場所では A. ﾡとして分化ナる(第9 
図お照)。

30-40cm 込松一賞ﾡ色 (黄茶 Tawny-Olive)。 mascive。 Vw ﾡの発 

する場所では Vsﾡの上緑に鉄の条偵を認む。

V 40-45cm 白ﾡ-賞々ﾡ色っ VsH。 この暦 |折而では vs, V12ﾡがぬ然 

と活をつくつているが, 一般には今ろ両ﾡは挑状に介入して 

Ba しくは B. 肝 の形態を示す。その場合上にﾡとの境は

寧ろ満変的。 
・

45-60cm 明責ﾡ責ﾡ色 (Cream Buff)。 そのに鉄の点艦数に散 

。

この土壌は PDH 型の一種の逆位型とみなすべき もので, Profile 5をブナノ キーシロバナ 

ッヤクナゲ型土壌と呼べば, これはブナノキーエゾュゾリハ』:域と称すべさものである。 そ 

れほどエゾュッッ への銃する土壌で, あたかもエゾュッリハの単純ﾡの 銀を品すること が 

ある。Profile 5 と比べてHﾡが桜的く, AsB 府以下に書供が:多 く見受け られる こ と 

がこの土壌の特徴である。 知色ﾡ権が滅少するために夏期は Profile 5 より 乾划!した感が深
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1) ギドゾル化土状に虹新の心する ことについて従來長間しあるが, 心の実は 報書さている。

Neustruev, S. S. 1927. Genesis of soils. Russian Pedological Investigations, Academy of Science, 
U. S. s. R. Leningrad. 参照。
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Phot.40. Profile 24 のH財 止部

Upper part of H layer of PDm.soil 
(Profile 24). Organic micro-crumbs 
surrounded by fungus mycelium.

Phot. 41. Profile 24 の II Hiド部 

L.ower part of H layer of the 
same soil.

く なるっ .色7iの人分リ牧についてはで詳述することにする。この土地はブナノキー 

シロバナッヤクナゲ』:城と ﾡ交 して現われ, ブナノキーシ ・バナシヤクナ ゲ型 土ﾡか ら Bp 

しくは Pwu :域くに移行する川川に現われる。

Profile 21 の 化学的及び物理的性質は 第 53 我及び第 51 の示ナ通りである。

Tab. 53. Profile 24 の 化学的性質

Analyses of degraded type of Ppm-soil, Fagts crenata (Profile 24)

耐

------------------------------
他 別

Horizon F II Ai A--B Vwo ヘ
(ロ-N)

B P 
(II)

pit (Mt t)............ ** 3.0 3.8! 4.24 4.49 5.09
i

5.57 5.82
Fresh soil

(単、乾 土)......
Air dried soil

一 3.45 4.05 4.27 4.61 5.03 5.34 5.44

c % .............. 34.41 15.85 8.24 2.16 6.38 3.77 2.75

N % ........................... 1
•

1.71 0.91 0.43 0.25

C / N ....... 20.12 17.42 19.16 — 25.82 一

NHrN mgin 100g......... 3.2 2.0 2.3 1.1 — 一 — —
NON mgin 100g......... 0.6 0.0 0.0 0.0 一 — — —

Tab. 51. Profile 24 の物理的性質"

Physical properties of degraded type of Pnm-soil, Fagus crenata 

(Profile 24)

Phot. 42. Profile 21 の A| ﾡ

ル計 位 別
Horizon H-A1** A-B Vwo A 

(I-N)
B 

(V-I)

探 取 ロ 水 分....... %**
Moisture content of fresh Soil

59.07 68.76 48.51 64.78 56.07 । 67.46

" ............. **** 80.71 92.84 87.76 89.37 89.89 91.84

年 水 t............... %***
Water-holding capacity

73.19 74.06 54.05 72.48 63.09 73.45

孔 探 t............ %w**
Porosity

91.2 76.8 61.4 78.0 71.9 77.3

量 小な 気 t............ %***
Air capacity

18.0 2.7 7.4 5.5 8.8 3.8

客 積 .T.......................
Volume weight

16.6 51.8 91.9 52.6 73.8 60.0

极 .............. g 7.48 2.26 0.45 一
Weight of roots in 400cc of soil ・

A horizon of the samre soil. Party 
bleached. Diopside in left centre.

Phot. 43. Profile 24 のAsBル

A:-B horizon of the same soil. 
Partly bleached.

* 然状ﾡの土ﾡについての験ﾡ果。
Determined by the use of soils in natural condition.

※※ 採取円ﾡで H, A1各ﾡの土リれ別々に探する こ とが田ﾡな:めに 両暦にまたがって 
探し:o
Because of the difficulty of sampling H layer and Ai holizon separately, both 
were taken in one tube.

燃※* ﾡ土の占める容ﾡに対する %
Expressed in percentage of the volume of fine soil.

**** 容水に対する %
Expressed in percentage of the water-holding capacity of soil.
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第53炎,第54 炎を見ると Profile 24 ば化学的性Iも#F的ttも Profile 5 にﾡ似ナ 

ることがわかる。ﾡが女ﾡに多く Matted mor (Root duff) " の様出を 呈 しているこ と も 

48炎と同様に第54交に示されている。

Tab. 55. Profile 24 の物研海細L"
Composition of beech forest on degraded type of Pnu-soil 

(Profile 24小)

隘 % 
Species

数 度 
Abundance

労な;
Hcight 

m
Diameter 

cm

D ブナノキ Fagus crenata Blume va 4

Ds ナノキ Fagus crenata Blume f

ナナカ ド Sorbus commixt Hedi. o

Sh ハウチハカヘデ Acer japonicum Thunb. var 
typicum Graf v Schw.

r

・ネカ～ゲ A. Tschonoslsii Maxim. o
エュッ リ ハ Daphniphyllum humilc Maxim. va

プナノキ Fagus crenata Blume o

プクシバ Hugeria japonica Nakai f

シロパナシヤ クナゲ Rhododendron Fauriae Franch.
var. rufcscens Nakai

r

G =シブラ Acanthopanax sciadophylloides 
Franch. et Sav.

r

ハウチハカヘデ Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf v. schw.

o

ァカイク* A. mon。 Maxim. var. Mayri 
Koidz.

r

ヒメッキ Aucuba japonica Thunb. var. 
borealis Miyabe

o

プナノキ Fagus crenata Blume f
ブケボノ シュス ラ ン Goodyera Maximowicziana

Makin。 -
vr

プクシバ Hugcria japonica Nakai f

ゴトウグル Hydrangea petiolaris Sicb. ct 
Zucc. var. cordifolia Franch 
et Sav.

r

・メモチ Ilex leucoclada Makino vr

ッルアリドホシ Mitchella repens L. var. 
undulata Makino

a

1

-81-ブナ林:ﾡの研ﾡ (大政)

Pル
Layer

名
Species

数 度 
Abundance

勝
Height 

m
Diameter 

cm

fチ*クサウ Pirola incnrnata Fisch. var. 
japonica Koidz.

r

チシザサ Sasa kurilensis Makino ct 
Shibata var. genuina Nakai

vr

ナナカド Sorbus commixta Hedl. r

ム シ カ-リ Viburnum furcatum Blume• o

「) ・T)ominnn+ trnn layer. Ds......... Subdominant tree layer.
G........Ground flora.

・ *卜*4***#***** ・*\ア

Sh........ Shrublayer.
・ ﾡ物名はﾡ木発町. M和I114小 (1936). 前許による。

d) Profile J ( 44, 45, PL. 19)

ブナ ノ キーエゾュッ リハ型土埃が に Bn 型:境に移行する場合にII型と して現われる 

壊の一例と して Profile 4 を示すナことにする。従つて この土壊は寧ろ Bn 型に入れるべさで 

あるが設明の都合上こ ・ に示したに過ぎない。

土壌府断miの Ao, At, ArB. の各に ブナノキーエゾュヅリハ型土壌の特徴を位かにとど 

めているが, これ等のﾡのルさは悲い。以下この土壊について記放する。

所在 青森系上北郡十和川村大字法量黒森山国イ油 130 林班ろ小ﾡ

地形 商に商 した綏科而の上部。南西に而 して分布する ブナ ノキーエゾュッリハ型 

壊が斜面の方向が変って Bp 型土壌に移行する変移点。

御a 8°

傾斜の 方向 S 30° E

海抜高5 77Om
植生 第 59 表 (84Tt) お照。なお, 林ﾡはﾡに 46 (PL. 20) の示ナ通りである。

土壌店断

L 0-1cm
旧平に集铀した主としてソナノキの落葉の薄特0

F 1-2cm 赤欄色"。細バにﾡ砕されたﾡ朽戦。細ﾡ多数。

H 2-3cm チョコレート 色3 B映な crumb。 このﾡは 局所的に約1cm
の さ にイ在するが場所に よ つては欠除。細ﾡ多数。

ん 3-5cm 黑色。granular structure, 堅さ 稍々戦。細ﾡ多数。

A.-B, 5-8cm ﾡ灰色。利々 granular structure。堅さA1府と向和度。細

根多o

1) Heiberg S. O. and Chandler R. F. 1941. 前掲用o 1) 原土の色o



この土ﾡの化学的及び物理的性質は第56炎, 第57及び第58炎の示す通りである。これ 

等の炎によつて もまた, この土壊が Ppm 型上壌から Bd 型土塩への移行中途の 土壊である こ 

とが分かる。

-82- 林野土ﾡ調査報書 第1分

Ba 8-12cm 赤ﾡ色。massive。 Vw 介作。下任 との境期明瞭。鉄の 

ﾡを認む。孔硫多少。ﾡさ上と同様。細供小数。

Ay 12 40cm 資色 劭々暗色を骄びる)。massivee 上よ り 堅。細供小

数。

AJ 40-54cm 資色。massive. 下ﾡとのﾡ界前々制。堅さ As' と同様。

石ﾡ少。ﾡf。

BY 54-66cm ﾡ責色。vs 府の団境の介した V ﾡf。下ﾡとの境界納々 

制。堅さA。と同様。石染多少。ﾡf。

B 66cm+ 赤初色。massive. #。メさ 30cm 以上。イi的々多。緊 

さ B. と同様。

Tab. 56. Profile 4 の化学的的性

Analyses of intermediate type of Pi»n- and Bi»-soil, Fagus crenata 

(Profile 4)

ル 位 別
Horizon F A1 B, 1 A A BY

-------
By

pH (原 土)......
Fresh soil

一 4.06 4.14 4.37 4.90 5.36 5.69 一

"(盛 花 土)......
Air dried soil

一 4.41 3.87 4.19 4.79 5.13 5.73 5.60

c % .......................... — 一 9.67 7.44 4.80 5.25 1.05 1.69

N % .............. ・.......... 一 — 0.64 0.31 0.31 — 一

C/N .......................... — — 15.11 ・ 15.48 16.94 —
NH-N mg in 100g ... 42.5 27.7 一 — 一 一 一

NOxN mg in 100g .... 0.0 0.3 ・ 一 一 — —
登性 Sa (m.e. / 100g).. — 4.4 1.3 1.1 1.0 1.1 1.1 1.8

般換性 Mg (m.e./100g) . 
Exch. Mg

— 3.4 0.7 0.3 0.4 0.3 1.3

プナ上 災の研ﾡ (大政) -83-

Tab. 57. Profile 4 の脚賞粘士の化学編成

Analyses of colloidal clay fraction of intermediate type of Pim- 
and Bn-soil, Fagns crcnata (Profile 4)

耐 ( 別
Horizon A=B.. Ba A A BY

Sio. 仪 ...... 67.20 61.23 49.82 36.87 37.03 36.85

Fe.O, ゥ ...... 6.50 11.06 18.68 • 9.57 12.47 10.32ﾡ * # ........

Al:O, ............. 11.02 22.36 21.48 38.59 42.70 52.08
TiOa 2 .......... .. 0.67 0.46 2.15 0.67 0.48 0.29

P:O。: ...... 2.20 1.20 1.51 0.82 0.55 0.97

SiO3 / R:O;......... 7.53 3.54 2.53 1.40 1.24 1.07

Sio: / Al:O,......... 10.35 4.65 3.94 1.63 1.43 1.20

Sio: / Fe:O,......... 27.49 14.73 7.10 10.24 7.90 9.49

Tab. 58. Profile 4 の物町的性びパ"

Physical properties of intermediate type of Ppm- and Bp-soil,
Iagns crenata (Profile 4)

財 位 別
Horizon

Ai* 
AaB1 
B.

A A By By

へ x 時 水 分......  3w番* 70.52 65.91 66.77 47.36 66.65
Moisture content of fresh soil

" .............%** 89.54 89.57 85.47 72.79 88.89

•ft 木 量........%***
Water-holding capacity

78.8 73.6 78.1 65.1 75.0

孔 臨 n............ *** 8O.1 73.6 75.7 72.0 76.5
Porosity

»小、4 t............ #** 1.3 0.0 -2.2 6.9 1.5
Air capacity

V； 破 Tt....................... 42.8 62.5 59.5 74.8 61.2
Volume weight

ﾡ ........................... g
Weight of roots in 400cc of soil

3.75 0.03 0.01 — --

" (I然状での土ザについての省場。
Determined by the use of soils in natural condition.

w* 採取円筒も以で Al. AB.. B,の各府土ﾡの採Iﾡのため各ﾡにまたがつて採取した。
Because of the difficulty of sampling Ai, Aa-Bj and B1 horizons separately, these 
were taken in one tube.

* **. ﾡ土の占る積に対する %

Expressed in percentage of the volume of fine soil.
* *** 水iに対する %

Expressed in percentage of the water-holding capacity of soil.
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Tab. 59. Profile 4の械物群落細好 

Composition of beech forest on intermediate type of PDI- 
and Bi»-soil (Profile 4)

こ--.---

ﾡ用
Layer

-...-.。て。---------マ---マこここ。。こ。。.........................-

Species
数 座

Abundance
勝5 

Hcight Diameter
凸 cm

D チノキ Aesculus turbinata Blume vr 21 60
プ ナノキ Fagus crenata Blume va 24 55

ハ リギリ Kalopanac pictum Nakcai var. 
typicum Nakai

20 60

Ds カイクヤ Acer mon。 Maxim, var. Mayri 
Koidz.

r

ク ハミ グザクラ Prunus Grayana Maxim. o

Sh ネカへデ Acer Tschonoskii Maxim. o

工 ゾユグリハ Daphniphyllum humile Maxim. r

プ ナノキ Fagus crenata Blume r

G ア ヲモリ トドッ Abies Maricsii MIast. vr

コ シブブラ Acanthopanax sciadophylloidcs 
Franch. ct Sav.

r

ハ ウチハカヘデ Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf v. Schw.

r

ミ ネカ～デ A. Tschonoskii Maxim. r

ツ ルリンダウ Crawfurdia japonica Sieb. et 
Zucc.

vr

工 ゾユグリハ Daphniphyllum humile Maxim. a

シ ラネワラビ Dryopteris dilatata A. Gray, 
var. dcltoidca Takeda

vr

プ ナノキ Fagus crenata Blume f

ゴ トウッル Hydrangea petiolaris Sieb. ct 
Zucc. var. cordifolia Franch. 
ct Sav.

o

ヒ メモチ Ilex leucoclada Makino r

ハ リギリ Kalopanax pictum Nakcai var. 
typicum Nakai

vr

ブ グキナシ MLicromeles alnifolia Koehnc vr

ツ クバネサ ウ Paris tetraphylla A. Gray vr

ウ ハ ミ ヅザクラ Prunus Grayana Maxim. r

チ シ・ザサ Sn kurilcnsis Makino ct 
Shibata var. genuina Nakai

vr

ム シカリ Viburnum furcatum Blume vr

*

PLATE 19

D......... Dominant tree layer.
Sh.........Shrublayer.

Ds.......... Subdominant tree layer.
G.......... Ground flora.

植物名は根本莞阳• 昭和114 (1936). 前による。
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ブナ林土ﾡの研ﾡ (大政) -S5-

6) PwI型土壌..... 高山湿ﾡポドソル

i5山｛ボ ド ゾル とは既に述べたように wet (or mountain) meadow soils のﾡ訳であ 

ろが, この訳は必ナしも適切なものとはおえられない。他に地当な訳も当らなかつたので仮 

り にこの名称を採川 しておいたにすぎないのである。i池炎から森林に移行する中に現われる 

土域である。Sigmond"氏によればa学裕によつて peat-like soils (anmoorige Boden) と 

げばれ, 乂 mucksのl'に色合された土墳である。従って市機物籽が peaty mineral soils ょ 

り は満いが, 件通の森林; ドのボ ド ゾル よ り は 近かにいのが特微である。ﾡ裕は この土壌聖 

(SoilFamily) に Joffe コ氏の所a mountain meadow soils をも加父ることにした"。か 

かる分ﾡをすることの可否は(にﾡ々述べたように介後の研究をまつて決定したいと考えてい 

る。

この土壌に生向するM物つ主な ものと してはブカ ミ ノイヌッゲ•シロ パナ シャクナゲ •コヤ 

ウラクッッジ・ ツラジロヤウラク ・ハナ ヒリノキ・オホバスノキ・クロウスゴ・ウスノキ・ ミ 

ノロスゲ・チシザサ等があろ。これにヲモリ トドマツ・ナナカマド・ ミネカヘデ等のﾡ 

性のものが混生する。

Profile 28は Pwi 型土域の株式的な土壌盾断面で ある。

a) Profile 28 (PL. 62)
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所作 1森県X汁幅川村大ドだ川ず前市荒川山国行林52林班い小班

地形 平坦地。

海抜高5 1000m

植生 第61炎 (86-S7yt) お照。地味ﾡ物の状店は47 (PL. 20)の示ナ通りである。

土壌に断m
L 0-1cm

F 1-7cm

A-G 7-14cm

B-G 14-19cm

チシザサその他の海業。

暗｝ 登黃-检濁色 (茶色 Natal Brown)"。 一種の黒泥炭。チ 

ッザサのﾡ極めて多数。

暗松一黄鈍色 (県茶色 Chaetura Drab)。 有像物多量。継の 

電契あ り(乾燥す る と 慎の依縮者 し く 継Nが 明藤に 現われ 

る)。

淡黄梭-黄褪色(Chamois)。淡ﾡ-責ﾡ色 (玉茶色Cinnamon

1) Sigmond A. A.J. de 1938.前抑書o
2) Joffel J. S. 1936. 前書。

3) T者は谷て:の一例れ報告し六。大政正席, 昭和15 (1940).北ロ本の天然林土ﾡについて。H. 
林.誌. 22, 378.

4) A士の色。色は京答林局,M和184 (1943)前掲書にょる。
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A'-G 19 -30cm

B'-G 30-38cm

Bっ'-G 38cm十

Buff) の斑がある。白色大山水店"をなむ。

上部は黑援-黄濁色 (Clove Brown)o 旧代の行根物。FiE 
は灰色を帯び鉄の還元溶脫の行われた修跡があ ろ。この市分も 

維に他裂あり。・赤-松下色(ﾡ色Hay'sRusset) の鉄が: 

裂及び根に沿って沈滅。

上方からの腐松の集依 あ り。銃に よ る命に 会 ヒ ろ故全と 

して濃授-黄鈍色(Hair Brown" 子ィiの風化物多。

淡證-黄褪 色 ( ﾡ桑 色 Cinnamon Buff) と資性 -賞ﾡ 色 ( 製 r 

色HoneyYellow) と交針。H色をぶ。ﾡのﾡ川あり。

本土壌はミ ヅゴケ沿炭 (高位泥炭)の隣接堆である。 地下水の多は B:'-G 精から出るが

A'-G 府 と その.上ﾡ と の llか. ら も iナ る。.

Profile 28 の土壌酸度及び米率は大に示す通りである。

Tab. 60. Profile 28の化学的性賢

Analyses of Pwr-soil, Abies Maricsii(Profile 28)

層 位 別
Horizon F A-G B-G A'-G

pH (風乾 土)：.....  
Air dried soil

3.75 4.37 一 4.62

C % ............................ 37.28 17.54 18.26

N % ............................ 1.49 0.99 0.68

c / N ............................ 25.02 17.71 一 26.85

Tab. 61. Profile 28 i物川ホ利L"
Composition of Maries' fir forest on Pwr-soil (Profile 28)

P用 
Layer

岡 %
Species

数 座
Abundance

Ds アワモッ ト ドッ Abies Mariesii Mast. a

'Sh プシモリ ト ドー・ツ Abies Mariesii Mast. r

・ネカ～デ Acer Tschonoskii Macim. a

イxッゲ Ilex crenata Thunb. var. typica Loes.f. genuina 
Ioe5.

f

カミノイメッゲ I. Sugeroki Maxim. subsp. brevipedunculata Makino f

ハナヒリノキ Leucothce Grayana Maxim, var. intermedia H. de f
Boiss.

ー・87一プナ林土ﾡの研 (大政)

P用 
Layer

M %
Species Abundance

ウラジロヤウラク Nenziesia ciliicalyx Maxim. var. multiflora NMakino r

コウラクッッジ N.pentandra Maxim. o

シロバナシ ヤクナゲ Rhododendron Fauriae Franch. var. rufescensNakai f

チシマザサ Sasa kurilensis Makino et Shibata var. genuina 
Nakai

va

ナナカド Sorbus commixta Hedl. r

*ホパスノ キ Vaccinium Smallii A. Gray 0

・シカり Viburnum furcatum Blume 0

G ゲッ=り ト ト→ッ Abies Mariesii Mast. r

i ネカ～シ Acer Tschonoskii Maxim. f

ミノポロゲ Carex nubigena D. Don. var. albata Kuek. f. 
laxiuscula Kuck.

va

l ッギバゥシ Hosta lancifolia Engl. r

イ*ッゲ llex crenata Thunb. var. typica Loes. f. genuina 
IOeS.

r

プカミノイメッゲ I. Sugeroki Maxim. subsp.brevipedunculata Makino

ハナヒ サノキ Leucothoe Grayana Maxim. var. intermedia H. 
de Boiss. a

ヒカゲノカッラ Lycopodium clavatum L. var nipponicum Nakai r

ホソパクウゲシバ L. serratum Thunb. var. Thunbcrgii MIakcino r

=ヤウラクッッッ Menzicsia pentandra Maxim. r
ッルプリ ドホシ Mitchella repens L. var. undulata Makino r

* ドリシダ Osmunda cinnamomea L. r
ッ クバネサウ Paris tetraphylla A. Gray r
*ソテッ Plagiogyria Matsumuraeana Makino r

シロバナシャクナゲ Rhododendron Fauriae Franch.var.rufescensNakcai 0
ベ=パナイ チゴ Rubus spectabilis Pursh. subsp. vernus Fockc r

チシマザサ Sasa kurilensis Makino et Shibata var. genuina 
Nakai a

ナナカ・ド Sorbus Commixta Hedl. r

ヒメタケシーラン Strcptopus streptopoides Koidz. r
ッルシキミ Skimmia repens Nakai var. typica Makino 0
エンレイサウ Trillium ape talon Makino r
クロウスゴ Vaccinum axilare Nakai r

ウスノキ V. usunoki Nakai r

D......... Dominant tree layer. Ds..........Subdominant tree layer.
Sh......... Shrub layer. G.........Ground flora.

1) PII 邪土拡 (66) 参照o * 植物名はﾡ本売ﾡ・ﾡ和114 (19S6). 向にまる。
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10) PWI型土壌.... 低湿ポドゾル

Pg 型土壌.... グライボドソル

この土域は 湿潤な台地J：の四所に現われろ。ﾡ断面の形態はﾡ 10 図の快式図に示す通 り Ao
の発述が比桜的賃引で,H府はﾡ姫の特に積したところ以外は認められない。 A,B両

共に可な り 钻賞,massive で A 底には窗械の泥 

入することが胡合に少い。しかし溶脫の現象は留め 

られる。所訓グライﾡはく と も地表面から 2m位 

の深さまでには現われない。

この土壊は Bp 型土壊を 山地型 と すれぱ,その高5 

山型と考えられる ものである。それほど地形, ﾡ生 

等が相似し,杼断面の形態にも類似性が認められる 

のである。 たゞ, の割査純四内では Br 型の 

Subtype で A ばに比校的多加の僧林の混入する も 

のに相当する Pwn 型は認められなかった。Br型 

土壌と Pwn 型土壊の相以の駐断面を比べた場合に 

前昔の方が窗植の堆故が稍々頭 ※な "実は将来の研 

究を またなければ充分な解明は出来ないと しても, 

Br 型土壊の方が 地ﾡ物が並に 多 く 腐植の給源が 

豊と面なこと ・ 地中小動物が多 く Eイ オ ンのﾡ亡が 

比校的少いために crumb の形が場なこと等も 

理由の一として考えられる。

Fig. 10. Pwu 型:旗の用断面因 
Schematic presentation of Pw n-soil 

profile.

この土壌にポ通見受けられるﾡ物はサハグルミ・サハヂサト・ フッキサツ・ ヲシグ・ クサ 

ソソーツ•ジプモンジシダ・シラネワウピ等である。

Pe 型土壌はﾡﾡの調布範闘内ではブナ林下には見受けられなかつたので,こ、では省略す 

る。

茶に Pwm 型士壌の 2. 3 のﾡ断面を示すことにする。

・ Profile 12 (PL. 63)

所任 尚株県上北仰十和川村大字法字森山I国行林 128 林班ろ小ﾡ

に 陵状地形 に挾まれた帶状の 平坦部。級か、な傾締で東力に広がる。

傾従 10°0

ﾡ納の方向 S38°E

海抜高G 740m

ﾡ生 第64表 (91頁t) お照。なお, 林ﾡはヶ 48 (PL. 21) の示す通りである。

ナ林土りの研 (大政) -89-

:地ﾡ断mi
ヽ

L. 0-2cm ﾡ業細かく黙砕しF。と F との中間の形態をとる。

(H) nﾡ賞 松g色 (色 Bone Brown))。膨試な crumb. 

ﾡのﾡ元くで葉のくﾡ積したところにだけ icm 位の厚 

さに現われるが全と してはこのﾡは認められない。

A 2-3em 淡桂-黄々鈍色 (L.ight Grayish Olive)。 small crumb 

structure。 ﾡ尚下ではﾡ界不町政な crumb が形されて 

いるのが政められる。又責状に清ﾡされているのが認められる

(に 49, PL. 21 参照)。細棋可な り 多。

As 3-6cm 淡松 我々鈍色 (Light Grayish Olive)の部分と潰ﾡ資-始 

色 (Benz。 Brown) の部分が玉状に交する。Light Grayish 

olive の部分の方が軟く,顕幽ギドで弱度にボド ゾル化された 

様子が認められる (呼 50, PL. 21 む照)。

II(Vwt)5) 6-10cm 明黄松-黄褪色 (Cream Buff)。 このは可なり全に保さ 

れている。上肝と水の移動が不連続。上ﾡに誘ﾡ色の鉄の沈 

殺が認められる。

A' 10-19cm 淡悵-黄々濁色 (Deep Olive-Buff)。 上部に明ﾡ一賞々濁色 

(系色白ボ Olive-Buff) の部分があ るが, これは 火山灰の別 

のHらしい。乾く と l-2cm の縦割れが 川来る。多少のﾡがあ 

>

As' 19-35cm 町-賞濁色 (団楽色 Olive-Brown)。 浮石がまじる。 ﾡの 

痕と思われる孔がある。

B 35-62cm 松-賞拠色 (Clay Color) と 濃投 黄濁色 (茶染 Buffy 

Brown)のi。 Vs, V両ﾡの崩れた団塊がまじる。孔多少。

BJ 62cm+ ﾡ赤ﾡ色"。梢々黒色に汚染される。粘躍。孔あり。約65cm 

の位置に湧水がある。

Profile 12 の化学的及び物理的性質は第 62 及び 63 に示す通りである。

1) 風乾土の色。色に束京依林心 昭和18 (1943)・前掲びによるo
2) 火山氏の一H。Ppm 型土ﾡ (66 I) 参照。

3) 原土の色。
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Tab. 62. Profile 12 の化学的性T
Analyses of Pwn-soil, Fagns creniata, Plerocarya r hoi folia (Profile 12)

用 位 別
Horizon A: As I A B B

pH (I 土).............. 4.02 4.51 4.81 4.90 5.39 5.52
Fresh soil 

"出 乾 土)..............  
Air dried soil

3.98 4.48 4.71 4.79 5.20 5.34

C % .................................... 20.19 6.28 1.75 7.93 1.12 2.46

N % .................................... 1.46 0.47 ・ 0.48 ・
C/N ..................... -............. 13.8 13.4 — 16.5 — —

NHi-N mg in 100g................... 1.7 0.5 - —
NOj-N mg in 100g................... 0.0 0.0 一

Tab. 63. Profile12の物理的性?ぐ

Physical properties of Pwu-soil, Fagns crenata, Plerocarya rhoifolia

(Profile 12)

m 位 別
Horizon A-As* I A. ヘ BY By

Iロ中水 分.........9%w** 73.66 56.83 74.29 70.78 56.70 71.78い * イイ ・ ・イ
Moisture content of fresh soil

" .............2**** 98.89 95.98 96.83 95.68 89.90 97.62

* 水 fit...............%***Water-holding Capacity
74.49 62.34 76.72 73.98 63.08 73.53

孔 ﾡ fit...............%***
Porosity

70.7 64.4 81.9 79.5 72.8 80.7

最 小 # 気 t...............%ww%
Air capac.ty

-3.8 2.1 5.2 5.5 9.7 7.2

春 千 T.............. . 67.8 83.8 43.2 50.4 72.0 49.0
Volume weight

松 ................. g 0.25 0.59
Weight of roots in 400cc of soil

〔I然状ﾡの土がについての験価。
Determined by the use of soils in natural condition.
探取円向に Au, a3 各用別に抑取する : とが!ﾡのため両府にまたがつてﾡし:。
Because of the difficulty of sampling A1 and A3 horizons separately both were 
taken in one tube.
細土の占める物積に対する %

Expressed in percentage of the volume of fine soil.
普水iに対する 25
Expressed in percentage of the water-holding capacity of soil.

この壌の A 対は Pp 土ﾡに比して 多少酸性か弱いようで あるが, NOa-N は認めら 

れない(第 62 共)。 酸性の比較的ずいことは低浸ボ ド ゾルの特彼とてよいであろう。又土 

ﾡ水分介はﾡる多く B. Mを除いて,水ﾡの 95%以上の水分が合まれているととは注意を芝 

く。 B, 麻といえど も容水量の 905 くの合水ﾡでおる (第 63 炎)。

Tab. 64. Profile 12 のM物『*報広"

Compositon of beech-wingnut forest on Pwu-soil (Profile 12)

RiM
Layer

名
Species Aindsce 当。 Diameter 

cmm

D プナノキ Fagus crenata Blume o-f 26 45

**ノ* Magnolia obovata Thunb. r 25 45

Ds サハグル ミ Pterocarya rhoifolia Sicbe et 
Zucc.

a 10 23

Sh ッノハシバミ Corylus Sicboldiana Blume var. 
typica Nakai

r

プナノ* Fagus crenata Blume f
サハプヂサト Hydrangca masrophylla DC. 

subsp. serratn Makin。 f. 
acuminata Makino ct Nemoto

f

サハグル I Pterocarya rhoifolia Sieb. ct 
Zucc.

f

G ハ・ウチ ハカへグ Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf V. Schw.

vr

ア カイ ク ヤ A. mono Maxim. var. Mayri 
Koidz.

vr

ヘビパ ネゴザ Athyrium yokosccncc Christ vr

ッルリ ンダウ Crawfurdia japonica Sieb. et 
Zucc.

r

シラネワラビ Dryoptcris dilatata A. Gray 
var. dcltoidca Takeda

o

ブナノキ Fagus crenata Blume r

*チドメ Hydrocotylc ramiflora Maxim. r

・yシダ Leptogramme totta J. Sin. r
ヤ-ソテッ Plagiogyria Matsumuraean1

Makino
r

ハシゴンサウ Scnccio palmatus Pall. vr
ミヤスミレ Viola Sclkirkii Pursh f

ギスミレ V. semilunaris W. Beck. o

D......... Dominant tree layer. Ds......... Subdominant tree layer.
Sh.........Shrub layer. G.........Ground flora.
* 植物名口根本莞阳. M和 11 年 (1995) . 前による。
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b) Profile 17 (写 51,52, PL. 22)

所G 所株県上北叩十和田付大中典瀬中飾園行# 113 #ﾡい小既 

地形 大きな 台地上の不壇地。稍 々 凹地形。

• 海抜高5 640m

植生 第68 (94-95y{) お!っ なお, 林ﾡはﾡ53 (PL. 22) の示す通りである。

土壌店断面

L

(H)

0-lcm サハグル ・ プナノキ等の期。

チョコレート色"。 crumb掃。 こつﾡはところにより位かに

認められるが, 分停採取出来ぬ程度である。

A l-5cm 畑ﾡ色。 small crumb。 昭 さ は軟。A:ﾡと の境界納 々 制。根 

多数。

As 5-10cm m次色。massive。 AtHよりﾡ々堅。ﾡﾡ々多数。

B 10-15cm ﾡ赤色。massive。 BさA。と時々同様。 As 府との境界に 

鋳鉄色の条虫を認む。

I 15-18cm 次色。断統的にイ在。

A 18-45cm ロ欄色。macsive。根によ る孔限を忠む。サハグル:のﾡ多少。

B. 45-60cm 町次色。massive。頗る緊密。一部に vs ル") の砕片介在。

B. 60cm+ 資裕色。massive。ルさ40cm以上。ﾡ1る堅命。主としてVI。

Phot.4S. Profile 12 ii地Fのブナーサ ハ グル ミ 林

Beech-wingnut forest on Pwii-soil (Profile 12). Young wingnut 
(Pterocarya ナhoiolia) with Hydrangca macroplylla subsp. serrata 
f. acimtinata in centre.

この土壌の化学的及び物理的性びは第65炎, 第66炎, 第67炎の示す通りである。第65 

及び第 66 炎を見れば酸性が比較的く しか:もボド ゾル化作川が進行 していて,低ボ ド ゾル 

の性格が化学的性質の上に も よ く 現われている こと がわかる。土壊水分の 多い こ と , 土ﾡが緊 

商で massive なとと, 植物根の分布が比校的少い ことは第 67に よつて知ること が山来る。

Tab. 65. Profile 17 の化学的性

Analyses of Pwn-soil, Fagus crenala, Plerocarya rhoifolia (Profile 17)

用 位 別
Horizon As Bi BY

pH W 土)......
Fresh soil

5.49 5.62 5.27 5.38 5.75
" (座, 花 土)....... ' 5.05 5.69 5.55 5.34 5.69

Air dried soil
c % ............... 20.00

1.49
6 98 5.31 6.61

0.50
0.97

N /.................................
・ ・ イ
0.63

C/N ................................. 13.4 11.1 13.2
NH*N mgin100g........ 3.3
NON mg in 100 g............ 0.0 — — — — Phot. 49. Profile 12のA1ル

A horizon of Pwit-soil (Profile 12). 
Partly bleached.

Phot. 50. Profile 12 の A, 忖 

Bleached part of A: horizon of the 
Snme soil.1) 原土の色o

2) Ppm 動土壇x (66yt) 照。
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Phot. 51. Profile 17
Profile of Pwn -soil developed 
on level plateau (Profile 17).

Phot. 52. ldlilの)簡

Upper part of the Same soil profile. 
AI horizon dark Lrown in color. 
consists of small crumbs. A: horizon 
massive, dark grayin color ; slightly 
bleached.

Phot. 53. Profile 17 i設だJ地附のリハグル ミープナ林

Interior of wingnut beech forest on Pu n -soil (Profile 17). 
Dryobteris crassirlizowz, Polystichum Iripteron, Matteuccia 
SIrwthicpteris. Hydrargea peticlaris var. cordifoli, Ptero. 
carya rhoifolia etc. in the field layer.

プナ林土の研ゼ (大政)

Tab. 66. Profile 17 の肥質粘:の化学細ば

Analysec of colloidal clay fraction of Pw n -soil, Fagts creniata,

Plerocarya rhoifolia (Profile 17)

-93-

F 位 別
Horizon A! A: B. A B

SiOa :................ 49.36 60.03 44.84 41.60 32.73

Fe.O, %................ 11.93 6.35 16.13 11.72 7.33

AlっO3 23 ・・・・・・ 14.00 23.44 26.25 40.74 41.37

Tio. %................ 0.88 1.25 1.20 1.06 0.85

P:O。%.......... 2.27 1.66 1.16 1.18

SiOs/R:O。…… 3.87 3.71 2.08 1.46 1.21

sios / Al.O......... 5.93 4.34 2.90 1.73 1.34

SiOa/ Fc3O3... 11.01 25.13 7.39 9.44 11.89

Tab. 67. Profile 17 の物理的性質"

Physical properties of Pwn soil, Fagns crenala, Ptcrocarya roifolia

(Profile 17)

ル 位 別 
Horizon A3

--------- ：-------
Ay

---- । ---
B

取・水分...... :%**
Moisture content of fresh soil

73.93 72.08 69.59 50.16

" ............. *w* 98.96 79.12 90.96 75.05

学t水L............. 先**Water-holding capacity
74.7 74.2 76.5 66.8

孔氏t量 ........ %** 70.8 72.9 76.8 78.1
Porosity

暴 小 容 ダ t ..............○** -3.9 -1.3 0.3 11.3
Air Capacity

容 種 T....................... 97.0 63.7 55.4 59.6
Volume weight

ﾡ ...................................g
Weight of roots in 400cC of soil

0.88 0.09 0.08 --

" fl 然状ﾡの土災についての実験ﾡ果。

Determined by the use of soils in natural condition.
** ﾡ上の占める硫に対する %

Express:d in percentage of the volume of fine soil.
*** 容水世に対する %

Expressed in percentage of the water-holding capacity of Soil.



-94 - 林野上災ぶ正 M 営 第1号

Tab. 68. Profile 17 のM物海細"

Composition of wingnut-beech forest on PwI soil (Profile 17)

Layer
名

Species
数 度 

Abundance
tが5

Height 
m

駒が流径
Diameter 

cm

D ブカイクヤ Acer mono Maxim. var. Mayri 
Koidz.

r

tチノキ Acsculus turbinata Blume r 20 60

ナノキ Fagus crenata Blume f-a 18 55

・ サ・グル 1 Ptcrocarya rhoifolia Sieb. et 
Zucc.

a 20 40

Ds アカイクヤ Acer mono Maxim. var. Mayri 
Koidz.

r

サハグル ミ Ptcrocarya rhoifolia Sicb. et 
Zucc.

o

ウハ、ミ ッザクラ Prunus Grayana Maxim. r

Sh サハグル i Ptcrocarya rhoifolia Sieb. et 
Zucc.

o

ムシカツ Viburnum furcatum Blume r

G ハウチハカヘグ Acer japonicum Thunb. var.
typicum Graf v. Schw.

r

カイクヤ A. mono Maxim. var. Mayri 
Koidz.

r

オホバクロモジ Benzoin membranaceum O. 
Kuntze

r

エビネ Calanthe discolor Lindl. r
ハヒイ メガヤ Cephalotaxus nana Nakai r
オホミ ヤマイ ズワラピ Cornopteris crenulatoserrulata

Nakai r

カラスシキ i Daphne Miyabeana Makino r
エユズ リ ハ Daphniphyllum humile Maxim. r
yシダ Dryoptcris crassirhizっma Nakai 0
サハダッ Evonymus melananthus Franch. 

et Sav. r

ナノ* Fagus crenata Blume r
*** ク クルー ムグラ Galium trifloriformc Kamarov r
ブケポノ シュスラン Goodyera Maximowicziana

Makino r

ゴトクッル Hydrangea petiolaris Sicb. et 
Zucc. var. cordifolia Franch. 
et Sav.

r

-95-プナﾡの研 (大政)

防ル
Layer

名
Species

数 穫
併な

Height 
m

蝴岛直径 
Diameter

cm"kU・1u*411kビ

Hydrangea macrophylla DC. 
subsp. serrata Makino f. 
acuminata Makino et Nemoto

ヒグルサウ Majanthemum dilatatum Nels. 
Ct Macbr.

r

クサンテッ Mattcuccia Struthiopteris
Todaro

0

フッ*サウ Pachysandra terminalis Sieb. 
ct Zucc.

r

トチバ=ンウン Panax japonicum C. A. Mey・ 
f・typicum Nakai

r

"=ギ*ヤウ Peracarpa circaeoides H. Feer r

ウフモンジシダ Polystichum triptcron Presl. r
サハグル * Ptcrocarya rhoifolia Sicb. ct 

Zucc.
r

ウハミッザクラ Prunus Grayana Maxim. r
ックウルシ Rhus Toxicodendron L. var 

Radicans Torr.
r

**ホ ソバナ ラ+シダ Rumohra Miqueliana Ching. r
ュ*ザサ Smilacina japonica A. Gray r
クチシホデ Smilax Oldhami Mia. r
フイリ ミヤマスミ レ Viola Selkirkii Pursh var. 

variegata Nakai
r

D.........Dominant tree layer. Da.......... Subdominant tree layer.
Sh.........Shrub layer. G......... Ground flora.

* 植物名は松本莞爾. ・和11 (1936).前掲書による。

** *m正次.M和144 (1939). 前による。

c) Profile 6 ( 54,55, PL. 23)

所 株県上北郡十和村大字法ﾡ子谷地国行林 126 林班い小班

地形 不当地 (位かに傾新)。

3°

ﾡﾡの方向 S80°E

海抜高5 740m

ﾡ生 第71炎 (97-98H)お照。なお, 林ﾡは呼 56 (PL.. 23) の示す通りである。

土城府断

L 0-2cm 麻状に堆械 した ブナ ノキつ葉等。
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H 2-4cm (赤) 褐色し 膨軟な crumb. 細供多数。

A: 4-6cm 色っ small crumb。利々 granular structure。ル部的には

A. 府, A:ﾡの分化が行われるが全休としては分化不だ企。細 

根稍々多数。

ん 6-8cm ﾡ次色。massive。i沖ﾡの跡を認む。細供小数。

Ba 8-14cm 赤柳色。鉄の集依を認む。Asﾡよりも緊商。細ﾡ小数。

I3 14-20cm 黄味を帶びた灰色,緊商。断統して At, B. 両府I川iに介。

根極めて小数。

Ay 20-45cm ﾡ欄色。massivee 緊商度 B, と向様。細ﾡ小数。

B" 45-65cm 町i色。ﾡ状に V Hﾡ介作。緊商。根極めて小数,

B' 65cm+ 赤柳色。Mさ 20cm以上。粘賞。孔硫を認む。頗る緊皆;。根

極めて小散。

この土壌は PDH 型土ﾡが PwI 型土壌に推移する変移点に現われろ。土田断面の形態は

Pwi型土ﾡに相似していろが, Hﾡがﾡ々明既であろこと, 黒色の Ai 精の存在すること

等によつてこれとを区別するととが出来る。これ等の別折而の特徴は第 69 表,第 70 炎によ 

つて示されている通りである。

Tab. 69. Profile 6 の化学的性び

Analyses of intermediate type of PDロ- and PwI-soil, Faguscrenatla 
(Profile 6)

m 別
Horizon H Ai Aa

--------
Bi II

-- ----
A?

----------
BY B/

pH(原 土)..... 3.99 4.10 4.33 4.80 5.03 5.24
Fresh soil

"(rda.才).... * 3.86 4.41 4.21 4.e4 4.59 5.02 5.42

C % ............................. ... 21.17 7.39 1.19 8.22 4.46

る ・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・ 1.47 0.53

C / N .

NHHN mg in 100g.........

14.40 15.51
41.0 6.8

NOxN mg in 100g......... 0.3 0.0
m換性Ca (m.c./100g)..
Exch. Ca

5.1 1.3 1.0 0.8 1.1 1.3 0.8

m換性Mg (m.e./100g)..
Exch. Mg

-- 3.3 0.7 0.7 0.5 1.1 0.5 0.9

1) M土の色o
2) Ppm 型上 (c6It) 参照。

プナ 林 土 耀 の 研究 (大政) -97-

Tab. 70. Profile 6 の物理的性"

Analyses of intermediate type of Pna- and Pwu-soil, Fagus creniata
(Profile 6)

用 位 別
Horizon ArA:** B. A/ B

ね , 昨 永 ».... 69.17 69.18 72.45 71.98 62.93
Moisture content of fresh soil

" ........・クグ*** 90.17 94.52 92.54 92.37 91.10

: 水
Water-holding capacity

・5な** 76.7 73.2 78.3 77.9 69.1

孔 随 t........
Porosity

・2*** 80.0 70.9 75.3 77.3 73.9

最小気 tt........
Air capacity

・2*** 3.3 -2.3 -3.0 -0.6 4.8 .

文 xル m........ 50.6 67.8 58.6 55.2 67.1
Volume weight

0.58 0.026.51 0.02 0.05
Weight of roots in 400cc' of soil

" fI然状定の土りについての険街果。
Determined by the use of soils in natural condition.

* * 採取円でA1, A:4用のり【九・別々に採取す5 : とが叫ﾡ:めに両府にま:がつて 
土し:o

Because of the difficulty of sampling A1 and A2 horizons separately, both 
were taken in one tube.

* ** 細土の占めるに対する 2
Expressed in percentage of tlic volume of fine soil.

* *** 水に対する %
Expressed in percentage of the water-holding capacity of soil.

Profile 6 は断面の形態的特徴が: Pwi 型土壊に酷似しているが,上炎を見ると Pwn 型 

土序に比して 酸性の利々強いこと , A 叶が比核的ﾡ戦で小気量が: (一)にな らないこと 

等 Pnm 型土壊の性質が示されている。 妹に興味のあることは桜めて位かながら NO,N が 

検出 されることである。この点も Pmm型土:ISに相似している。

Tab. 71. Profile 6 のM物ホ細し" 

Composition of beech forest on intermediate type of Pnm- and 
Pwu soil (Profile 6)

Layer
種 ・ %

Species Altfdatce . 樹;
Height 

m
胸sit径

Diameter 
cm

D ブナノキ Fagus crenata Blume f 20 75
ヒロハノキハダ Phellodendron sachalinense 

Sarg.
o 16 10
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Layer
名

Species Abundance
p高s

Hicight 
m

Bsit径
Diameter 

cm

Ds ナノ キ Fagus crenata Blume f
ウハミ グザク ラ Prunus Grayana Maxim. o

Sh ツノハシバ ミ Corylus Sieboldiana Blume 
var. typica Nakcai °

ブナノ キ Fagus crenata Blume f

ブシモリトドツ Abies Mariesii Mast. vr

コシアラ Acanthopanax Sciadophylloides 
Franch. et Sav.

vr

カイタヤ Acer mon。 Maxim. var. Mayri 
Koidz.

vr

・ネカ～ゲ A. Tschonoskcii Maxim. vr

ヒメブッキ Aucuba joponica Thunb. var. 
borealis Miyabe

vr

オホバクロモジ Benzoin membranaceum O. 
Kuntze

vr

・ャカンスゲ Carex multifolia Ohwi vr

ッノハシバ ミ Corylus Sieboldiana Blume 
var. typica Nakai

r

エソュッリハ Daphniphyllum humile Maxim. r

チ=ュリ Disporum smilacinum A. Gray vr

シラネワラビ Dryopteris dilatata A. Gray 
var. deltoidca Takeda

o

ナノキ Fagus crenata Blume a
トゥッル Hydrangea pctiolaris Sicb. et 

Zucc. var. cordifolia Franch. 
ct Sav.

o

ヒメモチ Ilex leucoclada Makino vr
ヤxソテッ Plagiogyria Matsumuraeana

Makino vr

クハミ ッザクラ Prunus Grayana Maxim. r
ックウルシ Rhus Toxicodendron L. var. 

radicans Torr. o

ャマゥルシ R. trichocarpa Miq. vr

チシマザサ Sasa kurilensis Makin。 ct 
Shibata var. genuina Nakai

vr

ュ*ザサ Smilacina japonica A. Gray r
チシ* Smilax Oldhami Miq. vr

ナナカマ ド Sorbus commixta Hcdl. vr

シカリ Viburnum furcatum Blume vr

11) G型土ﾡ……グライ土壇

この土球は地下水の影愛によ って グラ イ 降の発達している土壊で おる。沼・湖・ 地下水位 

のt5い不地 (台地,山lの不却地) 及びMﾡnの下ﾡに沿つた不ﾡ地等に現われる。この最 

後の1実は従来余り気付かれていなかつたようである。一•級には漢流沿いの地帶に G 型土境 

が現われるように ゆえられているが,川に近した土ﾡはそれほど祖つていない。却つて地 

形の afに よつて は 川 当に 乾燥 して いろ場合 さえある。

G型のﾡ断面の形態はCそに従末も 多数の学 #に よ つて細介されて い るか ら 記載を ﾡす 

るが, 行根物の分解が問#で F ﾡがまとんど発述しないことは注なすべきである。H ﾡが発 

述するときは crumb の掃が顕祥である。

・ G型:域の指松的前物としてはヤチグモがある。 番の調査した範囲ではヤチグモの体入し 

たところは ほとんど金部 この型の土壊であつた。このことから楽すると, 全般的に見て, ヤチ 

グモの 白 生地に は G 2上域がだ 多いとうこと が川末る であらう。その他通に見受けられ 

る植物と してはエゾハンノキ ・オクイボタ・ ミヅバセウ ・ サハブヂサキ・ オホミゾソバ・ヲシ 

グ ・ クサッテッ等がある。

大に G 犯土壌のﾡ断面例を記ナる。

a) Profile 30 (PL. 64)

所在作 営城県米原邪米明村ギ米明岳国行林 171 林ﾡに小班

地形 栗駒山の前向 をの広い綏料而の上部で御沢 と マ グサ沢に挾まれた地域の一部。ほ 

とんど平坦。

傾斜 4°

細の方向］ S3°E

ﾡ拡 650m
ﾡ生 第74 (101-102H)お川。なお, 林相は写真57(PL.24)の示す通りである。

土城店断面

L

F

H

At

0-1cm 落葉 と 枯枝の薄好。

1-2cm 細模だ株。属の厚さは極めて強い。

2-5cm 濃 松-黄 鈍色 (Hair Brown)Y 黑 後-黄濁 色 (Clove 
Brown)"。 crumbstructuree ﾡ剣, 蟻 •等棲息する。細ﾡ 

多 く 土壊の採取が困難な 位で あ る。

5-13cm ﾡ-鈍色 (Drab)。 中根多く 土堆採取円爾の使用が 困難で

D....... Dominant tree layer. Ds.........Subdominant tree layer.
Sh........ Shrub layer. G....... Ground flora.
* 植物名は根本ﾡﾡ. 昭和114 (1936).前掲による。

ある。ﾡのﾡ朽によつて生じた孔多。上部に蚯蚓,ﾡ桜息o

1) ﾡ土 の色。色は 京営林ﾡ. 昭和184 (1943). 前掲による。
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A:-G1 13-22cm

G. 22-38cm

G. 38cm+

白松-賞色(Pale Drab Gray)-明J-賞色 (灰汁色 Drab

Gray)。#。ヤチ グモの根川当多数,

白色 (White)。 砂のレンズ状ﾡ (大山矢) を挟む。

淡松式ﾡ色 (動委色 Cinnamon Buff) のH出あ り。#置。

Tab. 72. Profile 30 の 化学的性質

Analyses of G-soil, Iraxinus excelsissina, Fags crenata (Profile 30)

位 別
Horizon At

--------------------------

A-Ga G G

pH(原 土)..........
Fresh soil

4.59 4.25 4.61 4.86

' (%ir と 一:ノ・・・・**"*'"*" 
dried soil

4.50 4.40 4.65 4.30

c % ・ 22.76 5.12 2.89 0.60

N % ・ 1.49 0.67 0.18 0.08

C/N ・ ...................................... 15.3 7.6 16.1 7.5
NHN mg in 100 g-.............. 2.9 2.7 — —

NOrN mg in 100 &............・・・ 0.0 0.0 —

型換性 
Exch.

Ca (m.e. / !00g).... 
Ca

6.45 0.96 0.64 1.36

置換性 
Exch.

Mg (m.e./100g).... 2.68 0.50 0.30 0.99 Phot. 55. 前の上部

Upper part of the same soil profile. 
Characteristics of Pbm-soil remain 
in H layer and A] horizon.Tab. 73. Profile 30 の物用f性:パ"

Physical properties of G-soil, Fraxinus cxcelsissima, Feigns creala 
(Profile 30)

Phot. 5. Profile G
Profile of intermediate type of 
Pnm- and PwI・soil (Profile6).

用 位 別 
Horizon A G. Gs

探取時水分 ....... %** 88.51 83.15 67.73 62.41
Moisture content of fresh soil

" .............%*** I 98.89 99.55 101.13 103.57
・・水計 ......  %** 89.51 83.53 66.97 60.26

Water- holding capacity
却 位 t ..............%** 87.5 80.7 65.8 58.3・ピ 「ペ* "* *

Porosity
ﾡ小#気.... **

Air capacity
-2.0 -2.8 -1.2 -2.0

# え 朮....... 24.2 41.0 80.3 109.2
Volume weight

ﾡ .................................. gWeight of roots in 400cc of soil
9.47 1.59 0.29

* 〔I然状ﾡの土投についての験果。
Determined by the use of soils in natural condition.

** ﾡ土の占るな依に対する %
Expressed in percentage of the volume of fine soil.

*** 水止に対する %
Expressed in percentage of the water-holding capacity of soil.

Phot. 56. Profile 6 設地門近のブナ林

Beech forest on intermediate type of PDu- aad Pwn-soil 
(Profile C). Two old beeches (in cer.tre) with young 
beeches behind.
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ナ林土ﾡの研ﾡ (大政) 一 101 -

この:収はブナ林のG型ﾡのﾡ的のものである。Wilde "氏の分ﾡの Alpha-Gley に 

ﾡ当する。

にでは crumb 岬のHﾡが発述しているが, こ ・に生するヤチグでの近年の生炎が 

・央な ことやナ ノキの生がな外に貴灯な ことは, かか、るIいHの在するためと もおえ 

られる。AHの性もﾡ物つ生に対して北ﾡ的良灯な状館におかれている ものと思われろ。 

それは第72炎の置換性石iが及びマグネシウムのから も推測されるところであるが,第73炎 

の A ﾡのﾡのの大さいこともこのl川のT情を物つているように思われる。

ヤチグモのﾡはグライIに も可な り深く 分布 している。根の周囲が酸化鉄によ って淡橙- 

初色にﾡ色する こ と はﾡ入氏の指ﾡされた沼沢ﾡ物におけ る現と同一代げに よ つて生ナる 

ものであろう。

写真 58 (PL. 24) は Profile 作製の翌日品く も担取り歯所が水で湖された様子を示したも 

のである。

Tab. 74. Profile 30 のﾡ物I報しば"

Composition of Manchurian ash forest on G-soil (Profile 30)
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附用
Layer Species

数 農
Abundance

謝高;
Height 

m
Bな優

Diameter 
cm

D プッサノキ Betula sollcnnis Koidz. o
プナノ*キ Fagus crenata Blume o-f 20 39

ャチダe Fraxinus excelsissima Koidz. ・ 26 47

ヒ トッ バカ へ グ Acer distylum Sieb. ct zucc. r ヽ

ブカイ * A. mono Maxim var. Mayri 
Koidz.

r

ホホノキ Magnolia obovata Thunb. o
ウハ ミ グザクラ Prunus Grayana Maxim. vr
モイ ハダイ ッュ Tilia Miyabei Jackに. var. 

yesoana Nakai
r

Sh *ホパグロモジ Benzoin membranaceum O.
Kuntze

o

ッノハシバ ミ Corylus Sieboldiana Blume 
var. typica Nakai

0

コマュミ Evonymus striata Loes. 0

ノリゥッギ Hydrangea paniculata Sieb. 
var. floribunda Rcgel

r

コヤウラクッッッ Menziesia pen tandr a Maxim. o

1) Wilde, S. A. 1940. Classification of Gley soils for the purpose of forest management 
and reforestation. Ecology. XXI 34.
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階用
Layer

名
Species Abundance

併;
Hieight 

m
Diameter 

cm

= ミヤカクバ ミ Oxalis Acetosella L. o

ムラサキギシキッッウ Rhododendron Albrechtii 
Maxim.

vr

チシマザサ Saa kurilensis Makin。 ct 
Shibata var. genuina Nakai

f

ナナカド Sorbus commixta Hedl. r

エゴノキ Styrax japonicum Sieb. et Zucc. vr
モイ ハボダイ ッュ Tilia Miyatei Jack. var. 

Yesoana Nakai
r

G イ タ+カヘァ Acer mono Maxim. var. 
eupictum Nakai

vr

ウ リハダカヘデ A. rufinerve Sieb. et Zucc. vr
トリブシシコウー Astilbe congests Nakai f
サルメンエビネ Calanthc tricarinata Lindl. r

オクノカンスゲ Carex Marrowii Boott subsp. 
foliossima Ohwi

va

"ヒイ メガヤ Ccphalotaxus nana Nakai r

ッノハシバ ミ Corylus Sieboldiana Blume 
var. typica Nakai

r

ナットクダイ Euphorbia Sieboldiana Morr. 
et Decne.

o

=トゥグル Hydrangea pctiolaris Sieb. et 
Zucc. var. cordifolia Franch. 
ct Sav.

r

サハヂサ+ H. macrophylla DC. subsp. 
serrata Makino f. acuminata 
Malcin。 et Nemoto

o

ハヒイ メッゲ Ilex radicans Nalcai f
»リ*ッ Kalopanax pictum Nakai var. 

typicum Nakai
vr

・yシダ Leptogramme totta J. Sm. a

*クイ*ク Ligustrum Tschonoskii Decne. vr

ックゥルシ Rhus Toxicodendron L. var. 
radicans Torr.

o

シシガシラ Spicantopsis nipponica Nakai 
var. japonica Nakai

r

D........Dominant tree layer.
Sh........Shrub layer.

Ds........ Subdominant tree layer.
G.........Ground flora.

* ﾡ物名はﾡ本ﾡ・I和114(1936).前掲による。

プナ林土ﾡの研究 (大政) -103-

b) Profile 39 (PL. 65)

所在 1森県下北郡大畑町『大す大畑字大尽山国行林 68 林班い小ﾡ

地形 宇合利湖と大尽山のlの不壇地。ﾡから約 250m 入つたと こ ろ。

海高5 約 280m
ﾡ生 第77 (105-106yt)お照。なお, 林ﾡはﾡ59, 60 (PL. 25)に示す りである。

土壌店断m

L 殆どない。

A 0-6cm ・松式-撮鈍色 (ﾡ充茶 Fuscous)"。 ﾡ々 platy な crumb 

structure。泥炭の様相を示す。腐朽根による孔隙を認む。ャ 

チグモのﾡ多数。

B 6-14cm ﾡ性下色(お茶色Hazel)。 和々crumbstructuree 祐士を

多量に合む。腐朽根によ る孔隙七源む。

A' 14-25cm 黑 ﾡ 賞-松 濁 色 ( 茂 色 Bone Brown)。 明 ﾡ資 ﾡ 色 

(Pinkish Buff) の粘土の海將を挾む根の周囲 は暗松黄-橙色 

(Umber Brown)o ミヅバセウ等のﾡが多い。泥炭の様相を示 

し附朽ﾡに よ る孔隙 を 認む。

G. 25-37cm 明ﾡ一責鈍色 (灰汁色 Drab Gray)。massive な粘士店。祉

-責ﾡ色 (Drab) の部分はﾡ木その他の行根物のﾡ朽によつて 

着色したもの。腐朽根による孔隙を認む。

Ga 37-50cm 全体として淡松-黄鈍色 (Light Drab)。精しく 見れば校-黃 

鈍色(Drab) とﾡ性賞校色 (Umber Brown) と 白黄-橙平 

色 (Pale Ochraceous-Buff) とのじた小ﾡの。 Umber 

Brownは根の周囲の鉄砲。

G, 50cm+ 上部は砂ﾡ。 全休としてﾡ-責鈍色(Drab)。これも砂と鉄と 

ﾡﾡの色の色。下部はﾡ石の小ﾡ。金屈をじてﾡによる孔 

硫があるが, G, 府では特に色の行機物が:墳だしている。

G, 特に見出される腐朽木は非常に柔か くスコッ プで 守場に切 

れる。城くと G., G., G の各府は極端に収縮する。

本土壊は 湖畔の ヤチダ モ林の グライ 土壌で あろがチグモ林としても 稍々 特殊の ものと考え 

られる。G. 暦の下方に礫城のある点や各特の形態からみて,以前この箇所は湖底であったも 

ののように考えられる。おそらく 周囲から 土壊が運技されて 今日の状態になつたものであろ

1) 風土の色。色は東京営林応. ・和184 (1943). 前による。



-104- 林野土城調報 第1号 ゲナ林北状の研ジ (大政) -105-

うo. ミヅバセウの根は Gﾡにまで及んでいる。この北は Wilde "氏の分題には厳には 

当てはまらぬが Alpha-Gley に相当する もの と思われる。

第75炎, 第76表はこの土壌の化学的及び物則的性を示したものであるが, Aﾡに微ﾡな 

がら NO,N の記められろことはAルが比較的 porous なためであろう。

Tab. 75. Profile 39 の化学的件賞

Analyses of G-soil, Fraxints excelsissina (Profile 39)

用 位 別
Horizon A B A' G. Gs

pH (原 土)........ 4.17 4.25 4.46 4.69 4.70 4.78
Fresh soil

NHN mg in 100 g............ 3.4 2.5

1

NO3-N mg in 100g............ 0.6 0.0 — — — —

Tab.76. Profile 39 のD物理的性:{

Physical properties of G-soil, Fraxinus cxcclsissima (Profile 39)

用 位 別
Horizon A B A' G. Ga Ga

探取ﾡ水分......  s*
Moisture content of fresh soil

77.22 78.86 I 78.94 1 77.30 69.32 59.52

" ............. *** 90.72 95.59 94.21 98.38 98.43 93.07

容 水 a............. **
Water-holding capacity

85.11 82.49 83.79 78.57 70.42 63.95

孔 ﾡ it ...............%** 89.3 85.6 89.2 78.8 72.4 69.1
Porosity

最小#気 t............ *Air capacity ・ 3.1 5.4 0.2 2.0 4.1

・+ 税 T....................... 20.1 31.9 20.2 52.6 72.7 84.5
Volume weight
根 .......... .g 一 0.44 8.70 0.64 1.74 5.44

Weight of roots in 400cc of soil

* 「1然状ぴの土機についての突験術果。

Determined by the use of soils in natural condition.
• * 編土の占める症に対する %

Expressed in percentage of the volume of fine soil.
・ ** 水はに対する %

Expressed in percentage of the water-holding capacity.

1) Wilde, S. A. 1940. 前掲。

Tab. 77. Profile 39 のM物昨海報な"

Composition of Manchurian ash forest on G-soil (Profile 39)

Pル
Layer

稗 %
Species

数 班 
Abundance -

樹离 
Height 

m

助径
Diameter 

cm

D ゾハシノ キ AInus japonica Sicb. ct Zucc. 
var. arguta Call.

f 20 32

Fraxinus cxcclsissima Koidz. a 24 42

Ds サハグル ミ Pterocarya rhoifolia Sicb. et 
Zucc.

f

Sh ・ヒイ *ガ Cepahlotaxus nana Nakai vr

ュミ Evonymus sicboldianus Blume r
ノリウッギ Hydrangea paniculata Sicb.

var. floribunda Regcl
0

・yシダ Ieptogramme totta J. Sm. r
オクイボグ Ligustrum Tschonskii Decne w

サハフクギ Palura chincnsis Nakai var. 
pilosa Nakai

ウハ・ッザクラ Prunus Grayana Maxim. r
二"トコ Sambucus Sieboldiana Blume 

var. typica Nakai
r

ハウチハカヘダ Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf V. Schw.

vr

オクトリカト Aconitum subcuneatum Nakai r
エゾオホバ センキウ Angelica refracta Fr. Schw. r

イ ヌクフバナ Clinopodium Fauriei Hara var. 
japonicum Hara

r

*ホイ ハブザミ Cirsium Greatrexii Miyabe ct 
Kudo

vr

ハウチャクサウ Disporum sessile D. Don vr

ッシダ Dryoptcris crassirhizoma Nakai r
ッル-サ* Evonymus radicans Sieb. r

ゴトウッル Hydrangea pctiolaris Sieb. ct 
Zucc. var. cordifolia Franch. 
et Sav.

vr

エソプヂサ+ H. yesoensis Koidz. r

ィ*ッゲ Ilex crenata Thunb. var. 
typica Ioes. f. genuina Loes.

0

ミ ッバセウ Lysichiton camtschatcense
Schott

0

クサンテッ Matteuccia Struthiopteris
Todaro

vr
1
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階ﾡ H名
Layer Species Abundance

pな5
Height 

m
B;it径

Diameter 
cm

ヤ ドリシダ Osmunda cinnamomea L.

フッキサゥ Pachysandra terminalis Sieb. 
ct Zucc.

オホミンンバ Persicaria Thunbergii Gross. 
var. stolonifera Nakai

ツルキッネノガクン Ranunculus hakkodensis Nakai
ツルシキ ミ Skimmia repens Nakai var. 

typica Makino

ブギスミレ Viola semilunaris W. Beck.

v

o

va

r

vr

r-o

D......... Dominant tree layer. Ds..........Subdominant tree layer.
Sh......Shrub layer. G......... Ground flora.
* 植物名 は根本莞阴・ ・和114 (1936). 前掲に上る。

B ヒバ林の土接

以上でブナ林に分布する各土壌型 (Soil Family Groups) について一 応の記載を したので 

あるが, ブナ林地帶に 2 大分布を している ヒバ林,スギ林において これらの土壊は如何なる現 

われ方をしているだろうか。スヒバ, スギ等の特徴のあろ樹ﾡの下でこれらのﾡは如何なる 

影響を受けているであろうか。以下少しく ヒバ林, スギ林の土壊型の代及的の もの を 記載する 

ことにする。
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1) BA 型土ﾡ..... 乾性色森林土 (傾斜地型)

ヒバ林におけるA型土壊はブナ林の場合と全く 同様な地形に現われる。 域府断面の形態も 

両者間に何等現るところは試められない。か る土壊の ヒパ林は林相が極めて貧躬で純粋な ヒ 

ベ林というよりはむしろ翼樹林にヒバが点在するとる方が適切なような場合が多いのであ 

る。従つて, そとにﾡつﾡ物もブナ林の場合と大遊な く ミゾナラ・ブナノト・ブカッデ・ッ 
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ノキ・ウスノキ・クシバ・チゴュリ・ マヒヅルサウ等が通に見受けられるものである。

Profile57 はその一例である。この店断ﾡは必ナしもれ的のものではない。

a) Profile 57 ( 61, 62 PL. 26)

所在 森県東池軽奥内村大字中内真部字内真部山国行林11 林班ほ 小班の隣接地

地形 小尾根の南西面。

傾科 300

ﾡの方向 S 70° W

海抜高 230m
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生 第79 (108-110y) お。 林相及び地床状店は写真 63, 64 (PL. 27) の示す
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通りである。

土ﾡI蘭i

が脱つているように見受けられる。このこ と はこの土壊が Ba 型土壌の標式的の ものに比

L 0-2cm 主と して測葉明の落葉。

F-H 2-3cm 赤欄色"。 ﾡや葉の細に H の形態に近い crumb がまじる。

孔硫多。細ﾡ多数。

Ai 3-15cm 町iC。 一部 nutty 一部 loose,granular structure. 項

65 (PL. 28)は nutty structure 形成中途の土ﾡの顕微彼 
•

真。溶脫作用を受けている。細ﾡ多数。外生菌根多数。殊に下

府との境において多数。

BI 15-40cm 水iC。massive から nutty Xii loose granular structure

に移行小。 写 66 (PL. 28) は位かに nutty structure
が形されよ う と している状館を示す顕桜彼ヶ。全休が鉄に

く染められている。ﾡ多数。

Bっ-C1 40-70cm 赤色。massive. 写 67 (PL. 28)はその顕ﾡ載写真。

ﾡ々照諾。石除を合む。ﾡ多数。

Ci 70cm+ ﾡ赤欄色。massive. 石礎梢々 多数。棋桜少数。

この土域は Ba 型特イの loose granular の構造を 呈. しているが,全休と しては nutty の

して利々湿性に傾いていることを示しているものとおえられる。第 79 表の植生を見ても同様 

のことがおえられるのである。
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Profile 57のpH価及び炭素率は第78表の示す通りである。

Tab. 78. Profile 57 の化学生的性質

Analyses of BA-soil, Quercts crispula (T/ujopsis dolabrata var. Hondai)
(Profile 57)

1) 原土の色。

耐 位 
Horizon

别 F A B. B,

pH (Mt 土)
Fresh soil

4.86 4.84 5.06 5.14

C % ・・・・・・・・ ・・・・・・・・ 21.35 6.15 3.56 2.61

N % ............. •...... 1.28 0.39 — _

c/ N ............. ........ 16.7 15.8 —
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Tab. 79. Profile 57 のつﾡ勿『が制L*
Composition of oak forest on B-soil (Profile 57)

数 J 
AbundanceSpecies

I Pリiiitf 
t Diameter

cm
名

D ハウチハカへ Acer japonicum Thunb. var. 
typicum. Graf V. Schw.

vr

イクャカ～ A. mon。 Maxim var. cupictum 
Nakai

vr

カシ Carpinus laxiflora Blume r
プ ナ キ Fagus crenata Blume vr

ハリギ 9 Kalopanax pictum Nakai var. 
typicum Nakai

vr 16 29

i ッ ナ ラ Quercus crispula Blume o-f 16 52
ハククンギ ク Styrax obassia Sieb. et Zucc. r

Ds ハウチハカへ Acer japonicum Thunb. var.
typicum Graf V. Schw.

vr

イクヤカ〜 A. mono Maxim. var. eupictum 
Nakai

vr

ギマモミ ヂ A. ornatum Carr. var. 
Matsumurac Koidz.

vr

ブカシ Carpinus laxiflora Blume vr
ブナノ キ Fagus crenata Blume r
プッキナ シ Micromeles alnifolia Kochne vr
・ グ ナ ラ Quercus crispula Blume r
ナナカマ ド Sorbus commixta Hedi. vr
ハクウンボ ク Styrax obassia Sieb. et Zucc. °
ヒノキアスナ ロ Thujopsis dolabrata Sieb. et 

Zucc. var. Hondai Makino
二 r

Sh ハウチハカへ Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf V. Schw.

r

イクヤカへ デ A. mono Maxim, var. eupictum 
Nakai

vr

ヤモミ ヂ A. ornatum Carr. Matsumurac 
Koidz.

vr

ト チ ノ キ Aesculus turbinata Blume vr
mnembranaceum O.Benzoin 

Kuntze
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PLATE 28 プナ林上の祈だ (大政) -109-

*Ca. 60
Phot. 65. Profile 57のA1用

A horizon of BA-soil (Profile 57). 
Initial stage of nutty structure for• 
mation. Slightly bleached.

*Ca. 60

Phot. 66. Profile 57 の B)用

B, horizon of the sa:e soil. Initial 
stage of nutty structure formation.

*Ca. 60
Phot. 67. Profile 57 のB-C1 ル

B:-C1 horizon of the same soil. Massive.

喀卄
Layer

1

H 名
Species

数 度
Abundance Heist Diamctet 

cm

ノリウッギ Hydrangen paniculata Sieb. 
var. floribunda Regel

ヤ "ルシ Rhus trichocarpa Ntiq.

チ*ザサ Sasa palmata Naleai 

ナナカ→ r Sorbus commixta Hedl.

*ヒコウ Ulmus laciniata NIayr 

ヒノ キプスナロ Thujopsis dolabrata Sieb. Ct
Zucc. var. Hondai Makino

.シカリ Viburnum furcatum Blume

ミヤ→ガ→ズミ v.Wrightii Min. var. typicum 
Nakai

vr

vr

vr

vr

Gh イ グヤカへア Acer mono Maxim. var. 
eupictum Nakai

ヒロ ハテンナンシヤウ Arisnema robustum Nakai 

トリプシシコウー Astilbe congesta Nakai 

ヒメブッ Aucuha jnponica Thunb. var.
borealis Mliyabe

オホバグロモッ Benzoin membranaceum O. 
Kuntze.

ハじイ ズガヤ Cephalotaxus nana Nakai 

カラメシキ ミ Daphne Niyabeana Makino 

ミギイ グチシダ Dryoptcris remotissim Koidz. 

プシダモ Fraxinus Sieboldiana Blume 

ノリウッギ Hydrangea paniculata Sieb.
var. floribunda Rcgel 

プキクプキ Pctnsites amplus Kitamura 

ヤ*ウルシ Rhus trichocarpa NMiq.

ッルシキ ミ Skimmia repens Nakai var.
typica Makino

ブキノキリンサウ Solidago Virgaurca L.. var. 
asiatica Nakai

ナナカ ド Sorbus emmixta Hedi.

キプシ Stachyurus praecox Sieb. ct 
Zucc.

オヒ_コウ Ulmus laciniata Mayr

ム.シカリ Viburnum furcatum Blume

ミヤーガーズミ V. Wrightii Miq. var. typicum 
Nakai

; I

vr

■

0

r

0

vr

wr

r

vr

vr

r

vr

vr

r

vr

vr

r

o



プナ林土ﾡの研 (大政)
林野土ﾡ調査報 1号-110-

Layer
名

Species
数 度 

Abundance
併な5 Hieight 

m
g高it径 

Diameter
cm

G1 ハクチハカヘデ Acer japonicum Thunb. var.
typicum Graf v. Schw.

「

カンスゲ Carex Morrowii Boott. o
ッルリ ングウ Crawfurdia japonica Sieb. et 

Zucc.
vr

ァナノ* Fagus crenata Blume vr
Fraxinus Siebodiana Blume r

イxッゲ Ilex crenata T unb. var. typica 
Loes. f. genuina Ioes.

r

キ ソタウゲシバ Lycopodium serratum Thunb. 
var. Thunbergii Makino

vr

チシャザク ラ Prunus nipponica Matsum. 
var. kurilensis Wils.

vr

・ッナラ Quercus crispula Blume vr

*マゥルシ Rhus trichocarpa Miq. r

イガラミ Schizophragma hydrangeoides 
Sieb. et Z cc.

r

シシガシラ Spicantopsis nipponica Nakcai 
var. japonica Nakai

vr

ハクウ ンボク Styrax obassia Sieb. ct Zucc. vr

テ リ ハタチッボス ミ レ Viola Faurieana W. Beck. vr

タチッス ミ レ V. grypoceras A. Gray vr

D ......... Dominant tree layer. Ds...........Subdomina t tree layer.
Gh Ground flora (high).Shrub layer.

Ground flora (low).

:地る断mi
F 2-3cm")

H-A 2-3cm

A-Bi 5 6cm

B 5-10cm

Ba 10-20cm

Ci 20-25cm

C 55cm+

o

灰黄色に淡赤褐色斑。

凝灰の未風化部。

Sh
G.1

ﾡ物名は機本売術・昭和11年 (1936)・前掲による。

灰黃色。 granular 土40 

structure, 砂。 ﾡ

分山糸入。

m賞色。明度の nutty ー口

structure。 砂ゴに。 -

町計資色。未風化。i色 山 o

*としたヒバ『。

赤紫色。靴場し, 商iネ

の臭はなはだしい悔W 1

H。 -

ﾡ次賞色。 砂I。

loose granular st rue-

Hire。苗糸の混入はな

はだしく 水色を品す 十j0

Fg.11. Profile (5) の符断而図

Profile (5). Schematically presented from 
the report of Yamaya.

本土墟の化学的及び物理的性質は次の表の通 り であるo
Tab. 80. Profile (5) の化学的性質

Analyses of BA-soil, Thjopsis dolabrata var. Hondai〔Profile (5)〕 
(After Yamaya, data as yet unpublished)

大に ヒバ林の Ba 型土壌の一例を国行林野森林土ﾡ調査の山谷氏の復命" から1録する こ 

とにする。ﾡ断面は第 11 図の示す通りである。

b) Profile (5) (第11図)

所在 消森県北無金木営林者格良市経営区 (小田川田有林 38 林班に 小班)

地形 狭いの部。

海数高 120m

植生 第82炎 (112-113y0) 参順。疎開 した ブナ ノキ・ ミッナ ラ林の下にﾡ生流木状 

のヒバが乾性液木類とともに成育している。

1) I 谷求一, ・和I 24 年 (1949 b) ・M和 23 度喜項市経営区土境【調役命書,

用 位 別
Horizon H-A A-B1 Ba B

( pH* ........5.2 5.0 5.0 5.4・ ......
反 応、く

Soil reaction 置L換「性・・.・
Exch. acidity

14.80 24.00 5.25

M 植% ..........Humus
59.61** 65.26 10.12 5.71

七 站 担 計 2 ............... 87.65 28.89
Loss on ignition
置換性.Ca (m.e./100g) ...

Exch. Ca
— 0.13 0.09 0.07

" 比色法に よ ろ。
Determined colorimetrically.

** Tiurin 氏法によつた:に過少の値となり期熱損量と矛ﾡすることとなったと思われる。
Determined after Tiurin.

1) 負身の!さた示し:数子で, 地炎からのﾡさではい。
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Tab. 81. Profile (5) の物理tET"

Physical properties of BA-soil, Thjopsis dolabrata var. Hlontdai〔Profile (5)〕 
(After Yamaya, data as yet unpublished)

用 位 別
Horizon H-A** A-B1** B.* B:

採取 時 水 分...... **
Moisture content of fresh soil

25.4 22.3 27.5

年 水 it............. %"x*
Water-holding capacity

77.3 23.2 27.7 38.4

孔 誠 L............ %*** 88.5 78.1 68.2 70.2
Porosity

最 小 容 気 t............ %***
Air capacity

12.7 70.3 59.4 45.3

" 自然伏意の土壊についての実験話果.
Determined by the use of soils in natural condition.

** 充ﾡによる抑取
Soils were put into tubes using the scoop.

*** 取時物はに対する %

Expressed in percentage of the volume of fresh soil.

Tab. 82. Profile (5) のﾡ物ﾡ細
Composition of beech-oak forest on BA-soil (Profile (5)

種 名 誠 屋
Species Cover degree

ゴンギツ Acanthopanax sciadophylloides Franch. et Sav. 1
ハウチハカヘ Acer japonicum Thunb. var. typicum Graf v. Schw. 2
ブカイ クヤ Acer mono Maxim. var. Mayri Koidz. 1
ヒメブジキ Aucuba japonica Thunl. var.borealis Miyabe I
オホバクロモッ Benzoin membranaceum O. Kuntze 3
カンス Carex Morrowii Boott 2
ツノハシバ ミ Corylus Sieboldiana Blume var. typica Nalcai 2
エンユッリハ Daphniphyllum humilc Maxim. I
チゴリ Disporum smilacinum A. Gray 1
ツリバナ Evonymus oxyphyllus Miq. 1
コ 7・ユ ミE. striata Loes. 1

ブラゲブシダモ Fraxinus sambucina Koidz. var. pubescens Nakai 2—

プナノキ Fagus crcnata Blume 4
プクシバ Hugeria Japonica Nakai 3

イ*ツゲ Ilex crcnata Thunb. var. typica Ioes.f. genuina Ioes. 2-
ヒ メ モ チI. leucoclada Makino 4

プナ林土りの研ﾡ(大政)

稲 名
Spccies

破 座 
Cover degree

ッルッゲ llex rugosa Fr. Schm. I
ハナヒリノキ Leucothoe Grayana Maxim. var. intermedia H. de 

Boiss.
,5

ホ*ノキ Magnolia obovata Thunb. I
- ヒ グルサウ Maj nthemum dilatatum Nels. et Macbr. 3
プッキナシ Micromeles alnifolia Kochnc 3
ジンエフイ チャクサウ Pirola renifolia Maxim. 3
ウハミ ヅザクラ Prunus Grayana Maxim. 2-

ワラビ Pteridium aquilinum Kuhn. var. jap nicum Nakai 2
ミッナラ Quercus crispula Blume 2
コ ナ ラQ. serrata Thunb. 3
ヤゥルシ Rhus trichocarpa Miq. 3
チ *ザサ Sasa palmata Nakai 2
ッルシキミ Skimmia repens Nakai var. typica Makino 3
ナナカ ド Sorbus commixta Hedl. 2
ヒノキブスナロ Thujopsis dolabrata Sieb. et Zucc. var. Hondai 

Makino
4

ホッッウ Tripetalein paniculata Sieb. et Zucc. 2
ナツハ七 Vaccinium Oldhami Miq. 1
ウ ス ノ キV. Usunoki Nakai 4

シカリ Viburnum furcatum Blume 3
ミヤ→ガーズミ V. Wrightii Miq. var typicum Nakai 4

* 植物名 は根本莞田. 昭和114(1936). 前掲による。

2) BB 型土壌……乾性代色森林土 (級斜地型)

ヒバ林の Bn型機はﾡがの調査では際会しなかつたのであるが, 側々山谷氏の復命を受け 

たので1) こ ・に記ゆする。ヒバ林の Bn型ﾡもに域断mの形態, 出現する地形等は ブナ林 

のそれと相似しているが, ヒバ朴の場合は諾ﾡﾡが強いために地ﾡ物がブナ朴の場合より も 

適, 陰性に傾き, 植物の種的 •数加 も減少する。しかしながら所謂湿性の植物は見受けられ 

ない。

a) Profile 4 (第12図)

所在 消森県北沖ﾡ金木営林良市;経営区 (良市山国行林54 林班は小ﾡ)

1) Il谷半一,昭和244ポ (1949 b). 前掲。
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地形 の1市。

海数高5 200m

松生 第86炎 (116y0) 参照。ヒバの幼社 

令の極めて密な林分。林址に残存す

るﾡﾡ掛のﾡ模及び大径ﾡ解休木" 

から推定するとﾡ業掛を交する複 

好林が頻繁に伐採されて現住の林相 

を呈していると思われる。

土壌府断面

C

F 2cm" ヒ バの低朽楽。板 

状に側越する。

H 1-2cm 紫黒色。幾分Aﾡ 

の crumb dust?> 

がまじる。

A 4-5cm 紫黒色。crumb 

dust。極めて 粗 

懸。

B 8 33cm 町柳色。 loose

granular structu

25cm十

Fig. 12. Profile (4) のF所面図
Profile (4). Schematically presented from 

the report of Yamiaya.

Tab. S4. Profile (4) の 化学組成*

Composition of Bn-soil, Tjobsis dolabrata var. HonidaiCProfile (4) 

(After Yamtaya, data as yet unpublished)

冊 位 例 A RHorizon
■ ー ー ー

ハ
SiO3 : ................. 8.61 12.02

Feっ。 % ........ 4.43 5.81

A1.O, % ................. 1.78 3.64

SiOs / R:。 ........ 3.17 2.78

SiO コ / Al.O, ................. 8.20 5.60

SiO- / Fe:Oa ................. 5.16 5.50

" 品(可分解分

Soluble in hot 1.15 sp. gr. HC1, 1 hour, 1: 30.

Tab. 85. Profile (4) の物理的性『"

Physical'properties of Bn-soil, Tjobsis dolabrata var. Hondai[Profile (4) 

(After Yamaya, data as yet unpublished)

責#｛っ T賞。 !。 根によ る割目がある。

本土壊の化学的及び物理的性質は次表の通 りである。

Tab. 83. Profile (4) の化学的性質

Analyses of Bn-soil, Thwjopsis dorabrata var. Hondai〔Profile (4)〕 

(After Yamaya, data as yet unpublished))

* 比色法によろ。 ** Tiurin氏法によろ。
Determined colorimetrically. Determined after Tiurin.

脣 別 1 ﾡ 1 A P 1 S

./pH* ..........
Soil reaction換 酸 .... !

5.2 5.8 6.2 6.4

一 24.20 5.00
Exch. acidity 

X 権 %....... 84.01 34.47 11.24 3.93
Humus

灼 然 祗 t %................. 97.06 48.33 ...
Low on ignition
置換性 Ca (m.e./10Og).... 

Exch. Ca - 0.08 0.07 ・

耐 位 別
Horizon H** A** B C

ね Iz ne 水 分....... ・<*# 56.8 35.2 30.8 40.1
Moisture content of fresh soil

容 水 t................ %***
Water-holding capacity

76.2 52.1 38.8 54.5

孔 ﾡ ft....... ク***Porosity
79.2 78.7 76.4 54.9

量小 年 気 技....... %**
Air capacity

3.0 26.6 37,6 0.4

1) 用f場の敗さな示した数で, 地炎がらの深さでばない。

2) Clarke G. R. 1941. 前掲参m。

" fI然状態の土りについての験術果。

Determined by the use of soils in natural condition.

* * 充境による採取

Soils were put into tubes using the scoop.

* ** 扰取時容献に対す る 25
Expressed in percentage of the volume of fresh soil.

Bn 型ﾡとして比ﾡ的 pH 価の大きいのは比色法によつたためである。以上3表を見ると 

この土ﾡの性ﾡは可な り良く わ されているよう に思われる。
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Tab. 86. Profile (4) のﾡ物『細U"
Composition of Hiba arbor-vitae forest on Bn-soil〔Profile (4)

* ﾡ物名 は根本売甲. 昭和 11 年 (1936) ・ 前掲書に よ る。

円 sp..。 ? 税 ル
Cover degree

ハウチハカヘア Acer japonicum Thunb. var. typicum Graf v. Schw. 1

ヒメブッキ Aucuba japonica Thunb. var. borealis Miyabe 4
オホバクロモウ Benzoin membranaceum O. Kuntze 2

カシスゲ Carex Morrowii Boott I

ク ッ Castanea crcnata Sicb. et Zucc. 1

ハヒイ スがヤ Cephalotaxus nana Nakai 2

ッリバナ Evonymus oxyphyllus Miq. 1-

ブナノキ Fagus crcnata Blume

ノリウッギ Hydrangea paniculata Sieb. var. floribunda Regel 1

ゴトウッル H. petiolaris Sieb. ct Zucc. var. cordifolia Franch. ct 
Sav.

I

tメモチ Ilex icucoclada Malcino 3

ッルブリ ドホシ Mitchella repens L. var. undulata Makino

・ッナラ Quercus crispula Blume

ックウルシ Rhus Toxicodendron L.. var. radicans Torr. 1

ヒノキスナロ Thujopsis dolabrata Sicb. ct Zucc. var. Hondai Makino 5

・シカリ Viburnum furcatum Blume 1-

3) Be 型土壌……弱乾性ﾡ色森林土

°者の調査において も, 山谷り 氏の津軽,下北両めの調査において も ヒ バ林では Bc 2に 

壊は発見されていない。

4) Bn 型土壊……ﾡ羽性ﾡ色森林土

ヒバ林では Pn型 及びPmn 型 土壊が特に注意され,これに関する報告は従来も見受けら 

れるがみ, Bp 型土壊の分布 も必ずしも狭くない。この土地は東又は北に面するﾡ商とか不担 

地に現われる。 特別な指標植物の認められな いことは ブナ林の Bn 型土壊の場令と 同様であ 

る。 オホバクロモジ ・ ゴトウゾル ・ ッノブカグマ ・ ミヤマイタチシグ等が通に見受けられる 

ﾡ物である。

1) 山谷*一,M和24 (1949a)- 恐Ilﾡ林におけるヒ林土ﾡの形ﾡについて. ロ.林・た. 31. 
14; 山谷求一,部和244(1949b). 前掲。

2) 大数正R, 昭和15年 (1940).前掲書: 川為孫M 永 田正衣,巾 山海一邸,昭和 16 年 (1941). 前 

掲; な崎l, W和1174(1942). 前参照。

プナ林土の所ﾡ (大政) 一117-

次にこの土壊の一例と して Profile 42 について設明を加えることにする。

a) Profile42 (PL. 66)

所 森県下北IE川内町大P川内中板家口山国行林 174林班い小ﾡ 
・

地形 *Hi に而する爼而の」舟。

傾韜 30°

Aの力向 N 55° E

海拔為 260m

M生 第89 (119-120員)お照。林ﾡは呼 68 (PL. 29) の示す通り である。

土』断m

L 0-2cm ブナノキ及びヒバの葉。

H 2 8cm n版賞-濁色 (I色 Bone Brown)% crumb structure.

ヒバ・ ブナノキ等の細供多。Root duff 又は matted mor" 
の形態を示す。

A. 8-11cm 上市約 2 cm 崩をﾡつた形跡を認む。 a拡-賞濁色 (茶業 

Buffy Brown)。 下部 は 黒 檀-黄濁色 (Clove Brown)o 

crumb structure。 細ﾡ多。ﾡ若しくは小動物に よ ろと思わ 

れる孔を認む。

a3 11-22cm ﾡ賞-松ﾡ色 (竹色 Snuff Brown)。 granular structure.
棋及び拠に よ る孔多。幾分崩土の形跡あ り。

B 22-35cm 淡黄(乃至黄)-黄褐色(Cinnamon-Buff乃至Clay Color) 

の部分と暗黃-橙褪色 (竹色 Snuff Brown) の部分斑状。 

後は nutty structure の特殊の構造士。これは尚植の供給 

と 根に よ る水分の脫取に よ つて生成 された ものと思われる。ﾡ 

及び根多。

B 35cm+ 明松一賞ﾡ色 (Pinkish Buff)。 massive, ﾡi。胡日多。根 

は稀。

本土軍は ブナ林の Bn型土壌に匹敵する ものである。この土壊の調 先施は Profile 41 (PIII 
型) の調査地と溪谷をはさんで相対する斜面である。同じ率でこの務而と反対側の傾斜面に も 

Pnn 型土壌が現われて いる。このこ とは ヒパ林土壌が微地形によ って Bp型から Pmn型に移 

行する良い例を示すものである。木土壌の B, ほには割口が発達しているが,これによつて

1) ﾡ上 の 色。色 は 東京営林网,昭和 18 年 (1913) ・前 掲書 にょる。

2) Heiberg, S. O. and Chandler, R. F:1941. 前掲参照。
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れば木土墳で も深部では乾快時期には樹体を通じてあ る程度の乾燥が行われる ものと おえ らと

る。

Profile 42 の化学的及び物町的性Iは第87炎及び第88炎の不ナりであろ。

Tab. 87. Profile 42 の化学的tIt
Analyses of Bp-soil, Thjopsis dolabrata var. Hrondai (Profile 42)

耐 . 位 別
Horizon A a3 B, B: B

pH(Mt 土)......... 4.26 3.88 4.53 4.78 4.52 4.76
Fresh soil

NHN mg in 100g.............. 2, 1.1

NOxN mg in 100g............. 53 0.5 一 一 一 —

Tab. 88. Profile 42 の物用的性代"

Physical properties of Bi>-soil, T/jopsis dorabrata var. Hlondai (Profile 42)

ﾡ 位 別
Horizon H-Ai** A: B. B

探取時水 分........ %***
Moisture content of fresh soil

46.06 57.76 60.96 60.05 58.35

" .............. S**** 65.68 87.55 85.25 90.49 92.69
年 水 a.............. ***\atnr.holrlinr ヘnn.ヘトャy 70.12 65.98 71.51 64.93 62.95

• • 拳*** **4***イト \ャ拳*、*場*4卜

孔 fit............... %*** 88.6 83.3 75.1 65.2 64.6
Porosity

■ 小 科 / tt........ %***
Air capacity

18.5 17.3
・

3.6 0.3 1.6

容 種 JR........................ 20.7 39.1 62.0 90.6 92.8
Volume weight

" fI然状態の土投についての突験術果。
Determined by the use of soils in natural condition.

** 円筒に H. A西用別々に採政する ： とが叫ﾡす:め両用にまたがって採し。 
Because of the difficulty of sampling H layer and A horizon separately, both 
were taken in one tube.

*** 岩土の占める辛磁に対する 知

Expressed in percentage of the volume of fine soil.
**** 容水址に対する %

Expressed in percentage of the water-holding capacity of soil.

これ等の炎を Profile 41 の (129 頁)と比核すると Bn 型上単と Ppn 型土壊 との差か 

認められて興味が深い。 ち Profile 42 は Profile 41 に比して pH 価は比較的人であ る。 

又般小容気量 も大き く, 土地が:多少 porous になつていることを示している。探』水分は反

プナ林土ﾡの研 (大政) -119-

対に Profile 41 の方が人であるが,これは大で違べるようにﾡﾡの形店の相違によるもの 

と思われる。NOxN は両 profile 渋に認められる。しかしながら Profile 41 の方が俄では 

あるが 多い。このこと は区にﾡ なす及したよう にﾡ性の力が少い という 従来の観なと矛する 

ものである。

Tab. 89. Profile 42 の拡物n報な"

Composition of Hiba arbor-vitae forest on B»soil (Profile 42)

階將
I niwハr M Species ゃ 数 度 . 

Ahinnnnnp

D プナノ* Fagus crenata Blume r
**ノキ Magnolia obovata Thunb. r
ヒノキプスナロ Thujopsis dolabrata Sicb. et Zucc. var. Hondai 

Makino
va

Ds ヒノ キプスナロ Thujopsis dolabrata Sieb. et Zucc. var. Hondai
Makino

a

G プカイ"ヤ Acer mono Maxim. var. Mayri Koidz. r

・ネカヘナ A. Tschonoskii Maxim. r

サルナシ Actinidia arguta Planch. o
オホバクロモジ Benzoin membranaceum o. Kuntze f
ッルウメe ドキ Celastrus articulatus Thunb. r

ハヒイ メガ ヤ Cephalotaxus nana Nakai r

ミ ッ ・ Cornus controversa Hemsl. 0

シノプカグ Dryopteris mutica C. Chr. a

ミヤマイタチシダ D. remotissima Koidz. f

・リプ* Echinopanax japonicum Nakai r

ナノ* Fagus crcnata Blume f
ゴトウッル Hydrangea pctiolaris Sieb. et Zucc. var. cordifolia 

Franch. et Sav.
va

コケシノ Hymenophyllum Wrigtii Bosch 0

イ*ッゲ Ilex crenata Thunb. var. typica Loes. f. genuina 
Loes.

r

ハリギリ Kalopanax pictum Nakai var. typicum Nakai r

ヤ*ンテッ Plagiogyria Matsumuraeana Makino a

ミッナラ Qucrcus crispula Blume r

ッタウルシ Rhus Toxicodendron L. var. radicans Torr. r

ヒノ ホプスナロ Thujopsis dolabrata Sicb. et Zucc. var.Hondai 
Makino

r
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数 班
Abundance

ヤ→ドウ Vitis amurensis Rupr. var. Coignetii Nakai r

D Dominant tree layer. Ds Subdominant tree layer.
Sh Shrub layer. G.......... Ground flora.
植物名 に根本莞爾. ・和114 (1996).前掲書による。

5) Be 型土壌.....口 漫性」色森林土

ヒべ林においては Br型土壌は必ナしも稀なイ在ではない。ヒバの生は却つてかゝ る土壌 

型において町盤である。仰し太い桜が下部までいていろから樹犯は利川上好ま しい ものでは 

ない。この土ﾡは東又は北に偏したﾡ面の下方スは不地地に分布する土境である。この土境の 

特断而の形態的特徴は分解 した行機物を比核的多に合行すろ こ と (し も土ﾡが交定 して緊 

密な場合は表好に有機物 crumb が:発するが:上壌に行根物のジ透すことは少い), F が: 

殆ど見受けられたいこ と等ブナ林における Bre 型王城の特徴と全くﾡを一にしている。

かかる土壊型に繁茂する桃物にはハ ヒイス ガヤ ・ ヒメアヲキ・ ミゾシグ・ヲッグ・ リヤウメ 

ンシグ・スミレサイシ ン等があ る。又ヒバのI川に トチノキ・ ミ ヅキ等が:点する場合が多い。

Profile 56はBe型土壊の代表的のものである。
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a) Profile 56 (PL. 67)

所在 ﾡ株県東派怪央内村大子内真部子内真部山国行林 11 林班ほ小班

地形 南東に而した斜面の下方で,BA 羽地の Profile 57 の調地とは同じ小糸の 

反対側の斜而 にな つている。

25°

傾斜の 方向 S 40° E
海高 220m

純生 第91炎(121-123貰【) む。 なお, 林相は写真 69 (PL. 29) の示ナ通りであるo

土ﾡ断両

L 0-lcm 主としてヒ バの※。

H

A

1-2cm 喑松黄-橙濁色 (茶色 Natal Brown))。 crumb structure。

顕微鏡下に も 可なり 大きな crumb を認む。細ﾡ多。

2-Ucm 松 -責濁色 (Clove Brown)。不全な granular structure。

1) ﾡ花土の色。色は京営林ル, 昭和184 (1943).尚掲による。
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PLATE 30

・ *ズCa. 80

Phot. 70. Profile 56のA用

A horizon of BE・soil (Profile 56). Aggregates of micro-crumbs.

プナ 林 土 壌 の 所 究 (大政) -121-

顕尚ﾡ下ではﾡ架状不定形靴よ り 成る密な団粒。割れによ る構 

造か出来かけている (呼 70 PL. 30)。細ﾡ多。

AT. 11-29cm 町性-賞ﾡ色(H茶色Saccardo'sUmber)。massive. 細ﾡ 

及びその腐朽 した ものを認む。

I, 29cm+ 明黄險-黄褪色 (Cream Buff)0 massive。呼 71 (PL. 30)

はその顕悩放。 こののIさ45-50cmあう。 ﾡ多少。 

岩脚をまじえる。

木は ヒ バ林土域と しては 寧ろ稍々湿性に偏する ものである。この土:墳が BA 型土域の 

Profile 57 の調査地と同一米の反対側に現われる こ と はかかる土壊型の生成機構を解明する一 

つの賛として興味のある事実である。このことについては大において論及したい。仙この王 

城は Profile 57 と同一小やに属する以上 Profile 57 の場外の ように極端に乾燥する こと は 

ないとしても, 樹木をじてか. あるいは山地炎町か・ら地時期に多少の乾域を受けること 

は免れ得ないと思われる。土域内部に旧が多く,ﾡ権の汚染で市松投様式の責紋の出末てい 

る 点は こ の事実を示ナ ものということ が川来るで あろう。

第 90 は Profile 56 の pH 価と炭素率を示した ものである。

Tab. 90. Profile 56 の化学的性質

Analyses of Br-soil, Thtjopsis dolabrata var. Hondai (Profile 56)

*Ca. 80

Phot. 71. Profile 56のB1財

B, horizon of the same soil. Massive.

位 別
Horizon H A A-B・ _______・

pH (原 土)...... 6.02 5.77 6.15 5.85
Fresh soil

C % ・・ ・ ・-・・ • • ・・・. 42.62 14.66
ハ

2.09 1.06

N % ..... :....... 1.91 1.07
・

一 一

C / N ........................... 22.3 13.7

Tab. 91. Profile 56 の植物川細"

Composition of Hiba arbor-vitae forest on Br-soil (Profile 56)

階財 
Layer

H . 名
Species

数 度
Abundance

樹高
Height 

m
胸☆径

Diameter 
cm

D ミッナラ Quercus crispula Blume

ヒノ キブスナロ Thujopsis dolabrata Sicb. ct 
Zucc. var. Hondai Makino

vr
a 25 44

Ds ハウチハカヘテ Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf v. Schw.

vr
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ﾡ用 
Layer

種 名
Species

数 座
Abundance

樹が;
Height 

m

gt;itf
Diameter 

cm

トチノキ Acsculus turbinata Blume

ミグキ Cornus controversa Hemsl.

ヤ-グハ Morus bombycis Koidz.

r

vr

vr

Sh ハヒイ スガギ Cephalotax:us nana Nakai

ツリバナ Evonymus oxyphyllus Miq.

ウリノキ Marlea macrophylla Sieb. et
Zucc. var. trilobata Nakai

オヒコウ Ulmus laciniata Mayr

r

vr

・*r

vr

Gh ハウチハカヘデ Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf v. Schw.

ヒメヲキ Aucuba japonica Thunb. var. 
borealis Miyabe

オホバクロモジ Benzoin membranaccum O.
Kuntze

オホカニカウモ リ Cacalia niko-montana Matsum. 

ッルウメモ ドキ Cclastrus articulatus Thunb. 

ヲシダ Dryoptcris crassirhizoma Nakai 

ウリノキ Marlea macrophylla Sieb. et
Zucc. var. trilobata Nakai

サカゲ+ノデ Polystichum aculeatum Schott 
var. retroso-paleaceum Kodama

ジフモンジシダ P. tripteron Presl. 

リヤウメンシダ P. Standishii C. Chr.

r

r

vr

vr 

vr

o

o

r

a

G1 ヒ メ ブ ヲ キ Aucuba japonica Thunb. var. 
borealis Miyabe

カンスゲ Carex Morrowii Boott.

ハヒイ メガヤ Cephalotnxus nana Nakai

フクリシッカ Chloranthus serratus Roem. 
et Sch.

ビンバフカッラ Cissus japonica Willd.

ツバメオモ ト Clintonia udensis Trautv. et 
Mey.

イハガネゼンイ Coniogramme fraxinea Diels

ツルリンダウ Crawfurdia japonica Sieb. et 
Zucc.

ゴリ Disporum smilacinum A. Gray

ウハパミサウ Elatostema umbellatum Blume 
var. majus Maxim.

vr

vr 

vr 

vr

vr 

vr

vr 

r

vr

f

Layer
名

Species 話...。18S

g高径
Diameter 

cm

**オ ク クルー . グラ Galium trifloriforme Komarov. vr

=トウッル Hydrangea petiolaris Sieb. et 
Zucc. var. cordifolia Franch. 

ct Sav.

r

・カゴイ ラクサ Laportea bulbifera Wedd. vr

ミyシダ Leptogramme totta J. Sm. r

ウリノ* Marlea macrophylla Sicb. et 
Zucc. var. trilobata Nakai

vr

ッ クパネサウ Paris tctraphylla A. Gray vr

コク=ワグリ Phyllitis scolopendrium Newm. vr

リヤウメンシダ Polystichum Standishii C. Chr. r

サハハベ Stellaria diversiflora Maxim. vr

クチッボス ミ レ Viola grypoceras A. Gray vr

スミ ・サイシン V. vaginata MIaxim. o-f

D......... Dominant tree layer. Ds........... Subdominant tree layer.
Sh......... Shrub layer. Gh..........Ground flora (high).
G1...............Ground flora (low).

* 植物名はﾡ木ジﾡ・H和11』(1939). 前による。
** 本田正次・ M和 144(1939) ・ 前に よ る。

6) Be 型土塚..... 湿性問色森林土

この土壌はブナ林の Br型土壌と同様にﾡいの不場地に現われる。従つて渋訴積地ﾡ 

等に分布する土壊である。大用しくは採問のとさ, あるいは, 融事時期には相当湛水するこ 

と もあるとぢえられるが, 地過剰な水分は比核的かに流するためにグライﾡは比較的低く, 

若し現われるとして も Wilde ")氏の Gamma gley soils か、稀に Beta gley soils のH性で 

ある。土壊脣断而の形態は ブナ林の Br 型上城にiじ, F ﾡが欠除し, Hﾡ若しく は A ﾡが 

発する。土壌が安定 し緊密な 粘土質土域が生成 される場合は Be 型土壊の場合と 同様に土壊 

に行機物の注透するこ と は比ﾡ的少い。

Br型域の ヒ バ林にはサハグル ミ が生する ことが多い。地味ﾡ物には ブナ林の場合と同 

様に トチバ=ンジン ・ ッハバ ミサウ・ ミゾシダグ・ワシグ・リヤウメンシグ・ ジフモンジッグ等 

が普通に見受けられる。

次にこの土壊の一例として山谷氏の復命書かから再録する。

a) Profile (6) (第 13 図)

所 1森県北汁艇金木営林W音良市経営区 (やili山l田行 50 林班へ小斑)

1) Wilde, s. A. 1940. 前j書。
2) 山谷*一,郡和244 (1949b).前書。
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地形 南東向傾斜堆の下方。

傾斜 20°

傾斜の方向 SE

海数高5 160m

松生 第95炎 (126-127【) を照。ヒ 

バ・サハグルミ等の林。サ 

ハグルミ・ トチノ キ等が団状に 

成立し, ヒパの下枝は極めて低

土壌府断面

H 0-3cm 分解の逃抄した 

ﾡ色断植府。細 

ﾡ多数。

Ai 3-13cm ﾡ色。crumb 

structure。 細 

ﾡ多数。

A3 13-25cm ﾡ赤ﾡ色。幾分 

granular。 ﾡ 

砂を感じろ。根 

税々多数。

Fig・ 13. Profile (6) のF所画図
Profile (6). Schematically presented 

from the report of Yamaya.

B-C 25cm十 赤#｛っ さ25cm以上っ 水糸色の凝灰岩の風化が斑状にま

じる。 ﾡ土o

なお, Profile (6) の化学的及び物理的性質は 第592, 第93 及び 94 の示す通

りである。

プナ林土ﾡの研究(大政) 一125-

Tab. 93. Profile⑹の化学紙成*

Composition of Br.soil, Tjopsis dolabrata var. Hondail〔Profile (6) 
(After Yamaya, data as yet unpublished)

m 位 別
Horizon As B-C

SiOs 2 ............................... 11.97 13.05 17.00

ドC:O.. 4.37 4.26 4.01

AI3O3 M ............................... 2.21 1.39 7.15

Sio, / R2O3 ........................... 4.07 5.39 2.97

SiO9 / A13O3 ........................... 9.20 15.93 7.45

SiOa / Feっ。 ・・・・・・・・ 7.29 8.14 11.27

* 地間げ分解分

Soluble in hot 1.15 sp. gr. HCl, 1 hour. 1:30.

Tab. 94. Profile (6) の物理的性び"

Physical properties of Br-soil, Thjopsis dolabrata var. Hondai[Profile (6)〕 
(After Yamaya, data as yet unpublished)

ル 位 別
Horizon H-A ** A! A3 B-C

探取・水 分....... %***
Moisture content of fresh soil

60.8 44.1 45.2 40.3
・

花 水 fit............. ***
Water-holding capacity

81.3 58.3 55.3 52.2

孔 氏 fit............. %***
Porosity

86.2 77.3 74.1 67.4

战 小 春 ダ .. ......  %*** 4.9 19.0 18.8 15.2
Air capacity

Tab. 92. Profile (6) の化学的性質

Analyses of Br-soil, Thujopsis dolabrata var. Hondai〔Profile (6)〕〕 

(After Yamaya, data as yet unpublished)

比色法による。 *# Tiurin氏法による。
Determined colorimetrically. Determined after Tiurin.

H Ho金on 別 H-Ai A. Aa B-C

反 応
Soil reaction

f pH* .............
1ﾡ換破 度....

Exch. acidity
6.2 6.6

3.20
6.8
1.20

6.8
1.00

植 %**...... 58.39 16.47 8.16 3.32
HumuS
熱払..

Loss on igniti
n %..............

on
84.71 29.44 —

置換性Ca (m.e./ 100g) ・・・・ 0.25 0.20 0.17
Exch. Ca

" n 然状態の土壌についでの央験結巣。
Determined by the use of soils in natural condition.

** 充以による探取
Soils were put into tubes using the scoop.

*** 採取時容林に対する %
Expressed in percentage of the volume of fresh soil.

これらの炎によつて, この土壊は比校的酸性の削いこと,涪脫現象は必すしも大もいとは認 

め難い こと,土壊が稍々 porousで最小新気量が比核的大であるとと等域ﾡ断面の形態的特 

徴を裏付ける分析ﾡ果を認めることが川川来る。た", 採取時水分が此較的少いことが Br型: 

城の性格に相反するように思われるが,土壊水分は時期によって変化があるものであるし,こ 

の土ﾡはﾡ水が小さ いか ら矛盾する結果と遮所する こ と は許されな い。
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Tab. 95. Profile (6) のM物『済利広"

Composition of Hiba arbor-vitae-wingnut forest on Br-soil

CProfile (6)

I 名Species Cover dcRrcc

ハウチハカヘデ Acer japonicum Thunb. var. typicum Graf v. Schw. 1

ブカイ グヤA. mon。 Maxim. var. Mayri Koidz. 1
ルキエフシコウー Actaca acuminata Wall.

トチノキ Aesculus turbinata Blume 1

ト リアシショ ゥー Astilbc congesta Nakcai

ヒメブシキ Aucuba japonica Thunb. var. borealis Miyabe 4

ヒ ロバノ イスワラビ Athyrium otophorum Koidz. 1
オホバクロモジ Benzoin membranaceum O. Kuntze 1

カニカウモ リ Cacalia adenostyloides Franch. et Sav. 1
カンスゲ Carex Morrowii Boott. 1

ルキエフボグン Caulophyllum robustum Maxim. 1-

ツルクメモドキ Cclastrus articulatus Thunb. 1-
"ヒイ ズガヤ Cephalotaxus nana Nakai 5

フタリシッカ Chloranthus serratus Roem. ct Sch. 1

ギ Clerodendron trichotomum Thunb. 2

ミ キ Cornus controvcrsa Hemsl. 1-

プシダ Dryopteris crassirhizoma Nakai 2

ミヤマイタチシダ D.remotissima Koidz. 2

**オク クルマ ム グラ Galium trifloriforme Komarov 1

ハナイ カダ Helwingia Japonica Willd. 1

ノリウッギ Hydrangea paniculata Sieb. var. floribunda Regel 1
ゴトウッルH._petiolaris Sieb. et Zucc. var. cordifolia Franch. 

et Sav.
• 4

1ヌッゲ Ilex crenata Thunb.var.typica Loes.f. genuina Loes. 1

ミジシダ Lcptogrammc totta J. Sm. 3

ホホノキ Magnolia obovata Thunb. 1-

ノ キ Marlea macrophylla Sieb. et Zucc. var.trilobata Nakai 3

トチパニシジン Panax japonicum C. A. Mey. f. typicum Nakai 1

ジ クパネサウ Paris tctraphylla A. Gray 1-

が キ Picrasma quassioides Benn. 1—

ビ Pteridium aquilinum Kuhn, var.japonicum Nakai 1-

サハグル 1 Pterocarya rhoifolia Sieb. et Zucc. 2

-127-ナ林土災の研 (大政)

* 一 -  —— ---- * 一- ----- ー ー-——一

H. 名 Specics

-------
秋 座

Cover degree

シウリクラ Prunus Ssiori Fr. Schm. 1
ツグウルシ Rhus Toxicodendron L. var. radicans Torr. 1
イハガラミ Schizophragma hydrangcoides Sieb. et Zucc. 2
ハクウ ンボク Styrax obassia Sieb. et Zucc. 1-

ヒノ キブスナロ Thujopsis dolabrata Sieb. ct Zucc.var.Hondai Makino 3
イラクサ Urtica Thunbergiana Sieb. et Zucc. 1
クチッボス ミ レ Viola grypoccras A. Gray I—

* 怖名はﾡ木売術・ 聞和I11 (19S6)・ 前掲による。

** *m正次. mR和I 144 (1939). 前に ミ る。

7) PDI型土塚.....ボドゾル)

Pi n 型土塚 ボ ドゾル化土壌

ヒ バ林にﾡ当強いボ ドゾル化作川を受けた土墳が現われていろ ことは優に違べたと ころであ 

るが, この種の地はヒバ林には可なり広く分布している。この土壌の店断画の形態はブナ林 

の Pmr型:壇及びPDu型:ﾡのものに耐似していろ。ただ, 生広ﾡ怖はヒバ林とブナ林では 

多少異る点があ る よ う に思われる。即ち ブナ林ではか、 る土壊指断而は海拔高が爲いこ と と乾 

燃時期に有搬物精が相当強い:乾燥を受ける こ とが断関となつて酸性術ﾡが生成され, そのﾡ果 

と してﾡわれるように収われるのであるが, ヒパ林では海拔高は低いけれども,ヒバの流業は 

分解して警しい陶主を呈し弱いこと,ヒバ林は幅林を形成し易く,土塊が冷泡な状態におかれ 

る こ とな どがこれに代って作川する もの と思われる。勿論ヒバ#の場合でも乾場期に行機物店 

が:ある私の純地を受けることがM山となることはこのﾡの土ﾡﾡ断mの現われる地形から推 

定される と こ ろである。ヒバ林土塊の 表而の窩依持に網状に分布する ヒの内生蘭ﾡ もボドy 

ル化作川に何等かの寄与を している ものと想像されるが,これについては将来の研究を俟たね

ならない。ブナ林と ヒバ林の Pu:型 (又は Ppn 型) 土壌の関ﾡは Profile 35 (130頁)に 

よつて理解されるであろう。

Pur 型及び Pmm 型土壌のH現するヒ林はﾡ朴状の純ﾡ型をとるから林内には地ﾡ物は 

極めて稀である。僅かにムラサキャシホッッジ.オホバクロモジ・シノブカグマ・シシガシラ 

その他数ﾡの ものが見受けられるに過ぎない。

Pnt型:壌と Pdb 型域がﾡ交ﾡして現われることはブナ林の場合と同様である。

大にこの土場 (Soil Family) の代炎と して Profile 41 と Profile 35 を挙げる。

1) この土ﾡはﾡに云え Laatsch 氏の podsolierte Boden に相当する ものでうる。(151［参照)。
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a) Profile 411 (PL. 68)

所在 消森県下北I川内村大字川内中阪家/山田行# 174 林ﾡい小所

ﾡ生 第98炎 (130yt) お照。なお, 林相はェ 72 (PL. 31) の示す通りであろ。

地形 商市市東上 り 南東に延びる峯の西南西を向 く 稍々急な斜面。

傾絡 20°

ﾡの方向 S 75°W

消抜高 260m

土壊層断面

L 0-1cm 主と してヒべの流業。Iさ約1cm。 Iいところで 2cm.

F 1-3cm 濃松-黄鈍色 (Hair Brown)")。 納々 platy. Hﾡとの境界不 

分明。ヒの細ﾡ (内生ﾡ) 多。

H 3-9cm 黒松黄-松濁色 (色 Bone Brown)。crumb structure。 

A・ﾡにﾡ大移行。ヒバの細根 (内生ii拠) ﾡ多。所請 Root 

duff 又は Matted mor の形態を示す"。

A 9-14cm 町松一責鈍色 (類茶色 Chaetura Drab)。 ヒバの細ﾡ可な り 

多。A。ﾡにﾡ大移行。

A: 14-26cm 明板 黄々鈍色 (媒色 Smoke Gray)。斑状に油設。 上部の 

もの (P1) は暗紫色を帶び,下部のもの (Ps) は下縁が郁茶色 

(Orange-Cinnamon)。動物の もの らし き空洞。木ぬ多少。 

ヒの細拠ﾡ々少。

B 26-40cm 混捡-黄鈍色 (Hair Brown)。massive。ﾡに よ る孔が認め 

られる。納目多。

B 40cm+ 資校-賞柳色 (梨子色 Honey Yellow)。massive。粘質。

根による孔, 御日多。

この Profile は PDII 型土壊の精断而であるが,本調査地において も場所によ り ボドソル化 

が:更に地行してﾡ状の治設府が岐然と区別される Pu 型土壊が現われている。

PL. 68 の Aa 府に P., Pa の分化が認められる こ と は従来部学者•に よ つてﾡかれたボ ドゾル 

化の進行過程を形態的に示す もの と して興味が深い。BHに御日の現われていることは壇の 

深部がある程度乾嫌することのある証左と見るべさであろう。

1) この土が財所画の調査地はさゝに川Q"), ☆は"氏等にょつて調査さ:と ころでわる。 川心ii, 
永田正血, 岡山源一郞,昭和 16 年 (1941).前掲書; 宮蛤悔,昭和 17 塔(1942). 前掲書参照。

2) A統土の色。色は京答林鳥,W和184 (1943).前掲書にょる。

3) Heiberg, S. O. and Chandler, R. F.1941. 前掲参照。

郊 9G 炎及びﾡ 97 は Profile 41 の化学的 及び 物理的性賞を示した ものである。 中 
F・H両府に NO,N の認められることは(にﾡ々書及したように木邦株朴土ﾡにおける 
N。 N の生成に関 して解明の方向 を示す ものではな いか と 思われる。又ﾡがHﾡに特に多い 
のは Matted mor (Root duff)t) の性許を示すものとえよう。

Tab. 96. Profile 41 の化学的性
Analyses of Pp-soil, Tjobsis dolabrata var. Hlondai (Profile 41)

Tab. 97. Profile 41 の物理的性『"
Physical properties Pmi-soil, Thujopsis dolabrata var. Hondai(Profile 41)

ル位t別 
Horizon F H Aa Bi c

pH (g 土)............ 3.58 3.58 3.83 4.16 4.67 4.58 4.67
Fresh soil

C 2 ..................................... 51.14 42.81 — — ・

N % ..................................... 1.37 2.56 ・- — — ・

c / N ..................................... 37.3 ie.7 — 一

NH-N mg in 100g................ 2.7 2.3 — — — — —

NON mg in 100g................ 0.9 0.9 — — ・

■換性 Ca (m.e. / 100g).........  
Exch. Ca

— 2.14 — 一 —

m換性 Mg (m.e./100g).........
Exch. Mg

— 4.56 — — -- —

* 白然状での土ﾡについての実験街果。
Determined by the use of soils in natural condition.

用 位 別 
Horizon H Ai* B c

探取時水 分........ ***
Moisture content of fresh soil

50.06 70.33 「 76.66 84.16 80.78 70.36

" ........ク**** 79.03 84.74 98.31 98.26 96.95 97.09

容 水 址…......%*β*
Water-holding capacity

63.29 82.99 77.98 85.64 83.32 72.47

孔 陳 n............ *** 92.4 86.8 76.8 84.7 82.9 72.0
Porosity

最小#気 tt......... %***
Air capacity

29.1 3.8 -1.2 -0.9 -0.4 -0.5

整 積 朮.............. 11.8 22.6 55.2 35.2 42.5 73.5
Volume weight
渊 ...............g

We ght of roots in 400cc of soil
9.67 2.98 2.a 4.37 --

** 小円ﾡ使用。

Taken using the thin tube.
*** ﾡ土の占る守ﾡに対する 2

Expresscd in percentage of the volume of fine soil.
**** 水に対する 2

Expressed in percentage of the water-holding capacity of soil.

1) Heiberg S. O. and Chandler R. F. 1941. 前掲多照。
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Tab. 98. Profile 41 の植物胖落組成*

Composition of Hiba arbor-vitae forest on Pi»n-soil (Profile 41)

財
Layer

名
Species Abthdlsce

謝な;
Height 

m
gt;流t径

Diameter 
cm

D ブナノキ Fagus crenata Blume r
ヒノキスナロ Thujopsis dolabrata Sieb. et

Zucc. var. Hondai Makino
va 20 30

Ds ヒノキスナロ Thujopsis dolabrata Sieb. et
Zucc. var. Hondai Makcino

a

Sh ヒノキスナロ Thujopsis dolabrata Sieb. ct
Zucc. var. Hondai Makcino

o

G ッルツ ングウ Crawfurdia japonica Sieb. et 
Zucc.

r •

シノカグ→ Dryoptcris mutica C. Chr. r
ゴトウッル Hydrangea petiolaris Sieb. et 

Zucc. var. cordifolia Franch. 
et Sav.

r

イヌッゲ Ilex crcnata Thunb. var. typica 
Loes. f. genuina Loes.

r

*-ンテッ Plagiogyria Matsumuraeana
Makino

r

ミグナラ Qucrcus crispula Blume r
ヒノキアスナロ Thujopsis dolabrata Sieb. ct 

Zucc. var. Hondai Makino
f

D......... Dominant tree layer. Ds...........Subdominat tree layer.
Sh.........Shrublayer. G.........Ground flora.
* 林物名は根本ﾡﾡ.昭和114(1936). 前掲に上る。

b) Profile 35 (PL. 69)

所在 合城県果原I栗駒村字木沢ﾡ山国行林 38 林ﾡに小班

地形 の部。

傾斜 24° 下方は約43°

ﾡの方向 S85°w
赤数高 540m

ﾡ生 第101 炎 (132-133y0) 参照。なお, 林ﾡは写73 (PL. 31) の示す通 り である。 

土壊層断面

L O-lcm ブナノキ, ・ゾナラのﾡ葉にビバの葉をじﾡめてﾡ。

F l-2cm 暗笹黄-後濁色 (茶ﾡ色乃玉黒ﾡ色 Natal Brown 乃玉 Bone

H 2-9cm

At 9 13cm

A3 13 15cm

Bi 15 25cm

B： 25 50cm

Brown))。 プナノキ・ ミ ヅナラ等派西出の米が大部分, これ 

にヒバの葉が入。海ﾡ。細拠多数。

ﾡ校賞一濁色 C施色 Bone Brown)。crumb structure。

孔隙放住。極めて小数の蟻を国む。細根殊にヒバの細根が網状 

に分。

喷後黄-松鈍色 (茶 Fuscous)。granular ル五 crumb 
structure。i油作川一部端の微がじめ られる。

呪松一黄鈍色(灰汁色 Drab-Gray) と松-賞鈍色 (Drab) o 
i。挑状に油設と部分 (Px) を認む。石炎徴日立つ。

上部は他械の 熱防により 松一黄濁色 (ﾡ色 Wood Brown)o 
下部にi状にi済父された部分 (Pa) あり。これを Pi から来た 

鉄 と それ白身の鉄の帶で囲繞。

賞 極郎色 (Sayal Brown) とm賞 田ﾡ色 (媒竹色 Snuff 
Brown) o massive。ﾡがまじろ。

不土はブナノヤと ミッナラの林にビバの伏入した森林の土ﾡである。ヒバが使入する 

ことによつてボドゾル化が地行したものと考えられる。このことに関しては大卒で違べること 

にする。ボドゾル化初期の一形式を示す域である。F, H 特に孔隙の多いことは木土塩の一 

特徴とめることが来るであろう。A3 店及び B 店に斑状に流設された部分のあることは 

ボドゾル化の地行過ﾡを示すものであるが,一つには土墳の崩積によつて block となつてい 

るためにか、る現堂が促進された ものと 与えられる。

この土域の化学的及び物ﾡ的性びは第99 炎及び第100に示す題りである。これ等の炎を 

ると Profile 35 は Profile 41 に比して孔隙が多く 乾燥していることが分かる。

Tab. 99. Profile 35 の化学的性

Analyses of Ppu-soil, Fagus crenata, T/ujobsis dolabrata var. Hondai(Profile 35)

1) ﾡ花土の色。色は京営林ル・昭和184 (1943).前jによろ。

用 位 別
Horizon_____________H ヘ. c

pH 叫 b ,土)......... '
Fresh soil

3.78 一 3.70 3.96 4.43 4.48 4.64

" (ﾡ 化 土)........
Air dried soil

3.60 3.30 3.28 4.02 4.19 4.48 4.47
c % ..................................... 47.68 48.22 32.51 10.63 7.63 8.19 3.38

N % ..................................... 1.71 1.74 1.22 0.38 0.13

c / N ..................................... 27.9 27.7 26.7 28.0 ! 26.0

NHrN mg in 100g................ 1.1 1.6 1.6 — 一

NOsN mg in 100 g................ 0.0 0.0 0.0 0.0 ! ... ....

・換性 Ca (m.e./!00g)......... 3.64 1.89 0.54 0.43 0.46 0.39
Exch. Ca
2性 Mg (m.e./100g)......... 4.46 2.13 0.40 0.20 0.30 0.20
Exch. Mg •
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Tab. 100. Profile 35 の物理的性2ゼ
Physical properties of Pi»n-soil, Fagts crenala, T/jopsis dolabrata var. Hlondai

(Profile 35)

用位別 Horizon Fw* A: As Bi B C***

探取時水分 .... ?%体林常常 39.74 38.23 55.72 60.60 64.46 61.22
Moisture content of fresh soil

" .....ゥ*素受* 59.30 62.32 78.37 86.0! 88.45 89.37******* "

水 ....  *** 65.32 61.35 71.10 70.46 72.87 68.51
Water-holding capacity

孔ﾡ ..... **** 94.6 92.2 79.3 75.7 76.2 69.3
Porosity

ロ小グ ..○グ*** 29.3 30.8 8.2 5.2 3.3 0.8
Alr capacity

容 種 軍............ 8.7 13.3 45.6 56.9 56.0 76.9
Volume weight

根 ............ g 6.77 5.95 1.40 ： 4.59 0.73 0.21
Weight of roots in 400cc of soil

" 日然状定の土災についてのダ験術果。

Determined by the use of soils in natural condition.
** 小円向使川

Taken using the thin tube.
*** 石aな除ゝ境充し:いの

Soils were put into tubes omitting pebbles.

**** 銀土の占める#に対する z
Expressed in percentage of the volume of fine soil.

***** ﾡ水iに対する %

Expressed in percentage of the water-holding capacity of soil.

Tab. 101. Profile 35 の植物細広"

Composition of beech Hiba arbor-vitae forest on Pi>n-soil (Profile 35)

階刷
Layer

補 名
Species

数 度
Abundance

pな;
Height

m
gなu径

Diameter 
cm

D プナノキ Fagus crenata Blume a 14 20

ウラジロノキ Micromelcs japonica Koehnc r

ミ ダ ナ ラ Quercus crispula Blume r
クロ< Thuja Standishii Carr. r

-133-プナ林土状の研ﾡ (大政)

P用 
Layer

そ %
Species

M Itt 謝高A試がfare。Hieight 駒u径
Diameter 

cmm

ヒノキブスナロ Thujopsis dolabrata Sieb. ct 
Zucc. var. Hondai Makino

o-f

Ds ハウチハカヘデ Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf v. Schw.

r

= ・ネカヘゲ A. micranthum Sieb. ct Zucc. f

ィ クギメイゲッ A. Sieboldianum Niq. var. 
typicum Maxim.

r

ルパウメモドキ Ilex macropoda Miq. 0

ヒノキブスナロ Thujopsis dolabrata Sieb. ct 
Zucc. var. Hondai Makino

o

Sh コ ミネカヘデ Acer micranthum Sieb. et 
Zucc.

r

オホバクロモジ Benzoin membranaceum O. 
Kuntze

r

Clethra bar bi ne r bis Sieb. et 
Zucc.

o

-ンサク Hamamelis japonica Sieb. ct 
Zucc.

o

ヒロハクムシバ Magnolia Tokumotoi Yanagida r

コヤウラクッッウ Mcnziesia pentandra Maxim. o

ムラサキヤシホッッウ Rhododendron Albrechtii
Maxim.

f

バイ クワッッジ R. semibarbatum Maxim. o

ク ロ Y Thuja Standishii Carr. 0

ヒノキス ナ'ロ Thujopsis dolabrata Sieb. et 
Zucc. var. Hondai Makino

f

ホッッジ Tripetaleia paniculata Sieb. 
ct Zucc.

r

G ハウチハカヘゲ Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf v. Schw.

o

オホバクロモウ Benzoin membranaceum O. 
Kuntze

r

ブクシパ Hugeria japonica Nakai o
クロ< Thuja Standishii Carr. r

ヒノキアスナロ Thujopsis dolabrata Sieb. ct 
Zucc. var. Hondai Makino

va

Ds..............Subdominant tree layer.

G.........Ground flora.
D .........Dominant tree layer.
Sh.........Shrub layer.

* 植物名 は根本莞阳. 昭和114 (1936). 前前による。
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Fig. 14. Profile (13) のF所面区 

Profile (13). Schematically presented 
from the report of Yamaya.

8) PDH型土壌.... 弱ポドゾル化土壌

ブナ林の Pnr 羽壌と して記載したような形態を具備する土城か I 折而は の測におい 

て も赤山谷氏の調在において も認めることが来なか.つた:。 元来プナ林の Pde nてはばsilI 

型であつて海拔高の相当為いとこ ろでなければ現われない。そのような高所には通ヒバ林は 

成立しないのであるから,ヒパ林下に標式的な Ppn型土«は記められないのであろう。

9) Pw1型土塚 高山浸願ポドゾル

Pwn 型土壊 低漫ポドゾル

Ppr型と同様の理曲から, Pwr型土壌と Pwn羽:は, ヒパ林 ドには,モとんど厶'住しな 

いようである。

10) PG型土坂.....グライポドゾル

ヒバの斐は分解がﾡだ困難で酸性術ﾡが生ルされ跡ちであるか.ら, グライボ ド ゾルの出現 

○可能性はブナ林の場合よりは大さいと考えられる。Profile (13)は山"氏の復命書に報G 

された Pg 型土壌である。

a) Profile (13) (第14図)

所在 ﾡ珠県北沖範I金木営#WW良 

市経営区 (客貴市国行# 50 林 

班い小班)

地形 Aの細に接 した不ﾡ地の凹 

所。

傾斜 5°

傾約の方向 S

海扱高 140m

ﾡ生 第 105 表 (137-138H) 参照。疎 

開 した ヒバの老齢林で,地ﾡ 

物としてイスツゲ・ホッッジ・ 

ムラサキヤシホッッジ・ イハナ 

シ ・ シシガシ ラ等の乾性の もの 

が見受けられる。ヌワラビ・ス 

ス4等のMﾡ物も点在する。 

ヒバの幼樹も見受けられる。

土壌府断面

L 1ems) ヒバの葉府。

1) 山谷孝一,昭 和 24 4 (1949 b). 前掲。
2) 財白均のさな示し:数で, 地炎がらの深さでい。

(F)-H 5cm 利々Fの形態を残した色植。水分多。 細根領る多数。

Ai 5cm 叫i｛っ 上部は blocky 及び granular structure。細根多少。

A.-(B)5-10cm 町水色。 下部に鉄及びﾡM集積。 B-Gﾡとのﾡ界に軽微な

nutty structure 現われるo

B-G 15-20cm 明赤色,赤色のi。 L.aatsch")氏のmarmorierterUnter-

boden に超似の形店。ﾡ性強くﾡ。

G 35cm 次ﾡ色に赤初色の比。粘性強いが砂を感じる。

この土:壌は所l rusty mottling") の顕ﾡに現われたグライボドゾルである。 状部をﾡし 

く側べると根の刷四の流も認められ Laatsch 氏の marmorierler Boden"に相当するも 

のと考えられるが一応グライボ ド ゾルとして同一範芸のうちにおく ことにした。土壊宿断面設 

定地から10数メー トル隔てたところに 3 4m 平方の 多少隆起 した部分があ るが,そこの簡ﾡ 

の形態は Ppm 型にﾡ似し, ムラサキヤッホッッジ・ シヤクナゲ等が自生していた。

こ の土壌の化学的及び物理的性質は第 102 表,第103 炎及び第 104 炎の示す通 りである。

Tab. 102. Profile (13) の化学的性氏

Analyses of Pc-soil, Thujopsis dolabrata var. Hondai CProfile (13)〕 

(After Yamaya, data as yet unpublished)

ル 位 別
Horizon (F)-H Ai Ar(B) B-G G

(pH* .........5.0 5.0 5.6 5.8 6.0
反 応
Soil reaction ・曜換破座....

Exch. acidity
11.26 11.90 33.00 20.50

X . 植 %**.....
Humus

76.03 41.36 18.70 7.61 3.37

均 熱 損 附 %......
ILOSS on ignition

89.41 52.22 25.00 一 一

置換性Ca (m.e./!00g)....
Exch. Ca

— 0.21 0.13 0.09 0.18

" 比色法によ ら.

Determined colorimetrically.

** Tiurin氏法による。

Determined after Tiurin.

1) Laatsch, W. 1938. 前掲書。

2) Robinson, G. w. 1932. 前参m。
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Tab. 103. Profile (13) の化学利ど"

Composition of Pa-soil, Thjopsis dolabrata var. Hlondai 'Profile (13) 
(After Yamaya, data as yet unpublished)

位 
Horizon

別 A: A(B) B-G G

SiO3 % ............... 14.74 10.14 •23.67 26.65

Fc4 % .............. 3.90 5.03 7.40 4.32
ai3o3 % .............. 2.62 2.03 10.24 10.17

SiO. / R3O3 ........... 4.89 3.26 2.67 3.50

SiOs / AlaO3 ........... 9.55 8.49 3.92 4.45

SiOs/Fe孙........ 10.05 5.32 8.51 16.41

・ 熱独融可分解分。

Soluble in hot 1.15 sp. gr.HCl, 1 hour. 1:30.

Tab. 104. Profile (13) の物理性バ"

Physical properties of Pg soil, Thjopsis dolabrata var. Hondai CProfile (13) 

(After Yamaya, data as yet unpublished)

用 位 別
Horizon (F)-H A! Ar(B) B-G G

探取時水 分.... /**
Moisture content of fresh SOil.

62.0 52.1 56.3 59.0 50.5

容 水 t......... %**
Water-holding capacity

79.7 61.4 65.0 62.8 53.0

孔 岡 t.........%**
Porosity

85.3 78.5 70.7 65.2 49.4

小気 i.........ク**
Air capacity

5.6 17.1 5.7 2.4 -3.6

" ロ然状店の土投についての験ﾡ果。

Determined by the use of soils in natural condition.

- 採取時寄技に対する %

Expressed in percentage of the volume of fresh soil.

各土壌の pH 価の比較的大ぎいこ と (第 102 表)は既に述べた よ うに比色法によ り測定し 

た影容があるから, その こと を考慮に 入れなければならない。第103淡はボドゾル化作川の 

進行している こと を分析結果から示している。これ等の結果を考慮し,更に第104炎とﾡ断 

面の形態を併せておえると, この Profile では通は地下水面は A:ﾡと B-G Hの境界を 

上下しているが, 湿潤な時期には As店も相当地湿の状態におかれるものであるととが想像さ 

れz。

Tab. 105. Profile (13) の紅物昨済紅ば"

Composition of Hiba arbor-vitae forest on Pa-soilCProfile (13)

H 名
Species Cover degree

プカイ グギ Acer mono Maxim, var. NIayri Koidz.

ギモ ミ デ Acer ornatum Carr. var. NIatumurae Koidz. 1
シラクチグル Actinidia arguta Planch. 1-

オホパグロモジ Benzoin membranaceum O. Kunlze 3
グ リ Castanea crcnata Sicb. et Zucc. 1
ッルウメモドキ Celastrus articulatus Thunb.

ハヒイ ズガヤ Cephalotaxus nana N: kai 1
ッルリンダウ Crawfurdia japonica Sieb. et Zucc.

ク=ウッギ Dicrvilla hortensis Sieb. et Zucc.

ミ ヤ*イ グチシダ Dryopteris remotissima Koidx. 1
イハナシ Epigaea asiatica Maxim. 3
ミッバヒコ ド リバナ Ethulia Fortunei Turcz.var.tripartitum Nakai

プシダモ Fraxinus Sieboldiana Blume 1
ノリウッギ Hydrangea paniculata Sicb.var. floribunda Regel 3-
ゴ ト ウ ッルH. petiolaris Sieb. ct Zucc. var. cordifolia Franch. et 1

Sav.

イ*ッゲ I:ex crenata Thunb. var.typica J-ocs. f. genuina Loes. 1
ア ヲ ハ ダI. macropoda Miq. 4
・リギリ Kalopanax pictum Nakai var.typicum Nakai 1
ホホノキ Magnolia obovata Thunb. 1
ススキ Mise nthus sinensis Anders. 2-

プリ ドホシラン Myrmechis japonica Rolfe 1-

ワラビ Pteridium aquilinum Kuhn. var. japonicum Nakai 3
ミッナラ Quercus crispula Blume 1

ムラサキヤシホツツジ Rhododendron Albrechtii Maxim. 1

ッグゥルシ Rhus Toxicodendron L. var radicans Torr. 3
ヤ- ウルシR. trichocarpa Miq. I
キイチゴ Rubus microphyllus L. f. var. incisus Koidz. 3

イ ガラ ミ Schizophragma hydrangeoides Sieb. et Zucc. 4

ナナカ ド Sorbus commixta Hedi. 1--

シシガシラ Spicantopsis nipponica Nakai var. japonica Nakai 1

ハグウ ンボグ Styrax obassia Sieb. et Zucc. I

ヒノキブスナロ Thujopsis dolabrata Sicb. et Zucc. var. Hondai Makino 4
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商 名 iSpecies Cover dIcgrce

ホッッッ Tripetaleia paniculata Sicb. ct Zucc. 1

クチッボス ミ レ Viola grypoceras A. Gray 4
*マダウ Vitis amurensis Rupr. var- Coignetii Nakai 1

" 植物名はﾡ*ﾡ町.部和11年 (1936). 前掲書による。

11) G型土場.....ララ イ 土塊

ヒベ林においてはG郵土域の分布はﾡく叫られている。 この土壌型の発逆する地形はブナ 

林の場合と同様である。この土ﾡにヒバが従入する場合にはﾡナヤチグモその他の低ﾡ地に生 

育し得る樹木が:自生し, それの倒木とかﾡにヒバの種ﾡが立つとか, これらのﾡﾡ木のﾡ 

元の周囲が高 ま つて地炎面の水分が誠地 したとさに初めてそこにヒ バの 雄樹が発生す ろという 

順をとるようである。

土壌府断面の形態はブナ林の場合とﾡ々同様であるが, 城表の海植の量力世して多く な ろ。

この土壊に繁茂する械物と してはヤチグモ ・サハグル ミ ・オクイポク ・サハヂサキ ・ ミ ヅ 

バセウ ・ヲッグ・リヤウメ ンッグ・ヤマ ドリシグ・ミゾシグ $を挙げることが来ろであろう。

に G 型土壊の一例と して Profile 40 を挙げる ことに する。

a) Profile 40 (PL.70)

所在 青株県下北I大畑町大字大畑字大尽山田行林 68 林班い小班

地形 字利湖から約 300m 離れた不地。

海抜75 280m

PLATE 31

ﾡ生 第108炎(140-141H【)参照。 なお,林相は真74, 75(PL.32)の示す通りである。

土壌店断面

L 0-lcm ヒべその他のﾡ葉。

A. 1-5cm 松一賞濁色 (Clove Brown)"。crumb 構地。 細供ﾡ多数

A3 5-13cm

(殊にャチダモの細根)。師ﾡを認む。

濃攒黄-检鈍色 (Benz。 Brown)o A 川上 り も行機物の分解

ArG. 13-18cm

未熟。ﾡの/開の鉄細により色に色。ヒパの細根多数。

撮-賞鈍色(Drab)。 A。ﾡより行機物の分解地行。細,

Gi 18-35cm

ﾡ多数。

淡縦一黄鈍色(Light Drab)。砂府。上部は腐粒により 汚染。

ﾡにょり 有機物の4に 混入した部分〔松 (乃至濃橙)-黄鈍色
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(Drab 乃至 Hair Brown) を挑む。 誘ﾡ凸責点〔濃松黄-松 

ﾡ色 (Mikad。 Brown)コ がまじる。

G3 35-50cm 決権-賞濁色 (Avellaneous) の山に淡松一賞ﾡ色 (玉ﾡ系 

色 Cinnamon-Buff) のi。砂と粘士のﾡにより状の納。下 

部白松-黄々濁色 (Pale Olive-Buff)。ヤチダモの根を国む。

G3 50cm+ 上部 2-5cm は淡险黃鈍色 (Light Drab)。 下部は明ﾡ一賞 

鈍色 (次汁色 Drab-Gray)。 ﾡを心と した就納 (i-撮ﾡ色 

Cinnamon) を認む。悩朽木多数。

Tab.105. Profile 40 の化学的性

Analyses of G-soil, Fraxints cxcelsissimta,(Thujopsisdolabratavar. Hondai)(Profile 40)

w 1/ カリ
Horizon 1 " 1 As _ArG」 Gi G: _G___

pH (It 土)......... 1 5.26 5.12 4.89 4.69 4.81 4.46
Fresh soil

C % ....................................1 38.86
ゝ

N s .................................. 2.32
C/N .................................. 16.8 ・*

NHrN mg in 100g.............. ' 2.2 2.6

NON mg in 100g............ 1.6 0.0
叫換性 Ca (m.c./100g).. .
Exch. Ca

22.29 一

叫換性 Mg (m.c./10Og)....
Exch. Mr

5.16 . ・ — ・

Tab. 107. Profile 40 の物用的性バ"

Physical properties of G-soil, Frax in us cxcelsissima, (T/jobsis dolabrata var. Hondai) 
(Profile 40)

--------------------------------------------------------
ゲ |A Aa i Gx G: Gy

探I時水分 .............ウ** 79.88 91.34 76.09 72.70 72.64
Moisture content of fresh soil

夕 ............ %**» 90.71 99.29 99.83 99.89 98.99
,水 ............ ** 88.06 92.00 76.22 72.78 73.38

Water-holding capacity
孔 [ it ........................ クグ** 91.9 1 90.6 71.3 68.9 71.2

porosity
最 小 気 ............. 3.8 -1.4 -4.9 -3.9 -2.2

Air capacity
容 積 頂t...:........................... 15.02 16.67 70.60 74.63 72.88
Volume weight
极 ....................... g 6.57 9.07 0.27 0.21 2.85

Weight of roots in 40Occ of soil i

" 然状ﾡの土ﾡについての験ﾡ果。
Determined by the use of soils in natural condition.

** 細土の占めろ はに対す る 2
Expressed in percentage of the volume of fine soil.

**4 水量に対する %
Expressed in percentage of the water-holding capacity.
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この土壌は ヒバ林の G型上壌であろが, Profile 39 (103H{)に比してイ根物の分解が不だ 

全であることはヒべのﾡ葉が分解し難いことを示すものとすえる。

As 府が過ﾡの状態におかれていることは第107炎からも推定されるが, そのために A2 ﾡ 

の方が A. 府上 り も 冇機物の分解が来熟なのであろう。第5106を見るとヒバの姫が:イだ会 

分解を している胡合に pH 価が:大さ く G 型に域の性怖を 良く 表わ している。 この ”喪で も 

A： で NOyNの生なが行われている。このことは土ﾡ徴生物学的にてパだ興味のあるこ 

とと思われる。

Tab. 108. Profile 40 の植物時落細ガ

Composition of Manchurian ash (-Hiba arbor-vitae) forest on G-soil 
(Profile 40)

ﾡ用
Layer

名
Species

数 度 
Abundance Height 

m
gt;t径

Diameter 
cm

D tチノキ Aesculus turbinata Blume o
ヤチダモ Fraxinus excelsissima Koidz. a 20 28

サハグル i Pterocarya rhoifolia Sieb. et 
Zucc.

o

Ds ハウチハカヘデ Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf v. Schw.

r

サ・グル ミ Pterocarya rhoifolia Sieb. et 
Zucc.

o

ヒノキブスナロ Thujopsis dolabrata Sicb. et
Zucc. var. Uondai Mak no

o f 13 29

Sh ハヒイ スガヤ Cephalotaxus nana Nakai o
コマユミ Evonymus striata Loes. r

ノリウッギ Hydrangea paniculata Sieb. 
var. floribunda Rcgcl

o

ヒロハハナヒリノキ Lcucothoc Grayana Maxim. 
var. glabra Komatsu

o

オクイ*グ Ligustrum Tschonoskii Decne. r

コヤウラクッッジ Menziesia pentandra Maxim. r

サハフ クギ Palura chincnsis Nakai var. 
pilosa Nalcai

vr

ヒノ キブスナロ Thujopsis dolabrata Sicb. et 
Zucc. var. Hondai Makino

a

G ヤモミヂ Acer ornatum Carr. var.
Matsumurac Koidz.

vr

エゾオホバ センキウ Angelica refracta Fr. Schm. r

-141-プナ林土りの研だ (大)

I ・i\#/・算 H。.. 名Species
数 I

Abundance
樹な 駒;山t径

Height Diameter 
m cm・イを1. V 1

ユノハナリワラピ Botrychium ternatum Sw. vr

+クノカンスゲ Carex Morrowii Boott subsp. 
foliosissima Ohwi f

プ ビ ス ゲC. Thunbergii Stcud. f

* 小 f ハザミ Cirsium Great rexii Mtiyabe 
et Kudo

r

ミヤ→*グフバナ Clinopodium sachalinense
Koidz.

vr

シノプカグ Dryopteris mutica C. Chr. o

リ シ ダD. crassirhizoma Nakai r

ミギイタチシダ D. remotissima Koidz. vr

コ*こミ Evonymus striata Loes. r

*=シモッケ Filipendula Kamtschatica
Maxim. r

オホダイコンサウ Geum alcppicuin Jacq. vr

ゴ "ヅル Hydrangea petiolaris Sieb. et 
Zucc. var. cordifolia Franch. 
et Sav.

o

ハヒイ *ッゲ Ilex radicans Nakai o

ミシダ Leptogramme totta J. Sm. f

ホソバタウゲシバ Lycopodium serratum Thunb. 
var. Thunbergii Makino

r

< ッバセウ Lysichiton camtschatense
Schott

r

ヤ*ドリシダ Osmunda cinnamomea I.. r

ツルキツネノボクン Ranunculus hakkodensis Nakai f

プギスミレ Viola semilunaris W. Beck. o

D..........Dominant tree layer. Ds......... Subdominant tree layer.
Sh..........Shrub layer. G......... Ground flora.
* ﾡ物名はﾡ木ﾡ ,昭和 114 (1936).前に よ る。

c スギ林の土壌

1) DA 型土壌.....統性ﾡ色森士 (傾外地Y)

スギ林の B、型土ﾡはその土ﾡ府断面の形館, それの発述する地形, その地の林根,ﾡ生等 

いづれもブナ林及びヒバ林の場合に相似する。スギもヒバと同様にBa型土壊の標式的のもの 

となると純林を形成 しな い。寧ろﾡ葉双弾樹林内に スギが建入 した とい う 形 とな るので ある。 

人工#と しては BA 型土塊に スギを植栽した例があるが必 だ 不成績な造林地とな るのが忤通で 

ある。
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次にスギ林の Ba 型土壌の一例と して Profile 46 をゃげる。

a) Profile 46 (PL. 71)

所在 秋田県南秋田郡男鹿中村淹川 り座山国行# 6 林班に 小班,

地形 市西に面した科面。

A 25°

ﾡﾡの方向 S 70°W

ﾡ数高 420m

ﾡ生 第 110 表 (143-145y【) お照。なお, 林ﾡはに76(PL.33)の示す通りである。

土壌店断面

L 0-1 cm スギ・:ヅナラ ・ ブナノキ等の落第。極めて薄くほとんど一枚 

並びのところもある。

F 1-2cm 黒松色-松濁色 (施色 Bone Brown)"。細供多数。

H 2-4cm 松-賞濁色 (Clove Brown)。林木の根元, 地等に局部的

に集t。場所によっては極めて薄講。細ﾡ多数。

A. 4-14cm 松-賞鈍色 (Drab)o Nutty structure。頃陰ゼドでは nutty 

structureにまじり根を取りまいて granular structure 発

。u糸央強。細根相当 多量。

14cm+ ﾡル玉設ﾡ-責ﾡ色 (Clay Color 乃至 Tawny.Olive)。府の

さ約 30cms 全休と して loose granular structure。 根 

を心として特に granular structure 発述。糸及細ﾡ 

多数。

この土壊は腐植肝の分化,loose granular structure の発述等が木熟で BA 型:壌と して 

は標式的の ものではないが, A 及び B 層の構造が稍々 BA 型土堆の形態を示 しているので 

一応 スギ林の Ba 型土壊 として 例示 した。この土壌は傾府の服に現われていて, 御iの上力 

は Br型土壌 (Profile45))に変つている。両者は文字通り一線を,划して相接している。思う 

にこの線が所謂「雲の懸かる部分」の下端であろう。この場所の地名をﾡヶ沢というところか 

ら ルて理深い場所である こ と は楽せられるから, かかる臆測 も 必す し も 不可能ではな いと 思わ 

れる。常に雲の懸る地帶の土壌及び械生が湿性の ものであることは筆がはﾡ々相遇している。 

このような仮設の当否はと もかく と して Profile 46 の山現状態は微気候が如何に土壌府断商i 

の形館に 影響す るかというととを示 す好崎の 例ということ が出来 るであろう。

第109炎は Profile 46 の化学的性質であるが,置換性石灰及びマグネシウムの比校的多い 

ことが注目される。

1) 風乾土の色。東京営林応, 昭和18 (1943)・ 前掲による。

2) 155頁参照

プナ林北:の研ﾡ (大ず) -143-

Tab. 109. Profile -16 の化学的性質

Analyses of BA-soil, Cryptomcria jabonica (Profile 46)

用 位 別 I F
Horizon H Ai Bi

pH (Mt . 土)...ドresh soil
4.31 4.59 4.37 4.25

c % .............................. 57.75 27.91 17.38 3.93
N 2 .............................. 1.48 — 0.69 一

C/N .............................. 59.0 — 25.2 —

ﾡ換性Ca (m.e./100g)..
Exch. Ca

4.24 1.14

ﾡ換Mg (m.e./100g).. 
Exch. Mg

-- 6.35 3.13

Tab.110. Profile 46の植物群落編成*

Composition of Japanese cedar forest on B.\-soil (Profile 46)

W 
Layer

名
Species

数 /
Abundance

pな6
Height 

m
蝴為直径 
Diameter

cm

p ユー - Cryptomeria japonica D. Don f 22 62

Ds ハウチハカへア Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf V. Schw.

r

サハシバ Carpinus erosa Blume r

プナノ* Fagus crcnata Blume o

プッダモ Fraxinus Sieboldiana Blume vr

ホホノキ Magnolia obovata Thunb. vr
オホヤマザクラ ・Prunus serrulata Lindl. var. 

sachalinensis Makino
r

ミッナラ Quercus crispula Blume o

Sh ハウチハカヘデ Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf v. Schw.

vr

オホパクロモジ Benzoin membranaceum O. 
Kuntze

vr

サハシバ Carpinus erosa Blume r

ヒロハノッ リバナ Evonymus macroptera Rupr. vr

プナノキ Fagus crcnata Blume vr

ノリウッギ Hydrangea paniculata Sieb.
var. floribunda Regel

vr

ム ラサキヤシホッッジ Rhodode ndron Albrech t ii
Maxim.

vr
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ﾡﾡ 
Layer

種 名
Species

数 度 ゅ5 
Hieight 

m
gsf 

Diameter
cmAbundance

シナノキ Tilia japonica Simk. vr
ムシカリ Viburnum furcatum Blume r

Gh ックパネゥッギ Abelia spathulata Sieb. et 
Zucc.

vr

=シブプラ Acanthopanax sciadophylloides 
Franch. ct Sav.

wr

ト リブシシコウ Astilbe congesta Nakai vr

ヒロバノイ ズワラビ Athyrum otophorum Koidz. vr

ヘビノ え・ゴザ Athyrium yocoscence Christ. vr

オホバクロモジ Benzoin membranaceum O.
Kuntze

ムラサキシキブ Callicarpa japonica Thunb. vr

ミヤカンスゲ Carex multifolia Ohwi vr

ブカシゲ Carpinus laxiflora Blume vr

ハヒイ スがヤ Cephalotaxus nana Nakai vr

ヲシダ Dryopteris crassirhizoma 
Nakai

vr

ミヤマイクチシダ D. remotissima Koidz. o

コユミ Evonymus striata Ioes vr

プナノキ Fagus crenata Blume vr

ッグモ Fraxinus Sictoldiana Blume r
・ナイ カダ Helwingia japonica wild. vr

ノリウッギ Hydrangea paniculata Sieb. 
var. floribunda Regel

vr

ブラゲヘウ クンボグ Ionicera strophiophora 
Franch.

vr

ッキナシ Micromeles alnifolia Kochnc vr

ミヤマナルコユ リ Polygonatum lasianthum 
Maxim.

vr

カ マ ッ・カ Pourthiaea laevis Koidz. vr

・ウハ ミ グザク ラ Prunus Grayana Maxim. vr

ヶヤーザクラP. serrulata Lindl. var.
Pubcsccns Nakai

vr

オホヤマザクラ P. serrulata Lindl. var. 
sachalinensis Makino

vr

ミッナラ Quercus crispula Blume. vr

クロ ッバラ Rhamnus dahurica Pall. var. 
nipponica Makino

ムラサキヤシホッッウ Rhododendron Albrechtii 
Maxim.

vr

vr

プナ林上の研 (大政)

Pル 
Layer

- -

商。 名Species
数 度 

Abundance
ﾡ高 

Height 
m

gなsd
Diameter 

cm

ササ Sasa sp.

ナナカ ド Sorbus commixta Hedi.
シシガシラ Spicantopsis nipponica Nakai 

var. Japonica Nakai

ハクウシク Sty rax obassia Sieb. et Zucc.
シナノキ Tilia japonica Simk.
ギヂノホ ト トギス Tricyrtis japonica Miq.

.・シカリ Viburnum furcatum Blume

a 

vr
vr

vr 

vr 
vr 

r

Gl サルナシ Actinidia arguta Planch. 

オホパグロモジ Bonzoin membranaceum O.
Kuntze

サハシバ Carpinus erosa Blume 

イ・ケ マ Cynanchum ikema Ohwi
チゴリ Disporum smilacinum A. Gray 

サハダツ Evonymus mclananthus
Franch. et Sav.

フデリンドウ Gentiana Zollingeri Fawc.

ゴトウッル Hydrangea pctiolaris Sieb. et 
Zucc. var. cordifolia Franch. 
et Sav.

ー ヒッルサウ Maianthemum dilatatum Nels. 
et Macbr.

ッ クバネサウ Paris tetraphylla A. Gray.
ハへ ド クサウ Phryma leptostachya L..

ッタウルシ Rhus Toxicodendron L. var. 
radicans Torr.

イハガラミ Schizophragma hydrangeoides 
Sieb. et Zucc.

-・ツプサ Schizandra nigra Maxim. 
オホタチッボス ミ レ Viola Kusanoana Makino 

スミ レサイシン V. vaginata Maxim.

vr 

vr

vr 
vr 
ir

vr

vr 

f

vr 
vr

vr 

vr

vr

vr 
r 
ir

D......... Dominant tree layer.
Sh......... Shrub layer.
G1......... Ground flora (low).

Ds......... Subdominant tree layer.
Gh.........Ground flora (high).

* 植物名はﾡ本売ﾡ,I和114(1936).前掲書による。

2) BB型土ﾡ……乾性祀色森林土 (紙斜地型)

現在までの筆者の調査では, スギ林においては Bn型土壌を発見することが山来なかつな。
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筆者の調査は ブナ林に主点を置いたために スギ林は精 しく路 した かったが,ス ギの版立条件作 

を思うなら, スギ林には Bn 型土壊は存在しないか,あるいはイ在するとしてもﾡめて分布 

の狭いものであると予ﾡされる。

3) BC型土塚.... 弱乾性褐色森林土

スギ林にはブナ林の Be 型士壌と 同様の土壊が可なり広く 分布 している。 そこに現われる 

ﾡ物はその地方のブナ林の B。 型のものと同様である。 Profile 54 はその一と して挙げた 

ものである。

a) Profile 51 (PL. 72)

所在 秋田県仙北I神代村大字明崎中院内山国行林小ﾡ旅台沢 40 林班は小既 

地形 南市西に向つて殺かにﾡ谷した台地。

ﾡ斜 10°

傾斜の方向 S40°w

海投商5 240m

植生 第 112 長 (147 149頁) 公照。なお,林帽は真77, 78(PL.33)の示ナ通りである。

土城府断商

Phot. 76. Profile 6 ご地けのスギ林

Interior of Japanese cedar forest on B・soil (Profile 46).
More than SO species are present in the field layer.

1) ﾡ枕土の色。色は京答林応, W和184 (1943).前掲書に上る。

L 0-2cm スギの落葉。局部的には 3cm の厚さに及ぶ。

F 2-3cm mﾡ賞欄色 (版法色 Sepia"。

H 3 5cm 黒校資一校濁色 (茶欄色 Natal Brown)。 調査地金般的に見 

れば F,Hの2店は F-H 城の形態となり,特に I。 店のM 

い部分において F,Hの2 府に分ﾡ山来る。 H は crumb 

構動。細根頗る多数。

A. 5-10cm 唯 橙-黄褪色 (畑茶色 Saccardo's Umber)。nutty structure 

の土挑と granular structure の土塊の集り。顕微鏡下で見る 

とﾡの附に美 しい granule の発達する状態が分かる (呼

79. PL. 34)。細ﾡ多数。

A。 10-17cm 白赤拠色 (Pale Vinaceous)o nutty structure。顕微鏡下で 

生成初期 と 思しぎ nutty structure を認む。ﾡ中 granular 

structure の部分は構造が Ai ﾡに近い。

AsB. 17-32cm 橙-茂平色 (山I吹茶 Yellow Ocher)。 乾燥する と は細徴子に 

分れ細戦。顕微被下で微細な 割れから nutty 及び granular 

structureの生成される状態がよく分かる(写真80,81,PL.34).

Fhot. 77. Profile 54 i設ビ地附 

のスギ林 (その1)
Interior of Japanese cedar forest on 

Bc-soil (Profile 54). On the right 
Camellia rnsticania, on the left Be:. 

zoin mCmbran:aCCImi and Aicaba 
jqponica var. borealis.

Phot.7S. Profile 54 設ご地岡 

のスギ林 (その2)
Another part of the same forest. 
Camellia rusticana dominant in 
the shrub layer.

導
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緊特度 A ﾡに等しい。中根多数

B. 32cm+ 決ﾡ iボ色 (Antimony Yellow)。ﾡのさ 25 26cm. 粘 

Ie 肝中 granule の部分はﾡ権に乏しくﾡ々酸がある。 

Ax-B. 底より果海。中根多数。

この:域は スギ林に おける 氏 型土壊の 標 式的の ものである。スギ林土地にnuttystructure 

の発達 した ものは特に天然林においてはそれ程珍しい ものではな い。982(PL. 34)は最上 

川上の行名な山内スギの林内土壌の炎ﾡに現われた nutty structure である。

第111炎は Profile 54 の化学的性賞を示した ものであるが,表局が比校的置換性行灰に富 

むことはスギの来葉の地なを炎わすものと して興味が深い。

Tab. 111. Profile 54 の化学的性質

Analyses of Bc-soil, Crptomeria jabonica (Profile 54)

Phot. 79. Profile 54のA用

Ai horizon of Bc-soil (Profile 54).
Granules are formed along roots.

Phot. 80. Profile 54 の Ay.B1 t (その 1 )
A-E horizon of the same soil.
I orination of granular and nutty 
types of structure.

ル 位 別
Horizon F H A】 Bx

pH (原t 土).......... 5.89 5.79 5.67 5.13 4.41 4.26
Fresh soil

C % ............................... 68.41 31.87 12.43 6.58 2.46 1.45
N % ............................... 1.76 1.62 0.64
C/N ............................... 38.9 19.7 19.4
殴換性Ca (m.e./10og).... 
Exch. Ca

24.21 31.2 7.45 1.53 0.89 一
mt換性Mg (m.c./100g).... 
Exch. Mg

4.27 6.00 1.64 一 0.60 I —

*Ca. 60
Phot.81. Profile54のA-B,ﾡ(その2)

Phot. 82. 1内スギと してイ名な上 
川 Lのスギ林の炎上の 
nutty structure.

Tab.112. Profile 54 の植物群落組成*

Composition of Japanese cedar forest on Bc-soil (Profile 54)

Same as the preceding photograph. Well developed nutty type of structure 
found under Japanese cedar forest.

Layer
名

Species

ここ...---.コ
eIff 1附為

A記dndahcelHeisht 
I m

----- 
駒高径 

Diameter
cm

D ス • ギ Cryptomeria Japonica D. Don f 29 70

Ds
•

イ ヤカヘデ Acer mono Maxim. var. 
cupictum Nakai

I vr 1

トチノ* Aesculus turbinata Blume wr

ス ギ Cryptomeria japonica D. Don

ウハミ グザクラ Prunus Grayana Maxim. vr

ミッナラ Quercus crispula B umc vr
工=ノ* Styrax japonicum Sieb. ct 

Zucc.
r

1
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Layer
% 

Species
数 度

Abundance Height
"」

Diameter 
cm

Sh オホパクロモジ Benzoin membranceum O.
Kuntzc

vr

* **→ キッバキ Camellia rusticana Honda Iva

・ヒイ ヌ ガヤ Cephalotaxus nana Nakai vr

ッノハシバ ミ Corylus Sieboldiana Blume 
var. typica Nakai

vr

-ミ Evonymus Sieboldianus Blume vr

-ンサク Hamamelis japonica Sicb. et 
Zucc.

vr

ノリウッギ Hydrangea paniculata Sieb. 
var. floribunda Regel

vr

-ップサ Schizandra nigra Maxim. vr

*ァシ Stachyurus praecox Sieb. et 
Zucc.

vr

ェゴノキ Styrax japonicum Sicb. et 
Zucc.

vr

.シカッ Viburnum furcatum Blume vr

Gh イ クヤカへゲ Acer mono Maxim. var. 
cupictum Nakai

1 vr

ヒメブヲキ Aucuba japonica Thunb. var. 
borealis Miyabe

la

**ユ キッバキ Camellia rusticana Honda vr

・マ▼* Cacalia farfaraefolia Sieb. ct 
Zucc.

vr

ハヒイ スガヤ Ccphalotaxus nana Nakai vr

フクリシッカ Chloranthus serratus Roem. 
ct Sch.

lva

クハミ ッザクラ Prunus Grayana Maxim. vr

シシガシラ Spicantopsis nipponica Nakai 
var. japonica Nakai

vr

Gl コシブブラ Acanthopanax sciadophylloides 
Franch. et Sav.

vr

ハクチハカヘデ Acer japonicum Thunb. var. 
typicum Graf v. Schw.

vr

イ タヤカヘデ A. mono Maxim. var. cupictum
Nakai

vr

サルナシ Actinidia arguta Planch. vr
ヒメブッキ Aucuba japonica Thunb. var. 

borealis Miyabe
if

*#ユ キッバキ Camellia rusticana Honda Ir

-149-プナ林土ﾡの研 (政)

Layer
名

Species
数 )

Abundance
樹髙 

Height 
m

関☆sit径 
Diameter

cm

ハ eイxが ヤ Ccphalotaxus nana Nakai vr

サ イハイラ ン Crcmastra mist rata A. Gray vr

ゴ ト ウ ッ ル Hydrangea petiolaris Sicb. ct 
Zucc. var. cordifolia Franch. 
ct Sav.

vr

ッ クウル シ Rhus Toxicodendron L. var. 
radicans Torr.

vr

* -ウル シ R.trichocarpa Niq. vr

ッ プ サ Schizandra nigra Maxim. vr

ィ ハ ャ ラ ミ Schizophragma hydrangeoides 
Sicb. ct Zucc.

vr

工 ゴ ノ * Styrax japonicum Sicb. ct 
Zucc.

vr

D......... Dominant tree layer. Ds.......... Subdominant tree layer.
Sh......Shrublayer. Gh......... Ground flora (high).
Gl........ Ground flora (low).
" ﾡ物 名 は机木ず印 ・M和 114(1936)・前に よ る。

** 学名は木多正次. ・和22N (1947). 前書, 和名は山向, 

n和n1244N (1949).前損卜による。

4) DD型土壌......適闘性ﾡ色林士 ・

ﾡ的な B,』土ﾡは裕のスギ林の調では見当らなかつた。スギ林は阳閉が密であるた 

めに土域の炎ルが水温に富み場いこ と ・ 生されるW植が比核的 crumb 述を とり 外く 水を 

多に合みﾡちであること等がM囚となつて, Bn 型:壌の現われる地形でも, 土域は Bk 型 

にい形態を示していた。それらの土壌は一近してBr型士ﾡとした。旣に述べたように ヒパ 

林では Bn 聖に域の分布は必ナ しも狭くな いが, その林ﾡは ヒ バ林とう よ りは針測提交朴の 

形をしている。スギ林の今回の測在では, このような林ﾡについて調べなかつたので, あるい 

は,そのことも B»型に際会しなかつた理の一つであろかも分からない。

5) Bi:型土規.... 弱湿性祐色森林土

スギの優良林分はほとんど Br型士域と Br型上壌の地に叫られているといつても地では 

な い。それほ ど スギの生育に適 し又分布 も相当に広い土壊型である。土壊府断面の形態は ブナ 

林及び ヒバ林で述べた ように土壌の texture によつて2 H題がある。即ち崩戒士の ように礫 

を多量に混するとか,域土若しくは砂Iの土域ではﾡMは相当の深怖去で多に該透し, Wい 

crumb 構造の Aﾡが発逆するが, 粘質の定積上壤では腐植は表底に 集秋 して深部への浸透は 

iが程ではない。

この土ﾡには トチノキ. クサギ ・ヒメアヲキ・ヲシグ・ ミ ゾ シダ等が部通に見受けられる。
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大に示す3例は粘質土壌に発述した Bi::壌そである。このような:壌は秋川地方のスギ林 

に は予想外に 広 く 分布している。

a) Profile 52 (PL. 73)

所企 秋田県北秋山I小内仁付子上大内沢国行株 21 林班ろ小所

地形 台地の背。極 く ﾡい傾社で北東に傾さ全休前々凹地形である。

M 10°

Aﾡのガ向 N 70° E

i数高 180m

松生 第114炎 (151-152式)お照。なお, 林ﾡ及び地味の状態は 83 及び 84 

(PL. 35) の示ナ通りである。

土壌店断面

L 0-2cm スギの業。
F-H 2-3cm 知任資濁色 (CloveBrown))。 ところどころに散見。スギ 

の朽葉がまじる。

H 3-7cm 黒投黄-橙濁色 (色 Bone Brown)。 crumb structure。

顕微設下敬宗すると一部は割れによつて生成されたもののよう 

さある。細ﾡ多数。

H-A 7-10cm m松-責鈍色 (収茶色 Chaetura Drab)o 局部的に散見。割 

同に沿つて A ﾡ中に介入。細ﾡ多数。

A 10-40cm 上・中・ 下の 3 后に分かれる。 上は ﾡ次色 (n色 Mouse 

Gray)。 は 松一賞鈍色 (Drab)。 下は 濃松-黄褪色 (資茶

Tawny Olive)。 根の多い処に granular structure") 発ﾡ。 

胡日多数 (顕微鏡下で 割れによ る granular structure の生

を認む)。細供多数。

- B. 40-55cm 松-賞ﾡ色 (Clay Color)。緊ﾡ。 部分的に granular 

structure を認む。ﾡ多数。

Ba 55cm+ 明攒乃至淡橙-货槌色 (Pinkish Buff 玉Cinnamon-Buff)。

風化礫 も まじる。模少数。

本土壊は秋田地方の スギ林の代表的の土壊である。 H 又は H-A 府の発連が可な り 顕者な

こと, Aﾡの比較的いこと等がその特徴である。土壌府断面の色,ﾡ地等から見て上ﾡが却

1) ﾡ化土の色。色は京営林刷,昭和184 (1949).前による。

2) この granule (ば loose granular structure のいのとﾡッ solid で力る。

プナ林土ﾡの研 (大政) -151-

つて下ﾡよ り温河のように考えられる。このような現像は森林士墳では相当許ﾡ的のものであ 

るが, スギの大然林は可なりのﾡ林となるので一ﾡ顕神に現われているものと思われる。 第 

113 炎を見るとH, Aﾡの方がBﾡよりﾡ性の弱いことHﾡに置換性石次の多いことが注目 

されるが, スギのﾡ期の影響と考えられる。

Tab. 113. Profile 52の化学的性質

Analyses of Br-soil, Cryptomcria japonica (Profile 52)

用 位 別
Horizon H A B:

pH(原 土).......
Fresh soil

4.28 4.00 3.65 3.28

C % ....................... 37.11 7.69 4.84 2.76

N % ............................... 1.69 0.56

C/N ............................... 22.0 13.7
ﾡ換せS (m.e./100g).. 26.10 4.67 1.57 1.03

置換性Mg (m.e./100g).. 
Exch. Mg

7.79 3.42 0.80. 0.60

Tab. 114. Profile 52 のﾡ物海細"

Composition of Japanese cedar forest on Br-soil (Profile 52)

Pア
Layer

稲 名
Species

数 度
Abundance

D ス ギ Cryptomcria japonica D. Don a

卜 チ ノ キ Aesculus turbinata Blume f
ス ギ Cryptomeria japonica D. Don r

Sh ハ ウチハカへ Acer japonicumThunb. var. typicum Graf V. Schw. r

卜 チ ノ キ Aesculus turbinata Blume r
ハ ヒイ*ガ ギ Cephalotaxus nana Nakai r

ク サ ギ Clerodendron trichotomum Thunb. r

ノ リゥッ ギ Hydrangea paniculata Sieb. var. floribunda Regel vr

* プ シ Stachyurus praecox Sicb. ct Zucc. o

ム シ カ Viburnum furcatum Blume o

Gh リアシシロウ マ Astilbe congeta Nakai o
ヒ メブヲ キ Aucuba japonica Thunb. var. borealis Miyabe r

キ コタキシ ダ Diplazium Squamigerum Christ. vr



PLATE 35
-152- 林野土ﾡ8報第1づ

Layer 1 " 6 数 性
Abundance

ヲ シ ダ Dryopteris crassirhizoma Nakai o

サ ハアヂサ キ Hydrangea macrophy 11a DC. subsp. serrata Makino 
f. acuminata Makino ct Nemoto

Io

ミ ゾ シ ダ Ieptogramme totta J. Sm. a

ギ ン - イ Osmunda japonica Thunb. vr

ヤ ドリシ ダ O. cinnamomea L. if

* マンテ ツ Plagiogyria Matsumuraeana Makino vr

ブ キ ギ リ Salvia nipponica Miq. f

ム シ カ リ Viburnum furcatum Blume r

サ ンカクッ ル Vitis flexuosa Thunb. r

G1 ミ ャイ クチシ ダ Dryopteris remotissima Koidz. r

ウ ハバミサ ウ Elatostema umbellatum Blume var. majus Maxim. lr

ゴ ・ ク ッ ル Hydrangea petiolaris Siel. ct Zucc. var. cordifolia 
Franch. et Sav.

r

ム カゴイラク サ Laportea bulbifera Wedd. r
ヒッルサ ウ Maianthcmum dilatatum Nels. et Macbr. r

ナ ルコユ リ Polygonatum falcatum A. Gray o
ェ ンレィサ ウ Trillium apctalon Makino r

ス ミレサイシ ン Viola vaginata Maxim. f-a

Phot. S3. Profile 52 旌定地附近の スギ林 

Stand of well.grown Japanese cedar 
on BH・soil (Profile 52). Shrub layer 
of Stachyurus praccox, Viburnum 

ircalt etc.

Phot. S4. 前の地林力

Ground flora of the Samne forest. 
Vibnrniumt furcatumt, Dryoptcris 
crassirhi:omia, D. remiotissimta, 
Osmida Ci::qmiOmia, Salvia 
:ipponica etc.

D........ Dominant tree layer. Ds............Subdominant tree layer.
Sh........ Shrub layer. Gh.......... Ground flora (high).

G1........Ground flora (low).

* 植物名は根本英町, ・和114(1936). 前による。

b) Profile 44 (PL. 74)

所 秋田県市秋田』り施小村大中流川ﾡりJル山I田行林 19 林町い小ﾡ

地形 東北東に 面した緩斜面。

傾雑 9°

傾務の方向 N85°E
海抜高 340m

ﾡ生 第 116 表(154-155頁)お川。なお, 林ﾡはﾡ 85 (PL. 35), 86 (PL. 36) の

示す通りである。

土域ﾡ断価 .

L 0-2cm 主としてスギのﾡ葉。

Phot. 85. Profile "1校注地附近のスギ林 (その1)

Stand of Japanese cedar on B»soil (Profile 44).
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*Ca.60
Phot. 86. Profile 44 it地附近の Phot. 87. Profile 44 の HA ル

スギ休 (その2)
Another part of the same forest in 
the preceding photograph.

H-A layer of Bi:-soi) (Profile 44).
Formation of micro-crumbs.

ナ林土ﾡの研究 (大政) -15-

F-H 2-5cm ﾡ賞-協濁色 (色 Bone Brown)"。細裕されたスギの 

•朽:集と 冇授物 crumb と 会 じつて F-H 府の形態を 示す部分 

もあり, メFﾡ (1cm) と H ﾡの両に分ﾡ した部分 も ある。 

後裕の場合Fﾡは可な り 分解 している。細ﾡ多数。

H-A 5-10cm ・性-資鈍色(茶色 Chatura Drab)e 可なり大さな crumb 

に別れる。締はHﾡよ り Aﾡにい。写 S7 (PL.36)は 

H-A 片の顕磁彼呼であるが, これを見ると微粉状の humus 

塊から割れにより crumb が出来かかつている様子が分かる。 

拠多数。

A 10 27cm 上ド2ﾡに区ツすることが川来る。 上 (Scm) はﾡ一責始色 

(Drab)。割れ多く,顕尚放では massive な 凡賞から 行 液物の 

不ーーな合行状態に よ つて nutty structure が形成 されるのが 

分かる (呼 88, PL.. 36 お問)。内間的に nutty の感が深い。

Fﾡは設ﾡ-賞ﾡ色( 黄茶 Tawny Olive) と 決田 i色 (Light 

Drab) のi。顕微鏡下で別れに起因 して Rranule3' が山来か 

かつている状態が認められる(野89, PL..36 お照)。ﾡ上 

に多数。下にﾡ々多数。

B, 27-42cm 松一資拠色 (Clay Color)。 massive。 劇日にﾡﾡが製つて 

granule が形されるのが認められる。ﾡ小数。

42cm+ 淡ﾡ一賞ﾡ色 (玉ﾡ系色 Cinnamon-Buff)。 ﾡ呼びﾡ々 多数。

granule の箇所が多く 認められる。

*Ca. 60
Phot. 83. Profile 44のAル L部

UPper part of A horizon of the same 
シoil. Initial stage of nutty structure 
formation.

*Ca.60
Phot. 89. Profile 44のA 用下部

Lower part of A horizon of the Same 
soil. Initial stage of structure 
formation.

木上域は Profile 52 と 同様スギ林下の Bゅ型:域と認められるものである。A片にﾡべ色 

の部分があり 且つ型地以をと もなう点, メ Bn Hが B:片より massive である点好から推測 

すると本土域も水上ルが地提状態に置かれる場合が多いよ う に考え られる。元来ル 鹿半口は全 

休的 に 見て就場 を受け 易いと 考えられるので ある が(これについて は次章で述べ ろ), スギ が成 

長するに従い表府の水湿が増加 した ものと思われる。細供の分布はとんどHﾡに叫られ, i 

ﾡ (内生) が多数認められる。

第115炎は Profile 44 の化学的性を示したものであるが,ここでも炎けに置換性行次の 

多いことが認められる。

1) A統士の色。色は東京営林局, M和184 (1949). 前掲書による。

2) この granule は loose granular structure のしのと異り 稲々 solid であろ。
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Tab. 115. Profile 44 の化学的性:質

Analyses of Br-soil, Cryptomeria jabonica (Profile 44)

ﾡ 位 別
Horizon F-H H-A

A
B, B:

上 f 
upper part

ド 部

pH (原 土)...
Fresh soil

4.69 3.41 4.15 3.74 5.00 4.30

C % ............................... 45.04 33.02 ・11.67 5.74 4.09 1.05

N % ............................... 1.83 1.67 0.76 0.41

C/N ............................... 24.6 19.8 15.4 14.0 ・ ・.

曜換社Ca (m.e./100g)..
Exch. Ca

34.27 27.17 6.21 4.71 2.78 0.89

ﾡ換性Mg (m.e./IOOg).. 
Exch. Mg

8.09 6.94 2.83 1.74 1.19 1.39

Tab. 116. Profile 4 のﾡ物川海細成"
Composition of Japanese cedar forest on BK-soil (Profile 44)

階肝
Layer

稲 名
Species

数 度A
ゅな

Height 
m

Btsit径 
Diameter 

cm4人1u44u*\4

D ス ギ Cryptomeria japouica D. Don a 46
•

76

Ds i y * Cornus controvcrsa Hcmsl. O
ァッダモ Fraxinus Sicboldiana Blume vr

Sh オ・ホバクロ モ ジ Benzoin membranaceum O. 
Kuntze

r

クサギ Clcrodendron trichotomum 
Thunb.

lr

サハ デサ* Hydrangea macrophylla DC・ 
subsp. serrata" Makin。 f. 
acuminata Makino et Nemoto

lr

モミディチゴ Rubus coptophyllus A. Gray lr

ネガリダケ Sasa paniculata Makin。 et
Shibata var. paniculata Nakcai

a

ニハトコ Sambucus Sieboldiana Blume 
var. typica Nakai

r

Gh フクリシッカ Chloranthus serratus Roem. 
et Sch.

lr

ヲシダ Dryopteris crassirhizoma
Nakai

r

シラネワラビ D. dilatata A..Gray var. 
deltoidea Takeda

vr

プナ林北の研 (大政) -155-

品 1 % 
Specics

数 農
Abundance

樹が
Height

助な流t径
Diameter

m cm

ミヤ→ペ=シダ Dryopteris monticola C. Chr. vr
・ギイ タチシダ D. remotissima Koidz. vr
ッリフネサウ Impatiens Textori NMiq. vr

ミヤ*シケシダ Lunathyrium Pyenosorum 
Koidz.

vr

ニハトコ Sambucus Sieboldiana Blume 
var. typica Nakai

vr

ッル=ガグサ Teucrium stoloniferum var. 
Miquclianum Maxim.

o

ヒトリシグカ Tricercandra japonica Nakai lr

G1 クル→ ム グラ Galium trifloriforme Kom. vr

クサ Clcrodendron trichotomum 
Thumb.

r

ウハバミサウ Elatostema umbellatum Blume 
var. majus Maxim.

vr

ゴトウッル Hydrangea pctiolaris Sieb. et 
Zucc. var. cordifolia Franch. 
et Sav.

vr

・ッシダ Leptogramme totta J. Sm. vr
"=ギ*Yウ Peracarpa circaeoides H. Feer vr

モミヂイチゴ Rubus coptophyllus A. Gray r

コバノ フュイ チゴ R. pectinellus Maxim. vr

ッル=ガグサ Teucrium stoloniferum Roxb.
var. Miquelianum Maxim.

o

スミ レサイシン Viola vaginata Macm. vr

D.........Dominant tree layer. Ds..........Subdominant tree layer.
Sh.........Shrublayer. Gh.........Ground flora (high).
GI......... Ground flora (low).
* 植物名は根木印,昭札11年(1936)・ 前書による。

c) Profile 45 (PL. 75)

所在 秋田県南秋田り"小村ず滝川ずリJ山国行林6朴班ろ小班

地形 商市西に 向 い た斜面の上部。

傾斜 15°

M締の方向 S60°w

海抜高5 470m
植生 第118 表 (157-1581•() お照。なお, 林相は写90(PL. 37) の示す通 りである。
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土嬢店断面

L 0-lcm スギ・ササ等テのﾡ。

F-H 1-5cm Iﾡ資-撮濁色(処が色 Bone Brown)"。crumb structure.

多少腐朽葉の細片を交える。細ﾡ多数。

H-A 5-10cm 黒松-优濁色(Clove Brown)。crumbstructure。やと域して 

も固結しない。細ﾡ多数。

A-B, 1049cm 上部口校-比々鈍色(Pale Smoke Gray) ﾡを交える。下部切〕 

橙-黃褪色(Pinkish Buff)。多少湿地様色彩あり。massive。

納々緊諾。僕少数。

BI 19-45cm 松-賞ﾡ色(ClayColor)。椚々 nutty。 根の多いところは 

granularstructure")。 根利々多数。

B, 45cm+ 淡松-賞ﾡ色 (にﾡ深色 Cinnamon-Buff)。massive。 Aの所

プ林上拠の研 (大政)

N % *** ••・• • • ・ 1.80 1.79 0.33

c/N 23.7 22.9 13.1

W換Ca (m.c./100g).... 
Exch, Cn

24.82 23.86 4.35 2.35

R投性 
Exch.

NMIg (m.e./100g).... 
Mg

8.98 0.84 2.93 3.32

Tab. 118. Profile 45 のﾡ物昨海報ば"

Composition of Japanese cedar forest on transitional type of

Bo-soil to Bi:-soil (Profile 45)
-一・ーー----- --

H 名Species 数 度
Abundance

在防所は granulare 粘土の少いためか收縦率 B!より も小o 

石隊去じる。ﾡ当深く まで根租々多数。

本土壊 も 腐枕ばに 多少泥土臭があ り,A Bi 特に暗灰色の斑部がある。ス B. ﾡには nutty 

structure が認められる。このことは上ﾡの方が却つて過湿状態になることを示すものとおえ 

られる。篮しこの土壊は Bp 型から Bk 邪への移行過和にある土壌であろう。

木調査地が Profile 46 の上部に所在すろ こ と は(に述べた通 りである。思 う に, Profile 

46は統拠期に西方I地のﾡ部を吹きおろす靴ﾡﾡの影容を受けて就域し, それに反して, 木 

調地は Profile 45 のと ころで 述べた ように霧 () の影馋があつて土壊が湿性 とな るので 

あろう。写其 91 (PL. 37) は 本刑在地から Profile 46 の梢頭の丸 まつたスギ と 西方山地の桜 

旅を撮影したものである。写式には良く 出て いないか被部から Profile 46 にかけて状にス 

ギの桁頭のが止ま り . 葉の色も淡黄緑色を帯びている。

第 117 炎は Profile 45 の化学的性我を示した ものであるが,こ こでもがスギ林のﾡWM 

片の置換性石灰の多いことが認められる。

Tab. 117. Profile 45 の化学的性質

Analyses of transitional type of Bo-soil to Bic-soil, Cryplomeria 
japonica (Profile 45)

財 位
Horizon

別 F-H H-A A-B, Ba

pH (座 土).
Fresh soil

4.25 4.49 4.60 4.70 4.33

C*.................. 42.62 41.00 4.31 4.27 3.42

1) 思花土の色。色京営林ル, I利I18年 (1943),前による。
2) この granule は loos granular structure とﾡり solid である。

D ス ギ cryptomeria japonica D. Don | a

Sh オホバクロモノ Benzoin membranaceum O. Kuntze vr
リ ヤ ウ プ Clethra barbinerbis Sicb. ct Zucc. vr

プッダモ Fraxinus Sieboldiana Blume vr

ノリウッギ Hydrangea paniculata Sicb. var. floribunda Regel vr
ネ→ガリダケ Sasa paniculata Makino ct Shibata var. paniculata 

Nakai
va

Gh ハウチハカヘデ Acer japonicum Thunb. var. typicum Graf v. 
Schw.

vr

*ホバクロモジ Benzoin membranaceum O. Kuntze vr

フ シ・ダ Dryopteris crassirhizoma Nakai vr

シラネワラビ D. dilatata A. Gray var. deltoidea Takeda Ir

シノカグ D. mutica C. Chr. vr

ミヤイ グチシダ D. remotissima Koidz. vr

ノリゥッギ Hydrangea paniculata Sieb. var. floribunda Regel vr
ブラゲヘウクンボク Lonicera strophiophora Franch. vr

ホホノ* Magnolia obovata Thunb. vr

ャマドリシダ Osmunda cinnamomea I.. vr
ッル=ガグサ Tcucrium stoloniferum Roxb. var. Miquelianum 

Maxim.
vr

G1 ルトエフシコ ウ Actaea acuminata Will. vr

クラノ* Aralia data Seem. vr

オホバクロモジ Benzoin membranaceum O. Kuntze vr

ガンクビサウ Carpesium divaricatum Sieb. ct Zucc. vr
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D.............Dominant tree layer. Ds................ Subdominant tree layer.

Sh..............Shrublayer. Gh...............Ground flora (high).

G1..............Ground flora (low).
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隔ル 
Layer

H 名
Specics Abundance

フタリシグカ Chloranthus serratus Roem. ct Sch. vr

ク=クゲ Circaea erubescens Franch. ct Sav. vr

ィヶ Cynanchum ikema Ohwi vr

クルマムグラ Galium trifloriformc Korn. vr

ゴトウッル Hydrangen petiolaris Sieb. ct Zucc. var. cordifolia 
Franch. et Sav.

lr

ク=ギキコ " Pcracarpa circaeoides H. Feer vr

モミヂィ チゴ Rubus coptophyllus A. Gray vr

ウラジロイチゴ R. phoenicolasius Maxim. vr

ックウルシ Rhus Toxicodendron L. var. radicans Torr. vr

ニハトコ Sambucus Sieboldiana Blume var. typica Nakai vr

イガラ I Schizophragma hydranReoidcs Sieb. et Zucc. vr

サシカ クッル Vitis flexuosa Thunb. vr

* •植物名 は根本莞的,W和114 (1996).前掲による。

6) B『性土爆..  湿性色森体土
By 型士ﾡはスギ林士壌と しては稀なイ作ではない。殊に スギの 人工林に は 可な り多くこの 

土壌が現われている。 しかしながら, 本調査においては適当な Profile を得なかったので, 
Profile の記城を省ﾡした。土城ﾡ断面の形態はブナ朴の By 士壌と同様である。

7) Pp!型土塚.. ポドゾル
Ppn 型土壌..ポドゾル化土壌

スギの分布は東北堆方では窩山地帶に は甚だ稀で ある。従つて ブナ林の場合のょ う に山lの 
風ﾡ地術に分布 して Pnr 愛しく は Pdh 型士壌を ともなうようなこと は ほとんど 見受けられ 
ない。スギの落集から は ヒバのよう に酸性ﾡﾡは生されﾡいがら純林状ﾡの乾性士壌で も ヒ 
バ朴のように Pnr 型又は Ppn 型土壊は生成 され療いと思われる。おそらく は東北地方の スギ • 
林には PDr郵及び Ppn 型土壊は存在して も特殊の地形に限られるであらう。

8) Pom型土壌..弱ポドゾル化土壌
スギ林の Pom 型上ﾡは プナ林のそれと同一条件下に生されたものと見ることが来る。 

あるいはろ, かかる土壊型に スギが優入 した もの と解した方が妥当であるかも わからない。 
従つて土壌ﾡ断面の形態もﾡ生もブナ林の場合と向様である。
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ブナ林上ﾡの研 (大政) ～159 —
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大に米げる Profile 49 は行名な桃刑のスギ林に現われる Pi>n 型土域である。

a) Profile 49 ( 92, PL. 37)

所 秋川県北秋川郡 大H仁村大字打丁当字打当沢国行林4 林琉い小ﾡ

地形 南西に面した緩鋳曲。下方は稍々傾制を増す。

Miat 8° (下力 10°)

傾斜の方向 S 60° w

i#な高 870m
ﾡ生 第 120 炎 (160-162t) お照。なお, 林ﾡ及び地味の状態はﾡ文93, 94 (PL.38),

95 , 96 (PL.39) の示す通りである。

-:S断mi

L 0-2cm 主としてスギの業。

F 2-4cm 赤欄色"。 スギ等の崎朽葉。細ﾡ前々多数。

H 4-17cm チョコレー ト色。 crumb structure。 ﾡ松じ。細ﾡﾡめて多 

数。matted mor (Rootduff)3) の形態。

A 17-23cm 1味を希びた畑欄色。 small crumb. 大ﾡ と の境 界ほとんど 

不明。中根多数。

As 23 30cm 赤味を耐びた柳色。small crumb, Atより利々緊商。

砂が まじる。大店 と の境 尔明瞭。根 多 少。

(B C). 30-33cm 次色。massivee AsHより 緊怖。A:ﾡと 同一 母材•で ある こ 

とにﾡ間があるので仮りに(B-C).の記サを附した。 大ﾡとの 

境外明歌。ﾡ茂だﾡ。

(B-C)a 33-45cm 賞洲色。massive。 岩境多数。極めて緊密。ﾡはほとんど認 

められめ。

c 45cn+ 赤色。岩塊極めて 多数。ﾡめて緊ﾡ。

この:堪はスギ林としてはﾡめて稀なイである。色調から察する と AI 肝に 溶泥が行わ 

れ, A3 府には流役と一部には災ﾡが行われていろようにﾡわれる。この土無の特断面につい 

ては更に檢討を要する。

ﾡ生は第120炎の示す通りであるが, 近接地にはJにシロバナシヤクナゲ・ カミノイヌッ 

ゲの群生しているところがあった。

第119表は Profile 49 の各府位の pH 価及び炭素率を示した ものである。

1) M土の色。

2) Heiberg, S. O. and Chandler, R. F. 1941.前掲書参照。
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Tab. 119. Profile 49 の化学的性氏

Analyses of Pm-soil, Cryptomteria japonica (Profile 49)

用 位 別
Horizon F H A1 A. (B-C): (B-C):

pH (M 乾 土).
Air dried soil

4.48 3.98 4.10 4.04 4.21 4.21

c % ................. 49.62 49.35 20.06 8.35 2.73 1.26

N 2 ................. 1.79 1.88 0.64 0.42 0.11 0.08/
C/N ................. 27.7 26.3 31.3 19.9 24.8 16.1

Tab. 120. Profile 49 の枚物昨ﾡ細*

・ Composition of Japanese cedar forest on Pi>m-soil (Profile 49)

P用
Layer

商 。 . 名
Species

, 数 座
Abundance

D ス ギ Cryptomeria japonica D. Don a

ゴエフー・ツ Pinus pentaphylla Mayr. o

Ds コシブブラ Acanthopanax sciadophylloides Franch et Sav. vr

ハウチハカヘデ Acer japonicum Thunb. var. typicum Graf v. 
Schw. .

o

ス ギ Cryptomeria japonica D. Don r

ブナノキ Fagus crcnata Blume o

シサク Hamamelis japonica Sieb. et Zucc. vr

Sh W ネカ～ア Acer Tschonoskii Maxim. o

ブナノキ Fagus crenata Blume vr

ンサク Hamamclis japonica Sicb. et Zucc. vr

ブカミノイ メッゲ Ilex Sugeroki Maxim. subsp. brevipedunculata 
Makino

vr

ヒロハクムシバ Magnolia Tokumotoi Yanagida. r

ムラサキャシホッッジ Rhododendron Albrechtii Maxim. o

ヤウルシ Rhus trichocarpa Miq. vr

チシザサ Sasa kurilensis Makin。 et Shibata var. genuina 
Nakai

r

ナナカマ ド Sorbus commixta Hedi. vr

ムシカリ Viburnum furcatum Blume o

Gh ・ネカ～～ Acer Tschonoskii Maxim. °
オホパクロモッ Benzoin membranaceum o. Kuntze vr

-161-プナ林土の研究 (大政)

P用
Layer

種 名
Species Aldhafce

ス ギ Cryptomeria japonica D. Don vr

ナノ* Fagus crenata Blume r

-シサク Hamamclis Japonica Sieb. et Zucc. r
プクシバ Hugeria japonica Nakai o

ノリウッギ Hydrangca paniculata Sieb. var. floribunda Regel r

イ*ッゲ Ilex crcnata Thunb. var. typica L.oes. f. genuina 
Loes.

vr

ブカミノイ ッゲ I. Sugeroki subsp. brevipedunculata Makino f

ヒロハクムシバ Magnolia Tokumotoi Yanagida o

コヤウラクッッッ Menzicsia pentandra Maxim. o
ウハミッザクラ Prunus Grayana Maxim. vr

ムラサキヤシホッッッ Rhododendron Albrechtii Maxim. a
ヤマクル シ Rhus trichocarpa Niq. r
チシザサ Sasa kurilensis Makino et Shibata var. genuina 

Nakai
r

ッルシ*ミ Skimmia repens Nakai var. typica Makino f
ホッッジ Tripctalcia paniculata Sieb. et Zucc. vr

オホバスノ キ Vaccinium Smallii A. Gray f

・シカリ Viburnum furcatum Blume a

コシブプラ Acanthopanax sciadophylloides Eranch, et Sav. o

ハウチハカヘゲ Acer japonicum Thunb. var. typicum Graf v. 
Schw.

r

・ネカ～デ A. Tschonoskii Maxim. o

ゴセン タチベナ Chamaepericlimenum canadense Ashers. et Graebn. o

ッルリ ンダウ Crawfurdia japonica Sieb et Zucc. f

チ=ュリ Disporum smilacinum A. Gray o

シノブカグ Dryoptcris mutica C. Chr. r

プナノ* Fagus crcnata Blume r

ブクシパ Hugcria japonica Nakai f

ノリゥッギ Hydrangea paniculata Sieb. var. floribunda Regel r

カミノイメッゲ Ilex Sugeroki Maxim. subsp. brevipedunculata 
Makino

o

T
ホソバタウゲシバ JyCOpOdIum serratum 1n1unb・ var. LAkい1ー・と**

Makino

P ヒッルサウ Maianthemum dilatatum Nels, et Macbr. vr

コヤウラクッッジ Menziesia pentandra Maxim. f

ッキナシ Micrommeles alnifolia Koehnc vr
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P用 ﾡ 名
Layer Species Abundance

ツルプリ ドホシ Mitchclla repens L. var. undulata Makino 

ックパネサウ Paris tetraphylla A. Gray 

**ソテッ Plagiogyria Matsumuraeana Makino 

ゴエフマッ Pinus pentaphylla Mayr 

ムラサキヤシホッッラ Rhododendron Albrcchtii Maxim.

イ ハウクチ Shortia uniflora Maxim. 

ツルシキミ Skimmia repens Nakai var. typica Makino 

クケシラン Streptopus japonicus Ohwi 

ラケモモ Vaccinium Vitis.Idaea L.

ヒメウスノ キV. Yatabei Makino 

ムシカリ Viburnum furcatum Blume

〇 

r 

vr 

r 

a 

f

r

〇 

f 

vr 

a

D..........Dominant tree layer. Ds...........Subdominant tree layer.
Sh......... Shrub layer. Gh..........Ground flora (High).
Gl......... Ground flora (low).

・ M 物名 に 根本莞附. ・和11 (1936). 前掲書による。

•

9) Pw I 型土爆..... 高山湿原ボ ド ゾル

Pwu 型土壊..... 低ﾡポドゾル

これケの土整は高山I他ﾡに川ﾡする土城であ 乙か ら 東北地方の スギ林には (しないとお2 
られる。 作の現までの測では木だに発処することが川来ない。

10) Pc型土援.....グライボ ドゾル

G 型士塚..... グライ土壌

スギは寧ろ水分の多い土壌に 良い成長を遂げろ ものであるが, スギの天然林においても Pa 

型及び G 型土堆の分布は極めて極限されている。これらのJ型型の出現する地型は全く ブナ 

林,ヒバ林の場合と同様である。そこに分布する植物も亦同様である。 の測ではG型 

土ﾡの適当な Profile がられなかつたので Pe 型土壊の一例を 次に記故する。

/

a) Profile 67 (PL. 76)

所作 秋山県北秋Iロ付人字ロ 次ロ 沢国行#

地形 南西に延びた峰の先端部が一段と低く なって台地状となつている と こ ろ。
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傾締の力向 S40°w
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M上 第 122 炎 (164-167 頁)お。なお林州及び地ﾡ物の状書は呼に97, 98 (PL.

40) の示す通り である。

L. 一地び炎をﾡう可。

H 0 6cm 黒检黄 ・河色 (n埼色 Bone Brown)"。crumb structure, 

細板 多数縦横に分布。部分的に II 店, A 持の分化不明障のと

ころがある。かかる簡所はほとんどグライボドゾル化は記めら 

れない。

A, 6-13cm 濃花黄々鈍色 (生叱色 Deep Grayish olive)。II ﾡの影響 

を受ける 部分は 濃松-黄鈍色 (Hair Brown)。 部分的に 

granular structure,, 試o
A3 G 13-27cm 白色 (White)。砂it。a提賞-松ﾡ色 (Mikad。 Brown) の鉄

i。風化礫がま じる。

Br-G 27 55cm 淡橙-黄鈍色 (Light Drab)。 M。ﾡ上よ り 多数。風化ﾡ 

多数。鉄斑を認む。

b2-g 55cm+ 白投-黃々濁色 (Pale Olive-Buff)。wt。店のさ 20cm 以
_上。 風化ﾡ多数。
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ボ北壌はグライボドゾルと認むべきものと思われる。色渕から見れば A!においても多少 

i戦作川が行われているこ と が認め られる。季節に よ つて地 ド水位が上下するために一純の グ 

クイボドソ ル化作川が進行 したもののようである。こ の地の価生が乾性の ものと 湿性の ものと 

ﾡ続していることはこのiの清gを物訴る ものと して興味がある。

第121炎は Profile 67 の条府位の pH 価及び災楽率を示したものである。

Tab. 121. Profile 67 の化学的性質

Analyses of Pc-soil, Criptomteria japonica (Profile 67)

1) ﾡ化上の色。色は地京営林ル,I和184 (1949)・前掲による。

ルf 位 別 
Horizon H A! A-G BrG B-G

pH (Mt 土)....
Fresh soil

5.03 4.70 5.35 4 82

c % ..................... 47.42 22.75 0.72 1.29 1.02

N % ..................... 2.09 1.24 一 一 一

C/N .....................22.7 18.4 — — —
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Tab.122. Profile 67 の植物間海領"

Composition of Japanese cedar forest on Po-soil (Profile 67)

防用 
Layer 1 " 名

Species
数 度Abundance

桝高 
Height

m

gst径 
Diameter

cm

D カッラ Ccrcidiphyllum japonicum 
Sieb. Ct Zucc.

vr

ス ギ Cryptomeria japonica D. Don f 35 90

Ds トチノキ Acsculus turbinata Blume r

ヒノキアスナロ Thujopsis dolabrata Sieb. ct 
Zucc. var. Hondai Makino

vr

Sh =ミネカヘケ Acer micranthum Sieb. ct 
Zucc.

vr
1

*そ・チ A. ornatum Carr. var. 
Matsumurae Koidz.

vr

オキバクロモジ Benzoin membranaceum O.
Kuntze

r

リ*ウ Clethra barbinerbis Sieb. ct 
Zucc.

r

ス ・ ギ Cryptomeria japonica D. Don vr

ノリウッギ Hydrangea paniculata Sieb. 
var. floribunda Rcgcl

**ノキ Magnolia obovata Thunb. vr
サハグル I Pterocarya rhoifolia Sicb. ct 

Zucc.

ムラサキヤシホッッッ Rhododendron Albrcchtii 
Maxim.

vr

ヲノヘャナギ Salix sachalinensis Fr. Schm. vr

キッネヤナギ S. vulpina Anders. vr

ヒノキアスナロ Thujopsis dolabrata Sieb. et
Zucc. var. Hondai Makino

vr

Gh サナシ Actinidia arguta Planch. vr
-タクビ A. polygama Maxim. vr

クラノ* Aralia data Seem. vr
トリアシショゥマ Astilbe congest a Nakai r
ヒロバノイヌワラビ Athyrium otophorum Koidz. vr
ヤイメワラビ A. Vidalii Nakai vr
オホバクロモジ Benzoin membranaceum O. 

Kuntze
vr

クマヤナギ Berchemia racemosa Sieb. ct 
Zucc.

vr

プナ林上ﾡの研 (大ﾡ) -165-

Species 。改.。.
樹齋

Height
駒な優

Diameter4bukda1cだ m cm

ガシグピサウ Carpesiuml divaricatum Sieb. 
et Zucc.

vr

ッルウメモ ドキ Celastrus articulatus Thunb. vr
カッラ Ccrcidiphyllum Japonicum Sieb. 

et Zucc.
vr

リ+ゥっ Clethra barbinerbis Sieb. ct 
Zucc.

ス ギ Cryptomeria japonica D. Don vr

シシダ Dryopteris crassirhizoma
Nakai r

シノプカグD. mutica C. Chr. r
ヒコドリバナ Eupatorium Fortunci Turcz. 

var. sitnplicifolium Nakai
vr

ゴトウッル Hydrangea pctiolaris Sieb. et 
Zucc. var. cordifolia Franch. 
ct Sav.

vr

サー ハサ ル H. macrophylla DC. subsp. 
serratn Makino f. acuminata 
Makino ct Nemoto

vr

ブッ»ダ Ilex macropoda Miq. vr
、リギリ Kalopanax pic turn Nakcai var. 

typicum Nakai
vr

ャ,-ガナ Lactuca Raddeana Maxim. vr
、 シ ダ Leptogramme totta J. Sm. o
ヤ→ドリシダ Osmunda cinnamomea L. o

• ・
← ン マ イO. japonica Thunb. vr

ャ-,ンテッ Plagiogyria Matsumuraeana
Makino

vr

リヤゥ メンシダ Polystichum Standishii C. Chr. vr

ゥい、ミ ッザクラ Prunus Grayana Maxim. vr

サ 、 グ ル ミ Ptcrocarya rhoifolia Sieb. et 
Zucc.

r

ムラリキシホッッジ Rhododendron Albrechtii
Maxim.

vr

ェミヂイチゴ Rubus coptophyllus A. Gray vr

-、トゴ Sambucus Sieboldiana Blume 
var. typica Nakai

r

ハンゴンサウ Senecio palmatus Pall. vr

*プシ Stachyurus praecox Sieb. ct 
Zucc.

vr

工=ノキ Styrax japonicum Sieb. et 
Zucc.

vr

1
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------------
防

Layer
名Species ・ 数 度 

Abundance ；

付び;
Height 

m

gt;it 
Diameter

cm

ヒノキブスナロ Thujopsis dolabrata Sieb. ct 
Zucc. var. Hiondai Makino

r

Vitis amurensis Rupr. var. 
Coignetii Nakcai

vr

・シカサ Viburnum furcatum Blume vr

GI +モ/:デ Acer ornatum Carr. var. 
Matsumurae Koidz.

vr

サルナシ Actinidia arguta Planch. vr

• ミヤマククビ A. Kolomicta Maxim. vr

ノ*キ Adcnocaulon bicolor Hook. 
var. adhaerescens Makino

vr

ト リシジ コク Astilbe congesta Nakai vr

ヒメプッキ Aucuba jnponica Thunb. var. 
borealis Miyabe

vr

オホバクロモジ Benzoin membranaceum O. 
Kuntze

vr

スゲ Carex sp. f

Cephalotaxus nana Nakai vr

Clcthra barbinerbis Sieb. et 
Zucc.

r

・ギクフバナ Clinopodium sachalinense Koiz. vr

ス ギ Cryptomeria japonica D. Don vr

ッシ" Dryoptcris crassirhizoma
Nakai

vr

シノアカグー D. mutica C. Chr. r
ミギーイタクチシダ D. remotissima Koidz. vr

サ ハ ダ ツ

ノリウッギ

Evonymus melananthus 
Franch. et Sav.

Hydrangea paniculata Sieb.

vr

r
var. floribunda Regel

ゴト ウ グル H. pctiolaris Sieb et Zucc. 
var. cordifolia Franch. ct 
Sav. o

・ ・

イxッゲ Ilex crenata Thunb. var. 
typica Ioes. f. genuina Loes.

vr

=がナ Ixeris dentata Nakai vr
ネグミが* Muehlenbergia japonica 

Steudel. vr

チず・ザサ Oplismcnus undulatifolius 
Roem. ct Schult. ir

タニギ*ヤゥ Pcracarpa circaeoides H. Feer. vr

ブナ林北ﾡの研 (政) -167 -

s.,おな;1ayさ- 円 Species Atindahce Hsah Diame'er

ハ ナ ク Persicaria Posumbu Gross vr

フ * Petasites japonicus Ntiq. w

* ッネ・ノボク ン Ranunculus Vcrnyii Franch. 
el Sav. var. giaber Nakai

vr

ッ グウル シ Rhus Toxicodendron L. var. 
radicans Torr.

vr

モ ・Fィチ ゴ Rubus coptophyllus A. Gray vr

= パノフュイチ ゴ R. pectincllus Maxim. f

・ が ヲ Schizophragma hydrangcoides 
Sieb. ct Zucc.

vr

一* ッ プ サ Schizandra nigra Maxim. w

*
-

プ シ Stachyurus praecox Sieb. ct 
Zucc.

r

シ ノ プ ゴ ケ Thuidium Sp. r

ノ キブスナ Thujopsis dolabrata Sicb. ct
Zucc. var. Hondai Makino

vr

サ ンカクッ ル Vitis flcxuosa Thunb. vr

ツ ギスミ レ Viola verecunda A. Gray var. 
typica Makino

vr

D..........Dominant tree layer. Ds...........Subdominant tree layer.
Sh..........Shrub layer. Gh..........Ground flora (high).
Gl..........Ground flora (low).
* ﾡ物名ばﾡ木売ﾡ・ 即和I11 (1936)・前掲によるe

以上で 本邦の ブナ林地帯 (殊に東北地方)に現われる土域の Family Groups (Local 

Environment Groups) の各口についての說哽を終つた。各に域の性慣を通覧するときに光づ 

気付くことは, 本章の 11 頭において述べた ように,ブナ札地ﾡの色株林は多少ともボドy 

ル化のM向を行することである。 に又, 世成性火山灰土を材料とする根色赤林土の生成過程 

において 下ﾡでプ ・ ファン様の#:分が生されるであろうというﾡ入り氏の所設を真付け 

る と われ る 事実 が認められる こと で ある。

第3•の分知方式は,既に述べたように,宿植の形態,土:の柄並等から土ﾡがル所的血境に 

支配されながら常時保持する水分の状態を推定して土墳を分ﾡする方法である。 の調査期 

間が森林土域が最 も湿潤な 安季に限られて いたので,単に内順的な水分の観業では土域水分 

の多少を比較することが困難であった。しかし, 形態的特徴から分補した土城のん断而の水分 

量 を 実際に してみると 外興ﾡ深い「実が得られた こ と はﾡに述べた通 りである。定量さ

1) 塩入松三, H利1S4 (1938)- 前。
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れた水分を容依百分率で示し,相互に比校した ものが第 15 図である。この図のﾡ礎となる数 

ﾡは全部細土の占行卒積をと して それに対する百分率で表わしてあるから,実際つ土壌小 

にあつてはﾡ ・ 植物ﾡ ・ イ引•隙等があって 更に各土壊間の差が大き く 現われる管である。

勿崎士壌の水分状態を辛積百分料で炎わした数字のみから利断することは当を代ない。染に 

水ﾡの著しく 興る 大山灰が繋ﾡした場合には逃だ し く 誤った印象を 与え る ものであるからそ

fef.3%
Bc

Fef 1 6

Fig. 15. ナ林の4型土の積版 (ゴバン 门 は土壊,横線は水分, 余白は空気) 

Relative contents of solids (cross-hatched), water (shaded), and air (white) in 
different beech forest soils.

ゲナ林土墳の研 (大政) -169-

の点は充分注点を要することである。それよりもなお注なすべきは試料のﾡめて少いこと, し 

かも, 採取時の水分が, 収の時期によつて変化する性ﾡをもつていることであろ。これ等の 

ことを念頭において も,なお, 第 15 因を検討すると各土墳型の水分状館はﾡ杯の推定したも 

のと時々一致するようにﾡわれる。

ちこの図を見ると B、型, Bn型, Be型のような就性の土壌は他の土壌に比して水分が 

教的 く さ気のが多いこ とがわかる。これを細か く ば BA 型壌と して Profile 34 の 

方が Profile 19 より もお式的であることはCにブナ朴の BA型土墳の項で土ﾡの橋造から指 

捕したところであるが,この図でもそのことが貴く炎わされている。又B、型土壌及びBn型 

土底は地型的に見て乾燥する こ とが極めて明瞭に溜め られる地域に川現する土壌であるが, こ 

の図でも B、型土壌及びBn型土ﾡは土ﾡの.上肝ﾡ水分が少く, 直接地表から の乾燥が 見受け 

られる。これに反して,これらの土ﾡより乾嫌のﾡのiいと考えられる地形に現われる Be型 

ﾡでは 土埃の下肝の水分が少 く て, 樹木を通じての乾燥が岡め られる。 才も Be 型土墳の 

B, 府は水分で他和された形になつているが, これは 各論のと きに述べたように 容水策が非常 

に大きな土壊のために このよ うな興例な現像が見受けられろ もの と思われる。

Profile 20 は Bw 型土境よ り利々ぶ地にﾡいた土壌であることは(に各論のときに土壌 

の形態等から地したところである。第 15 団の Bn 型土壊の Profile 1 と散するとその 

こ とがらかに認められる。

Profile 36 の図には崩ﾡ士の特微が現われている。メ Profile 16 のA:が水分が他のﾡ 

に比して 存しく 少く炎わされているのは Aa の審水が迫少のためであろる。

Pmm 型土ﾡの Profile 5 が根式的の もので,Profile 27 は漫性に, Profile 24 は乾性 

に移行 している こと も図によつて傾向がわかろ。

以上の細かい点を若慮して,さて全体を通覧すれば,B、型, Bn堀, 氏 型土壊に比して 

B»型土ﾡは水分にみ, に B"型, Br型土域と水分は増加して G型土城で堪大になるこ 

と, Pur型, Ppn型, Pnm型域に比して PwI型土地が水分が多いこと等が認められる。 

又 P»型域のWﾡが夏期湿な状ﾡにおかれる傾向のあろこと も うかがわれる。このことに 

関しては次章で述べることにする。

い, ヒバ林北ﾡに関する山谷氏の復命"をうけたので, それに よつて ヒバ林土壌について 

第 15 図同様の比較図をつく ると第 16 図の如くになる。仙しこの場合は基ﾡになろ数位は士 

ﾡの 企客積に対す る 水分の 百分率で あ る ・

第16図も第 15 図と全く同じ傾向を示すことがわかろ。

次に各土壊型について 2, 3 の特徴を 比校すれば下記の小川か挙げられる。

1) ﾡ色森林土では靴性上単は湿性土にに比してA。ﾡ殊にFﾡがい。その場合ﾡ々畑

1) Il谷一,昭和234(1948, b). 前前へ
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Fig. 1G. ヒバ休の各型土塊の容液祖成 (ゴバンロは上ﾡ, 横ﾡは水分・ 金台は空) 

Relative contents of solids (cross-hatched), water (shaded), and air (white) in 
different Hiba arbor-vitac forest soils.

色の A 師と,外生菌根がと もなう。

混性士壌の A。府は桜めてく 多 く の場合 F 府が:火除 している。H ﾡは比修的く 形 さ

れる場合があ るが, その場合は乾性土壌のHﾡに比 して 

ぬ米率が小さ い。同一ﾡ位で比較するとぬ米率は各府を 

通 じ,乾性土壌の 方が湿性土壊 より 大である。

2) 一般に ボドソル 化土壌 として 包含 される 土壌 に お 

いてもA。 ﾡはルいが:就を性色森林と対する とHH 

が:発する。又状米率はﾡ色森林土と同様に同じポ ドy 
ル化 止に協する ものでは湿性土壊ぼ ど小さ くなるﾡ向 

が受けられる。

3) 上記の事実は土壊が乾性に M くに従って冇つ物の 

分解がﾡ止されるﾡ向があることを示すものである。行 

機物の分解が円滑を 欠くとさ は酸性ﾡﾡが生なされ場い 

こ とが予ﾡされる。 x ﾡ性ﾡﾡが生ルされれ その影 

湾で 下層土 も 酸性に 働く こと が予想 される。 そこで 

Profile のFH,H 特,ん 杵及び B. 府の pH 価を 

第17図に図示してみた。図示する場合に各 Profile で

〇 F-layer © H-layer
* Ai-horizon A B-horizon
□ G-horizon

Fig.17. 各土り別別 pH 領
Comparison of pH values in 
different beech forest soils.
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位が必・しも一致しないので FHH, H AH中態のものは犬々H, A店と後に記 

したせサつ小ナル位として取ﾡつた。 x Pwi』!, Br :こだけがﾡ就の pH 価で他は何 

tもMt:l:のpH 価であろ。第 17 日を見ると pH 価の分布は可な り 明瞭に予想通り に排列して 

いる。材材が:ル数であろから, これをもつて当断ナることは許されないとしても, 他の:壌条 

件と Pmiしない実故この上うなN向があることはiめて も良いと思われる。

4) 各七艦型の指位の炭素率を樹 俄 別に比较する と スギ林, ヒ バ株に して プ ナ林は小きい 

ようである。スギ林が比代的多いこ とは野外一条で受ける印取と チルするながもろが,作の 

以前ハ大験成就” とは良く一致する。

5) 住換性工質は 各土填項, 樹部を題ヒ HM, Aﾡに多い。又沮性土填の方が乾性上塊 

より多いようである。樹印別に以るとスギ林が一耐多く, ブナ林がこれにつき,ヒべがも 

少いM向lが:ある。 スギ#に置換行公の多いことは生する上依のびよ り も スギの落型の石 

次の多いこ とヨ) がiであらう。

6) NO,-N, NH一N 共に F ﾡに多く, H *これに次ぎ,Aはは少いﾡ向がある。

NOaN が比似的酸性の強いﾡにめられることは側が深い。従料 NO.-Nの生には 

土城の酸性,空気の城,協松の址野が影惇すると介われているが", Cの定燃係と填の部

を 比散検ナ ろ と ,2気の』ちに壌の Porosity が "なり大きな じ体を持つ ものとおえ ら

れる。 ・ ・

7) %土域邪の間Jに際して, そこの植生について記載したが,それをﾡ覧すると土域に 

よって植物* 落に 可なり 明瞭な特徴のある ことが認められる。従つてか る事実を礎と して 

Mの分通を 行うことは可能の よう に思われる。ﾡ物生値学場」% のチに よ つて解される こ 

とが:される大術である。とにか く 土壌加査の立塢からすれば植物群落の構成は地形と と も 

に:の分布を跡する場つイな子掛りである。た s ,ﾡ物を このよう に指松ﾡ物と して

る と さの花なはW来の情版をおえて,単一のﾡ物を指わ的に取投わめこ とである。単一のﾡ 

物を指標 とする と さ は思わぬ錯誤を招來するおそれがあ ろか ら ,切に戒 しめねばな らない。

・

N 各土壊型の生成に關する考察

・

ブナ林地に現われる多ﾡ多様の地を』判型にﾡ別すると 13 種の多数にのることは0 
に前rにおいてのべた ところであるが, かか、る 多数の:域が、処げな る 生成過程を 経て 介ロ の 

形態を示すに至った ものであろうか。この問密を現作奴第 し寿る資料と半 K の網在並びに実験

1) 人rk正r. ﾡ新一,M和124(1937). 議 如： 関 す ら 二三の研充. 砕室林野局・ 林・送・報3(『)41.
2) 大故正隆,森統一, Mi1124(1937). 前掲書; 川Sf山i, 永叫正, FllIi一, M和174 

(1942). ut久島に於ける森林上りに就て.H・...・I6. 333. 参M。

3) Walcsman, S. A. 1936. 前。
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の data だけで解明することはﾡだ困難である。従つて, ここでは, 一つの可能性のあろ«成 

を提出し得るにﾡぎない。

A BA 型土缰の生成に関する考察

BA 型土壌は A 並びに Bﾡが特徴のある社状情 (loose granular structure) を 品する 

のであろが, この構造はアカマッ林,ッヒ林等の就燃した壌に見受けられるものである。元 

来徴状橋の生には植物供が:相当大きた役制を果すものとみな されているが:", ブナ札地番 

では如何な る土塊型において も相当数の桃物根が分布しているのであるから,たとい B、型: 

壌では植物供の猫述が特にﾡ者であるという実があるとしても, 単純にﾡ物供の作川のみで 

土壌のこの特殊な掃の発述を設りすることは困難のようにﾡわれる。のみならナ, 従来ルり 

扱われて いる粒状構造 (granule, crumb) は BA型土壌の ものとはﾡり, 株林土収でこれに 

似するものを探せば適刑性若しくは浸性壇のH店, A Mに発達する ものである。い会叫題 

にしている Ba 型土壌に発達する もの と は外飯において も全く 別地の ものである。従つて BA 
型土壌の土粒の 生成に は何か別の 作川 を 与 えな ければな らない。

この特後つあろ構地を従来知られている森林土ﾡのうちに求めるなら, アカッ林, シヒ 

林等の 土壊に それが認められる。ブカマッ林土域にしても, ッヒ林壌にしても, かかる構 

の現われていろ ものは強度に乾燥し又多数の外生歯根の認められる土壊である％ このよ うな 

事実から が 幷は特徴あ る粒状構は土壌の乾ﾡ と 外生菌根 とが:関係するのではないかというお 

えの もとに大のよ う な芯計で簡単な実験を試みた。即ち Mitscherlich 氏 pot に 土壊を 充城 し 

1 日 1回の注水によつて水分を土整の辛水ﾡの約80% と 30% に保たしめ一•連の potは土単 

のみと し, 他の一地の potには2年生のカマッをﾡえて, と もに7ヶ川放置した。 力 

マッを選んだのは外生ﾡの着生が#場で, ﾡにも困難が少いからである。実験の小で注 

水を怠つたこ とがあるので一時各 pot 共に相当に乾燥したのであるが,と もかく も, ﾡ果は 

期待通 り 水分 30% の土壌に カーッをﾡえた pot において外生苗根の曲糸に沿う て見事な粒 

状構盤をつくることが出来たのである〔 99,100 (PL.41) 参照。他の pot を別べると 

水分 30%の土城のみの区の土壌の状態はﾡ』当時と大遊な く, 水分 802% と してカマッを 

植えた区は i?揪が 欠除 して無構造,水分 80% の土域のみの区も無情地であつた。 B、型に 

ではBﾡの深く まで外生菌根が分布する こと は前堂で述べたところであるか,この曲単な央験 

によつて BA 型工境の特殊ﾡの生成には土域の就燥と外崎ﾡが:州当の役制を 県 していると 

いゥこと は確か・ らしく比える。おそらくは I: 壊の乾燥は土枝の形成に も外生供の許生に もxr 
条件を提供する ものであろう。又, 若し外生苗根から傍酸の如き酸か分泌されるならばその双 

極性が粒子結合の媒介になるこ とも若えられる。ともあれ, 構造の点から考えれば B、型上地

1) Russell, E. W. 1988. 前掲書; Baver, L. D 1970. Soil physics. New York. 参照。

2) «崎仲,M和1174(1942).前掲書;み照。

は一Hの事と域性の土域と1う こ とが川来るであろう。

BA 型 土埃が 乾燥件の ものである ということは 又ﾡ生の 方面がら もめられる。前なで述べ 

たiりBA 型上壊には落葉性の ッヤクナ ゲ科M物を初め就性権物が好んで繁茂する。

BA 型土:域が:純域性士墳であろかてかを決定するには,以上のよ うな間接的方法に頼らすに, 

域の水分を 山定地することが:も簡で Eつ確式な方法のように考えられるであろう 

が:, 定応を火行するとなると,そこには少からさるﾡ難がともなうものである。 ち上壌水分 

は岐等によつて時期的にあるﾡ度の県動が:あるから,比終位を得るためにはく と もある期 

川! 連税的に定量をする必要がある。m場や貴ﾡ地とい,荷合か、らしい迫岡の地にあるブナ 

札地では, それは容易ではないのである。しかしなから,観点を少しかえれば, 土域水分の 

uz比核 も企然不可能ではない。重初的な 見方を すれば浅林土壊では 相当長い期間にわたって 

水分が略々均衡を保つ ものと おえられるから", 任意時ににﾡをﾡ取して水分を定しても, 

それがﾡ々同時探収であれば, 県型の土域をの合水量のﾡく大の比較は可能である。かかろ観 

尚か,ら抑収時の水分を検討すると,iで遠べた通り, Ba 型土城は他の土壊に比して水分が 

可なり 少い こと が分かる。北 も ブナ林地ﾡは本兆の山ﾡ林地獄の う ちで も沮河な部国に氏する 

のであろから,乾ﾡ性と言つても比ﾡ的のものであろことは勿諭であろ。とにかく, このょう 

に相当強く乾燥の影響を受けた土壊がブナ林地帶に存在することは筆結にとつてはを想外の事 

当であった。

BA 型土域の F 耐 (並びに H ﾡ) のMいこ と も亦乾燥によつて微生物の活動が阻害され, 

分解が急速に進またいためとおえられる。こ北に関ﾡして炭業料,pH価等にも特微の現われ 

ること は前章で述べた通 り で•ある。要するに BA 型土魔の形態的特徴は乾燥に 山来する と 考え 

るのが至当であろう。

そこで問題とな るのは如何に してか・か、る乾域性の土墳がブナ林地ﾡに現われるかと言うこと 

である。この問題を解決するには Bヘ型域のﾡわれる位置が一つの手題りとなるようにﾡわ 

れる。即ち この土壊の出現する 節所は,地所によつて市若しくは北に寄るが, 全体として西方 

に面した風衡地に限られている。Geiger 氏の行名な研究")によれば山の前西面が気迅が最も 

商く な るのであるから, 太の energy からおえて も , 南西而が乾燥する こ と は予想されるの 

であるが, ブナ林の乾燥地は北に偏すること もあり,又風衡地に限られるという ことがあるの 

で,風の影響とするのが思当と考へられる。尤も南西而の場合は日射の影響も加わって乾燥が 

促進されることはいうまでもない。

さて偏西卓越風といえぱ 冬期の北西風が 般 も著しく 又ほとんど全国的のものである。しか

1) 営崎け,昭和1174 (1942). 前掲参那。

2) Geiger, R. 1930. Miltrokclima und Pflanzenklima,Koppen.Geiger's Handb. d. Klimatologie.
I. D. Berlin.
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し,東北地方にな る と冬期は相当量の昧 物;冇るから他我向か直接風で乾燥する ことはぢ2ら 

れない。M物を通じて純織するということも,大部分の出が:流災すろことを場2に人/余 

り 問題 とならないであろう。従つてﾡ西風をえけるとしてもそれは別の』宇期のである。

そ こで方 を 移 して森林が城 り 様ナ ろ時期を求めて処る と, ここに だ紅合の良い 来が: 

あることに気が付く。そ北は迷林大災の崩期である。 木の迷体大興はM知のmlくげ『なりB 

された期間に集団的に発生するのであるが,この時期に能林の地表而が極端に乾燥す石 ことは 

実際に山を管理すろ人逹によって知られている。山で働く 人述の六期を仲り て寸えこの肺期」 
ァクィa

には土(俯就恬のこと)が物烽して灰色になるそうでおる。

火ﾡ発生期は本ルの北と前で興り,1市iか.らﾡ大に北に及ぶのであるが:,大休3 にﾡ会 ・ 6 

月に終るのが拡例となつている。東北地少では 4, 5 JJ の頃 が乾燥する よ うである。 $m"氏は 

3-5 川こ 不連続線が 大陸方向から 日 木海を通過 して太TにけるRfに雅林共災が:開発する さ 

然性の大さな ことか.ら 大災昨の可能性をべてルられるが:,氏は諭文でイ地税報i塔の際 

には気道が: 若 しく」:"•す ろこと が:4徴で あると 書 されている。 x型については 不地税報題 

過の前に湿度の低い nが続き,その integraleffectが:お2られると報省されている"。 これ 

らの事実は森林土壊の乾燥を 片え る場合に もm数な ことであるから更にこの問題を取り上げて 

お※を加えてみよう。

ここにI要なﾡ示を与えるものと してﾡ場氏の「春に起る北陸の 異常花燥］ に関する交" 

がある。それには 4, 5 月金訳において者しいiﾡを起す気拠はﾡシペリヤ気境であるが: 

述べられている。金沢で経験されるこのよ うな4期つ供が:どの地域まで及ぶものであるかと 

いうととは介のところ不明であるが,神叩氏のW父と叶せおえ, 乂他方の人達の紅験談をお杉 

と して推測すれば, く と も羽北地方では同様の乾燥が起る ものと思われる。

こ の推斎を確め ろためにﾡ は女の力によ って統計的に風 と 湿度 と の関係 を 開ぺたり。即 

ち中央気像台月報か.ら, 大正 14 年から昭和34造の4ケ4川) の4月から8 に至る5ヶ川 

間に株,秋m, 山形, 水沢及び筑波山の 5 地点におけ る風向 と 湿度の 6 何観測の紙を取 ・

1) Terada, T. and Utigasaki, T. 1932. Forest-fires and weathers. Scient.Pap.Inst.Phys. 
Chem. Res. 18. 205.

2) Hirata, M. 1935. Variation of atmospheric humidity and twisting of wistaria pod correlation 
t。 forest fires. Scicnt. Pap. Inst. Phys. chem. Res. 27. 195.: a久, m和I1S4 (1949). 火災 

と起及び央効望度との関係. 気集. 21. 18. 数照。

3) 州野三ﾡ,昭和I16年 (191). 作に起る北隱の 異常花煙I に就いて. 気4集ﾡ.I9. 118.H賜氏に 

よ, 企沢ではﾡ和14年から164までに4, 5両川間内でi征湿が29%以下Iにつ:n数が19H, 
302% 乃至 39%の数が 41Hで, 40%ッ至 50% ﾡの様ならの降らいﾡり行であるとのこと 

でわる。

$) 大政正成,武田京一,M和I234 (194S).ﾡ北地方に於ける風向と湿との関係について。 林 

ﾡ場第2 冋研况発表会の 相 上で発表。

5) この4 間は高相一N情『士によれ気ﾡつ関係が校的正常で, このmの研究にﾡ当している。
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し,大の上 うな方でﾡ向と浸性との関係を調べた。

地・ 各" 注に 4 ヶ4のﾡ性の数飾を 60 を境と して,それより大きな ものと小さな も 

のの2mに分け, そルに応ナるﾡ向を, 例えぱ風向北との関係を調べる配合には北と然らざる 

ものとの2mにわける。そうして湿度と風向との間に関係があるかどうかを や一検定によって 

,問ぺたのであさ。但しこの局今に風向北と しては 16 方位の中 N を心とする NW-NEの5 

ガを弁り . 風向が北でないものと しては S を小心とする ENE-WVNW の 11 方位を採つて 

あ る。同様の阳係を 他の風向 ・ 商 ・西について も調べた。

計例と して本の4のﾡ向西の場合を示せば大の通りである。

( 4月)

起 >6022 <60% at
--------------------- 

w a=223 b=122 a+b=345

non w c=243 d=40 c+d=283

5 I a+c=466 b+d=!62 a+b+c+d=628

っ (ad-Lc)3(a+b c+d) _(223*40-122*243)2*62S
* (a+b)(c d)(a+c)(b+d) 345*283*166*162 - °

湿度が丁度 6022 のいのは 6022 以上の方に入れておる。メ静ﾡの場合はに 

除いてわる。従って:の株計の数62S は必すしい 6 x 30x 4 720 とは一 

致です, それより一族に小さい.

第 18 図は地,月別にハ方の風向とﾡ性の増との関係を示したものである。図例 

え北にﾡ当する置に + と紀人してあれば北風とと もに湿ﾡが増ナﾡ向にあつたことをな 

味し, ③ はそのM向lが:X 枚定の純県から純計的に行なであることを, x ©は機めて行なで 

あることを示 していろ。

第 18 図を見る と 各地, と も に四風の場合に湿度の減少 している こと は極めて明 眠 であ

る。西風の場合に湿が少せナに却つて増大したのは筑波山の6月及び7 月のみであるが, 

これは別に行なではなく, しかも, それには友季の 太平洋気塊が湿潤な空気を南西から筑波山 

にﾡしたものがﾡしている ものと思われる。山h,池m") 両氏が師 灯の高ほ気象台悵号につ 

いて叫べられたﾡ果県 も夏の市々西以が多の水ﾡ気を合んでいると と になつている。

この6及び7月の筑Iを除けば湿は各地とも総て西ﾡとともにﾡ少し, しかも, 4月 

にはそれが能計的にﾡめてイなである。そうしてこの行な性は季節と共に変化して更になると 

少している。こ ういう点から見ると,この湿度の少い西風は主と して冬からﾡにかけて日

1) i池m兆i,M和144 (1939). 地向別に依ら温度,湿度 の分布について • 気象集誌.

17. 450.
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本を訪れるシベリ ャ気塊によるのではない 

かとおえられる。

第18図を見ると青森県ではオホーック 

気塊の戦響を受け, 図東から東北太平洋沿 

ﾡ地方にかけては太不神気塊の影響を受け 

ることが認められるが, これらの気塊の影 

愛は何れ も局部的である。それに対して関 

東以北の各地におけるシペ り ャ気塊の影※ 

は極めて普遍的であることが分かる。

ﾡ以上の事実を W。 方面から 確めるた 

めに, 商府気の月別の池松図を調べて 

た"。第19区の述線図はこの中か.ら500m 

と 1000mの2部訓のものを録したもの 

である。これを以ると3月か.ら7会で川 

コ地方は大陸方面からの気流の影響を受け 

ていることが知られる。 北も, たとい商山!

ーーe 

s
44 x 64 74 3・

APR MAY JUNE JUtY AUc

一.

O 食 significant 
○ 橋めて心 highly significant

Fig.18. 風向と記ルの増ﾡとの関係

Relation between the direction of wind 
and the variation of humidity.

地帯であって も75気を山接受けるか。どうかというととは興設もありﾡ間であるが", 筆片 

等の統計的調査と 例1せて考えるならば,やはり, 東北地方の個西風の勝響ということは考父ら 

れるょう cある。午資 95 (PL..16) 及び呼 101 (PL..42) は乾性土底の川現就所の ブナ ノ+ 

の樹型で精頭が北東に向って曲 り市西ムの影響を示している。ﾡﾡの出り は若媒のW期に個 

西風の存在する こ と を端的に示す ものといつて もょいであろう。

以上の考楽に よ って, 型北地方山地の西而の風雨地土壊の乾燥に は, 特に作期の同西風が大 

きた地響を与2ていることが確かな よ う に必われる。と こ ろが, 東北地方の高川地では場所 

にょつては7月に入つて も相当の桃ば卜がめられる位であるから, このような風が作川ナると 

しても, それが土壇の純ﾡにまで必響するというととに疑間を抱く人も少くないであろう。こ 

れに対しては, 現場の人逆は米期の個西は非常に吸く , これか吹きだすと他母屈が眼に見え 

てし, 風の当る切所はたちまち紙’耳して仕舞い,その後,地炎商iがな激に就域すナるという 

事実を指摘している。それに4月以降になれ樹葉も開く ことであるから, 植物休を通じての 

乾燥 も急激に増加する ものと思われる。従つて山地の西崎の靴ﾡにﾡの影響をおえるととは必 

ナしも父当を欠く ものではないであろう。

如上の考え方を更に強めるものとして, 札地の炎ﾡが業用 (LH) 及び腐朽葉底 (FF,

1) 嘉岩気流の月別の流線図は特に中央気象台の髙橋浩一邸博士のほ意によ ってM覧す る : と が山来た。

2) 武mポー氏に ょ山地では高ﾡ気な接受ける可能性は充分う るどいう ことでわる。
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PLATE 42

Phot. 101. Mm以のじﾡを父けたブナノキのﾡ州

Form of beeches effected by westerly wind.

Phot.10S. 同前接続地傾斜面

上のブナ林

Phot・102. l!台地市西報のプナ林

他ま版物は主してエメユダリハ, 
シロバナシヤクナゲ

Mature beech forest on western edge 
of plateau (Pnu-soil). Dapliply/lww. 

huomtile,. Rhododendron Fawriac var. 
rw/escens dominant in the field layer.

Mature beech forest on slope adjacent 
to the beech stand in the preceding 
photograph. The field layer dominated 
by beech saplings, Benzoin "ie"traa- 
ceimt, Viburtm furcatum etc.

-177-ナ林土ﾡの研 (大政)

1937A ・ ・1904

Fig. 19 (A). 相脣気流の流粽図 (500m, 1月) 
Streamline at 500m levelk(January).
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Fig. 19 (A). 用気のﾡ検図 (50Om, 2 Jj) 
Streamline at500m level (February).

MAR.

MAR. 1939
Fig. 19 (A). 高ﾡ気流の流物図 (500m, 3月)

Streamline at500m level (March).

1936 MAR.
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1939 APR.
Fjg. 19 (A). 高気流のﾡ線区 (500m, 4 )1) 

Streamline at 500m level (April). Fig. 19 (A). 高屛気洗の流線図 (50Om, 5月) 
Streamline at 500 m level (May).



林野土墳劇査報告 第1号 ブナ林土ﾡの研 (大政) -183-

1934 J UN.

Fig. 19 (A). 用気ﾡの流線区 (50Om, 7月)
Streamline at 500m level (July)
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195 1935 SEP. 1938 SEPAUG,

1936 AUG.
Fig. 19 (A). 嘉厝気流の流像図 (500m, 8月) 

Streamline at 500 m level (August).
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1934 OCT. 1937 OCT.

1935 OCT. 1938 OCT.

1936 OCT. 1939 OC'T.

Fig.19 (A). 高ﾡ気の流線図 (500m, 10月)
Streamline at 500 m level (October)

ゲナ林土ﾡの研究 (大政) -187-

NOV1934

Fig. 19 (A). 高ﾡ気流の流報図 (500m,11川) 
Streamline at500m level (November)

NOV.1939
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1935 DEC. 1938 DEC.

1936 DEC. ,1939 DEC.
Fig. 19(A)- 蒲岩気流の減紋図 (500m, 12 月)

Streamline at 500m level (December).

-1S9-プナ林土墳の研ﾡ (大政)

J AN.1934 J AN.

I AN.

Fig.19 (B). 高ﾡ気の流線区 (1000m, 1月)
Streamline at 1000m level (Jani ary).

1938

J AN.1939
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FEB.1937

プナ林土ﾡの研 (大政) -191-

Fig.19 (B). 高財気流の流線図 (1000m, 3月)
Streamline at 1000 m level (March).

Fig..19 (B): 高;耐気の流線図 (1000m, 2 月)
Streamline at 1000m level (February).
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IAY. 1937 MAY.1934

Fig. 19 (B). 嘉層気流の流線図 (1000m, 4月) 
Streamline at 1000m level (April).
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1934 JUL. 1937 JUL.

1935 JUL. 1938 JUL.

Fig. 19 (B). 5用気沈の流線区 (1000m, 6 月)
Streamline at 1000 m level (June).

1936 JUL. 1939 JUL.
Fig.19 (B). 高ﾡ気のﾡ報図 (1000m, 7月) 

Streamline at 1000 m level (July).
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1934

1935 SEP.

1936 AUG. 1939 AUG.
I'ig. 19 (B). 高用気流の沿報図(1000m, 8月) 

Streamline at 1000m level (August).
1936 SEP. 1939 SEP.

Fig. 19 (B). 用気流のﾡ線図 (1000m, 9月)
Streamline at 1000 m level (September).
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1935 OCT.

1936 1939OCT. OCT.
Fig.19 (B). 財気流の流線図 (1000m, 10月)

Streamline at 1000 m level (October).

プナ林土ﾡの研 (大政)

NOV.1938NOV.1935

NOV.NOV. 1939
Fig.19 (B). 高ﾡ気流の検図 (1000m,11月)

Streamline at 1000 m level (November).

彩

1936
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1934 DEC. 1937 DEC.

1935 DEC. 1938 DEC.

1936 DEC. 1939 DEC.
Fig. 19 (B). 高6気の流線図 (1000m, 12 月) 

Streamline at 1000m level (December).

Duff 店) で高われている ということがある。 海や朽葉は 木材と同様に 吸水,設水に 

hysteresisの現象をともなうものであるから”,これらのものが乾燥するためには上に述べた 

ような ﾡ西度が く 税 して吹 く必迷はな い。断統的に吹いて も その間に大雨がな ければ末 

分乾始する 可能性があ ろのである。

B tiu 型土壇の生成に関す る考察

Bn 型上の現われる地形は Pnn 型:の現われる地型と近似である。ﾡ生も両共題の 

ものが少くなく,所小乾性植物が多い。土壊宿断血は Pun 型域と Ba 型土城のn的の形 

態を JI えている。即ち Bn型士境の行機物ﾡには Pun 型土壊の有機物籽に見られるようた期 

A色のHと特磁のあろ色を神びたA府が明脈に分化してイ在しているが, Fﾡがく形成 

される点では却て Ba 野にﾡにい移態をJ父ている。 s ﾡには Ba 型土壌の ものと同様な 

nutty structure と loose granular structure がある税性発述していろ。

上述の点を Bn 型に墳が Pnn型土単よ り も 低い海抜髙の 位次 に 現われる 事実 と 併せ若 え 

るならば, Bn 型士ﾡは Po型:地に比してﾡ々商い退で しかも降水量の少い地点に同様 

のﾡ橋に よ つて生されたものとお ること が川来る。 Pna 型土壌の生成には乾燥が影海す 

ろと見られる節が多いことは後に Pnm :壇の生成に関するぢ楽のとこらで遊べる通りであ 

る。従つて Bn型土壌の生には:墳の乾燥が:州当影悔するものと ゆえられる。

するに Bn4土域はBA型境と等しく,可なり強い純媒を受けて生されるものであろ 

カ;,乾燥の影響を受ける程度はBa型土壌より少いものと見ることが出来る。

C Bc 型土壊の生成に開する考察

B。 型土ﾡには Ba 型士境や Bn 型土ﾡにおける如きﾡ性和崎ﾡの増ﾡは認められない。し 

かしながら,新郎な城ﾡ断miには常にﾡ県状情 (nutty structure) が現われている。元 

来堅果状構造は土壊の割れに原因して形成されるものであるから,土壊屮に堅果状構造が•义め 

られるということは, 逆に, その土壊が少く と もある期川に』つて乾様を受けていろことを示 

すものと考えるととが来る。

ところで, B。 型土塊の 堅果状橋造は A 府の F部又は B ﾡの上部のよ うな行機物の多合 

まれた部分に主として発述しているのである。酸性粗階植が余り形成され丸 B肺の上ﾡ部に

1) 筆者 は書て =ナッ の落葉で吸水,肥水にﾡしい、hysteresisの型 象のある こと なだめ :とがわ2。 

Gisborne 氏は duff (こ の場合は M朽葉 と 怖小枝な含し) がね林内の地焼物の乾やの不均ながす しのと 

Lて du.f hygrometer な催川しているが,使川し:特果は関抜に duff についでhyateresisの現条な示 

している。Gisborne,H. T.1925. Using weather forecasts for predicting forest-fire danger.
Monthly Weather Review. 53, 58. 参照。

2) このことに関しては FDm りのなゐする場合に少しﾡしく述べる。
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刺れが生すろと いうことは. 地表血から直接花蜂 す る ことが比核的少 く ,ろ桃休を通じての 

統を域がﾡ当強いととを示しているとおうべきである。 Be 卿上ﾡの現われる地形はかかるぢえ 

方を竹定するようにﾡわれる。例え従様の媒米としてムをおえた場合に, 風のuk当るとこ 

ろより も, 樹冠上を吹さ渋るととろに現われているのである。

このょうに B。 型土ﾡの山現する地形が:作ﾡの土ﾡ断面iの形態か.ら定したところをゴ立証 

するほかに Bd型土ﾡに生する情物つ印題も亦作つ仮を災けけるかに父る。

D Bp 型土绽の生成に関する考察

B 型土城は概式的な 褐色森林土で ある。従つて, この上 壇の生成機幅と しては従来学# 

によつて明らかにされていろ正常な色森林士の生成ﾡが:ぢえられる訳であろから, こ で 

は脫明を省略する。

筆 ※の加別した他の総ての土ﾡ型は, その生の15関 となつてい る特殊力情か消滅 したとさ 

には, I刷と して本型にする ものと おえられる。

E Be 型土壊の生成に関する考察

Br 型士壇は多くの場合 Bn 上:域メは Br型北:地と接して現ﾡれる。地形的にLて Bn型 

土壌よ り水分が多く, Br:機よ り少いとお父られろととろは必ナ Be 型土壊に移行してい 

る。例え淡行にﾡんだH谷の小ﾡにB"型士が分布ナると, その下端の科间には この 

土壌が分布する。そうして, これに税いた不川ルは Bi,型土壊若しくは G 型土壊に変って い 

る。

火i/山け池ﾡの温な台地では多少凸部になつたととろが Br 羽域で,凹部が:PwI 型上 

嬢である。Pwn 型土壊は Br型北域の山I型とおえられるものであるから, この場合も水分 

関係から見れば Br 型土壌が Br 型 •上塩と相接する ことにな る訳である。

HH, A 底の形態を見て も,Bn型に整と Br型土の川的性etを示している。これらの 

Aからﾡは水分関係で Bn 士城と Br型の"lllに現われる ものが: Be 型土壊である と 

考えている。

Profilel6(Br型土壌, 旣述)と Profiled(Pwn 型土城,C進) とはじ台地上で位か数 

十メート ル しか隔つて いな い地点に ありな がら地形の迷県で二つの型に分ﾡされた例で あ る。 

ﾡ杯が:これらの Profile を調査した時は生と十数日降雨が打統いた後で両方の Profile と 

も肉眼的には飽水状態に近く,どちらの土壊の方が水分が多いと も見分けがつかなかつた。そ 

れを伏みに,両力の土境府から採収門竹で土壌を抑収して水分を定してみると,水分で他和 

に近い状態にありながら,なお且つ, 大に示すょうなﾡﾡが見受けられた。

Tab.123. Profile 16,17 の合行水分の比談

Comparison of moisture content of Profile 16 and 17.

Profile No.
耐 位 例

採 I B 
moisture contc nt of fresh soil

Horizon ﾡ+な休に対L
in % of the volume of fine soil

■水力に対し
in 2 of the water-holding 

capacity of soil

Ai 69.09 88.35
16

Br 型

Br..soil

A3 67.37 87.46

Ai 73.05 93.91

A 67.51 94.73

Ar* 77.53 95.91

A: 78.08 94.73

A ’ 73.49 94.23
17

As 73.31 96.61
Pwu p
Pw II -soil Ai** 79.21 96.41

A. ・ 76.01 97.64

71.92 95.921 ヘ

70.86 96.36

" A1 の上にH Hが出来ている.
H layer was recognised on A1 horizon

** A. 耐の上な添業が彼っている。

A1 horizon was covered with rather thick leaf-litter.

F BF 型土壊の生成に関す る考察

Br 型土埃は一年を通じて湿潤状態に置かれた上城である。従つてこの土ﾡの現われろ崎所 

は淡谷の ﾡ部 をなす地所とか, 台地の比骸"小央市の凹地形の部分とかである"。 湿状館に 

置かれるといつても,ゆ符水が:い期在するとか, 地下水位が:ル常に高5いという意ﾡでは 

な い。ろ地下への水の移動は余 り西難でな い場所に こ の北域が分布 している。

このように, 出現する地形からこの土壊が如何なる状地で生成されるかと いう ことがわかる 

ので あ るが, 各ﾡ位の那化学的性 も , この 土壊が相当湿潤な 条件の下に 生成 されたことを立

1) 第19.因なると, *ホーツク海気塊の数響が設められるが, 所nヤーセ (北以) の銘響を受け 

るm地では BYy 郵土墳 (若しくは Be 型土境) が地形的にルてﾡ通なうば BF ※土:り (者と くはBD型 

土壊)のﾡわる地に分布する こ とがある。
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証する。即ち pH 価が比校的大きいこ と ・ 行機物 crumb が:生される こ と ・ 特ツリにﾡな:じ 

積を除いてﾡ怖が比散的深く達透していること, Hﾡ及びAのの換性イ災及びマグネッ ッ 

ムのが大きいこと等が, それである。更にメこの土ﾡに繁ﾡする植物は所a出性M物が:人託 

分を占めていること も,この土塊が湿潤な条件の Fに生されることを示すものという こ とが: 

出来るであろう。

G Ppi, Pnn 型土壇の生成に関ナる考察

前で遊べた題りシナ林下における Pur型土及び Pnn型:整は海救/5 1000m i後の5 

山で BA 型土域 (若しくは Bn型北境) の現われる ような地型に現われる。そのﾡ断miの形館 

は Ba 型土壊と Bn士城にﾡ似している。即ち炎ﾡ行機物の形店は B、型域のそれで, 

B ﾡは Bn 型士城の B 株の形態に近い。元※ BA 邪に壇及び PBn ﾡ:に境はﾡ く 微な ボドッル 

化作をうけているのであるが, Pur型土域及び Ppm 型王城ではそれカ： 更に進行している。

これら の事実か、ら推楽す ろ と Pn 型士:壌及び Pon ::城は ブナ 林の用介に は海投高が高い 

ために気退が低く,昨水も造に多くなるととによつて生されたものとおえられる。x, こ 

れ士城ので最も松式的な Pi.f 型土域の現われる地点は総て BA W上城とげ様のﾡ商で 

ある。従つて, このﾡの土墳の生には 少く と も ある 期間の乾燥が 必要条件かように思われ 

ろ。Pmr型及び Ppn の:地のよ う な Mい酸性粗腐械は本邦の タナ林では乾燥する こと をる父 

ないと, その生機情を設明することが川来ない。 それについては Ppn4:壌の項iで詳しく 

遊べろが, とにかく, 本来ならぱ乾性土壊が生成さるべき ところを,海拔高が高いために, 

Pu: 型土若 しくは Pon 型土壊が生成 された ものと ぢえ られる。

故生の 方面から 見て も,如上の考察を 行定する ものの如く BA WJ及び Bn2土:城に生 

ナ る秋初が混然と繁茂している。

ヒバ#の PdI型土壊及び Ppn 型土の生な機情はブナ林の場合とはﾡ々趣向を興に してい 

る。 その分布地域を見ても, アナ林の場合は Pon型に地の川現地よりもJに75所にﾡわれる 

が, ヒバ林ではろB型しくはBn 型土壊の分布地帯に現われ,海拔高は ブナ林の Pum m 

土壊の出現地帶! こ比して遙に低いので あ る。例えば Profile 41 (128yt) は Profile 43(271{) 

と余り附たら距ﾡにあるし, & Profile 35 (190yD は Profile 34 (18rt と桜くﾡし 

たﾡ 々 同一地形の ととろ に現われて いる。 かろ 土地 そブナ林の Pn 北:域 と 同 じ 生機 

のもと に形成された ものとおえろととに はﾡ間が起る 可能性は だ分に あるが, しか・しル し群細 

に ガ楽す ろ と ・ 非常に知似 した点が認め られる。ちこ の土塊の特徴の酸性粗腐植忻の形成は 

ブナ林の場合 と 同様に春期の乾燥を想定する こ と によ つて城 も よ く 成切されるのである。

例えば ド北半島り北西端近 くのヒ バ林では , この土壊は 西向 さの岡の B、型土境 と相 

して ヒ パの川生したと ころに現われる し,そこから少しく内降に入つた と こ ろでは尾根の西间 

及び部に現われ(例父ば Profile 41),反対の斜商は酸和ﾡはほとんど清波して Bn型 

土ょて (例えば Profile42) に変つている。しかもこ では市北に述つた足ﾡがド行してイし 

ているがこの現ﾡは各ﾡについてくり巡されているのであろ。そうして西向きでも多少地形 

が:I唆型となれば Bn 型上地 (例え Profile 43) が現われている。

メ例えば※明山ﾡ地ﾡでは,ﾡ燃なﾡ両地はブナ朴のB型ﾡとなり (Profile 34), 円 

一向の Mi 科面でも 多少 他の案の您となる ところには ヒバの胖落が現われて,そこの土壊が 

Pn 型土城になっている。

CEにirでも述べたところであるが, BA 型土壊のような強い乾燥地には ヒバは容易に群生 

しない。Pm 型しくは Pmu 型:域はヒバの特生した株林下に生され場いのであるから, 

ヒバの Pn 型しくは Pwn 型土壌の生成 される地区は地形がブナ林の B、型土壌又はBn 
剛:の生々される地形に間収して, しかも, 秘地の影響を受父ける和度が多少型いところに叫 

られているようである。

ヒバ#下に Pn 型若しくは Pmn 型土城が生成 されるためには上に述べたように 多少の乾燥 

を受けることが必災のようにわれるが, このこ とはヒバがﾡ当に特生していろところでも水 

分にまれる地形になるとﾡﾡWﾡ(Auflage Humus) がほとんど清すろことからも設明 

される。

元来ヒバの葉は形館の関係か、ら怖済して積し, しかも分解が甚だ困難で ある。従つてプ 

ナ ノキのﾡ期よ り も五境に よ る阻害が僅かで も酸性腐植が出来% い もの と思われろ。その上ヒ 

バの松準には施性rodin 酸の如き逆離酸, chamenol-A, chamenol-B の如き Phenol 性 

4t") が存住するから,分解する ときはブナノキのﾡ葉よ りは冇機酸が 生成 され易い こと もお 

父 られる。更に 臨m が許されるな らばHﾡ小にﾡに網状に分布する ヒバの内生供 も若干の% 

与を為していると見ることも出来るであろう。

このようにヒ林では行機酸が多に生産される可能性が:あるが, 一方夏期, 晩秋及び磁雪 

期には相当過湿状態にあかれ,しかも, ヒパ林は簡明が密な ために地表面からの蒸発が抑制 さ 

れて一湿るとﾡ場に就地しな いので ある。これ等の 事 情が強い溶配現象を 齎す も Dと思われ 

る。

以上の ように考えるな らぱ,Pn: 羽桁しくは Pun 羽::ﾡが:プナ林では高海高5に生成され 

るのに対してヒバ林ではヒパの落型の特性によって低海技:為に現われることか理解されるであ 

ろう。

ヒ バ林の Pm 烈若 し く は Pnn 型土壊が酸性の土壊である ことは, そこ に生するﾡ物の部 

類か、らも拡測される。

1) 川村災T・ 昭和54 (1930)・ ひぱ材押発油成分の化学的硏究. 林・が・報・ 30. 59; 野副鉄男・昭 
和244 (1949). ヒノキチォールに関する研究. 来学. 3. 174.
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H PDI 型土壊の生成に関する考察

PDH 型 上壊の任断而の形態は一見しては冷温,多混な預りの も と に形成された ものである。 

この土塩は弱度のボ ド ゾル化作用を蒙っている。ボド ゾル化作川は酸性阳/(の集ホと F向ttの 

地水の動きとを前拠とすろものであるから, この点から見て も湿潤性土塊と 段えるのがね も妥 

当のようにえられるのであろ。しかしながら,少しく立入つてお楽するならば, かかる常純 

なﾡ定を以てこの種の土ﾡの生成機情を設明することは困難である。それは何故かといえば, 

一つには PIF翌土度の生成される地域より も遙かに低泡と 赤•えれる用所では,区交地であり 

ながら, 附ﾡの分解が進行して酸性ﾡﾡが:余りﾡしないからである。他のmは Pmm 型 

土埃の分布すろ地点が台地の辺縁部で過度の低湿を  想定 し得な い地形で あろか らである。yに 

か、 ろ土壊には常緑及び落葉性の シャク ナ ゲ科のﾡ物その他け化性とガえ られる加生が任ﾡする 

ことも, たといこれ等のﾡ物がﾡ性地を好むものであるとしても, ー•応乾性という点を救広さ 

せろものがあるからである。

の調査範開では Pog 型土壊は八甲 山山において般 も広 く分布していたのであるが, 同 

地符で Pi.ni 型土壊の分布する地 

形はほとんど一定してルり, 台地 

の西市係を約100m のﾡを以て現 

われている。第20 図は八m田山 

の裏杰山及び谷地温泉附近におけ 

る Pnn 型土壊の分布 を 示した も 

ので,報線かPm■酬土壌及びそ

の退位型土壊の分布範囲である。

台地上を 120 130m以上内部に入 

れば, そ の部分の微地形 によつて, 

土壌は Bp型若しくは PwI 型土 

壊に移行する。又台地の傾斜而は

Fig.20. PDI型土とびその退位挑ょの分布 

Distribution of PDIII-soil and its degraded type 
in relation to topography.

Bn型土域に変つていろ。 その場合に, 植生が土壊の変化に応じて急激に変化する こと は瞬口 

に価するものがある。 に102 (PL.42)は台地上のM生を, x写真 103 (PL.42) はその台 

地の南市々東向 き符面の植生を示 したものである。こ れ等のを対比すれば如何にﾡ生の相 

が顕#であるかが分かるであろう。 メ呼 17 (Profile 1, Bn 型土壊)は真 30, 31, 32 

(Profile 5, Pi)n 邪土城) の内部のﾡ生を示した もので, 両#のI間lにエゾュッ ッ ハの落が 

現われ("真 39 む照), 土は PD 型土壌の退位型 (Profile 24) となるのである。

Ppm 型土壊は Bn聖城に比して Fﾡと H肝とが許段に発している。Pnm型地のと 

の片断価の形態的特徴と この:域の分布する地形と を 0せてお2 るとさに, こ の種の土壌の生 

成 も BA 刑:域をの項で迫べた ようなな 咨期の乾燥を 仮定す る ことに よ つて 可な り 無理のな い設明 

が:加えられるようである。即ち春期の融沙に旗いて西乃玉市西 (場所によつては北西) の乾燥 

した『ﾡによつてﾡﾡ怖ﾡが従地するものと仮定する"。 そうナれば炎ﾡﾡﾡは吸水, 設 

水に#しい hysteresis の現伙を示し,-Ii採すると場に吸水せナ炎ﾡﾡﾡﾡは認燃した 

状態に久しく 覆かれ,尚生物による行機約の分解川が#しく制約される。やがで 7, 8 と 

もなれば大P方げiか・らの気塊の勝断が清して, 一P用に炎ﾡﾡﾡは湿洞性を増し", 又

-•方では空気中の湿度が上昇 する ととも にみ集や点木制が出揃って堆衣は樹冠及び地波植物に 

よ つて全に厳われて地炎価からの蒸発がまと ん ど阻生 される ようにな る"。 その場合に土地 

が外叫に近く,しか も:壇が:H1当iであろと" 地下への水の滲透は緩漫とな り 表特憎植層は 

ほとんど他水状態にな る。ーカにおいて諾5山地方であるためにX期とﾡも地温がﾡ的低く, 

紙退と迫ﾡによつては生物の動は"Iき統さ訓判さハれる。やがて秋から冬に入れぱ溫度は更に 

低く なり, 土水分は秋期に短M川ゆくなることがあるとしても,Mもなく2剰にい状ﾡに 

なる。ﾡく して微生物は年を通じてその活動を制約され,その締県Fﾡ. Hﾡ及び酸性のA 

hがメく形されることがおえられるのである。FH, Hﾡ及びAﾡが形皮されろに従つて 

hysteresis の現似は助長され,水述も亦加するから, これ等の行没物の形は益々促進 

されるものとおえられる。

以上のおえ方のメ礎には二つのつ仮設がある。一つは期つ乾域で, 他の一つは炎ﾡﾡﾡの 

吸水過出と脱水祖屋間の hysteresis 現伙である。iについては BA 型土域の項でその可能 

性を論じたから,ここでは後者について検討することにする。筆作がはこの日的でPnm型土壌 

と して Profile 5 を選び, そのA府について簡単な実験を行い, これを Bn型に壌の Profile 

1のA特と比校したのであるが,その結果は次に述べる通りである»。

筆 井は 先づ Schofield 氏の pF価"を刑いて吸水, ﾡ水の hysteresis を調べた。その精県 

が第 21 図である。

この実験では Profile 5 (Pi)m 型土壊)の A 底を林翼試験場構内の A 好と比校してある。

1) このことは,ﾡIにiべ:ように, このﾡ命には次ﾡNh用がﾡ場して灰色になることが各地の共研 

本にょつて指抜されている事央がら い定される。

2) 央気«台,m和1234 (1949). 新ロ本気候図帳・第一集・東京- なuば東北地方では3,4. 5.
6 川は降水が少く 7川にスつて増加する : とが分かる。

3) 里削樹港から の銀発によ っで地中の水分が 出 当失われる ことは論れ促:い。従つて海高の征い 

山地でば夏期 可なり 土壊が乾煙!する。南又に由西而の 何 斜地で に 殊に そ の傾向が大い。

4) 台地上著L く は山項の平坦地の土壊は通常地質で力る。

5) 大政正降, 加下久,昭和234 (1948).特球土ﾡのpFﾡについて・林業災験場第2同研究発共 

会席上で発炎。近 く 林野土噴調帽書に掲載の予定。

6) Schofield, R. K. 1935. The pF of the water in soil. Trans. Third. Int. Cong. Soil. 
Sci. 2.
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第 21 図を見ると Profile 5 (PDI 型土壌) 

の A 府が如何に hysteresis の現が顕 で 

あるかということが分かるであろう。測定 

の蒸気圧法は Edlefsen 氏" を簡場化した

もの, 遂心法は Russel, Richard氏法"を 

簡易化したもの, 渋圧吸はは Schofield 氏 

法")を改良したものであろ。これ等の方法に 

は夫々測定の限把があるので測定不施の部分 

が:出来る。図中 その部分を点線で示 した。

第 21 図で筆作裕の意図するところはﾡ々 

せられた上うにもおえられろが, に立入つ 

てお父れば, pF 価は状態を表わす ものであ 

つて吸水, ﾡ水のﾡ動を掲的に炎わすものと 

は云い難い。 状態を示すと して も Profile 5

Fig・ 21. PDH 土墳と BA "土:墳の

A ﾡの pF-水分聞線

The pF-moisturc curves ot A horizon 
of PDI- and Bp-soil.

(Pnm 土壌) の A 特は風乾状態になれば

常圧では組対に吸水しないので吸水曲ﾡを描くことが来ナ pF 4 以下の吸水状態を知るこ

とが不可能である。 のみな ら 丸 測定方法の 異る 測定制果を ・ー山縦上にに采せることは

dimension の同があろからﾡ間であると も考たられるりので,次に 上 壊の吸水速度の比校を

行つてみたo

測定法は Schofield氏の吸»に多改良を加2たものである。 この方法については近 

く報xと して発炎する予定であろが, その大要を次に紹介する。

Schofield 氏は Puchner 河斗に従紙を山さ, その上に微細士の級流な映をつくって実験し 

ているが, このような脈では水を透地せしめてしかも空気を地断することは不町能である。x 

吸水過部 (wetting process) においてに地試料に水を吸わせるためにﾡ置を地さにすれば, 

紙上の【や状料が説流する。ゴムで Puchnerﾡ卜にﾡをすれ, 配落は免かれるか, 土 

地の膨等に よ る体債の変化を完全に均する ととになる。このょう に実験上和々のﾡ点があ る 

ので筆*等は第 22 図の装砂を 考案 した。

第22図のB に置く膜は水を良く透過きせ, しかも, 多少の圧では気を通さない

1) Edlefsen, N. E. 1934, A new method of measuring the aqueous vapor pressure of soils. 
Soil Sci. 38 , 29.

2) Russel, M. B. and Richard,L.. A. 1938. The determination of soil moisture energy 
relations by centrifugation. Soil Sci. Soc. Amer. Proc. 3, 65.

3) Schofield. R. K. 1935. 前掲書。 ・

4) Veihmeyer. F. J. and Edlefsen, N. E. 1949. Use of tensionmeters in measuring 
availability of water of plants. Plant Physiology.18. 66.

5) Schofield, R. K.1935. 前掲。

大な ものを選んだ。 Richard・氏は このよ うな性質の膜と して cellophan membrane メ

は porous plate を川いているが,筆斤は collodion 膜 

を使用 した。 ち紙を collodionの氷ﾡﾡ済 (約 3 

%) に北め, ﾡ分に流を吸さてからL上げて水ﾡ 

した もの を 使川 した。collodion 誤の透水性は第 22 図 

の山に取り つけてから Eの水ﾡを一定に してAの部分介 

に水を置さ, AからEへ水を透地させて試験し, 透水当

度 33-35秒/2cc〔水圧 30cm, 退 (10°-14°C) の 

ものを探川した。

さて, ﾡ水笑験であるが, ﾡづ 22 因の C, D, E 
に煮沸,冷却して良く 気泡を我いた水を満たし,注なし

てﾡ山内に気池の残らないようにする。Eの水頭をBと 

同一水平而に保ち,予め 合水ﾡを測定した 土地試料約 

30g をAに置tさ, 軽く圧しつけてBのW談とのIに防川 

のないようにする。すると, A の土城は B の隔膜を透し 

て水を吸收するから Eの burette の日りを説んで吸 

水連度を測定することが出来るのである。

第 23 図及び第24 図は Profile 5 (Pnm 型土壊)の

Fig- 22・ pF 価測定装設

Apparatus for measuring the 
pF value of soil water.

Aﾡと Profile 1 (Bn 型土壊)の

A片の吸水圧を示したものである。これの図をると, ﾡ水じcc/minは試料が吸水し 

始めてから他水状ﾡになろまでﾡ々一定しているように倣してもよい上うである。ただ, 飽

"e(〜ペ 『imeinhlinuteg

Fig. 23. PDm 忠土塊の吸水III僧 

Rate of adsorption of water.
(PDm-soil, Ai horizon)

Rate of adsorption of water.
(BD-soil,A1 horizon)

1) Richards, L. A. 1941. A pressure.membrane extraction apparatus for soil solution. Soil 

Sci. 51 . 377.
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水状態に近づけぱ吸水速度は満次迎 く な る。殊に試料が吸水の最初に合水が大 e い場合に は 

この傾向が:多い。

第23図及び第24図によつて も 土壊の水分が少 く な る と吸水が:場でな いこと が分かるので 

あるが:, 更に比核を易にするために第25図を作製した。この図は吸水ﾡ度が吸水当初の5 

分は貯々u契的に.上する事実を捉えて吸 

水開始後5分間の吸水型度を もって比校した 

ものである。実験に供した土壌の吸水開始u 

前の合水は pF価2から 5.5 に相当する 

ものである。このよ うに して描いた曲線(第

25図) を見ると各水ﾡ35附近(pF 4)で吸 

水速度は急激に降下し,これ以下の含水量に 

なると 試料の吸水性は 番 し く 失われる ことが 

分かる。この現像はBn型土地に比して Ppm 

型土壊の方が を しい。換すればPpH型士

の 方が乾爍すれば容易に吸水 し難い。土壌 

の普通の含水状態では pF3～4であろから

A comparison of rate of water adsorption 
by A, horizon of PDin- and BD-soil.

多少の乾燥かあれば土壊は急激に吸水性を失う こ とが考えられる。そうして, 乾燥が強くて風 

統状館 (pF5.5 前後) と もなればほとんど吸水性は後われるのである。

第25図に上 って Pom 型土壌の A ﾡは乾燥すると吸水がﾡだ困難にな るとと が分か り ,筆 

の仮定が確からしいことがあろﾡ度証正明されたよ う に思われる。 この場合に Bn 型の A ﾡ 

も PpH型土堪ﾡ似の性ﾡを示すが, 地形的に見てBn型土ﾡは乾燥しﾡいのであるから, 吸 

水国建になるほど乾燃するととは余りないのではないか、と考えられる。 Ppm 型土壊は或る幅 

ロを以て 台地の南西緑に現われて いる。 従つて (述の乾燥喚を考父るならば Ppm 型土ﾡは 

Bd 型土地に比 して遙かに 乾燥の 可能性があ る訳である。写丈 104 (PL. 43)はハ甲田山のI森 

山 を 西方から望んだ景初である。*印が Pnr型土壇の山現地の位置であるから西風を考2る 

と きにWにな る地物は何もの も しな い。

さて,上違のようにして不ﾡ全分解のWﾡが集積すれそこには必然的に酸性Wﾡが生成さ 

れる。そうして, 船ﾡ府は更期から翌年の初にかけて他水にい状態におかれ, 酸性ﾡを 

含んだ水が次第に下方に滲透する。殊に慰霊期には相当駅の水が地下に移動するものと思われ 

るから,当然溶泥作用が起る訳である。以上のように考父るならPpI型土壌の生収は比較 

的自然に設切されるように思われる。

衛 Pnn型土壌がﾡ刑期に多量の水分を保持し得ることは第21 図に示されたこの土壌の脫 

水ﾡﾡ (Drying process) の曲線が頗る綏漫に上昇する こ とから知る ことが出来るであろう。

I PwI 型土壊の生成に関する考察

この L:の生機情に関しては〔に従来も多数の研究があるから, こ 、では省略する。

J Pwn 型土壌の生成に我する考察

この土糜は地形竝びに械生から 見て Br型土ﾡの高5山I型と考えられる ものである。従つて生 

広機帰は 即 型 上塊と 同様のように と•えられる。たゞ, 海技潇が高いために濬脫理伙は進んで 

いる。

K PG 型土壊の生成に関する考察

この土壊の生成機構に関して もCそに政米のa学裕によつてだ分きじられている。 代邦のブナ 

札地に川型する p(;型土塊についても,これに対して何等特別の福友をさしはさむ余地もな 

いと思われるので,ここではお楽を行ﾡする。たゞーロ加えるならば, ヒパ林の現合は酸性解 

植が生成され奶いので,この純の土域は比校的容易に生成されると考えて良いであろう。

L. G 型土壊の生成に関す る考察

G型には高い地下水によつて生成されるにﾡであつて, これの欣成液部に関して も内外を 

問わす数多の研究成績かあるので,ここでは考察を行略する。

以上で木邦のナ林地書に現われる各部土ﾡ型の生に関する考楽を散ることにする。こ、 

で連べたと とは未だ worlcing hypothesis の域を脱しないのであるが,将末更に研究を述め 

て約を得た制論を間たいとおえている。以上の 石頂に 任いて各土埃型の地形によ る現状館 

を校式的に示せば第 26 恆の如くになる。勿論これは極めて模式的の ものであって具休的に或 

る地点における或る土壌の生成を示したものではない。又図中の各土壊府断而は形態を図示し 

ただけであつて, 各ﾡ位のさの厳諾な#北鞍は行つてないから, その点の誠解を特に請う

第である。

Polynov 氏は 土壊の生成を究明する場合には 土壊と秋物の物賞交換を考慮し,植物の土壊 

に対する影響を明らかにせねば完全な生成機構は判明 しないこと を強調しているり。ﾡ物の土 

壌に及ぼす影響の大きいことについては Ganssen")氏, 古約"氏, その他の人達の報告があ

る。

土ﾡの性質を変化せしむる行なﾡ物村料は葉である。そのな味でﾡは同一火山ﾡから 

生成された Bn型, Pmm型及び Pwn 型ﾡに生するブナノキのﾡ葉を分折して第 124 炎 

を田た。

1) Polynov. B. B. 1935. 前書。

2) Ganssen, R. H: 1934. Untersuchungen an Buchenstandorten Nord-und Mitteldeutschlands. 
Zeit. Forst. u.Jagdw. LXVI. 472.

3) 富崎神,昭和174 (1942). 前掲書。
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Phot. 105. 早池光Il PIr F土城の ヒバ林 Phot. 106. 前::り&R所li
Profile of Pbr-soil under the same 
forest.

Tab. 124. 汗 型 の無根 成 分

Composition of the ash of beech leaf-litter taken from 

different soil sites

土り電
Soil Profile 

No.
灰分 •

Ash

脈_分百分中
Percentages of ash content

Family SiO3| Fe:O,Al,O. TiO: P.O。 Cao MgO K；O Na:O

18 5.89 47.89 0.21 1.70 0.06 4.77 1.35 15.85 5.47 18.51 1.43 3.82
Bn

11 5.48 50.59 0.50 I .CO 0.06 3.87 2.14 14.35 7.11 16.71 1.64 3.30

6.18 50.52 0.43 1.67 0.04 3.47 1.53 14.82 3.95 15.82 3.70 4.13
PwI

12 6.54 57.24 0.38 i.ss 0.03 2.30 2.67 13.98 4.96 11.84 1.46 2.86

9 6.83 56.65 0.56 1.87 0.04 2.01 2.90 15.36 5.17 品 0.79 2.50
Ppm

5 6.32 53.74 o.. 2.28 0.04 1.24 3.53 16.09 5.30 12.39 2.83 4.03

Hiba arbor-vitae forest on PDr-soil 
at Mt. Hayatine. Dapliplyllmmt. 
humtile, Benzoin miCmtbraiaCCIかt, 
Viburntum furcalumt etc.

Phot.107. Phot.105のヒバ林の Phot.108. 同前土忧府断 血
内地林H

Interior of Hiba 
adjacent to the
Phot. 105.

arbor-vitae stand 
forest shown in

Profile of intermediate type of BD- and 
BA-soil developed under the stand given 
in the preceding photograph.

この炎を見ろ と,ブナ ノキの落葉の次分中各土壊によって特に出のあるのは燐酸と加里であ 

る。しかしながら,土域の逃に よつて惹起されたこれ等の成分の濃が土壊にどの程度%押して 

いるかは明らかでない。 ろ,比核的多の石次を合布し, 統士も Bn 型土壊のブナノキの落 

坐よ り も稍々多いに もかかわらす, Pnm 型土壊のブナ ノ キの旅葉からいﾡ性ﾡが生さ

, Bい型土ではほとんど生成されいところをみると, 各種土域の生にはﾡ物の地響より 

も気候, 地形等の影係のが大 さいとおえ られる。北もこ の場合に交す る 他樹師及び地床植 

物の落集の分析を してないから その点は 考慮 しな ければな らない。

ヒ バの落葉は前述の ように強く 土壊に影響する bのとおえ られるが,しかし,ヒ#の場合 

で も 気岐・地形の地係の力が土ﾡの生ぬに対 しては一的の ものであるとぢ* ら43。 

Profile 57 (BA 型域, gt61, 62, 63 参問) は高さ 100m 足らすの" 曲の西南西向をの 

斜師こ現われているが,その区対側のamはProfile56(Bt型:域,FL67, 99今 

照)に変るmさ,Profile41(Pwn 型士境,PL.68, 写72お照) のHり地と快めて小ヨ 

い溪谷を挾んで相対する斜面に Profile 42 (Bn 型土城,PL 66,午真68 お照)が現やる 

mさ, いづれも地形によつて土域の形館が変化することを示すものといえよう。Profile 42 は 

小ネのOl北i内さのatwの.上:報iに飛われているが, その小卜のT部及び門 P"型ピ

は Ppm 土ﾡに変つている。
この上うなWは臨所に見られるのであつて, 山に1例を挙げ任,9年105 L."" 

池峰山の e #にコ メ ッガが入 した森朴の林ﾡヶ真であるが, そ この機断町 1パ8 

(PL.4) の示すuく Pwr型土n (場地所によつてはPwn 型ﾡ)の形態をえて"る9 そ 

が, この#分の接統地のﾡ批に受んだところでは〔g 107 (PL ) 参用】士壌は PA 型 

の選位型となつているのである〔呼 108 (PL. 44) 参照〕。 ・
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BA 型士壌はじのよ うに 外生供の影訴を強く受けているからﾡ物の影断と いう ことが 号 

えられる。しか.し, この場合でも:壌が:従場しなけれ外生拠の形が:ばでなくメ特後つ 

ある軽超な 粒状構造の生成には或る程度の乾燥が必要なのであ るから,この場合も地形その他 

の関係で土壊が乾燥するという ことが:た川題となる ものとおえられる。

このようにﾡ物の影響は二的のものとおえられるが, BAﾡ域の場イは勿論, ヒバ#の 

Pn, Ppn 型土壊の場合,スギ林の Br型に撤の場イ林物が収に強い勝断を歩えることは 

君省出来ないことである。

V 新しい土壌分類の應用

無界が本邦のブナ林地帯の森林上壌に適用 したﾡしい分新の応川的価血をﾡ立するためには 

更に広況に五る科査と詳細な実験を或ねる必要がある。しかしながら,ﾡにおいても応川上 

の価験は充分認められる ように思われるので,以下その 2, 3 について述べる ことにする。

A 森林土壊分布図の作製に対する寄与

土族の生成務的分類の庆礎にな る土塊型 (genetic soil types, Bodentypen) が余りに権 

的で林業の実際に役立たないととは第3立において違べたところであるが, Polynov")氏も生 

成論的分知の 方針を示して,現在の土壌型 (genetic soiltypes)は権括的に迫ぎてﾡ際の 

求を満足させないから,気候のみならす母岩•及び地形(surface relief)を考慮のうちに容れ 

て更に細分する必があろと並べている。

策抬の分初は少く と も Polynov氏のこのおえ方の線に沿うものとじている。研究では 

土塊 を 水湿状態に 応じて分知 したが, 企のいう土域製(Soil Family) が気候, 地形及び地 

形に左行される小気候ケの条の影響を受けて特殊の形ﾡを2た ものであることは優に 

ぺた通り である。この分週を礎として更にﾡ(ﾡ期及び弥状館), 土壊の族熟度,土の 

機城的細 (Soil texture) 等によ る分知を組み合わすと 生成論的に も亦実用的に も略々満足 

ナべき分類が先されるものと』われる。そうして,これを Milneり 氏の catena の概念で 

整理ナれば現企では最も迅ﾡにﾡい森林士城の分布図が作製されるものと処われる。

第125表は所請 Catena 引炎 (catena key) のﾡ形である。同表の第-•関は 排水 

(Drainage)の良否で区分されているが,この欄に筆行の分知による各土壊を経列して,同様

1) Polynov, B. B. 1985. Principles of the genetic classification of soils. Trans. Third. 
Int. Cong. Soil. Sci. 3. 158.

2) Milne, G. 1935. Some suggested units of classification and mapping, particularly for 
East African soils. Soil Research.4.183.

3) Lunt,H. A. and Swanson, C. L. w. 1919. Mappable characteristics of forest soils. 
Jour. Soil. Water. Conscrv. 4. 5. 参部。本報女はﾡ下博の好なにょって入予し:。 

の炎を作製すれば各部:域はﾡ然と配列され, 分布図の作製,解統の貴朮な資料とな るであろ 

う。

#はかゝ る掃地を もって林野庁主宰の森林土壌調査に 当り ・ CEiに200,000ha の調をﾡ々 

完成 した。一部のﾡ果は森林毎営の実際に取り上げられている。

林木の成k肥びに更访に端的に影響する土地的囚了•が土壌水分である こ と は茨徃の斫究に よ 

つてほとんど疑のないところである。 it記e catena key において drainage が非常に視き 

れていることも, か、るな味を合めてのことであると思われる。筆捽の分知は土壤の水湿状琥 

の相をﾡ礎として行つたものであるから, 斯く して分助された各土壌が林木の成戻並びに更 

新 と密接な関係にある こ と は論を鉄たない。

B 造林", 保育 (指育) に対する寄与 ・

新分ﾡによる土ﾡ型の相によつて林木の広ﾡにはﾡしい遊ﾡが認められる。土域と成長 

駅との関係は樹棟によつて凡るが,一般的にえば, プナノキは Bn型:域において依が 

だ HE 盛で枝下高 も爲 く 形質 何氏 で ある。呼 16 (PL.7) はか、 るブナ林の林相を示した もの 

である。仙しこのﾡ文はブナ林のﾡ上のものとして掲載したものではなく, Bn型土墳でこれ 

より も 優良な 林分は明所に あり,中には樹嘉 30m以上の美林も見受けられろ。

Br 型土単で も ブナ ノキの版は可良である。殊に肥大長は Bp 型:壌の ものに優る もの 

がある。しかしながら,ﾡ下高5が低い場合が多くﾡ形は概して不良である。 トチノキその他の 

袱1葉樹が混交 して純林を形成する こと は比快的少い〔 20 (PL.9) 参問D。

Br 郵:域で もブナノ+の肥大ル長は相当大 さ い。しかし枝下高が低 く 樹形は選い。 Br型 

土ﾡにおける森朴はサハグル ミ •トチノヤ等の温葉明が主休 とな つて これにブナ ノキが交し 

た形である〔に 25, (PL.11), 27, 28 (PL. 12) 参照〕。

G型地にもブナ ノキが生し得ることは区に述べたところである。この土壊における ブナ 

ノキの肥大ルはな外にもそれﾡ不貴でない。おそらく, 根系が衣底に分布するために高い地 

下水の影響はさ和掌らないのであろう。樹型は渋だ不良で〔457(PL..24) 参馬 材質も 

長ﾡを打ちむと さのﾡに対する振抗力から考えて軟問のものと思われる。この土壊ではブナ 

ノ+の木数が少 く ャ チグモの双樹が主休を なすこと は前で違べた題 りである。

Bn 型土壌において も Be 型土壊において も天然林の場合はブナ ノ キの成長は可良である。 

樹幹通直で枝下高比校的高く,年給個 が細く 揃つて,材が堅い。ヶ 7, 8, 109 は Bn 型 

土壌の林ﾡ を示した ものである。

その他の土ﾡではブナノネのは不良である。殊に BA型土壌及び Pm 型土壌では極め

1) ここで云う 林は狭表の解釈に従つホ: ・ のである。中村賢太郎,昭和 12 4(1937). 『林学原論- 

J販. 東京. 参照。
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Tab. 125. Catena 索り I衣
Abridged catena key of some american soils.

Drainage: Excessively 
drained

Deep

Profile features: 
Parent Material

Coarse textured 
B and C

UPLAND SOILS DERIVED FROM

NoncalcarcoIs
Granite & granite gneiss; loose to friable till I

Compact till 2
Gray mica quartz schist; firm till 3

Compact till 4
Triassic red sandstone & shale; friable till 5

Compact till 6
Gray Devonian sandstone & shale, friable till 7

Compact till 8

Limestone, some schist, shale, slate & sandstone 9
Crystalline limestone (marble) 10

SOILS OF THE GLACIOFLUVIAL DEPOSITS 
STRATIFIED, WITH GRAVELLY

Granite gneiss and schist 11 Hinckley
Triassic red shale and sandstone 12 Manchester

SOILS OF THE GLACIOLACUSTRINE

Reddish-brown silts & clays from Triassic matrl. 13
Olive, neut. to med. acid silt & clay deposits 14

SOIL OFTHE STREAMTERRACE

Gray mica schist, granite & gneiss, deep sands 15
Limestone, granite and schist, deep sands 16

SOILS OF THE RECENT FLOOD PLAIN

Granite, gneiss & gray mica schist I/
Triassic sandstone and shale 18

SOILS OF COSTAL

Medium textured, over gravel 19 Wayside
Medium green sand 20 Colts Neck

SOILS OF THE PIEDMONT

Sandstone, shale and slate 21
Greenstone, schist, & quartzite 22

1) Gley layer. In most soils the material is bluish gray or olive gray.
2) These are field names and have not yet been correlated.

(catena key) の一例
(After Lint and Stvanson)

Excessively to 
well drained well drained Moderately 

well drained Poorly drained Very poorly 
drained

Shallow Normal to deep

30" t。 bedrock Free of mottling Mottled in lower 
B and C

Mottled in lower 
A. & in CG1)

Dark surface; 
gray CGl)

GLACIAL TILL, UNSTRATIFIED

Shapleigh Goucester Acton Leicester Whitman
Essex Candia Ridgebury Whitman

Hollis Charlton Sutton Leicester Whitman
• Paxton Woodbridge Ridgebury Whitman

Sunderlands) Cheshire Ludlow Wilbraham：> Mienloコ)

Wethersfield Ludlow (cpt.) Wilbraham Menlo
Lordstown Wcoster Chippewa

Otsego Canfield Wolusia Chippewa

Farmington Pittsfield Amenia Kandaia Lyons
Wingdale Dover Amenia Kandaia Lyons

(GLACIAL OUTWASH PL.AINS AND TERRACES) 
SUBSTRATUM

Merrimac Sudbury Walpole Scarboro
Hartford Ellington Mteriden Scarboro

DEPOSITS

Berlin
Suffield

Whippany 
Buxton

Parsipanny
Scantic

Rahway
Biddeford

DEPOSITS DEEP SANDS

Agawam
Burdick2)

DEPOSITS (BOTTOMLANDS)

Ondawa Podunk Rumney Saco
Newfield Cromwell Middlefield Chalker

PLAIN SEDIMENTS

Sassafras
Collington

Woodstown
Abelphia

Fallsington
Shrewsburg

Pocomoke
Keansburg

RESIDUAL UPLANDS

Penn Bucks Readington Croton Stanton
Adamstown Roddy Rohrersville
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て不良であろ。樹型も概して御型で利川的価価はほとんどない。 一 6, 写式 29はミ* 

Ba 型及び P。 型土塩における林 HI を示した ものである。乂'/真 110 (PL.45) は Pwn 四 I: 
ﾡに生するﾡ立木を撮影 したものである。

以上には木調査に当つて認められた実をﾡめて権括的に進べたのであろが, これを コ-ロッ 

パの例と対比すろと Tansley')氏の共国のブナ林に関する成, Ganesen)のドイッのプ 

ナ林に開する記載から も同様のことが2るようである。勿書作#の分ﾡは両氏の分iに比し 

て細分されているので正確な対比は川来ないけれども,記載されている土塔の性質からB察す 

れぱ上に述べた こと は一般論と して 本邦の ブナ林に適用 して も JI 体的に さ したるオルはない上 

うに思われる。

本邦の プナ林はほ と ん ど全部天然林である。従つて 人 工地林の 町能性を:境と 関係せ しめて 

こゝで論する こと は早計であるが,強いてこれに及するたら, 人工地朴の適地は犬然処術 

の迫地より も多少浸性であるという事実からおえて, ブナノキの人工並林を炎行するとナれば 

おそらく, Bp :境及び Be 型土城において 可能であ る と 公い得るであ ろ う。

天然性のヒバが所訓林を形するような地域はある和度純地するところである。従つて, 

そこの土ﾡはヒべの性質も影響してボドゾル化されろ場合が:多い。 72 (PL... 31) はこの 

よ うな森林の林ﾡを示したものである。

Bn 型及び Be 羽:地でもヒのル長は良なである。肥大は秘性上壌におけるより も大 

であるが, 枝が太く 又校下四が低くて〔少真 69(PL.29)お川 材の利川価値は劣つて いる。 

Br型,P。 型, G 型土域はヒべの生地としては湿間に過ぜ,適当の保をすれば大径木を 

得られる可能性はあるが", 形質が必ナ しも良くなく 将来特に ヒ バ#と して施業する こ と には 

多大の疑問がある。B、羽に域のヒバはルﾡる選く, 樹型 も 劣悪で全然利川価値が無い〔 

真 63 (PL.. 27) お期。

山氏は下北・ 経両件ぬの ヒ パ林を詳細に制べているが,同氏も筆かの見解と同様で Pmr 

型及び Ppn 型土壌において ヒ バの樹高長が:此も良 く , Bn 土域において も可貴であろ こ 

とを饿告しているり。

スギは Be 羽及び Br 型土城において優良な成乂を示す ものである。 スギの人工造林で成 

功すろのはほとんどこの土壌にﾡられているといつて も迫ではないであろう。

1) Tanslcy, A. G. 1999. 前掲書。

2) Ganssen, R. H. 1934. Untersuchungen an Buchenstandorten Nord-und Mitteldeutschlands. 
Zeit. Forst u. Jagdw. LXVI. 359.

3) 村井氏等し沢題りのヒののJいことな報書している。 村井三町, 請湖,W和194 (1944). 
ヒバ林士ﾡとﾡ生との関解・第1報. ヒバ林の情生知別.ロ・林.諾. 26. 254.

4) 山*一, 昭和244(1949a). 恐山山岳林における ヒバ林上度の形展について. ロ.林.誌. 31 
(I, II) 14; 山l谷求一,M才I244(1949b).前掲。
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ブナ林北の研ﾡ (大政) -219-

秋山地方の 人然#で おぢ#と して 保されているような 美林 ( s3, 85, 86 お照) は 

Be 叩にに立している場合が多い。これらの土壌を形態的に見, 又地形から奴弊すると元 

来は Br』!:域より もに乾性のものであつたとおえられる場合が少くない。それが, スギが 

成戻するに従つて弭削が密になつて, ﾡがﾡ詞にﾡいたものと考えられるのである。従つて 

このよ うな:域の森林をﾡしてB地にﾡ朴すると不統林地となる場合が多い。秋田地方 

ではか、ろWは少くないのである。このような不な試量林地も,4数が毎地ナれば林紙が時明 

して広が立ち山る可能性はだ分にあるから注なせねばな らない。スギ#の Be 型事の一つ 

の特殊性 としてここに記 した大第である。

スギは Pa型土整及び G 型土城では陣林となる傾向はあろが, 成は必ナしも選くないよ 

うである。

スギに してもヒバに して も針戦樹の犬公災析はある和度の就性土壌において最 も順調に行わ 

れるものである"。 これらの樹純は乾件土城では密生した純林を形成 し勝ちで,従つて樹型は 

整い, 桜は細く, 枝ド爲は爲くなる。ところが, 湿性に域ではﾡ葉樹が入して疎林となり場 

く, 水分地びにﾡ分介関係が:順りなために肥大広長は大であろけれども, 桜は太く,桜下高も低 

くなる。山,山Im両i氏はこのことをヒ#について認めて報谷しているが", 慣告のヒバ 

の土塩別樹型の模式図を示せぱ第27図の如くである。

このよ うなﾡ向はスギやヒバのみでな く ブ 

ナ ノ キについて も認め られる こ と はじに述べ 

た通りである。

スギは 乾性 七壊で はが: 型なた 場合が多

い。 野 91 の中央の丸まつた 梢娘は BA

型域に生するスギのﾡﾡである。就性:

城が成長を阻む例はスギの人工造林地におい 

ては屈々見受けられる。呼 111, 112(PL.

46) は秋川県日影温泉附近の スギの造林地を 

示したもので北柬而はスギ林,南西爺はアカ 

マッ及びミヅナラの林であろ。この山は元来 

全山 スギを 何時にﾡ求 したところであるが,

・ecDe

A Aﾡ地 (BA-soil, wind swept area)
B 乾 ﾡ 地 (BA- and Bn-soil)
C ボドンル (PDr- and PDB-soil)
D適河地 (BD-soil)
E 品地 (BE- and BP•soil)
F グライ土 (PG- and Gsoil)

Fig.27. 土損樹型収式図

The form of Thujopsis dolabrata var.
Hondai grown on different soils.

(Adapted from Yamada and Yamiaya)

Be 型 (々就性に移行している) にスギが残り ・ Ba 型:壌には丁 カマッ・ミッナク等

1) 大政正区,昭和184 (1943). 前掲書参照。

2) IH耕一町,Il番*一,昭和1244(1949). ヒバ樹形に関する一ぢだ,青森答林局第2回道林技術 

分担研究報書会記銀. 2. 53.
3) 空湿の大ゝいﾡは多少性の土墳でい可よりい成れ示すこ とがある。 このこ とはﾡ休の水

分稲びな ぢえれし当然のことである。
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がﾡ入し, スギのりﾡがとんど消して現の林相とするにいたつたのであ。このよ

な 実例は秋川地方だけで も少くない。

秘性土壌では カマッ・ ミゾナラ はル長が: 

良好であろが, その理としてこれらの樹部 

が乾燥に耐えるということ力:若えられる。し 

かし, 前なで述べた ように乾性土壊は空気容 

北が大であろということをおえればこれらの 

樹林の根が相当好気的であるということも理 

山の一つであるようにM思わオしる。

このよ うなおえ方の良否を決めるためにﾡ 

者は アカマツ を 材料 として 水法で通気ﾡ験 

を試みた"。ﾡ果は郊 28 図の示ナりであ 

る。これを見ると通気により成長は明らかに 

好加して第音の推定は略々確実のように思わ 

れる"。

以上造べたところを総合しておえれ,ﾡ 

分に よ る土ﾡ』が逃林及び保に対 してイ 

な指針とな ることは たづﾡのな いところで 

あろっ。

Fig.28 通気の効にふる 
成長增加車曲線

The increascd-product rati。 of Japanese 
red pine as influenced by aeration at 
different periods. The increased-product 
ratio is defined as A上 *100, where A じ
is the mean weight of seedlings acrated 
and B is that of non-acrated ones.

C) 更新に対する寄与

新分ﾡによる:型は特に天然処新とﾡ接な関係に置か.れているように処めわれる。例父ば, 

ブナ林の Pmn型:壌に大第にヲモリ ト ドマツが伐入することは〔に述べたところであるが 

〔ヶ 113 (PL.47) を照, i池山で見受けた例ではヒバ#の Pu型土:城にもブフモリ ト 

ドマツが般入 していた。ス,行名な森山桃河のスギ林の Pmm 型土堆に もプヲモリ トドマツ 

が屋入 していた。これ等のからおえると, 海抜為の許す範囲では Pmm 乃至 Pw 型土壊 

のようなﾡ性附ﾡが発述すればやが:てシモリ ト ドマツが侵入する可能性が多く なる ようであ 

る。 Pwrﾡ上:域はほとんどワモリ ト ドマツによつてめられている。写真 104 (PL. 43) 

の近景はそれを示したものである。

ブナノキの更新の容易なのは Bn 犯:域及び Be邪ﾡである。 に114 (PL.47), 115

1) 大政正F, 畑をカ,M和I25平(1950)・林木ﾡﾡの水耕法に関する二, 三の実験・ Il・林・. 32. 
305.

2) 水ﾡ法で ス ギは通気 L7くてい 充分ル』す るが, カーッは通気なれ欠 く と 正常Tな示 さ いの 
である。 このことは両樹の適地をぢえる と興味がい。

Phot. 113. PIu-soil のブナ林にアヲモリ ト ドマツの使入する状態 

Abics Maricsii invading in beech forest on PIu-soil.

Phot. 114. BI) 型上:りのプナ林の新状催 (Profile 1)
Initial stage of regeneration circle of beech forest on Bl-soil (Profile 1).
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Phot. 115. 同同前 (Profile10). Phot. 116. Pi" PI：度の ヒパ林办

新状ﾡ

Same as the preceding photograph 
(Profile 10).

Regeneration of Hiba arbor・vitae on 
Pnr.soil (at Tugaru peninsula).

Phot. 117.
Same as the preceding photograph (at Mt. Hayatine).

(PL.4S) は犬ミ々 Profile 1 及び Profile 10 (共に Bn 型:壌) のブナ ノキの稚樹の密生した 

状ﾡを示したものである。かかる北ﾡではササﾡの開染さえ抑えろことが川来ればﾡはﾡめ 

て場である。Ba Pu型, Pi•n 期,Pp型, PwI型:壌でもブナノキは新するが 

Bn型!, Be型:よに比して分る。Bn』土ﾡ上 り湿性の度をすに従つて処新の原難性を州し, 

G ﾡ:確では と ん どブナ林の人公山新はめな いということ が川川来る。しかし Br 型:境で 

はサハグルミの更新は客奶のように思われる。

Be型・Bo型・PwI型墳ではブナ林からブナ林へJ者するが, BA型・Bn型・Pmt型・ 

Pwu ・ Pnm "の各墳では一IL ミ ゾナ フを主と した株林に変り ・ その後にプナ ノキの純 

林に更る上 うである。

ヒバが乾枉土壌において良く 更新する ことは さぎ に述べたか,Pw 型・Pnu 型土壊では 史 

新は協めて容妨でおる。呼116,117 (PL.4S)はその状態を示したものである。 BA ・ 

Bn 羽上域において も和: 明の発生は 旺 盛で,成林の可能性はあ るし しか、しながらこのような 

土壌は既に越々述べたように ミ ゾナラ等の双樹がたづ生しそれ等によつてヒバが渋圧され 

るおそれがある。

湿性土壌において は ヒバの 更新は容 妨でない。勿論雄助は発生する けれども,元来このよう 

なところは 測飛樹が優坊 とな るのであ るか ら,証的な大然新を行う ことは 余和 西ﾡであ 

る。Bre 型土壊はまだ可能性があ る と して も Br ・ P。 型!・ G 型の 各土域において は 不可能に

い。号式 74, 75 (PL.32) をJれ G型北においてヒが災析する状店が前々理解され 

るであろう。

スギ も 亦更新は稍々 乾性土壊の方に容易で あ る。秋の山は地形の如何にかゝ わらナスギで 

ﾡわれているﾡがあるが, これらのスギ林はおそらく初は山rの西向き斜面等の比核的従場 

したところ に 成林 し,ﾡ政時代からのﾡ戦ﾡの代に よ つてﾡ大谷川に及んだ ものであ る と思 

われる"。既江の天然新試限地で Be 型り五 Br型:域に設定された ものがいは央敗する 

か,或いは非尚こ手を掛けて漸く成功したことはスギの更新がこれらの湿性土壌ではWだ困難 

なことを示すものとえよう。

以上の諸例を 見て もわかるよ う に天然史斯の容易な 土壊は乾性の ものである。そうして, 林 

木の生には樹団によつて 多少の途はあつても, とにかく, ある和度北水分の多い方が良 

い。 ち天然新の適地と人工逃朴の適地は必ナしも一致しないのである。この点は森林施ﾡ

1) 山谷*一, ・和244 (1949b). 前掲参m。

2) ﾡ絡人,M和114州 (1939). 秋叫県能代川上地方における杉休の成立ﾡに延新に関する所・ ﾡ 
x- 参照。岩崎氏 は搬史的 ャ※な加えて細 c研な Lているが, 務の土城皇 と そ の生成機構に関す る 

ﾡえ方なしつてするとスギの更新はく理解することが出来る。 例え, 桃洞のスギ林でし,スギの純林 

にい崎所は P»w 動土りで, 地杉的関係から土城が Bn 型に住行するに従つて泄I 契曲の混交歩介が増加 

Lている。
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上特にﾡﾡする必がある。

以上べた と こ ろ を要約 して 極 く 梅括的に 森施ﾡに対する意をべれ, たづ 海抜高5 

1000m 以上に現われろ Pot型!, Pi>n , Pwt型士:壌のうちで施林と して取り扱いみて樹純 

は極めて少いと 订 う ことか出来るであろう。その場合川となるﾡ印はブシモリ トドマッであ 

る。ブナ林下の B。 型,Bn型, PDn 型, Pwn 型壌においては犬然山析によつてブナ林を

統せしめるととが可能である。若しもブナノキを針期樹に代えるとすれ. さしあたり,ト 

ドマッとカラマツが収 り 挙げ られてよいであろう。仙しPは ﾡ分注な しなけれならない。

ブナ林地带は台地上の綏斜地が多 く 乂風を受け 必いか ら,辺報に Pmn 型土壊や Bn " 

が分布する よ うな地域で大itのﾡ伐をすると, 森林下に あつては审 ろ湿性上壊であった と こ 

ろでも春期 の乾害を受けるおそれがある”。このととは特に注なすべさである。

ブナ林地帯でも,海拔高 と 优 りの関係が許せ■ぱ,傾締也に現われる B:型止ﾡと Br聖:壌 

はスギの入工林とすべきである。北もサハグルミ林が布される場合には. これは天然山祈が: 

可能であろ。

ヒ林ではBn型, Pnr型, Por型に境においては天然祈による林は#場であるが, 

Br 型,Bf 型土壊では寧ろ スギを植栽した方が良いよ うに思われる。 スギ林の場合も同様に 

Br型土ﾡ及びMﾡ地の下部に現われるBゅ型上ﾡにはﾡ極的にスギをﾡ裁すべさである。仙し 

台地上の Be 型にﾡは スギ林である ことによ つて二次的に生された もので あ るか ら 取 り扱い 

は充分に注遣する必要があろ。小而欣の皆伐とか択代とかい う作案法が適しているであろう。

天然生のスギ及びヒべのﾡ系はFﾡ,Hﾡにﾡに分布するものである"。 しかるに天然林の 

成立は乾性土壊に容易で,しか もその う な天然林は一斉林の形を と り所川美林である塌合が 

少くない。乾性城が期の秘地風と関係のあるように考父られることは優にﾡ々逃べた通り 

であるから, 沽 しもかゝる天然林で強度の択伐を実施すると,#内に9す入ナる光線述の増加も 

作加 して地表面が乾燥 し,ﾡ系の発育が祈しく『されるおそれがある。スギの天然林で強度 

の択伐を行った場合に成長が衰える現象かあるよう に叩 く が,このようなこと も理山の一つに 

数えられるであろう。

Ba 型土単では天然生のミゾナラ ・ クリ等をてて 初樹面#にするとか, •矮林作業を行う 

どか, #抜高の低い場合はアカマツ#に更えるとことが考えられる。スギを植栽することは出来 

る喋り避けるべさである。

如何な る施求法を 探択す べさか。というととは, 経済的 •社会的要求, 地理的関係等を 若慮 

し, に経営区内の調和を考父た上で定されなければならないことである。従つて作業も 

ひとり 更新の難易,成長の良否のみから決定さるべさものでないことは当然である。しかしな

1) 大政正座, ・和184 (1943).前掲参照。

2) 宮崎師,M和I17年 (1942).前掲書か照。

がら, なんといつてもこれ等のI項は作来法決定の交な件となろのであるから,*の 

分に上 る土ﾡ型は こ の方面に対 して 貢除する と こ ろがﾡ くない もの と 考えられ る。

I1総 括

1) 土ﾡの水温状ﾡの#立にﾡ応して現われろ岡ﾡの形態及び土ﾡのﾡの変化, 土ﾡ中 

の遊加険化鉄の移動及び東欣,地下水の位山"によつて木のブナ林地ﾡの森林土ﾡを B., 

Bn, Bo, Bp, Bt, Br, Pp, Pi»n, Png, Pwu, Pwn, Po, Gの13の基墳型 (Soil 

Family Groups) に分ﾡした。各土墳型の特徴を簡単に記械すれ大の如くである。

a) B、型土ﾡはIい Fﾡ (若しくは F-H) と如色の Aﾡをともない, Bﾡに特徴 

の あ る軽戦な救状 (乃至粉状)構造が発達 していろ。A 及び Bﾡには外生蘭供が分布し, 

A, B 両国川に展々菌糸綱竹が認められる。この土壌は主と して西向きの急斜而の上部の風 

商に取われる。 葉性の ッヤクナ ゲ科の植物がこ の土壊整の指榭的な 植料 で あ る。

b) Bn 型上ﾡの行幌物ﾡの形態は BA 型土埃のそれに行似 している。 たゞ,県施色の H 

店がﾡ約に形広されている点がう。B 店の上部は堅県状情を品し,下部はﾡ々幡戦な秘 

状 (ル粉状)ﾡをユする。タト生苗供に 富むが I?採削片の発達は顕 整でない。Pnn 型士 

城と同様の地形で湖救高の比核的催いところに現われる。この:壇に繁茂するﾡ物はッハミ 

ッザ クラ・ブヲダモ・オホバクロモジ・ ノリッッギ・ヤマウルシ・ イメツゲ・ブクシバ・ム 

ラサキヤシホッツジ・オホバスノキ・ムシカリ ・ ミヤマ ガマズミ ・ ヒメ モチ ・ツルシキミ・ 

ッ タ ウルシ等である。

c) B。型L:壌はAﾡ下部又はBﾡ上部の如き行機物を合行する部分にﾡ県状術地の発述 

する土壊である。有機物府は Firm mull の形態を示し, Hﾡを欠除する場合が多い。Bﾡ 
・

に屈々菌糸を散見する。ッハミ ヅザク ラ ・ ラダモ ・オホバクロモジ・ヤマウルシ・アヲハ 

y・ ッリハグカヘデ・ ムシカリ ・ ヒメモチ・ツルシキミ •ツタウルシ等がこの土壊に 件通見 

受けられる植物であ る。ユキッ パキが胖落をつく る場合もある。

d) B»』上ﾡは正常なﾡ色株林北であろ。 現崎所に地形的の特後はないが, ブナ#の 

場合は綏斜地に分布する場合が多い。ﾡ物のﾡﾡは多種多様であるがホホ ノキ・ハリギリ・ 

ハッチハカヘデ・ ウハミヅザクラ ・ イ クヤカヘデ・ オホバクロモジ ・ ムシカリ ・ハヒイスガ 

・ ス:レﾡ・ツルリングウ・= キザサ ・ ッラネワフラビ・ホソバナラトシ ダ等がﾡ々見受け 

られる。

e) Be 型上整は crumb の H ﾡが比徴的W く 推前す ること, ﾡﾡに高んだ徴状情 

の A 府が発達 すること が特徴であ る。 Bﾡは massive で赤味 よ り 味のﾡつた色調 を 品 

する場合が多い。この土ﾡは#通淡谷に望むﾡ斜mの下部に現われるが森林に歳われた広い 

台地の内部に現われることもある。この土ﾡにはﾡ々トチノキが昨生する。そのほかに普通
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に受けられろﾡ物と してはサハグル ミ ・ イ クヤカヘデ ・ ヒ メブキ ・ トチバニンジン ・ ユ 

キザサ ・エンレイサウ・ックバネサウ ・ ホッバナラキッグ・ ヲ ッグが:ある。

f) Br郵土壇は四ﾡを通じてﾡな土壌であるが:,地下水位はそれ和高くない。 FMが: 

欠除し, H 精若しく は A 府の発述 が良好である。 許通 A ﾡに 相当 址 の窩植 が混入して 

crumb 桐造が杉成される。仙し北墳が交定して緊商なﾡL:墳が:なされている場イ介は A 

肝に窗秘 (が混入する こと が少く,Hﾡが猫述する。この土壌は湊流沿いの个記地とか,型調 

な台地内部の凹所等にI現する。特徴となるﾡ物はサハグル:・ トチノキ・ ミヅキ・サハ 

ヂサキ・ クニギキャツ ・ トチバニンジン ・ウド・ハナウ ド・リヤウメンシグ・ジフモンジン 

グ・ヲッグ・ ミャマベ=シグ等である。

g) Pw 型及び Pon 型:壇は 所ポ ド ゾル化土域である。°#は仮 りに説とルが:状に 

現われる ものを Pn: 郵土壌, 斑状に現われろ ものを Pmn ・士墳と した。これの域はプ 

ナ林では海抜商5 1000m 以上の風両地に,ヒバ林では比較的我:燥する傾行而又は山背に出現 

すろ。特徴となる植物はブナ林と ヒバ林では多少興るがブナ林についてい父ばシロ バナ ッヤ 

クナゲ・ブカ ミ ノイ スツゲ・ コヤウラクツツジ・ ムラリキ Y ッホッッジ ・ ッッジ・ コメツ 

ツジ・クシバ・オホバスノキ・ハナヒリ ノキ・ ノリッッギ・ヤマツル ッ等で あ ろ。

h) Pn 羽:整は 例外な く 軽徴な ボ ド ゾル化作川を受けている。特断而の影態的特徴は 

Bn郵土壌にﾡ似していろが, A。ﾡが:山にく H肝及びAHがF肝より も発述している火 

がう。台地状地形の四至i四の辺候部に分布する場合が多い。この士壊の指標的な 植物 

はシロバナ シャクナゲ・ブカミノイ スツゲである。 これに エゾユゾリハ・ コャウラク ッッ 

ジ・ムラサキヤシホツツジ・ホッッジ・クッバ・オホバスノキ・ハナヒリノネが生  し 

ている。

i) Pw1型:域は泥めから森林に秒行するll』に現われるﾡである。行機物ﾡが: peaty 

mineral soils よ り はいへ力:通の森林下のボ ドソル上 りは近かにメいのが特微である。こ 

の土壌に生するﾡ物と してはアヲモリ ト ドーッ . ナナカー ド .ミ ネカヘデ・ シロバナッヤ 

クナゲ・ブカミノイスツゲ・ナヒリノキ・コヤッラクッッジ・ツフジロヤウラク・オホパ 

スノキ・ウスノオ・タ"ウスゴ・ックネサッ等が:ある。

j) Pwn 型域では A。 ﾡの発述が比散的省覇で H 精は落葉の特に堆精 した と こ ろ以外 

は認められない。A, B 両肝共に可なり 粘質,massive で A 麻には財板の混人する ことが 

ﾡ合に少い。しか・し神戦の現像はめられる。この土度はBr型整をい地2とす』ば, そ 

の高山型と考えられる ものである。それほど堆型 . 植生等が相似し,忻断而の形態に も類似 

性がある。この北域に通受けられる柳物ははサハ、グル :・サハチサト・ フッキサッ ・ ア 

クダ・クサッテッ・ジフモンピッグ・シフネッラビなでおる。

k) Pa 型土壌は所川グッ イ ボ ド ゾルである。筆昔の禍査ではブナ林に発見する ことが川 

来なかつたが, ヒバ林, スギ林では発見した。出現する地形はグライ土と同様である。ﾡ 

物はヒバ林とスギ林で興るが, トチノキ・サハグルミ ・ヤチグモ等の湿性の樹木もられ又ム 

ラサキヤッホッッジ・リヤウプ等の乾性の流木も認められる。その他オホバクロモジ・ ノリウ 

ッ ギ ・ サハヂサト・ ヲシグ・ヤマドリシグ・リヤウメンシ ダ等乾性湿性の ものが生 してい 

る。

1 G型土ﾡは地下水の影響によつてグライﾡの発述した土ﾡである。 湖沼I卜,地下水位 

の高v不地又は山間の不ﾡ地及びﾡﾡ面の下端に接税した不壇地等に現われる。指松的のﾡ物 

と して特に顕著な ものはャチダモである。

2) 上記13型の土壌の生広機情についてお楽した。その結果ブナ林地帶の土壊生成には気 

過 ・ 降水信等一般に土壊生成で問題 と されている気候因子以外に木邦にﾡ位別に訪れる気境の 

影響のある こ と を認めた。そのう ちでも一般的で しか も 影響の著しいのは春期本邦を 訪れる シ 

ベリャ気塊で,ブナ札地の乾性壌の生に大さな布与をしているととを知つた。このこと 

は地形, ﾡ生, 土壊静 断面の形態,霭植の吸水 •脫水に関する hysteresis現象, ﾡ向と浸度 

と の関係の統升的考察等から 総合制定 したので あ る ・

ブナ札地ﾡに現われるポ ド ゾル化土壊の生成に もか、る乾燥が影響する こ と を認めた。この 

ことは同じく地形, M生, 腐植の形態,性質等から想定 したのであるが,少く とも東北地方の 

ボ ド ゾル化土壊の生成は このょ うなお父方をﾡ入せナには 設明が ﾡめて 田難な よ う に思われ 

た。

又 Bム型士ﾡに見受けられる特後のある軽戦な秘状 (至ﾡ状) 構造は土壌の乾燥と外生菌 

根とによつて形ルされるものであることを知つた。そうして, この構造と堅県状橋述をもって 

靴性土壌を分ﾡナる一つの基に した。

その他, 温性土域の う ちで 特に筆 ﾡの分類 した Br 型及び Br 型土壊の生成機構について も 

考楽し, これらの土壌のﾡ興は四季をじて水分の遊によつて生ナることを知った。

これを要するに新分知による各種のﾡは地型の相なが礎になつて小気候, 横生, 土壊水 

分,地下水位等が相違し,その結果生成されたものと考えられる。

3) 本研究に よ る森林土墳の新分ﾡは森林土ﾡの分布図作製の判 と して合理的 且つ実用的 

であることを catena key を引Iして論及した。又人 工造林及び天然 更新の 有力な 技術的 幕 

礎になることを実例を もつて示した。将来における理ﾡ的施業はか、る分類の完成を俟つて始 

めて可能であると言うべきであろう。
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STUDIES ON BEECH FOREST SOILS
(Resume)

Masataka OHMASA*

Beech (Fagus crenala) forests in Japan are distributed widely over the 
central mountain ranges, their volume being estimated at 146 million cubic meters 
according to the statistics of 1937. Most of them occur in the north-eastern 
districts of our country where beech trees are believed to have flourished formerly 
at low altitudes, even on the flat plain close by the sea coast. They can, 
however, scarcely ever be seen now below 300m. altitude owing t。 exploitation. 
In middle or south Japan, beech forests are distributed above 1000m. altitude; 
the causes of the existing restriction are not certain, but temperature is 
probably one of the main factors. The present study deals with the genetical 
as well as ecological characteristics of soils of the beech forest in the north- 
eastern districts, together with those of Hiba arbor-vitae (Trjopsis dolabrata 

var. Hondai) and Japanese cedar (Cryptomeria japonica) forests in the same 
locality.

Considering the distribution area of beech forests, it will be assumed that 
their soils belong to the brown forest soils or slightly to moderately podzolised 
soils. In this study the writer has classified those soils into 13 unit-types after 
the conception of C. F. Marbut, namely into Category 1 (Local Environment 
Groups or Family Groups). There are, of course, many different possible ways 
of classifying soils, but, from the writer's point of view, this system of classi- 
fication is best adapted among those we have today to the grOwing and repro- 
duct ion of any particular forest trees of this country. It has also incomparable 
advantage in the study of a region of geologic and topographic complexity such 
as is characteristic of Japan. The system adopted here is a kind of so called 
taxonomic system, classifying soils on the basis of their characteristics such as 
form and disposal of organic matter, size and shape of structure, leaching and 
accumulation of bases, sesquioxides etc. Furthermore root penetration and 
development, drainage conditions and such characteristics were studied. As the 
result of this study, soils of bsech forests were classified into the following 
main 13 unit-types as mentioned above.

A Brown forest coils
a) BA-soil ... Dry brown forest soil (Steep slope type).
b) Bn-soil....Dry brown forest soil (Gentle slope type). 
c) B。 soil ...Weakly dried brown forest soil.

* Principal Soil Scientist, Chief of Silvicultural Division. Government Forest Experiment 
Station, Meguro, Tokyo, Japan.

d) Bn soil ... .Moderately moist brown forest soil.
e) Bk soil /.. .Slightly wetted brown forest soil.
f) Br-soil ..・Wet brown forest soil.

B Podzolic soils
1) Dry podzolic soils (Pn)

a ) Pn i -soil.... Podzol.
b ) Pon -soil....Podzolic soil.
c ) Ppm soil.. ..Slightly podzolised soil.

2) Wet podzolic soils (Pw)
a ) Pwi-soil ... .Mountain meadow soil.
b) Pwn-soil....Wet podzolic soil.
c) Pa-soil ...Gleypodzol.

C Mineral ground water soil 
a) G soil...........Gley soil.

There are, of course, many soils not belonging to these unit-types, but 
further study will enable us to perfect this system of classification. These unit- 
types will be divided into minor units taking int。 consideration the kind of 
parent materials and the maturity and texture of soil. So far as the present 
status of forest management practised in our country is concerned, however, 
classifying soils into soil-family units will be enough for practical purposes. 
Grouping each unit-type into higher categories is a matter of discussion and the 
grouping adopted in this paper is tentative, used only for convenience to understand 
the nature of each kind of soil. Perfect and logical grouping will be accomplished 
after more kinds of soils are studied and features ofthese soils determined.

Interrelationship between one unit-type of soil and the other is graphically 
presented in Fig. 1, in which is seen how the occurrence of these types depends 
upon topographic features. Strictly speaking, Fig.1 is valid only for beech 
forest soil. Soils of Hiba arbor-vitae forest, for example, are apt to suffer 
podzolisation owing to the nature of leaves and their decomposed products, so 
that podzolised soils of this forest develop at lower altitude and the position 
of Ppr- and Pnn-soils will coincide with that of Ba soil of beech forests in the 

preceding figure.

BA-soil

This lyps of soil, developed under beech forests, occurs without exception 
on the westward facing, wind-swept slope of the mountain and is dried out 
intensively. Fig. 2 is the schematic presentation of this soil. The most notable 
characteristic of this soil is the development of "loose granular structure " to 
a certain depth in the B horizon. This type of structure is very peculiar, 
corresponding to the "small crumb" or "crumb dust" of the Oxford system, but 
as the writer is not familiar with ths soil of England, the new term "loose
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granular" is used temporarily. It will be noted at this point that, in the case 
of this study, examination of the structure was carried out on freshly prepared 
faces of soil profiles, because structures appearing on the face indicate the degree 
of dryness of soil to a certain extent.

Loose granular structure develops only when the soil is dried and when 
ectotrophic mycorrhiza is formed on roots of plants grown on this soil. The 
fact has been ascertained by the writer in his field observation and preliminary 
experiment. Phot. 89 shows the loose granular structure formed when the soil 
moisture was maintained at about 30 per cent of the water-holding capacity of 
the soil and Japanese red pine (Pinus densiflora) was planted. When the soil 
was wet (moisture content being about 80per cent of the water-holding capacity 
of the soil), neither structure nor mycorrhiza was formed.

Trees and shrubs on the BA-soil always bear ectotrophic mycorrhiza and 
when a pit is dug there is often a fungus odour. In case of the BA soil, mycelia 
of mycorrhizal fungi are distributed widely in the A and B horizons, and some- 
times develop as a layer between the A and B horizon. In both cases rather big 
tree roots penetrate deep into the soil.

When the considerable amount of colloidal humus penetrates from the A 
horizon into the B horizon, there appears a nutty type of structure which 
develops in the lower part of the B horizon of the clayey soil.

Another characteristic of the BA soil is a well-developed F or F-H layer 
underlain usually by almost black A horizon, transition from this horizon to 
mineral soil being always distinct. Coarse spongy cavities, probably of small 
mammals or reptiles, can be seen between the F (or F-H) layer and the A 
horizon, sometimes even in the A horizon.

Soils belonging to the Ba soil are acid in reacton (cf. Fig. 17) and as the 
result have a tendency to suffer podzolisation. It would be interesting to note 
here that when Hiba arbor-vitae invades the very soil and can flourish, there 
develops podzo1 (Ppr-soil of the writer's classification) or podzolic soil (Pnn-soil 
of the writer's classification).

More characteristic plants grown on the Bx-soil are:

Qucrctis crisp til a, Q. serrata, Castanea crenata, Hugeria japonica, Leucothoe 
Grayana var. intermedia, Meisteria campanulata, Menziesia pentandra, Rhodo- 
dendron Albreclitii, R. qtiinqucfolium, R. scmibarbatuiu, Tripetaleia paniculata, 
Vaccinitim Smallii, V. usunoki, Hamamelis japonica, Clcthra barbinerbis, Rlus 
trichocarpa, Ilex crcnata var. tpica f. genuina, Spicantobsis iponica var. 
japonica, Shorlia toiflora, Dispormm,smrilacinum..

The following is the description of an example of the BA-soil (Profile 34) 
occuring in the beech forest (Phote. 1, 2) in Miyagi prefecture at 540m. alt., a 
Profile ofwhich is shown in PLATE 49. The place where the profile was taken 
Was located on the upper part of the steep elope (ca. 35°) facing the west (S

87° W).
L 0-1 cm. Matted leaves of beech trees.
F H 1-5cm. Reddish brown; small crumb structure; cavities many; roots 

numerous.
H-Ai 5-10cm. Bone brown to almost black; small crumb in structure; 

mycelia have developed, mycelial layer between this and B 
horizon ; cavities made by reptiles present; roots numerous; 
transition to B horizon sharp.

B 10 20 cm. Rusty and humus stained, loose granular structure, nutty in 
part; mycelia present; roots many.

Bョ 20-45 cm. Dark yellowish brown; loose granular structure; mycelia 
present; roots many.

B, 45cm.+ Yellowish brown; loose granular structure: mycelia present; 
stony ; roots many.

Physical as well as chemical properties ofthis profile are given in Tables 5 
and 6.

Morphological features, chemical and physical properlies and characteristic 
species of the BA-soil developed in Hiba arbor-vitae and Japanese cedar forests 
are the same as those of the BA-soil of a beech forest. The Pure stand, 
however, of these latter forests can seldom be seen; they are almost always 
mixed with oak {Quercus crispula often, Q.scrrata sometimes), beech, chestnut 
(Castanea crenata) and other broad-leaved trees.

According to the conclusion of this study, the principal soil-forming factor 
predominating in the site of Bx-soil is westerly wind, which prevails in our 
country from March to May or the beginning of June. Fig. 19 (A) and 19 (B) 
are the stream line at 500 m. and 1000 m. level respectively which may prove 
somewhat the influence on our country of the anti-cyclone which originates in 
the Asiatic continent. It is not seldom during this period of the year, March 
to June, to encounter days when temperature rises and humidity decreases; 
thus the surface of the forest soil is thoroughly dried out. Fig. 18 is the result 
of chi-square test of the relation between the direction of wind and the humidity 
of air, which reveals the low humidity of westerly wind.

The form of the tree influenced by wind, the hysteresis effect recognisable 
in drying and wetting of the soil (this will be discussed later), all these may 
be helpful to illustrate the effect of wind on dryness of soil.

Bp-soil

This type of soil occurs on the southwestern edges of the flat or gently 
sloping tops of mountains and plateaus. Characteristic features of the profile are 
like those of Ba soil, except that the bone brown II layer develops relatively 
thick and nutty structure is formed rather extensively on the uppsr part of ths B
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horizon (Fig. 3). Loose granular structure develops less extensively. Roots 
forming ectotrophic mycorrhiza penetrate in A and B horizons, so that a pit 
sometimes has a fungus odour just like that of BA soil. Morphological features 
of the organic layer of this soil also resemble the Ppu-soil, only difference is 
the At (or H-A!) horizon which is less thick. The fact indicates, according 
to the writer's concept, that Bn-soil is drier than Pd・ soil. Considering the 
characteristics of soil-site, the mode of occurrence of soil as well as the features 
of profile, the writer assumes Bi： soil is the lower mountain type of Ppm soil.

Bit-soil is also acid in reaction (cf.Fig.17) and apt to be podzolised.
Vegetation on Bn soil is xerophytic and the most common types are as 

follows:

Prunus Grayana, Fraxinns Sieboldiaiia, Benzoint C力braaCCItかt, Hydrangea 
paniculata var.floribunda, Rlts tricltocarpa, Ilex crenata var. tpica f. genuina, 
Hugeria japonica, Rhododendron Albrecltii, Vaccinintm Smallii, Viburnttmnz fuy- 
catam, V. Wrigltii var. りpictm, Ilex leucoclada, Skimmria repens var. typica, 
Rlus Toxicodendron var. radicans.(cf.Tables 12, 65, 86)

An example (Profile43) is taken from a beech forest (Phot. 7) in Shimokita 
peninsula. It occurs on the hillside gently sloping (10°)westward (N 80° W) 
at an altitude of 250m, The following is the descript ion and PLATE 51 is its 
photograph.

L 0 3 cm. Dead leaves of beech and other species.
F 3-8cm. Bone brown; matted layer of partly destroyed leaves, inter-

mingled with finely divided organic matter; strictly speaking, 
this layer must be called F-H layer; roots numerous; mam- 
mals, reptiles and insects present.

H Ai 8 11cm. Brownish black; in some place differentiated in two layers 
(H and A1); small crumb in structure; cavities many; roots 
numerous.

Bi 11-14cm. Dark brown; pale blue patches present; roots numerous; 
mycelia many.

Ba 14 31 cm. Brown; nutty structure in some parts, loose granular structure 
in others; roots mnany ; root-channels present.

B 31 cm. 十 Ochreous brown ; loose granular in structure ; stony in part; 
roots present.

Chemical properties of this soil were fully discussed by R. Kawashima, M. 
Nagata and G. Suyama; physical properties are given in this report (Table 11).

As for the profile of the Bn-soil, there exists no difference between the 
beech forest and the Hiba arbor-vitae forest. Amount and species of vegetaion 
which flourish on the Bn soil of Hiba arbor-vitae are rather restricted compared 
with that of beech forest, owing to the dense stocking and deep shade of trees.

Although the examination of soils of Japanese cedar forests has been more 
or less restricted in this study, n。 Bu-soil was encountered in the cedar forest. 
Bit soil of Japanese cedar will, if it exists, be quite scarce according to the 
nature of this species.

Bc-soil

B。 soil develops on the site exposed to relatively weak winds, SS mountain 
and valley breezes.

Humus layer of this type of soil often excluding the H layer, exhibits the 
feature of the "firm mull" of C. H. Eornebush and S. O. Heiberg. A nutty type of 
structure prevails in the lower part of the A horizon or the upper part of the B 
horizon (see Fig. 4); this fact indicates that the loss of water through the body 
of vegetation is more effective than the direct evaporation from the surface of soil.

Kinds of vegetation often found on the Bo-soil are :
Prmns Grqyana, Fraxinns Sicboldiana, Bcitzoin Cや/am/dCC"/m, Rhis tric/io- 
carpa, Ilex macropoda, Acer rfincrve, Vibrryrityt fttrcqtttt, Ilex leucoclada, 

Skimia repcns var. tpica, RIus Toxicodcyrdr。 var. radicals, Camrcllia 
rsticana (cf.Tables 16, 20, 112).

As an example of this type, a profile (Profile 55) from the beech forest 
(Phot. 9) in Akita prefecture may be quoted. The elevation is about 560m.,the 
aspect S 20° E and the degree of slope 250°.

The profile description is as follows (cf. PLATE 53):

L 0-1 cm. Layer of litter consisting chiefly of beech leaves.
F 1-3 cm. Dark brown; matted layer of partly destroyed leaves.
H 3-6cm. Blackish brown; small crumb in structure; roots numerous,

some forming ectotrophic mycorrhiza.
Ai 6 15 cm. Dark yellowish brown drying to olive lake ; nutty structure; 

small stones of shale ; roots frequent; mycelia present.
A B. 15-26 cm. Yellowish brown, when dry becomes lighter in color; stony ; 

patches stained by humus, probably due to nutty structure; 
roots frequent; mycelia present.

B: 26cm.+ Reddish brown, drying to light orange yellow; massive;
stony ; roots present.

So far as the study of the writer and K. Yamaya is concerned, no Bc-soil 
was found in the Hiba arbor-vitae forest; on the contrary, in case of the
Japanese cedar forest, Bc-soil was not seldom encountered. 
vegetation characteristics are alike in both cases.

The profile and

Bp soil

This is the prototype of brown forest soils (see Fig. 5). It is distributed
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widely on gently sloping mountain sides or on plateaus. Well grown beech forests 
are always found on this type of soil. Vegetation on Bp-soil has no special 
characteristics, the following being common:

Magnolia obovala, Kalobanax pictum var. typictt, Prunts Grayana, Acer 

japonictim var. typicutt, A. mton。 var. eupictumt, Bezoin membranacettm, 
Viburnum fttrcatttmt, Ccphalolaxus nana, Viola spp., Cratfurdia jqponica, 
Smilacina japonica, Dryopteris dilatata var. dcltoidca, Rumohra Miqucliana 

(cf. Tables 24, 28, 89).

An example.of Bo-soil is furnished by a profile (Profile 1) from Mt. Kuromori 
in Aomori prefecture. The altitude is 750 m.,the aspect S 40° E and the degree 
of slope 4°-5°. It is found in the mature beech forest (Phots. 16, 17), its des- 
cription is as follows (cf. PLATE 54):

L 
F

H

A

0-1 cm. Thin layer of litter consisting chiefly of beech leaves.
1 4 cm. Dark brown; finely divided leaves; roots abundant, developing 

like network; worms and insects present.
4-5.cm. Bone brown; intermingled with F layer and difficult to 

differentiate; transition to A horizon distinct.
5-55Cm. Dark brown from the incorporation of organic matter; 

subdivided A1 to A ; A! and Aa may be made of the same 
volcanic ash, while other subdivisions are made of volcanic 
ashes belonging to different periods (cf,Fig. 9) ; fine roots 
many in the upper subdivision, fewer in the lower; root- 
channels present in A3 and A subdivisions.

55 70cm. Yellowish brown; transition to A horizon distinct; compact; 
weathered volcanic ash and pumice present; roots rare.

Physical and chemical properties of the profile are given in Tables 21,22 
and 23.

The distribution of this type of soil is rather wide in the region of Hiba 
arbor-vitae forests. In this case, Bpsoil occurs on the slopes facing east or 
north, or on level plateaus. The kinds of vegetation of beech forests and of 
Hiba arbor-vitae forests are the same, only that of the latter forest being more 
or less restricted owing to the dense stocking and deep shade of dominant trees. 
B-soil of Japanese cedar cannot be reported in this paper, as this study of 
Japanese cedar has been confined to some special localities.

BE-soil

Bs-soil occurs on the lower slopes of valleys or the inner parts of the tops 
of mountain level plateaus covered with forest; the site of this soil is cool 
and humid throughout the year. As Fig. 6 shows, crumb-structured H layer 
develops to a certain extent and the A horizon is ordinarily rich in humus, small

プナ林土ﾡの研ﾡ (大政) -23

crumb in sructure ; the B horizon is grayish in color and massive.
Reaction of the soil is less acid and exchangeable calcium rich, as will be 

imagined by the aspect of the site and the features of the profile.
Most characteristic of plants grown on Br-soil is the horse chestnut(Acscit/ns 

tutrbinata), while the following are also common:
PIcrocarya rhoifolia, Accr mono var. cnpictum., Aucuba japonica var. borcalis, 
Panax japonicum f. typictim, Smilacina japonica, Trillityn apctalon, Paris 

tctrablylla, Rumolra Miaucliana, Dryopteris crassirhizomma (cf. T ables 
31,35, 91,114,116).

A profile (Profile 36) is described from Miyagi prefeclure (see PLATE 56). 
It occurs in the horse chestnut forest (cf. Phots. 20, 21) on the slope (degree of 
slope 24°) facing S 70° E, at an altitude of 470m.

L 0-3 cm. Loose layer of dead leaves of horse chestnut; worms present; 
fine roots many.

F 3-5cm. Dark brown; finely divided litter, in some places matted; 
cavities; worms present; roots numerous.

H 5-10 cm. Warm sepia; crumb dust in structure; roots numerous.
A 10-16 cm. Blackish brown; small crumb in structure; roots frequent.
a3 16-34cm. Dark drab; small crumb in structure; stony; roots present.
B. 34 50 cm. Grayish brown; structureless; stony; roots rare.
B, 50cm.+ Drab-gray; structureless ; stony; roots rare.

Tables 29, 30 are the chemical and physical properties of the above-mentioned 
profile, which illustrate the characteristics of this soil.

Having the crumb-structured H layer of finely divided organic matter mostly 
unrecognizable as to origin, and almost lacking the F layer, profiles of BE-soil 
of both Hiba arbor-vitae and beech forests are alike. When the soil is well 
developed and compact, organic matter which penetrates into a lower horizon is 
limited to some extent in both cases.

Most of the well-grown Japanese cedar forests flourish on the Be- and Bドー- 

soils, which are widely distributed under the forests of this species-

BF-soil

This type of soil has a tendency to be created on the bottom of a valley, 
which, in a period of heavy or prolonged rain or a period of snow-melting 
may be flooded, but as soon as the flood ceases may allow free drainage. 
Therefore gley soils are almost entirely absent and, if they exist, they are the 
"gamma gley soils" of S. A. Wilde, "beta gleysoils" being found only in an 
exceptional case. The Bp-soil also occurs amidst forests on level mountain 
plateaus. ヽ

Morphologicalfeatures are depicted in Fig. 7. The F layer is almost entirely
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absent, the II layer or the A horizon well developed and, as was observed in 
case of Be soil, when the soil is derived from sandy substratum or from drift, 
the A horizon is intensively thick and the small crumb structure well formed by 
the incorporation of organic matter, while, if the soil is of heavy clay, the 
organic matter is prevented from penetrating into mineral soil, the small crumb 
structure being developed superficially as the II or the H A layer. The B 
horizon of Be soil is also pale bluish in color; this may be owing to the reduction 
of iron compounds caused by the somewhat impeded drainage.

Vegetation formed on Bp-soil is hygrophytic in nature. The most 
characteristic plant is wingnut (Plerocarya rhoifolia), other more common and 
conspicuous plants being:

Zelkota scrrata, Aescnlns turbinata, Cormus controvcrsa, Hydrangca macro- 
わlylla subsp. serrala f. acuminata, Peracarpa circacoitics, Panax japbonicum f.

Aralia cordata, Heracleumlanatwm, Polysticlm Standishii, Ptilopteris 
triptcra, Dryoptcris crassirhizoma, D. moticola (cf. Tables 39, 42, 95).

The following example (Profile 15) indicates the type of Br-soil which can 
occur in drift. It develops under the mixed stand of wingnut and horse chestnut 
on the bottom of a valley at Mt.Hakkoda (cf. Phots. 27, 28). The altitude is 
490 m and the aspect N 40° E. The description is as follows (cf. PLATE 57):

L 。 2cm. Dead leaves mostly of wingnut and horse chestnut.
H 2 5 cm. Bone brown; crumb in structure ; cavities many ; transition

to A horizon rather distinct; fine roots numerous.
A 5-7Cm. Blackish brown (discontinuous); small crumb in structure; 

earth worms present; fine roots many.
A 7-13cm. Dark brown; small crumbs in part, structureless in general; 

earth-worms present; roots frequent.
B- 13-22cm. Grayish brown; structureless; roots rare.
I 22 29cm. Volcanic ash not fully weathered (cf. Fig. 9).
A' 29 49cm. Buried A horizon of former time; dark brown; structureless;

earth-worms present; where I layer is absent, there is no 
differentiation of B, A' and B'; roots present.

B 49cm.十 Brown; stones present; roots rare.

Chemical as well as physical properties of the profile are shown in Tables 
40 and 41. Morphological features and the characteristic vegetation of Br- 
Soil of both Hiba arbor-vitae：and Japanese cedar forests are like those of Br-soil 
developed under beech forests.

PDI- and Pr)n-soils
The PDF- and pDiiroils are the podzolic soils of world type and correspond 

t9 the " Podsolierte Biiden" of W. Laatsch. A. A. J. de Sigmond subdivided 
podzolic soils into 6 sub-types but as for the forest soils of our country, it is 

thoughtt。 be enough to subdivide them int。 3 sub-types especially forthe purposes 
of forestry from the practical point of view. The Ppr-soil corresponds to the 
sub-type 1 of Sigmond having a true podzolhorizon (A:) with a simple rusty- 
brown B horizon and the Pun-soil the sub-type 5, which has a quite definite 
grayish (Potlzolic) horizon (A:), readily distinguishable from the accumulation 
horizon (B) below it, though often only by its lighter color and compacter 
struture. It should be mentioned here that the symbol Pn adopted in this paper 
means "dry podzolic soils," the term proposed by Sigmond t。 distinguish them 
from the meadow soils.

Vegetation on the Pwt- and Pnn soils are als。 xelophytic of which the 
following are typical:

Rhododendron Fauriac var. rufcsccns, R. Alorcchtii, R- Tc/on:oski, Ilex 

Sngcrokisubsp.brevipcdmcnlata, Mcn=icsia pcytcndra, Tripctalcia pcnicwtlota, 
Hugcria japonica, Vaccinitw Smallii, Lcucothoc Grayana var. intermedia, Hy 

drangca panicnlata var. ftoribmnda, R/:s tricocarpd (cf. Tables 45, 9S,101).

ofthe podzolic soils found in this study a profile (Profile 26) representing 
conspicuous features is described in the following (cf. PLATE 5S). It is found 
in oak (Qmcrcns crispla) forests (Phot. 29) on the steep slope (45°) near the 
summit of Mt. Kuromori at an altitude of S70m.

L 0-1 cm. Speed of decomposition of the litter is relatively rapid and ' 
no thick L layer observed.

F-H 1-8cm. Bone brown; finely divided leaves; matted on the whole, 
crumb structure in part; roots numerOus.

Ai 8-12 cm. Brownish black: cavities (made probably by mammals and 
reptiles) present; mycelia aroundthecavities; rootspresent.

A3 12-16cm. White to pallid mouse gray; bleached horizon; gritty in 
appearance; pebbles of pumice present.

Bi 16-24 cm. Rusty brown; massive; roots many.
Ba 24 54 cm. Yellowish brown; massive; stony; roots rare.

In Table 43, some chemical properties of this soil are presented.
Podzolic soils are distributed widely under Hiba arbor-vitae forests; for 

that reason there are not few foresters who believe the common type of Hiba 
arbor-vitae soil is podzolic. The dry podzolic soils i.e. the Put- and PnI-soils 
are, however, found in this country to occur on Special sites influenced by 
some factors which affect the dryness of soil. The difference of the mode of 
occurrence of these soils of beech and Hiba arbor-vitae forests is that the podzolic 
soils of beech forests develop on westward facing wind-swept slopes at an 
altitude of about1000m.whereas that of Hiba arbor-viae are distributed on 
similar slopes at a far lower altitude. The Pnt- and Pun-soils are absentin the 
case of Japanese cedar forests as far as has beenascertainedinthisstudy. This
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is probably clue to the nature of trees which cannot flourish at a high altitude, 
especially in the northern part of Japan and whose leaves contain a large 
amount of calcium and other bases.

Pon-soil

This type of soil occurs on the same topography as the Bn-soil, the altitude 
of which, however, is far higher.

Morphological features of both soils are alike, A。 layer being,however, 
thicker than the latter (Fig. 8). Contrary to the Bit-soil, the H layer andi the 
A1 horizon of the Ppu-soil develops more extensively than the F layer thus 
presenting the aspect of "matted mor" of S. O. Heiberg and R. F. Chandler. It 

not easy to distinguish the bleached horizon (A.) in the soil profile of Pi»n-soil; 
only chemical analysis and microscopical examination enable us to recognise 
the eluviation phenomena. Glistening particles of quartz scattered throughout 
in the A horizon are sometimes an aid to decide that the horizon is eluvial.

Vegetation on this type of soil is xelophytic, as in the case of Ppr-, Pi»n-, 
BA- and BD-SOils, the most characteristic kinds of vegetation being Rlododendron 

Falriae var.rifesccns, Ilex Sagerokisubsp. brevipedunculata and Dapliplyllnm 
"mIile. The more the decomposition of blackish humus is advanced, the more 
is the site dominated by Dapiiniphytlumhumile. The following are also common:

Mcnziesia pentandra, Rhododendron Atbrecltii, Tripctalcia panicnlata, Higeria 
jQhonicd, Vaccininm Smallii, Leucotloe Grayana var. intcrmcdia (cf. Tables 
49, 52, 55, 59, 120).

An example of the Ppm soil (Profile 5) is taken from Mt. Uakkoda in Aomori 
prefecture. It occurs in the beech forest (Phots. 29, 30, 31) on the edge of 
the gentle slope (10°) close by the escarpment. The elevation is 750 m. and 
the apect S 15"W. Morphological features can be seen clearly in PLATE 59.

L 0-1 cm. Matted leaf litter of beech, Rhododendron and other species.
F 1-3cm. Warm sepia; mat of partly decomposed leaves; roots nume-

rous; cones of beech present.
H 3-8cm. Bone brown; small crumb in structure; roots numerous.
A! 8-13cm. Brownish black; somewhat sharply differentiated from the 

H layer; transition to the lower horizon not distinct; bleached 
patches observed under microscope (Phot. 33).

Aa-B. 13-19cm. Reddish brown; color and chemical analysis reveal the 
accumulation of Fe,Oa ; bleached part can also be seen under 
microscope ; rusty brown streaks along the upper part of the 
I layer indicate that eluviation and illuviation occur in this 
horizon owing to the impediment of drainage ; Phot. 34 shows 
the bleached part.

19-25 cm. Partly weathered volcanic ash; rusty streaks along the 
surface between this layer and the overlaid horizon.

25-33 cm. Clay color; I A in PLATE 59, drab in color is the degraded
A' horizon indicated in Fig. 9.

N 33-49cm. Dark yellow; pumice particles distributed throughout the 
layer; structureless; root cavities frequent.

V 49-55 cm. Pale smoke gray; friable volcanic sand.
I 55-65cm. Warm-buff; weathered pumice grain.

The Ppm-soil is found in the Japanese cedar forests,Whereasunder the Hiba 
arbor-vitae forests no such kind of soil was encountered either in the study of 
the writer or ofK. Yamaya. The latter made his survey throughout Tugaru and 
Shimokita peninsulas; both are the native site of Hiba arbor-vitae. The reason 
may be that this type of soil is formed at higher altitudes and Hiba arbor-vitae 
cannot flourish on the soil at such a high altitude.

As in the case of the Ppr- and Pi>n-soils or the Ba- and Bn-soils, among 
the factors affecting the formation of the Ppm soil,westerly wind from March 
to June is assumed to be the predominating; otherwise the formation of the 
characteristic organic layer (Ao)is not explainable. Fig. 20 illustrates the mode 
of occurrence of this type of soil, which is exclusively developed on a gentle 
slope close by the upper edge of an escarpment, the locality of which is shown 
in Phot. 104.

The orgnic layer of Ppm-soil shows as remarkable hysteresis effect in the 
drying and wetting processes as that of Ba-soil ; the fact is discussed in some 
detail elsewhere in this paper (cf. Fig. 21). Figs. 23, 24, 25 reveal how difficult 
the adsorption of water by the A horizon of these kinds of soil is when their 
moisture content is decreased. This characteristic of the organic layer helps 
the underlying mineral soil to dry, the phenomena being known in general as an 
integral effect of the westerly dry wind prevailing during the season. Acid 
products of the thus formed thick organic matter cause the bleaching of the 
soil in summer, autumn and late spring when the soil is wet and create the 
profile of PDB-soil.

The above-mentioned idea may be not more than a working hypothesis so 
far as the present study is concerned-： the writer, however, believes it to be 
the valid essentials of the theory of soil formation of our country, unless the 
genesis of such kind of soils may not be manifested.

Pwr-soil

According to A. A. J. de Sigmond, his "Soils of wet or waterlogged 
meadows" include soils corresponding to "podsolige Wiesenbdden" of H. 
Stremme, "nasse Podsolboden" of A. Stebutt and "Humuspodsol" of B. 
Foresterus. Pwr-soil of the writer is used in a somewhat restricted sense, in
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other words, it is applied to those soils of intermediate stage bet ween forest 
and peaty soils only found on mountains, including mountain meadow so is 
which are discussed in J. S. Joffe's book. As is easily suspected from the mode 
of formation, the organic layer of this soil is ordinarily more extensive than 
that of dry podzolic soils developed under forests and it is less extensive than 
that of peaty mineral soils.

Vegetation common on this soil and those kinds of vegetation which flourish 
on the PpH-soil are alike and are composed of:

Ilex Sugergki subsp. brevipedunculata, Rhododendron Fauriae var. rIfescens, 
Menziesia pentandra, M. ciliicalyx var.indltiflora, Lcucotloe Grqyana var. 
intermtedia, Vaccininmt Smallii, V. axilarc, V.usunoki, Sasa paniculata var. 
paniculata, Abies Mariesii, Sorbus commnixta, Acer Tsclonoskii(cf.Table 61).

These latter three occur in general as a scrub.
The occurrence of Pwr-soil is restricted to areas at high altitudes of 

1000m. or more, and neither Hiba arbor-vitae nor Japanese cedar can flourish 
on this soil.

The following description is adopted as an example of the profile of Pwr-soil, 
this profile (Profile 28) being taken from under Maries, fir (Phot.47) grown on 
the plateau of Mt. Hakkoda at an altitude of 1000 m. The photograph of the 
profile is given in PLATE 62.

L 0-1 cm. Leaf litter of bamboo-grass and other plants.
F 1-7 cm. Dark brown ; a kind of muck ; roots of bamboo-grass abun-

dant, developing as a network.
A-G 7-14 cm. Blackish brown; very rich in well decomposed organic matter ; 

longitudinal fissures appear whsn dried out.
BG 14 19 cm. Dark brown with patches of ochre-yellow brown; layer of 

volcanic ash not fully weathered is present (cf. Fig 9).
A'-G 19-30Cm. Brownish black; buried A horizon of former time; lower 

part is grayish in color demonstrating the bleaching; longi- 
tudinal fissures present; iron oxide deposits along fissures 
and root channels. .

B'1-G 30 38 cm. Dark brown with ochre-yellow brown; weathered pumice 
present. n.

B'a-G 38cm.十 Rusty; horizontal fissures present.

Carbon-nitrogen ratio and pH value of this soil are given in Table 60. This 
type of soil is of course unfavorable to the growth of common forest trees and 
Mar.es'fir dominates in this case but, as has been said, usually as scrubs.

PWI soil

Pwi-soil and Pa-soil correspond to "gleiartige Boden" of wW.Laatech,the 

Pwu soil occurs on concave ground of wet plains of the mountain plateaus, 
and is considered as the high mountain type of the Br-soil, because of the 
similarity of the topography and vegetation of both soils. Morphological features 
of the profile of Pwn soil resemble those of a kind of Br-soil, which is derived 
from clayey substratum, as shown schematically in Fig. 10, although bleaching 
is readily distinguishable on the face of the profile.

Generally speaking,the vegetation on this type of soil is in common with 
that of Br-soil and the kinds are:

Pterocarya rhoifolia, Hydrangca macroplylla subsp. SerraI f. acuminata, 

Paclysandra terminalis, Dryobteris crassirhizoma, Mattciccia Strmtliopteris, 
Ptiloptcris triptera, Dryoptcris ditatata var. dcltoidca (cf.Tables 64, 6S, 71).

As in the case of Pwt-soil, the distribution of Pw soil is confined to 
high altitudes and in consequence no such soil was found in either Hiba arbor- 
vitae or Japanese cedar forests in the course of this study.

The following description of the Pwu soil is that of a profile (Profile 12) 
at an altitude of 740m. on a gently sloping floor between two hills. It is taken 
from a beech-wingnut forest as shown in Phot. 48. A detail ofthe morphological 
features is demonstrated in PLATE 63.

L 0-2 cm. Finely divided litter.
(H)

・

Bone brown; small crumb; this layer is absent on the whole, 
present only when dead leaves accumulate th ckly.

A, 2 -3 cm. Dark brown; small crumb in structure ; bleached in part (cf. 
Phot. 49) ; roots many.

A。 3-6cm. Differentiated in two layers, grayish brown and reddish
brown; grayish brown part bleached (cf. Phot. 50).

• 0 6-10 cm. Yellowish brown drying to cream-buff; volcanic ash not fully 
weathered; rusty streaks between this layer and overlaid 
horizon; movement of water discontinuous because of this
layer.

A'1 10 -19 cm. Darkbrown; buried A horizon of the former time; roots
present. ・

A 19-35 cm. Olive brown; pumice particles and root cavities present.
B'1 35-62cm. Yellowish brown; cavities present.
B's 62cm.+ Reddish brown stained with humus; clayey; cavities present; 

seepage water recognised at a depth of about 65 cm.

Pg -soil

This is the gley-podzol of the world type, therefore no explanation on the 
mode of occurrence and the morphological features may be necessary. The 
present vegetation of this type of soils is both xerophytic and hygrophytic as
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shown below:

Aescndlns turbinala, Ptcrocarya rhoifolia, Fraxinus excelsissima, Rlododendron 
Albrcchtii, Clcthra barbinerbis, Benzoin embranaceitm, Hydrangca paniculata, 
H. macroplylla subsp. scrrata f. acuminata, Dryoptcris crassirlizoma, Osmunda 
cinnamomtca, Polystichtm Standishii (cf. Tables 105, 122).

The following example of Pg-soiJ (Profile 67) is taken from a Japanese 
cedar forest (see Phot. 67, 68) in Akita prefecture occurring on flattish ground 
sloping gently (2°) towards S 40° W, altitude of the place being about 270 m. 
PLATE 76 shows its morphological features obviously.

L Almost absent.

H 
A, 
A5 G

B,G

0-6 cm. Bone brown ; crumb in structure; roots abundant.
6-13cm. Dark hair brown; small crumb structure in part.
13-27 cm. Gray with spots of mikado brown; sandy ;weathered stones 

present; roots rare.
27-55 cm. Dark gray with rusty speckles; clayey in texture; stony;

roots rare.
B--G 55cm.十 Pale olive gray: sandy in texture; stony.

Table 121 ShowS the pH value and the carbon-nitrogen ratio of each horizon 
of the profile.

PG-soil was not found under beech forests in this study, the reason assumed 
is that dead leaves are easily decomposed on the site where this type of soil 
appears and as a result, no podzolisation process can occur.

G-soil

This is als。 a world type which the soil scientists are already acquainted 
with, for that reason, the discussion concerning the mode of occurrence as well 
as morphological features are omitted in this paper. As is assumed from the 
nature of the soil, the G-soil does not develop exclusively in the forest of one 
special kind of species, butis distributed widely in northern and southern forests 
of every kind standing on sites of high ground water tables. Viewed from 
the standpoint of silviculture, it may be noteworthy to mention here that this 
type of soil often occurs on the flat ground close to the foot of a slope.

Vegetation is hygrophytic. Of these the most characteristic is Fraxinus 
excclsissina (cf. Tables 74, 77,108).

A profile (Profile 30) was taken from the beech forest (cf. Phot. 57) on 
the wide slope of Mt. Hayatine, spreading south east. The altitude is 650m. 
and the degree of the slope about 4°. PLATE 64 presents the detail of mor- 
phological features of the profile.

L 0 -1 cm. Very thin layer of litter.

F 1-2cm. Dark brown; very thin; roots numerous.
H 2-5cm. Blackish brown; small crumb in structure; earthworms and

ants present; roots numerous.
At 5-13cm. Dark drab; roots and root channels many; earthworms and 

ants present in the upper part.
AaG 13-22cm. Pale drab-gray; clayey in texture; roots of Manchurian ash 

common.
G 22-38cm. Gray; lens-shaped layers of volcanic sand exist.
G: 38 cm. + Gray with rusty speckles.

Both chemical and physical characteristics are presented in Tables 72 and 73.

Reviewing the nature of 13 types of soil of the writer's classification, the 
following can be said in general.

1)Concerning the brown forest soils, the drier the soils are, the more 
extensive is the A。 layer, especially the F layer which is often accompanied by 
the black thin A horizon and mycelia most of which are of ectotrophic mycorrhiza.

The Ao layer of wet soils is very thin, often excluding the F layer. Although 
the H layer is sometimes comparatively thick in the wet soil, the nature is quite 
different from that of the dry soil and the carbon-nitrogen ratio of the former 
is smaller than the latter. The last fact applies als。 to every horizon.

2) The Ao layer of the dry podzolic soils,however, is thick in general, 
when compared with the drier types of the brown forest soil and the II layer 
is developed more extensively. The carbon-nitrogen ratio of the podzolic soils 
increases, just as in the case of brown forest soils, as the soils become drier.

3) The facts described in 1)and 2) indicate the difficulty of the decompo- 
sition of organic matter owing to the drying of the soil, thus forming acid humus 
which influences the reaction of lower horizons. Fig.17 shows this relationship 
rather obviously.

4) Comparing the carbon-nitrogen ratio of the organic layer of soils of 
each species, it is found that that of the soils of Hiba arbor-vitae and Japanese 
cedar are greater than those of beech.

5) The H layer and A horizon are rich in exchangeable calcium throughout 
the 13 unit-types of soil; and when wet and dry soils are compared, the former 
is generally more rich than the latter. If each species is taken int。 consideration, 
the amounts of exchangeable calcium can be said t。 be most abundant in soils of 
Japanese cedar forests, next in those of beech forests and the least is the soil 
of Hiba arbor-vitae forests.

6) NOsN and NHN are abundant, if they are found, in the F layer, less 
in the H layer and least in the A horizon. It would be interesting to note here 
that NO,N is found in more acid soils. This fact may indicate that the effective
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factor is the porosity of soils.
7) Each family type according to the writer's classification is, as has been 

indicated above, in association with the natural vegetation to a certain extent. 
This may contribute to the study of vegetation.

8) The occurrence of these 13 soils is in close relation with the topography 
which is shown graphically in Fig. 26.

・*«**

The system of classification proposed by the writer is applicable to practical 
forestry, because the growth and regeneration of forest trees differ distinctly 
owing to the differences of the soils. These are discussed in detail in this 
study, some of them being abstracted in the following.

Beech trees grow well on the Bm-, Bc- and Bn-soil, fullness of bole, straight- 
ness and freedom from branches being assured as is shown in Phots. 7, 8, 16 
and 109, whereas, on the Be- and Bp soil, in spite of the excellent diameter 
growth, qualities are not good and trees are often furnished with large twigs 
(cf. Phots. 20, 25). In the latter cases beeches are always mixed with wingnuts 
and horse chestnuts. The BA-, Ppr-, Ppm-, Ppn- and G-soils are favorable 
to the growth of beech, which can be seen in Phots. 6, 29, 57 and 110.

Almost all the beech forests in our country are natural, but considering the 
fact that reproduction has been well developed on soils drier than those which 
are adequate to aforestation, Bd- and Be-soils may be suitable for plantations 
of this species.

Well grown Hiba arbor-vitae forests are found on dry soils. These soils are 
usually influenced by deep shade and by the fact that the leaves do not 
decompose easily and therefore often change into dry podzolic soils (cf. Phot. 
72). The growth of Hiba arbor-vitae trees is fine but the quality of the trees 
is not excellent on the Bd- and BE-soils as shown in Phots. 68 and 69. The

BF-, Po- and G-soils are unfavourable to the growth of Hiba arbor-vitae, 
Phot. 63 and Phots. 74, 75 are offerred as an example of the pOOrly grOWn 
trees on Ba- and G-soil respectively. The forms of this species grOWT on 
different kinds of soil are presented as silhouettes in Fig. 27, cited from the 
report of K. Yamaya. These relations can be observed both in beech and 
Japanese cedar forests.

The Japanese cedar is seldom found on dry soils which is a well known 
fact amongst the Japanese foresters. Phot. 91 shows the cedar with rounded 
crown indicating the unfavourable effect of the dryness of soil and Phots. 111 
and 112 give an example of cedar forest on the BA-soil invaded by oak (Q1ercis 
serrata) and red pine (Pinus densiflora).

The regeneration of forests depends upon the types of soils classified by the 
writer, for instance beech regenerates easily on both BD-soil (Phots. 115,116)
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and Bc-soils,less easily on the Bx-, Pnr-, Pi*n-, Ppm- and Pwn-soils. On soils 
wetter than Bn-soil especially on Br-and G-soils, however, regeneration becomes 
difficult. As shown in Phots. 117 and 118 Hiba arbor-vitae regenerates very 
easily on the Ppr- and Pnn-soiJs, whereas economical reproduction cannot be 
expected on the Br一, Pa- and G-soils.

As the result of this study, it is found that even in the case of the Japanese 
cedar, natural regeneration takes place on rather dry soils. The fact was also 
ascertained by the historical study of N. Iwasaki.
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ブナ材の BA 型土壌

BA-soil of beech forest

(Profile 34)

PLATE 49



PLATE 50

ブナ林の BA 型土壌

BA-soil of beech forest

(Prorile 19)
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ブナ林の nn 型土壊
Bn-soil ofbecch forest

(Profile 18)
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フナ林の BB 型土接

BB-soilof beech forest

(Profile 65)
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ブナ林の BC 型土壌

BC.soil of beech forest

(Profile 55)
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プナ林の Bn型土壌

Bp-soil ofbeech forest

(Profile 1)
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ミッナラ林の Bn型土壌

Bn-soilof oak forest

(Transitional type t。 I.-soil)

(Profile 20)
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トチ林の BF 型土壌

BE.soilofhorse chestnut 
forest

(Profile 36)
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トチノキ (サハグルミ) 林の 

Be 型土ﾡ

Bp-soil of horse chestnut 
forest

(Profile 15)
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PLATE 5S

ミツナラ, ブナ混交林の

Pp1型土壌

Pdi•soH of oak-beech forest

(Profile 26)



フナ林の PIm 型土ﾡ

Pnu.soil ofbeech forest

(Profiie 5)
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アラモリト ドマツ林の PI)F, 

Pwi 中間型土ﾡ

Intermediate type of Pnu-and 
Pw i -soil of Maries' fir 

forest

(Profile 27)
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PLATE 61

ブナ林の PDロ 過位型土嬢

Degraded type of Ppg:soil of 
beech forest.

(Profile 21)
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PLATE 62

アヲモリ ト ドマツ林の 

Pw1型土集

Pwi-soil of Maries, fir 
forest

(Profile 28)
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PLATE 63

フナーサハグルミ林の PwI 型土壌

Pwn-soil of beech-wvingnut 

forest

Profile 12
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ヤチタモ フナ 林の

G 型土壌

(i-soil of Manchurian ash
(.beech forest

Profile 330
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ヤチダモ林の G 型土壌

G soil of Manchurian ash 
forest

(Profile 39)
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ヒバ林の BD 型土壌

Bp-soil of Hiba arbor-vitae 
forest

(Profile 42)
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ヒバ林の Be 型土壌
BE-soil of Hiba arbor-vitae 

forest

Profile 56)
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ヒバ林の PIn 型土

PDu-soilof IIiba arhor-vitae 
forest

(Profile11)
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フナ, ヒバ混交林のPII型土
PDR-Soil of beech-lliba 

arbor-vitae forest

(Profile 35)
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ヤチダモ(ヒバ 林の(;型土壌

(r-soil of Manchurian ash
(Hiba arbor.vitae) 

forest

Profile 10
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PLATE 71

スキ林の I N 型土

lsoil of Japanese cedar 
forest

profile 16
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スキ林の Ic 型土

Be-soil of Japanese cedar 
forest

Profile ラ1)
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スギ林の BF 型土ﾡ

BE-soil of Japanese cedar 
forest

(Profile 52)
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PLATE 74

スギ林の BF 型土壌
BE-soil of Japanese cedar 

forest

(Profile 14)
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スギ林の」2. 川： 中間型土

Transitional type of lr-soil 

to Bi:-soil of Japanese 
cedar forest

(Profile15)
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